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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日の陽ひ射ざしは、いつもよりずっと柔らかく感じられた。

　帝都バンハタールの中央に聳そびえる宮殿。外界とは隔離された広大な敷地の中庭に、二メートルほどの間隔を空けて立つ、二本のウバメガシの木がある。

　宮中に植えるに相応ふさわしい風格をもった大木、というわけではない。中庭にはもっと太く高い木々がいくらでもあるし、その中には国宝級の古木さえも含まれる。それらに比べれば二本の若木はいかにも見劣りするし、そもそも植えられた時期からしてたったの数年前だ。

「──ああ、時間を忘れるね」

　だが、そんな二本の木を、帝国軍元帥イクタ・ソロークはとても好んでいる。枝葉が形作る程よい日陰と、吊るし式寝具ハンモツクを張るのにちょうどいい間隔。彼自身が吟味して設しつらえた、かけがえのない憩いの場だ。

「……うむ。そなたが会議にたびたび遅刻するのも、分からぬではない」

　微ほほ笑えみ混じりに少女が呟つぶやく。大きなハンモックに青年と並んで寝そべるのは、女帝シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクその人。いつもは私室でふたりの時間を過ごす彼女も、いつになく天候に恵まれた今日ばかりは、こうして外気に肌を晒さらすことを躊躇ためらわなかった。

「……憶おぼえているか？　この寝方は、そなたが余に最初に教えてくれたのを」

「憶おぼえているよ、もちろん。あの時はずいぶん意地悪をしちゃったからね。いつ恨み言を言われるか、実はずっとはらはらしてたんだ」

　いたずらっぽく笑う青年。微そよ風かぜに揺れるハンモックの上で、シャミーユは隣のイクタにもう少しだけ身を寄せる。

「許して遣わす。……仕置きはすでに、ヤトリが済ませてくれているのでな」

「むむむ。その割には、最近もけっこう蹴られてるような……？」

「新たに犯した罪については話が別であろう。昔も今も変わらぬ。年のいった女と会うと、そなたはすぐにも言葉を尽くして口説き始める」

「それを僕に禁じるのは、ほとんど呼吸をするなと言うようなもんで」

　肩をすくめて苦笑する青年。と──ふとそこに、芝生をさくさくと踏みしめて近付いてくる足音が聞こえた。少女がはっとしてハンモックから飛び起きる。

「こんにちは。……ええっと、本当にお邪魔じゃないのかな？」

　開口一番にそう言って、遠慮がちな微ほほ笑えみを浮かべる翠すい眼がんの青年。シャミーユが目を丸くした。

「トルウェイ!?　そなた、いつの間に宮殿に……！」

「たったいま着いたところです。ご無沙汰しておりました、陛下」

「昨日で訓練に区切りが付いたらしいんで、僕が呼んでおいたんだ。──直接会うのはひと月ぶりだな、トルウェイ」

「うん。でも、精霊を通して話していたから、あんまり久しぶりって感じはしないね。訓練が大変な分、頻繁にイッくんやマーくんと話せるのはすごく励みになったよ」

　屈託のない笑顔でそう口にするトルウェイ。と、その背後から、また別の影がふたつ歩み寄ってきた。

「ありゃ、トルウェイに先を越されたか。──ご無沙汰しております、陛下」

　居並ぶ面めん子つを眺めて、小太りの青年がそう口にする。予想外の来訪がふたり続き、シャミーユは慌ててハンモックから飛び降りる。

「マシュー、そなたもか！」

「休暇を今日に合わせるようイクタに言われてまして。南域から帝都まで、早馬で一気に帰って来ました」

　騎乗の疲れが残る腰を押さえつつマシューが言う。その隣に、茶器一式が載った盆を抱えたハロが笑顔で歩み出た。

「お久しぶりです、トルウェイさん。少し瘦せられましたか？」

「久しぶり、ハロさん。大丈夫、瘦せてはいないよ。引き締まっただけで、体重は増えたくらいなんだ」

　自信ありげにそう答えて、青年は軽く胸を叩たたいてみせる。ハロはその全身をじっと検あらためる。

「──うん、そうですね。前より顔色もいいし、体調は崩してなさそうです。……よかった」

「お、さっそく仕事だな。さすが帝国軍初の精神衛生管理官殿」

「ふふふ、マシューさんはちょっとだけ太りましたよ？」

「うっ……！　し、仕方ないだろ、海軍の連中が何かと食え食えって手土産持ってくるんだよ。せっかくもらったもん腐らせるわけにもいかないし……」

　口元をへの字に曲げて、マシューは悩ましげに唸うなる。彼が海軍でも周りの人々に好かれていることが伝わって、イクタはちょっと意地悪に微ほほ笑えんだ。

「交流が上う手まくいっているようで何よりだよ。──ぽるみんとの仲は順調かい？」

「順調だけど……いや、おれの話ばっかり根掘り葉掘り訊きくなっての！　こんだけ会ってなかったんだから、話題なら全員溜たまってるはずだろ！　えっと──そうだ、ハロの怪け我がはどうなんだ!?」

「あ、腕ずもうしますか？　すぐに分かりますよ？」

　腕まくりして微ほほ笑えむハロ。そのやり取りを微ほほ笑えましげに眺めつつ、トルウェイは青く晴れ渡った空を仰ぐ。

「天気もいいし、今日はこのままここでお茶会かな、イッくん」

「そのつもりで呼んだんだ。椅子を持って来させてもいいけど、ここはもともと芝生がいい感じに厚いんでね。みんな、ひとまず木陰の適当なところに座ってくれるかな」

　ハンモックから降りつつイクタが促す。彼に言われるまま、騎士団の面々は足元の芝生に腰を下ろした。立っていた時よりも視線がぐっと地面に近付き、ふと不思議な感慨を覚えたハロが声を上げる。

「ああ──懐なつかしいですね、この感じ」

　他の四人も、誰からともなくその感覚を抱いた。マシューがぼんやりと応じる。

「……そうだな。この面めん子つで地べたに座ってると、高等士官候補生だった頃を思い出す」

「ふふふ。ぼくはよく、サフィの風をイッくんに取られていたなぁ」

「イケメンは体温が低いから暑さに強い、というのが僕の持論だったからな」

「非科学的にも程があるであろう……」

　呆あきれ顔がおで青年の手の甲をつねるシャミーユ。ハロから渡されたお茶を何気なく口に運んだマシューが、そこでおっと声を上げた。

「……うまいなこの冷茶。ぜんぜん味が薄まってない。こんだけ氷が入ってるのに」

「あ、分かりますか？　それ、お茶を凍らせた氷なんですよ」

「いつもよりさらにひと手間かかっているんだね。……うん、冷たくて美お味いしい。火ほ照てった体にこれは嬉うれしいなぁ」

　ハロが淹いれたお茶の美お味いしさに全員がひと息つく。直後、その視線が木の間のハンモックに注がれた。はぁ、とマシューが呆あきれのため息をつく。

「しっかしまぁ、ついに宮殿の中にまで巣を張りやがって……。サボり根性もここまで来れば見上げたもんだな」

「いーや、まだまだこれからさ。次はあの尖せん塔とうと尖せん塔とうの間に張れないかと思っているんだ」

　そう言って、同じ宮殿の敷しき地ち内に聳そびえ立たつ二本の塔を何気なく指差すイクタ。金髪の少女が眉根を寄せる。

「尖せん塔とうとは……まさかとは思うが、右剣の塔と左剣の塔のことか？　共に高さ三十七メートルのあの？」

「さすがイッくん。昼寝の場所選び一つとってもスケールが違う」

「実現には領空周りの法律にハードルがあるんだ。次の議会に提出する改正案は仕上がってるから、今のうちに根回しをしとかないと……」

「おい、誰か止めろ！　こいつ本気でやる気でいるぞ！」

　いよいよ具体的な段取りの説明に入っていくイクタの肩を、馬鹿な真ま似ねをさせるかとばかりにマシューが摑つかんで揺さぶる。その光景に、残る三人の間で笑いが弾はじけた。

「──時間を忘れますね」

　ふと──空を見上げながら、ハロがそんな呟つぶやきを漏らした。ぴたりと会話を止めて、他の四人も同じように上空を仰ぐ。小鳥の群れが、彼らの視界を泳ぐように横切った。

「このまま何も起こらずに済む……ってわけには、いかないもんかな」

　詮無い望みと知りながらマシューが口にする。応じるようにトルウェイが言った。

「キオカでも──こうやって空を見上げながら、誰かが同じことを考えているかもしれないね」

　両国で厭えん戦せんの気運が高まってきたこの時勢、戦争を望む者よりも望まない者のほうがずっと多い。その皮肉な事実を思いながら、イクタは鼻を鳴らして呟つぶやく。

「今日まであちこちでハンモックに寝っ転がって、数えきれないほど空を見上げてきたけどな。ついぞ見たことがないよ、戦争に向いた天気なんてものは」

　辛辣な口調でそう言った後、ふと穏やかな面持ちになって、青年はすっと目を細める。

「ただ──どうせ最後に見上げるなら、やっぱり青空がいい。……眠りに就いた後、いい夢が見られそうだから」

　どこか儚はかなげな言葉。いつもの彼らしくない様子に四人は驚き、真っ先にマシューが反論した。

「ふん、司令所に引きこもりっぱなしの元帥様が何言ってんだ。総司令官のおまえが死ぬ時は、おれたち全員死んでるっての」

　と、彼にとっては当然の事実を口にする。後を追ってハロとトルウェイも声を上げた。

「そうですよ、イクタさん。自分はもちろん、ちゃんとわたしたちを生かしてくれなきゃ困ります」

「ぼくたちはそう簡単には死なないよ、イッくん」

　いつになく力強い口調で翠すい眼がんの青年は請け合ってみせた。以前に輪をかけた仲間たちの頼もしさに、イクタは知らず口元を綻ばせる。──かすかな弱気はそれで吹き飛んだ。

「うん、そうだね。──ハロ、お茶のお代わりをもらえるかな？」

「はい！　今すぐ──」

　さっそくお代わりを注ごうとハロが土瓶に手を伸ばした、その瞬間──イクタの腰のポーチで、パートナーのクスが着信を告げる声を上げた。通話がそれに続く。

「──元帥閣下に報告します、国境東側よりキオカ軍が進軍を開始！　繰り返します、キオカ軍が進軍を開始──」

　その報しらせに──不思議と、五人のうちの誰も、息を吞のむことさえしない。

「…………」

　居並ぶ仲間たちを見渡し。ほとんど空になった全員の杯を眺めて、イクタはふっと微ほほ笑えむ。

「……なんとか持てたね。全員で、お茶を一杯飲む時間は」

　トルウェイも、マシューも、ハロも、シャミーユも、微わ笑らってそれにうなずいた。この穏やかな時間が終わってしまったことよりも、この瞬間まで仲間とかけがえのない時を過ごせた、その幸いに心から感謝して。

「さぁ、始めよう。──戦争の時間だ」

　そう告げると同時、杖つえを突いて立ち上がり、ハンモックに掛けていたマントを肩に羽織る。帝国軍元帥としての装よそおいに戻り、自らの持ち場に向かって歩き出す黒髪の青年。──その後に、覚悟を秘めた女帝と、いずれ劣らぬ歴戦の将校たちが続く。

　宝石のような平穏は終わりを告げ。かくして、最後の戦いが幕を開ける。
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　全面対決に当たって、帝国・キオカにはそれぞれの戦略構想がある。

　それらを踏まえると、戦いの場所を事前に指定し、互いにありったけの兵力を揃そろえてぶつかり合う古典的クラシカルな戦争──いわゆる会戦は、この場合成立しない。一方にとって有利な場所はもう一方にとって不利な場所であり、とりわけ現代戦において最大威力の兵装である爆砲の数に差がある以上、帝国としては決戦の場所を単なる平原とするわけにはいかない。

　もっとも勝率を高く見込めるのは、攻め入ってくるキオカ軍を帝国領内で逐次迎撃する「守りの戦」だ。国土が荒れてしまうことと引き換えに、これなら事前に進軍路を想定し、予想される戦いの場を自軍に有利なよう整えておくことが出来る。場所が自国な分だけ補給も容易という点も大きい。

　一方キオカとしては、それを承知で帝国に攻め入る必要がある。「攻めてくる敵を迎え撃つ」方針は彼らにはない。時間を置けば置くほど、爆砲の数を中心とする双方の戦力差が縮まってしまうからだ。帝国が自ら攻めてくるとすれば、それはその方針でも勝ちが見込めるほどに軍備が整ったことを意味する。それまで座して見ているのは本末転倒でしかない。

　片や守りを固めてホームグラウンドで待ち構える帝国軍。片やそれと承知で攻め入らなければならないキオカ軍。

　しかし──この構図を踏まえてもなお、それは決してキオカ軍の不利を意味しない。




「──砲兵部隊、前進！」

　理由の説明は、言葉を尽くすまでもなく、この光景ひとつで事足りる。

　数多あまたの馬に引かれ、幾重にも重なって押し進む鋼の砲列。縦隊の最前列のみで三十門。後続に至っては──小高い丘の上にでも立たなければ、おおよその数を数えることさえ難しい。

　この戦いのためにキオカ軍が用意した爆砲の総数、実に六千と百二十二門。牽けん引いんに用いられる馬はその三倍、人員に至っては実に五倍。爆砲の量産に伴って新設された砲兵部隊だけで三万人を数えるという事実には、この兵科こそ戦いの勝敗の決定打であるというキオカの認識が強く見て取れた。

「……真剣に心配になります。この戦いで、帝国を焦土にしてしまわないか」

　隊列後方。長大にして重厚な砲列の只ただ中なかで、指揮官の隣を歩く将校がそう呟つぶやく。

　先日まで繰り返してきた訓練で爆砲の威力を知るからこそ、彼にはこの砲兵師団がどれほどの火力を実現するかも想像することが出来ていた。これから自分たちは、およそ歴史上に類を見ない大破壊を実行する──そう考えると、頼もしさと同時に空恐ろしい感覚さえ覚えてしまう。

　彼の懸け念ねんを見て取り、隣の上官が鼻で笑った。

「帝国人の賢明さに期待するしかないな。焦土となる前に降伏してくれるように」

「はい、皮肉でなくそう思います。……早く彼らにもこの光景を見て欲しい。いったい何が、この前進を留とどめ得るというのでしょう。我々の持つ火力は山でさえ削りかねない。まして人の手になる要塞など──」







「──いくつ、あると思う」

　高台の上、女性兵士の声が低いトーンで問いかける。隣の地面に伏せて並ぶ部下の男性兵士が、その質問へ慎重に答えた。

「……見える範囲で三千。部隊の規模から推測して、おそらく五千は堅いでしょう」

　砲の総数をそう推測して、彼女らはごくりと唾を吞のむ。キオカの本気の程が見て取れる数だった。どれほどの予算を費やして軍備を整えたのか、もはや想像も付かない。

「委細余さず観測するぞ。……厳しい戦いになる。この段階での手落ちなどもっての外だ」

「はっ！」







「──五千超えか。なるほど」

　帝国軍中央軍事基地・司令室。報告を受けたイクタ・ソロークが、率直な感心を込めてうなずいた。

「大したもんだ──ってのはこの場合、白イケメンじゃなくてアリオ・キャクレイの政治力に対する賞賛になるな。この数を揃そろえるために、国民議会で一体どれだけの予算をもぎとったことやら」

　苦笑混じりに青年は呟つぶやく。──施政に無理が利くというのは、帝政が民主共和制に対して持ちうる明確なアドバンテージのひとつだ。しかし、あの執政官を相手取っては、そんな常識さえ意味をなさないらしい。

「ま、驚きはないよ。あの男ならやるだろうとは思っていた。──シバ大将に繫つないでくれ」

　言われたクスがすぐさま通信を始める。五秒と待たず応答があった。

「クバルハ・シバだ。べらぼうな数の砲が確認されたようだが、予定通りやるんだな？」

「ええ、もちろんです。第一次防衛線にて塹ざん壕ごう戦の準備をお願いします」

「承知した。胸が躍るな、まったく」

　笑い混じりの声を最後に通信は切れた。いつもと変わらない「日にち輪りんの双そう璧へき」の豪胆さに頼もしさを覚えつつ、イクタは執務机に手を突いて立ち上がる。

「──さて。それじゃ、僕も位置に付くか」

　そう言って机を離れ、青年は司令室の中央、自らセッティングした二十余りの将棋盤の中央に立つ。各々の盤上や脇に置かれている駒は形も大きさもまちまちで、本来の将棋とは似ても似つかない。これから始まる戦いを、戦況の推移に応じて的確にイメージするための補助具といったところだ。

「さて──今回の先攻はお前だな、ジャン」







　帝国軍による観測報告から四時間後。進軍を続けるキオカ軍の先頭集団が、今まさに国境線を越えようとしていた。

「──さぁ。いよいよ最初の要塞が見えてきたな、マーゼヤ」

　戦列の前方で望遠鏡を覗のぞき込こみながら指揮官が言う。年の頃は五十代半ば、肩の階級章は大佐のそれ。今回の決戦序盤でキオカ陸軍の前線指揮を預かるガトラ・デッケイック大佐だ。

「じきに斥候も戻るかと」

　副官として指揮を補佐するマーゼヤ・エムデン少佐がそう応じた。彼らの軍勢と、彼らが見据える敵要塞との距離はすでに二キロとない。西へと続く平原を「ここまで」と言わんばかりに断って聳そびえる正八角形の大型軍事施設。実に百二十年前からキオカの侵攻を阻はばみ続ける「最初の壁」──オルワ鉄壁要塞だ。

「帝国に勝ちたくば、五分の力でオルワを陥おとせ。私の若い頃は、士官学校に入った頃から耳にタコができるほど言われたものだ」

「今もさほど変わりませんよ。ここを通らず帝国へ侵攻する陸路となると、アルデラ神軍が大アラファトラ山脈を越えていったあのルートぐらいのものです」

「そちらも輝き将しよう殿の采配だったな。今回利用できないのは至極残念だが」

「高い山は私も好きですし、いずれ大アラファトラを越えてラ・サイア・アルデラミンへ巡礼するのが夢でもありますが──それでも爆砲を押して登ろうとは思いませんね」

　そんなマーゼヤ少佐の言葉に、ガトラ大佐はくっと笑いをこぼした。聖人と称されるほど熱心なアルデラ教徒でさえ、「いずれそのうち」と言ったまま生涯を終えてしまう──大アラファトラ越えの巡礼は、しばしばそんな言い回しで揶や揄ゆされるのだ。

「今回はこちらでいい。どれほどの兵が詰めているか知らんが、全て爆砲のエサだ」

「逆に野戦に打って出てきた場合はどうでしょう？」

「助かるな。要塞を落とす手間が省ける」

　自信に満みち溢あふれた言葉がガトラ大佐の口を突いて出る。と、そんな彼らのもとに、ひとりの将校が足早にやって来た。

「──報告です！　斥候部隊が、前方に見える要塞の偵察を終えて帰還しました！」

「うむ。配備されている兵はどれほどだ？」

　すぐさま尋ねるガトラ大佐。が、目の前の将校は返答を躊躇ためらうように言いよどむ。

「……それが……ゼロです」

　しん、と沈黙が下りる。一瞬の困惑の後、大佐の眉根がぎゅっと寄った。

「……ゼロ？」

「要塞に人の気配はまったくない、とのことです。近付いても迎撃はなく、内部への侵入さえ容易だったと。また、周囲にも多数の伏兵が潜めそうな地形はありません」

　続く言葉でますます疑問を深めて、状況を測り兼ねたガトラ大佐が副官に向き直る。

「お前の予想が当たったケースか、これは」

「かもしれませんが……敵の姿がまったく見えないというのは、さすがに」

　言葉を選んで慎重に応じるマーゼヤ少佐。──彼らにしても、敵が策を凝らしてくる展開は予想している。例えば要塞に詰めている兵を囮おとりとして背後からの襲撃を狙うなど。だが、それらのケースにおいても、要塞に置かれる人員がまったくのゼロというパターンは存在しなかった。

「まぁいい。本当に放棄したのだとすれば、このまま接収して我らの拠点とするだけだ。アルキネクス少将殿に確認を取るぞ」

　気を取り直して精霊通信を開始する指揮官。数秒と待たずに相手から応答があった。

「──こちら総司令官ジャン・アルキネクス。現状はどうだい、大佐」

「は。それが、進軍ルート上の最初の要塞がまるきり無人という状況でして。どうしたものか閣下の判断を仰ぎたく」

「無人かい」

「はい、人っ子ひとり見当たらないとの報告で。このまま接収して構いませんかな？」

　ふたつ返事の許可を予想してガトラ大佐は尋ねる。が、返ってきた言葉は余りにも予想外だった。

「いや。砲撃だ」

「──は？」

「要塞に向けて砲撃を行うんだ。徹底的にやってくれ。敵兵の有無は問題としない」

　無人の要塞を砲撃しろ。その指示を吞のみ込こむために数秒かけた後、彼は慌てて確認する。

「よ──よろしいのですか、少将閣下。敵地に拠点を確保できるチャンスというのは、この先なかなか望めないものと」

「すでに命令は下したよ、大佐」

　説明を加えることはせず、白はく髪はつの将は淡々と言ってのける。その圧力に知らず背筋を伸ばし、ガトラ大佐は承諾を告げて通信を切った。

「……砲撃準備にかかれ」

「無人の要塞に向けて、ですか」

「私も確認を申し上げたが、総司令官殿の判断だ。疑う理由はない」

　きっぱりと告げる声にもはや迷いはない。副官もそれにうなずいて砲兵部隊へ指示を飛ばした。ガトラ大佐が前線指揮官に選ばれた最大の理由のひとつがここにある。どんな状況でも、彼はジャン・アルキネクスの判断を決して疑わない。

「揚気注入を開始します、大佐殿！」

「よし、開始しろ！」

　命令を受けた砲兵たちが即座に動き回り、鋼の砲列に揚気を注入し始める。その内部に溜たまっていく圧力を想像しながら、ガトラ大佐は腕を組んで声を上げた。

「司令官殿の意図はまだ分からん。が、早々に試し打ちの機会が持てたと思えば悪くはあるまい」

「は……」

　納得しきれないまま生返事をよこす副官。が──ほどなく砲兵たちが砲撃準備完了を告げ、大佐は彼らに向かって命令を下した。

「砲撃開始ッ！」

　轟ごう音おんと共に射出される砲弾。砲兵たちの鼓膜がびりびりと痺しびれ、足元の草くさ薮やぶまでが振動を受けて震える。そして数秒後、宙に放たれた砲弾は一斉に目標へ着弾した。屋根も壁も一息に貫き、砕けた石材が巨大な破片となって地面に降り注ぐ。

「うむ、予想に違たがわぬ威力だ。なかなかの規模の要塞だが、これではひとたまりも──」

　砲撃の効果を見届けて満足げに唸うなる指揮官。が──次の砲撃を目にすることはなかった。彼らの目の前で、要塞の全てが一瞬にして爆散した。

「──は？」







「──よ──要塞、爆散！　報告します、砲撃中の敵要塞が爆散しました！　崩落ではなく爆散です！　たった一度の砲撃で……！」

　精霊越しに届く泡を食った部下の声。その動揺ぶりとは裏腹に、白はく髪はつの将は驚きの欠片かけらもない面持ちでいた。

「Ｙａｈ──やはりかい」

　言いつつ、ジャンは机に広げた地図を見下ろす。報告を待つまでもなく、要塞を意味する記号には、すでに「利用不可」を意味する×印が付いていた。

「動揺する必要はないよ。至って自然な結果さ。いくら爆砲に対して意味をなさないからといって──あのイクタ・ソロークが、要所にある要塞を意味もなく放置するはずがない」

　確信をもって彼は言い切る。──揚気を利用した爆破解体。かつて大アラファトラの卓状台地での攻防でジャン自身も用いた技術だ。これの革新的な点は、事前の手の加え方次第で、強固な地形や建造物を一瞬で吹き飛ばせるところにある。ルート上にある無人の要塞などは罠わなとしてもってこいであり、ジャンはそれを読み切っていた。

「接収を図ってうかつに兵を入れようものなら大惨事だったね。──これで分かっただろう、大佐。僕の命令には絶対服従だ。現場で未知の状況と出くわした時は、全てに先駆けてこちらに連絡。自分の頭よりも僕の判断を信頼するように。いいね？」

「は、はい……！」

　震え声で服従を示す指揮官。それを聞いたところで白はく髪はつの将は通信を切り、傍かたわらに待機していたミアラが声を上げた。

「さっそくイクタ・ソロークの罠わなですか。……油断も隙もありませんね」

「この程度を罠わなとは呼ばないよ。あいつと僕の間なら、ほんの挨拶みたいなものさ」

　微ほほ笑えみすら浮かべてジャンは言う。──何も驚くには当たらなかった。三度の対決と「神の試練」での交流を経て、彼らはもはや互いの実力を知りすぎるほどに知っている。

「この後に続くのが緒戦だ。──互いの布陣の開帳といこうか、ソローク」







　迎撃配備に付き始めた陸軍と時を同じくして、帝都バンハタールから遥はるか南の港では、キオカ軍侵攻の報しらせを受けた帝国海軍が動き始めていた。

「よいせっ……！」「次の樽たるよこせ！」「おらぁ、これで全部だ！」

　大きな樽たるを担かついだ水兵たちが艦船と港を行き来している。長期間の航海に備えて大量の物資を積んでいるのだ。水精霊の浄水機能のおかげで海上でも真水には事欠かないが、大勢のクルーを食わせるだけの食糧ともなると、それだけで膨大な量になる。それに加えて武器や砲弾まで積み込む軍艦となれば、荷物の積み下ろしだけで半日以上費やすこともざらだ。

「──閣下！　どこにいらっしゃるのですか、ユルグス大将閣下！」

　大勝負を前にした忙せわしない軍港の一角を、ひとりの青年が困りきった面持ちでさまよっていた。エリーネフィン・ユルグスの副官を務める情報将校だ。出撃に向けて上官の判断を仰ぎたい事項が溜たまっているのに、肝心の本人がどこにも見当たらないという状況だった。

「うう、一体どこに行かれて──うわっ!?」

　探しあぐねた彼が背伸びして港を見回していると、すぐ後ろの堤防からざばりと音を立てて何かが登ってきた。彼が驚いて振り向けば、なんとそこには探し求めたユルグス大将の姿がある。ただし全身ずぶ濡ぬれのパンツ一丁、しかも片手に大きな牡蠣かきを持った姿で。

「ぷぅっ──いやね、たった六分で限界なんて。しばらく潜ってないとなまっちゃうわ」

　海水を滴したたらせながらユルグス大将が呟つぶやく。艶を帯びた肌、年齢を感じさせない肉体美に圧倒されながら、副官が辛かろうじて声を上げる。

「た、大将閣下──」

「あら、アンタ。どうしたの？」

　彼の存在に気付いた大将がそちらに目を向けた瞬間、その背後で再び水しぶきが上がった。

「ぷはぁっ──！　これでどうだ、叔父さん！」

　そんな声と共に、これまた全身ずぶ濡ぬれの女性が堤防を登ってきた。ユルグス大将の姪めいに当たるポルミニュエ海尉──片手にはやはり大ぶりな牡蠣かきを握りしめている。

　途端に、ふたりは示し合わせたように互いの牡蠣かきを目の前にかざした。どちらも見事なサイズだが──してみると、ユルグス大将のそれのほうがひと回り大きい。

「アタシの勝っちー。まだまだね」

「ぐぬーっ！」

　にやりと笑う叔父を前に、ポルミは地団太を踏んで悔しがる。ぽかんとする副官をよそに、ユルグス大将はさて、と呟つぶやいた。

「いい準備運動になったわ。クルーがお待ちかねでしょ。自分の艦に戻りなさい、ポルミ」

「はいはい。大将閣下の仰おつしやるとおりに」

　ふてぶてしくそう言って踵きびすを返かえすポルミ。その背中をぽかんと見送ってから、我に返った副官が問いかける。

「な──何をされていたのか、お聞きしても？」

「何って、ただの牡か蠣き獲とり競争よ。出港前の景気づけも兼ねて、姪めいっ子と遊んでやってたの」

　平然とそう答えて、ユルグス大将はその視線を海面に向ける。

「アンタもやっといたら？　体から潮っ気が抜けたままで勝てる戦じゃないわよ、今回ばっかりは」

「……！」

　その言葉に目を見開く副官。次の瞬間、精霊と手荷物を地面に置き、彼は地面を蹴って海に飛び込んだ。水しぶきが舞い上がる。

「ぷはっ──っこ、これでよろしいですかっ！」

「──。いいけど……意外と大胆ね、アンタ」

　驚きとおかしみが半々の表情でユルグス大将は言い、堤防をよじ登ってきた副官に手ぬぐいを差し出す。

「意気込みは伝わったわ。──報告をなさい」

「はいっ！」







　港を駆け抜けて自分の艦を目指すポルミ。艦上から自分の姿を探す仲間たちの様子が目に入ったところで、彼女は彼らに向かって大声を上げた。

「みんな、ただいまー！」

　その声に気付いたクルーたちの視線がポルミを向き、同僚のボームとヨリンが並んで悪態を吐つく。

「何がただいまだ！　おっせーぞ艦長！」

「どこで油売ってたのよ！　もうほとんど準備できてるし！」

「ごめんごめん！　ちょっとそこで牡か蠣き獲とってた！」

　言い訳になっていない言い訳で返しつつタラップへ駆け寄るポルミだが、その直前でふいに足を止める。そこに見覚えのある老人が待ち受けていたからだ。

「さっさと準備せい。先頭艦が立ち後れては格かつ好こうが付かんぞ」

「クッチのお爺じい!?」

　かつて彼女が乗った「暴ぼう竜りゆう号ごう」で艦長を務めたベテラン、ラギエシー・クッチ海佐。今は胸の病から一線を退いたが、この日ばかりはポルミの見送りに港まで駆け付けたのだった。

「ワシも付いて行ってやりたいところじゃが、それはもう叶かなわんなぁ……」

「……お爺じい……」

　寂しげに顔を歪ゆがませるポルミ。が、老人はきっぱりと首を横に振った。

「爺じじいに付き合ってしょげてる場合か。──行って来い、ポルミ。今はお前さんたちの時代じゃ」

「……うん！」

　背筋を伸ばして敬礼し、ポルミはタラップを駆け抜けてクルーたちの待つ艦へと乗り込んでいく。デッキを一巡して出発の準備が一通り済んでいることを確認すると、部下たちに抜ばつ錨びようと展てん帆ぱんの指示を出し、自らは縄なわ梯子ばしごを伝ってマスト上の見張り台へと登って行った。

「うん──いい日和だ」

　よく晴れた海原を見渡してそう呟つぶやき、すぅと肺に息を吸い込んで──彼女は歌い始める。

「──日は昇り　鷗かもめは歌う──」

　その歌声に、艦を動かす手は止めないまま、クルーたちは無言で聞き入る。古いにしえより伝わる船出の歌に身を委ねて、二度と踏むことはないかもしれない大地に別れを告げる。

「──いざ船に乗れ　舫もやいを解けよ　漕こぎ出せば後ろは振り向かず──！」







　彼女の艦に留とどまらず。その歌声は潮風に乗って、旗艦のユルグス大将の耳まで届いていた。

「いい声ね。──先頭艦の仕事ってものが分かってるじゃない、ポルミ」

　微ほほ笑えみを浮かべて呟つぶやく。いま彼が乗っているのは、ニモング港沖での海戦でも使われた帝国海軍最大の戦艦「黄こう竜りゆう号ごう」──ではなかった。戦術上の都合で今回「黄こう竜りゆう号ごう」は用いられない。代わって海に浮かべられたのは、それよりふた回り以上も小さいバーケンチンの戦艦「紅こう竜りゆう号ごう」。男が海軍大将となる以前、もっぱら佐官時代に愛用した艦であり、それが今回の決戦における彼らの旗艦なのだった。

　姪めいの歌声に耳を傾けつつ、片手に握った大きな牡蠣かきにナイフを差し入れる。貝柱を切って開いた貝殻の中身をつるりと飲み込もうとして──そこに白い輝きが覗のぞき、ふと手を止める。

「あら。幸さい先さきがいいわね」

　指先でそれをつまみ上げてくすりと笑う。──宝石市場でもなかなかお目にかかれない大きさの真珠が、日の光を受けてキラリと輝いていた。










　要塞の残骸を後に前進すること数時間。キオカ軍はついに、彼らを待ち構える敵部隊との対陣を果たした。

「……これは……」

　望遠鏡を覗のぞき込こむガトラ大佐の顔には困惑が色濃い。無理もない、そこにあったのは未いまだかつて目にしたことのない戦型──広範囲に亘わたって幾重にも掘り進められた塹ざん壕ごうと、その中に配置された大勢の帝国兵士たちの姿だった。張り巡らせた有刺鉄線の向こうで油断なく武器を構えて、彼らはキオカ軍の進路を完全に塞いでいる。

「……少将閣下の予想を耳にしてはいたが、実際に前にすると、いやはや奇き天て烈れつな光景だ。隘あい路ろを守る小勢ならともかく、この規模の部隊が丸ごと塹ざん壕ごうに収まっているとは……」
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「しかし、理に適かなっています。要塞が意味をなさない以上、向こうにとっては最低限の野戦築城で待ち構えるほうが無駄がありません」

　冷静に分析するマーゼヤ少佐。彼の上官もその意見にうなずいた。

「敵にも備えはある、それは分かった。ならば──どの程度のものか確かめねばなるまい」

　そう言って背後に視線をやる。そこに整然と立ち並ぶ砲身の群れ──地形が許す限界まで展開した爆砲部隊の威容を目にして、身震いすら覚えながら、彼は静かに片手を上げる。

「砲撃──開始！」

　満を持して下された命令。それに続いて、耳を聾ろうする轟ごう音おんが響き渡った。







　天を覆うかのように降り注ぐ無数の砲弾。空を行く鳥の群れにも似たそれらは、噴煙と共に射出されてまもなく、地上の獲物へ向かって速やかな下降を開始する。

「来るぞォォォッ！」

　塹ざん壕ごうの底で頭を低くする兵士たち。ある者は止めどなく全身を震わせて、ある者は一心不乱にアルデラ教の祈りの文句を唱えている。次の瞬間に跡形もなく吹き飛ぶ自分、その想像を懸命に追い払おうとして。

　ズン、と重い着弾音が重なった。──一度の斉射で降り注いだ砲弾は実に二千発以上。並の要塞なら、どうあっても致命的な破壊を免まぬがれ得ない破壊の怒ど涛とうだった。が、

「……っ……！」「……ぅ……あ……？」

　その中にあって、ひとり、またひとりと帝国兵士が気付き始める。着弾を経て、今なお五体満足のまま保たれている自分自身の体。崩れることなく自分たちを守る土の壁の存在に。

「い……生きてる」「死んでないぞ、わたしたち」

「防げる……！　塹ざん壕ごうの中にいれば、あの砲撃は防げるんだ！」

　砲撃に対する塹ざん壕ごうの防御効果、それが実感となって彼らを勇気づける。砲撃に晒さらされた陣地の様子を見下ろせば、それは確かに驚くべき結果を示していた。

　まず、塹ざん壕ごうそれ自体が広範囲に吹き飛んだような箇所はひとつもない。着弾地点が近かった場所はいくらか崩れていたが、それとて補修が利く程度。何より驚くべきは、塹ざん壕ごうの前方に配置された鉄条網がほとんど無傷のまま残っていることだった。直近で爆風に晒さらされたはずの箇所ですら切断されていない。石造りの堅けん牢ろうな城塞をいともたやすく突き崩す砲撃が、さして太いわけでもない鉄線を破れなかったのだ。

　同時に、その細さこそが砲撃に耐えきった最大の理由でもある。面で襲い掛かる爆風の破壊力の大半を、細い線に過ぎない鉄条網は素通りさせてしまうのだ。これを砲撃で崩すことは、分厚い城壁を撃ち破るよりも遥はるかに難しい。

「次の砲撃が来るぞ！　頭を下げろ──ッ！」

　無事を喜んでいられたのも束つかの間ま、帝国兵士たちのもとに再び震動と轟ごう音おんが襲い来る。だが、身を低くしてそれに耐え続ける彼らの表情は、一度目の砲撃の時とはすでに違っていた。

「……戦えるぞ……」「……ああ。わたしたちは、戦える……！」

　あの圧倒的なキオカ軍の砲列に、自分たちは立ち向かえるのだと。胸の内に芽生えたその思いが、彼らの戦意をいっそう確かなものにした。







「──効果が薄い？　Ｓｙａｈシア、やはりそうかい」

　一方、現場指揮官から砲撃の結果を知らされたジャンは、何一つ驚くことなくそれを受け入れていた。

「順当な結果だよ。塹ざん壕ごうと鉄条網の組み合わせは、こちらの砲撃に対する現時点での最適解だ。守りの戦を行うに当たってこれ以上の作戦はない」

　敵軍の備えを淡々と称賛する。前線の将兵たちとは反対に、彼は爆砲の破壊力に酔ったことなど一度もない。

「爆風を阻はばむ塹ざん壕ごうと、人を阻はばむ鉄条網。相互に短所を補い合って形作られる防壁は見た目より遥はるかに強固なものだ。この守りをいかにして打ち破るか、それが今回の戦争の第一の要点になる」

「……ッ……」

「いいかい、歩兵は絶対に前に出してはならない。彼らを突っ込ませればその瞬間から泥沼に引きずり込まれる。鉄条網に味方の体を押し並べて血路とする──そんな歴史に残るような悪戦を演じたくはないだろう？」

　物騒な喩たとえでもって釘くぎを刺す。気鋭の名将による指揮、膨大な数の新兵器──それらの条件から部下たちが破竹の快進撃を期待しているなら、そんな夢想は早々に打ち砕いてやらねばならない。最初に実感してもらわなければならないのだ、この戦いは最初から最後まで綱渡りであるということを。

「攻略を焦あせらないで、いま少しは持ち込んだ装備の実験をしているといいさ。本命が組み上がるにはまだ間がある。その合間だけだよ──帝国兵士たちが甘い夢を見ていられるのは」

　前線の部下に向かって語る表情から、ミアラは感じ取る。──それらを全て踏まえた上で、彼には綱を渡りきる自信があるのだと。







　断続的な砲撃が行われる一方で、塹ざん壕ごう陣地の攻略を目指して、キオカ軍は他の形でも動き始めた。

「装甲車を出せ！」

　帝国兵士たちの前に一風変わった兵装がお目見えした。前面と側面に鉄板を張り、後方に押し出すための取っ手を、内部に人が入るスペースを設けた木製の台車だ。一見して城塞攻略用の雲うん梯ていにも似ているが、それよりもずっと背が低くずんぐりした形をしている。

「前進開始！」

　塹ざん壕ごうに面してずらり並んだそれらが、号令に合わせて一斉に前進を開始した。たちまち帝国軍から応射が浴びせられ、銃弾を受けた鉄板が激しく火花を散らせる。キオカ兵たちの口元が苦しげに歪ゆがんだ。

「くそっ、重い……！」

　銃弾から身を守るために分厚い鉄板を張り巡らせた台車は、人力で押すにはいささか以上に重すぎる。整地された平らな地面ならまだしも、傾斜から凹凸から何もかも自然のままの大地を進むのは並々ならぬ苦労だった。どうあっても歩みは遅々としたものになる。

　彼らの苦戦を遠目に見て取りながら、ガトラ大佐はむぅと眉根を寄せた。

「やはり、装甲車にはさほど期待できんか……」

「人力で押すにはモノが重すぎます。馬は引くことは出来ても押すことには向いていませんし……動力面で大きな革新でも起これば、また違った展望が開けるのでしょうが」

　上官の呟つぶやきに副官が補足する。彼らが繰り出した鉄板張りの台車──装甲車は、敵陣に張り巡らされた鉄条網の切断を企図した兵器だ。銃撃に耐えながら塹ざん壕ごうの手前まで歩兵を辿たどり着つかせ、前面装甲の隙間から出した大型の鋏はさみで鉄条網を切ることを目的としている。だが──現時点において、その完成度はお世辞にも高いとは言えない。

「よ、よし、あと半分──うぉっ!?」

　台車を押しながら半ばまでの距離を踏破したキオカ兵たちが、次々に悲鳴を上げて姿勢を前のめりに崩した。慌てて様子を見れば、台車の前輪が地面の中へ──布と土でカモフラージュされていた落とし穴へ落ち込んでいる。彼らは慌てて取っ手を引いて後退した。このまま進めば台車ごと穴へ落ちてしまう。

「……敵も予想して備えていたようです。やはりダメですね、これは」

「うむ……部隊を戻せ。深追いして兵を失っては元も子もない」

　さほどの未練もなく、ガトラ大佐は切断車部隊に後退の命令を出した。最初から実戦での有効性を計ることが主な目的で、結果が伴えば儲もうけもの程度の作戦だった。緒戦で欠点を洗い出せただけマシだと思わなければならないだろう。







「見ろ、敵の装甲車が下がっていくぞ！」「よし！　落とし穴が上う手まく働いたな……！」

　敵の後退を見て取った帝国兵士たちが喝采する。陣地前方の塹ざん壕ごうで、銃兵のひとりが勢い余って背後の上官を振り向いた。

「いけますね、ミットカリフ中尉殿！　この調子なら存外に──」

「いや──むしろ、敵の冷静さが怖い」

　兵たちの興奮とは裏腹に冷ややかな声で、片手の望遠鏡を覗のぞき込こんだスーヤ・ミットカリフ陸軍中尉が答える。開戦から変わらず厳しい表情のまま、彼女は言葉を続けた。

「爆砲の威力を頼んで歩兵が突撃してくるなら、この時点で大打撃を与えられた。でも──歩兵に先んじて装甲車を出してきたのも、落とし穴を確認してすぐにそれを下げたのも、兵を無駄に死なせないための判断だ。……つまり、向こうは塹ざん壕ごう陣地の脅威を正しく把握してるってこと。こんな戦いを目にするのは初めてだろうにね」

　そう指摘されて、兵士たちの表情から浮き足立ったものが搔かき消きえる。敵軍の様子をじっと見据えるスーヤの背後に、そこでふいに大柄な影が立った。

「うむ。露払いの装甲車を退けたくらいでは、何も楽観は出来んな」

　顎ひげをさすりながらそう口にする男性。その相手の顔を見た途端、兵士たちがぎょっとして直立不動の姿勢を取る。ただひとりスーヤだけが、振り向くこともしないまま口元をへの字に曲げた。

「……シバ大将閣下。この場の総指揮官が、こんな前面の塹ざん壕ごうに来ないでください。何のための精霊通信だと思ってるんですか」

「がははははは！　まぁそう言うな、連隊長殿の愛まな弟で子しよ。私は古い軍人でな。目新しい戦場は間近で見ておかねば気がすまんのだ」

　スーヤの頭へ無遠慮に手を置きつつシバ大将が言う。彼女はため息をついた。イクタとの師弟関係が波及しているのかどうか──どうも最近、この相手には孫娘か何かのように扱われている節がある。それを不快に感じさせないところがまた腹立たしい。

「だったら、せめて頭は低く。流れ弾が飛んできても守れませんよ」

　そう言い返して相手の袖を引く。──無論、彼女としても、戦闘の様子を間近で見ておきたいシバ大将の気持ちが分からないではない。

　未曽有の数の爆砲に、かつてない規模の塹ざん壕ごう陣地。帝国軍とキオカ軍の双方にとって、この戦場には初めて目にするものが余りに多い。実戦がそのまま実験を兼ねることになるのは必然だ。事前の想定と目の前の現実を擦り合わせながら、自分たちがこの先どう戦っていくべきか──両軍共に、今はまだそれを探っている段階と言える。

「ふむ。今度はやけに砲撃の間が空くな」

「手を変えてくる兆候かもしれません。──総員、防護板の下に伏せろ！」

　次の展開に先んじてスーヤが命令を下し、それを受けた部下たちが慌てて動き出す。塹ざん壕ごうの壁に立てかけてあった大きな板に手をかけ、反対側の壁との間で斜めに固定した上で、その下に次々と潜り込んでいった。シバ大将の手を引いて、スーヤ自身も同じようにする。

　ほどなく砲撃音が轟とどろいた。さっきまでの砲撃と変わらないように思われたそれは、しかし放物線を描く砲弾が彼女らの頭上に至った瞬間、そこで二度目の炸さく裂れつ音をかき鳴らす。たちまち無数の金属片が雨となって塹ざん壕ごう陣地に降り注いだ。頭上の板にそれらが突き刺さる音に、兵士たちがびくりと肩を震わせる。

「……散弾か」

　シバ大将の呟つぶやきにスーヤもこくりとうなずく。ここまでの展開を見れば分かるように、塹ざん壕ごう内の兵士に対して通常の砲撃は効果が薄い。縦穴に隠れた敵をより効果的に殺傷するためのアイディアとして、空中で破裂して弾をまき散らす砲弾──散弾の使用は極めて妥当なものだ。

「けど、やっぱり技術的に難があるんでしょうね。ここから覗のぞいていた限り、うまく頭上で破裂したのは全体の三分の一以下だったように思います。防護板で破片を防げることも分かりました。それほど恐れることはないでしょう」

　砲撃が止やんだとみるや、スーヤは部下たちに先んじてすぐさま板の下から出ていく。その背中に続きつつ、シバ大将はにやりと笑った。──将来が楽しみなだけでなく、今の時点で十二分に頼もしい。

「敵は新兵器の有用性をひとつずつ確認している段階と見えます。次は何を持ち出してくるものか──」

　瞬間、スーヤの言葉を遮って、その腰のポーチで精霊が語り始めた。

「──陣地後方の気球観測隊より連絡！　上空からの観測で、敵部隊の後方に組み立て途中と見られる巨大な砲の存在が確認されたとのこと！　目視による概算で、砲身のサイズは通常爆砲の十倍以上……！」

　漏れ聞こえた部下たちの顔に緊張が走る。まもなく通信が終わると、表情を険しくしたスーヤが傍かたわらのシバ大将にまっすぐ向き直った。

「──本命が来ます。シバ大将閣下、今度こそ後方へお下がりを」

「……分かった。無事でいろ、ミットカリフ中尉」

　今度ばかりは立場を弁わきまえる他になかった。陣地の後方へと繫つながる縦穴に身を滑り込ませつつ、「日にち輪りんの双そう璧へき」の片割れは、最前線を受け持つ彼女らの無事を心から願った。







　彼女らの後方約一キロ。そこから上空二百メートルまで昇った観測気球の上で、帝国軍に新設された気球兵の面々は顔を引きつらせていた。

「……砲だっていうの？　本気で？　あのデカブツが？」

　望遠鏡を覗のぞき込こんだ女性兵士が何度目とも知れず呟つぶやく。ついさっき報告した「それ」が土台から順番に組み立てられていく様子を、数時間前より、彼女たちは上空の特等席から余すところなく見守っていたのだった。

「悪い冗談でしょ。ちょっとした家くらいあるじゃない」

「でっかい飾りであって欲しいねぇ。心の底から」

　隣で気球の操作を務める男性兵士がため息交じりに応じる。そこに相方の声が続いた。

「……ああもう、角度の調整を始めたよ。やめてよね。ますます砲台にしか見えない」

「まだ分からんぞ。土台は土台でも、上にでっかい白旗を立てるつもりかもしれんしな」

　相方の冗談を笑い飛ばそうとして、こわばった口元ではそれさえ叶かなわないことに気付く。足元から這はい登のぼってくる寒気を堪こらえながら、女性兵士は再び精霊通信を開始した。







「……まさか緒戦から、これに頼ることになろうとは」

　キオカ軍部隊の後方で、忌いま々いましげな声がガトラ大佐の口から漏れ出していた。副官がきっぱりと首を横に振る。

「持てる最大火力をもって敵を撃滅する。なんら恥じることのない正しい兵ひよう法ほうです」

　窘たしなめるようにそう語るマーゼヤ少佐の言葉に、彼の上官も苦い面持ちでうなずく。

「確かに、な。……少将閣下の仰おつしやる通り。余力を残して勝てるほど甘い相手ではなさそうだ」

　言葉を交わすふたりが、同時に目の前のそれを見上げる。間近には分厚い鋼の塔としか見えないそのものは、相応に視点を引かなければ砲身として認識することさえ難しい。

　全長八メートル強、口径にして実に二メートル弱。規格外のサイズではあったが、これもまた爆砲である。部品を複数台の馬車に分けて運び、この場で兵士たちが数時間かけて組み上げた。それが互いに長い間隔を空けて八門。使用前の最終点検もじきに終わろうとしている。

「向こうも気球を出してきている。これはもう見られているだろうな」

「仕方ありません。一度組み立ててしまえば、もう一度解体しないことには移動が利きませんから。それに──姿が見えたところで、何が出来るものでもないかと」

「そうだな。……主か神みに祈る時間が増えるくらいのものか」

　そう考えてわずかな懸け念ねんも払ふつ拭しよくし、彼は改めて感嘆の視線で目の前の巨砲を見上げる。

「これの完成品を初めて見た時に、心底思ったものだよ。──自分は帝国に生まれなくてよかったと」

「…………」

「最終点検、完了しました！」

　巨砲の麓から走ってきた兵士がそう伝える。副官が目配せし、ガトラ大佐は強くうなずいて応えた。

「揚ガ気ス注入開始。──見せつけてやれ、キオカの力を」







　同刻。地上の精霊たちの口を通じて、上空の観測手たちの報告がもたらされた。

「──敵巨砲、横角度の調整終了！　まもなく発射される見込みです！」

　それを耳にしたスーヤが即座にパートナーへ向き直る。報告はさらに続いた。

「予想される着弾地点はａ１～ａ７、ｂ１～ｂ７のいずれか！　初弾につき誤差が大きく見積もられます！　該当区画にいる兵士は、ただちに隣接する安全区画へ移動を！」

　必要な情報を受け取ったスーヤが弾はじかれたように動き出す。同じ塹ざん壕ごうで戦う部下たちへ向けて、腹の底から声を張り上げた。

「総員、ｃ２へ移動開始っ！　訓練通りに二列縦隊を取れっ！」

「は、はいっ！」「わわわわわ……！」

　上官にせっつかれた兵士たちが大慌てで縦列を組み始める。急ぐあまりに乱れがちになる彼らの足並みを、スーヤは強い口調で[image: ]責する。

「慌てるな、通路は狭いぞ！　絶対に縦列を崩すな、後に続く仲間の道を塞ぐな！　目詰まりを起こせば共倒れだ！」

　そう叫びながら、列を乱すひとりの背中を平手でばしりと叩たたく。羊飼いじみた手て際ぎわで兵士たちを送り出す彼女の隣に、そこで副官の女性兵士が走り寄って来た。

「ミットカリフ中尉殿、あなたも早く──」

「いや。あたしは最後でいい」

　スーヤはきっぱりと言い切った。辛かろうじて縦列を保ったまま進み続ける部下たちの様子を、そのまま腕を組んでじっと見つめる。

「あたしの目がある限り、こいつらをパニックになんて陥らせない。今回の戦いじゃ、ひとりの無駄死にだって許すつもりはないんだ」

「中尉殿……」

「大丈夫だって。考えてもみて──仰角調整ひとつ取っても、あんなデカブツがちょっとやそっとで終えられるわけがない。この場の全員が移動できるだけの猶予はあるはずなんだ。焦あせりに駆られて通路の途中で詰まらなければ、ね」

　限られた時間の中で、いかにして確実に部隊の全員を移動させるか──それを踏まえた時、指揮官である自分自身が最後まで残ることは、彼女の中で余りにも自明の選択肢だった。どうにも動かしようのない決意をその瞳に見て取って、副官の女性兵士もまた覚悟を決めたように隣に並ぶ。

「……では、私もお供します」

「別に、先に行ってもいいよ」

「いえ、お供します。……憚はばかりながら言わせていただくと。引ひき際ぎわを見誤ることに関して、中尉殿には前科がありますので」

　その言葉に、う、とスーヤが顔をしかめる。副官に指摘されたのは、かつてのレミオン派によるクーデターの終盤──イグセム派の軍勢を相手取って演じた防衛戦で彼女が犯したミスだった。意地を張る余りに撤退のタイミングを見誤り、結果として危うく命を落としかけたのだ。加えて……その際に彼女を救ったのは、いま隣にいる副官が掲げた一本の白旗でもあった。

「……そこを突かれると、言い返せないな」

「当然です。きちんと反省していただかなければ、私としても体を張った甲か斐いがありません」

　胸を張って言ってのける副官。彼女の視線から、スーヤはふんと鼻を鳴らして顔をそむける。

「……勝手にすれば。逃げ遅れて吹っ飛んでも知らないからね」

「ご安心を。その時は大いに恨ませてもらいますので」

　かすかに微わ笑らってそう答えると、副官もまた兵士たちの行動を窘たしなめに回る。その背中を横目で眺めながら──ありがと、と。彼女はそう口の中で呟つぶやいた。







「──仰角調整完了！　隊長殿、ご指示を！」

　巨砲の発射準備を終えた兵士たちからその報告を受けた瞬間、ガトラ大佐は待ちかねたとばかりに声を張り上げた。

「よし……発射だ！」

　命令が行き渡ると同時に砲兵たちが動き、分厚い鋼の内に充塡された揚気に火が入る。周囲の兵士たちが鼓膜を守るために一斉に耳を塞ぎ、はたしてその瞬間は訪れた。

　直下型の地震にも似た激震、共に吐き出される極大質量の暴虐。ひとつを運ぶために馬車一台が必要になる特大の砲弾──それが宙を舞う光景自体が悪夢に等しい。天高く昇った鉄の塊が放物線のピークを迎え、やがて下降を始める。弾道学を学んだ者なら誰もが知る原則。すなわち──砲弾の破壊力は、その重量と到達高度に比例する。

　地面へ到達したそれぞれの砲弾が、その圧倒的な質量によって地中へと沈み込んだ。わずかな時間差を経て炸さく裂れつ──塹ざん壕ごう陣地を形成する数トンの土が一斉に舞い上がる。どんな備えをしたところで耐えられるわけがない。着弾地点にはひとつの例外もなく、直径十メートルを超える巨大なクレーターが穿うがたれた。

「着弾確認！　人的被害は不明ですが、防御陣地そのものへの打撃が確認されます！」

「よぉしっ！」

　こぶしを握り締めて快かい哉さいを叫ぶ指揮官。敵軍を圧倒した感触に彼は身震いした。

「見たか、これがキオカの力だ！　貴様らとは根本から違う、健全な共和制に支えられた国家の力だ……！」







「──損害報告を出せ！　この区画での死傷者は!?」

　巨砲の着弾直後。塹ざん壕ごう陣地の一角に、その場を預かるサリハスラグの声が響いていた。

「重傷が六名、軽傷が二十七名！　不明者が三名！　おそらく土に埋もれたものと……！」

「場所に当てを付けて、さっさと掘り出しやがれ！　周りにいた仲間が推測できるはずだ！」

　仲間が受けた被害を確認し、救助の采配を指示する。そんな兄の隣で、レミオンの次男もまた声を上げる。

「兄上──」

「ああ、分かってる！」

　続きを言われるまでもなく弟の意図を察し、サリハはパートナーの精霊に通信を命じる。繫つながると同時に声を張り上げた。

「──おい、無事かミットカリフ中尉！　あんだけ偉そうにしといて、まさかこんな序盤でおっ死ちんでねぇだろうな！」

　彼がそう尋ねると、すぐさま負けん気の強い声が返った。

「……ええ、無事です！　ご期待に沿えず申し訳ありませんね！」

「アホか、テメェが死んだら面倒が増えるんだよ！　そっちの状況はどうだ！？」

「人的損害は軽微！　隣接区画が半壊しましたので、不明者の救出と合わせて、これより修復作業に当たります！」

「それでいい！　穴掘りに熱中して予報を聞き逃すんじゃねぇぞ！」

「そのお言葉、そっくりお返しします！　では！」

　威勢のいい声と共にブツリと切られる通信。サリハは舌打ちした。

「とことん口の減らねぇ奴やつだ！」

「お互い様だと思うぞ、兄上」

「お前も余計なひと言が多くなったな！」

　スシュラの肩を小突いて身をひるがえすサリハ。巨きよ軀くの弟が即座にその背中へ続いた。
















「──損害は以上！　事前の避難は功を奏したが、数か所で予測地点とのズレがあったようだ！」

　帝国軍総司令部のイクタには、シバ大将によって巨砲による損害の報告がなされていた。全てを聞き終えた黒髪の青年がこくりとうなずく。

「いや、上出来です。一度目の砲撃でそれなら、次からはもっと抑えられるでしょう」

　初弾の損害が予想の範はん疇ちゆうに収まったことを踏まえて、彼はさらに続ける。

「塹ざん壕ごう陣地をどんなに入念に準備しても、大口径爆砲の破壊力は現時点で防御不能です。食らった場所が吹っ飛ぶことは諦めるしかありません。……でも、その上で人的被害を最小限に抑えることは可能です」

　それこそが即すなわち、防御不能の巨砲に対してイクタが取った対抗手段。気球に配備した観測兵に砲身の動きを監視させ、その角度から着弾点を予測──兵たちを事前に避難させるという作戦だった。気球、精霊通信、弾道計算に長たけた砲兵──それらの三要素を連携することによって可能になった高次元の機動防御である。

「次の砲撃に警戒しつつ、そのまま防衛戦を続けてください。砲弾の運搬にかかる人手を踏まえれば、いかにキオカでもあの巨砲はそうそう乱発できるものじゃない。突破されない限り、より消耗が激しいのはあちらです」

　防衛側の有利を口にしつつ、同時にイクタは思う。そんなことは向こうも百も承知だろうと。

「ただ──巨砲の破壊力をこちらに印象付けた以上、向こうはそれをブラフとしても活用してくるでしょう。砲撃にばかり気を取られず、歩兵の侵攻にも警戒してください。ミスの許されない神経戦が続きますが……」

「ああ、任せておけ。神経の太さには自信があってな。この機会に多少すり減るくらいで丁度よかろうよ」

　揺るがぬ声でシバ大将が言ってのける。「日にち輪りんの双そう璧へき」の片割れに前線を預けられる頼もしさを実感しながら、それでもイクタは念押しの忠告を口にする。

「頼りにしています。が──引くべき時はためらわず。それが前提の戦いですので」

「承知している。誓って無駄死にはさせんさ──兵も自分もな」

　その意思を共有していることを改めて確認し、彼らは同時に通信を切った。







　巨砲による攻撃から一時間が経たったところで、キオカ側の指揮官たちが状況を訝いぶかしみ始めた。

「……怯ひるむ様子がない、な」

「……はい。私もそう感じていました」

　同意を込めてうなずき、副官は片手に持った望遠鏡で敵陣の様子を窺うかがう。

「破壊した陣地の修復もスムーズに進んでいます。負傷した兵を即座に補充したのか、あるいは見た目ほどの被害を受けていないのか……」

「あの砲撃を受けて、か？　……一体どうやってだ？」

「私には分かりません。が──少将閣下ならご存知なのでは」

　そう言いつつ、マーゼヤ少佐が腰のポーチに視線を向ける。ガトラ大佐はむぅと唸うなったが、彼が判断を下すまでもなく、そこに総司令官からの通信が入った。







「──巨砲の砲撃を受けても、怯ひるんだ様子はないんだね？」

　キオカ軍の司令部で、ジャンはその状況を確認していた。

「不思議がる必要はないよ。敵陣の後方に気球が複数上がっているだろう？　──そう、それだ。そこに観測兵がいる。こちらの砲身の角度から着弾点を予想しているんだ。あれだけ砲が大きいと発射角の調整には時間がかかるからね。十分な訓練と精霊通信を用いた連携体制があれば、事前に兵を避難させることは可能だろう」

　気球と精霊通信、それらの新しい要素を有機的に組み合わせて活用してくる──それもまた当然のこと。相手はイクタ・ソロークなのだ。まずもってそれらの最善を尽くした上で、彼らの戦いはようやく準備が整う。

「だとしても、威力の印象付けは済んでいる。砲を向けた場所からは兵がいなくなってくれるのだから、これを利用しない手はない」

　ジャンの中で序盤の様子見が終わる。相手も同じことを考えているだろうと確信しながら、彼は満を持して命令を下す。

「互いのカードは見えた。Ｅｘｋｙａａｚｙイクスキアージ──さぁ、攻略に入るんだ」







　機が熟すまでは苔こけむした岩のように静かに。そして、いざ動く時は火のように。

　塹ざん壕ごう陣地に立てこもる帝国軍に対して、ジャン率いるキオカ軍は正しくこの原則を実行した。八門の巨砲の狙いを敵陣地の右サイドに集中し、並行して通常爆砲全門による飽和攻撃を開始──砲弾の雨によって帝国兵士たちが頭を下げた頃合いで、歩兵による侵攻を開始したのだ。

「全速前進──っ！」「応射は鈍いぞ！　足を止めるな！」

　勇気を振り絞ったキオカ兵たちの声が雄々しく響く。頭上を曲射弾道で過ぎ去っていく砲撃、それと並行しての歩兵突撃──帝国軍でも検討された歩兵と爆砲との連携である。

　歩兵突撃は本来、事前の準備砲撃によって敵の戦力を可能な限り削そいだ上で行うのが理想的とされる。が、慎重を期して塹ざん壕ごう陣地に立てこもる相手にその手は通じない。効果の薄い砲撃でいたずらに砲弾を浪費する前に、攻める側は行動に移る必要があった。

「くそっ、迎撃を──」「馬鹿野郎、頭を上げるな！　吹っ飛ぶぞ！」

　帝国兵士たちも当然迎え撃とうとするが、休みなく降り注ぐ砲弾の合間を縫っての迎撃になり、恐怖と焦あせりで狙いがおぼつかない。重ねて厄介なことに──キオカ軍の歩兵たちは横列展開をせず、あえて縦列のまま突っ込んで来ている。兵に高い練度が要求される代わりに、従来の戦列歩兵とは比べ物にならないほど機動力に長たけ、何よりも的が小さい。エアライフルの普及を受けて、キオカ側でもまた新時代の戦争を模索していることの証明だった。

「焦あせるな！　──対抗砲撃開始！」

　だが──塹ざん壕ごうへ押し寄せる歩兵の集団に、そこで正面上空からの砲撃が炸さく裂れつした。目の前で吹き飛ぶ仲間の姿に、キオカ兵たちが二の足を踏む。

「む、向こうも爆砲を──」「怯ひるむな！　数はこっちが上だ！」

　足を鈍らせる部下たちに将校たちが檄げきを飛ばすが、その間にも容赦なく砲弾が降り注ぐ。突撃に対するカウンターの形で彼らを襲った砲撃は、塹ざん壕ごう陣地の向こう側から帝国兵士たちの頭越しに行われていた。

「敵部隊の先頭集団に着弾確認！」「よし──いい狙いだ！　このまま続行！」

　反撃の成功を見て取った砲兵たちが快かい哉さいを叫ぶ。数においてはキオカ側の十分の一にも満たないはずの帝国軍の爆砲が、的確な集弾によって突撃を阻はばんでいた。それを目にしたキオカ側の指揮官がぐっと口元を歪ゆがめる。

「なんだ、あの狙いの正確さは……！　ただでさえ的の小さい縦列突撃で、まして向こうは仲間の頭越しの曲射だぞ！　だというのに、どうしてああも精密に砲を撃てる……!?」







「──難しくはないよ。どこからどう攻めてくるかが読めていればね」

　イクタが言う。目の前に置いた将棋盤、その右寄りと左寄りに駒の並びが集中している。

「将棋盤を逆にして考えた時に、向こうは左右に長く展開した塹ざん壕ごう陣地をどこから攻略するだろうか？　普通に考えれば右端か左端のどちらかだろう──受ける反撃が左右の一方からで済むんだから。さらにキオカ軍の練度を踏まえれば、応射から兵を守るために縦列での突撃を選んでくるのが自然だ。──ここまで条件が絞られれば、事前に予想される突撃の軌道上に、こちらはあらかじめ砲を向けておくことが出来る」

　青年は断言した。必ず最善手を打ってくる。敵将に対するその信頼が、彼の応手を揺るぎなく決定する。

「突撃の進路を誘導するために、地形の起伏にも多少手を加えてある。ここはこっちの陣地だからね──砲の位置はあらかじめ定めてあるし、砲身をどの角度に向ければどこに着弾するかも知り尽くしている。そうそう塹ざん壕ごうまで辿たどり着つけるとは思わないほうがいい」

　盤上の駒をまとめて対面に押し戻し、イクタはすっと目を細める。

「戦況のこう着は大歓迎だ。ただ──お前はそうじゃないよな、ジャン」







「──目標地点は据え置いたまま、突撃の進路だけを変更。兵に楽な道を走らせるな」

　時を同じくして、白はく髪はつの将の口から対処の指示が下されていた。ミアラが理由を尋ねる。

「ジャン、それは一体……？」

「分からないかい？　向こうは突撃の軌道を事前に推測して、あらかじめそこに砲を向けているんだよ。こちらが塹ざん壕ごう陣地の両端から攻略しようとすることも予測ずくだ。つまり──地形から見て取れる最短ルートがいちばん危ない」

　トントントン、と机を指で叩たたく。その頭の中でどれだけの知略が回転しているのか、もはやミアラには想像さえ及ばない。

「とはいえ、このままでは少し戦いづらいからね。こちらも地形に手を加えようか。──巨砲の狙いを前に引くんだ」







　巨砲の発射音を耳にした瞬間、帝国軍側で塹ざん壕ごう陣地の最前列に身を置く兵士たちが一斉に身を伏せる。が──予想に反して、続く着弾の轟ごう音おんは、彼らの遥はるか前方から響き渡った。

「……？」「なんだ？　狙い損じか？」「巨砲の砲弾が、あんなに遠くに……？」

　おそるおそる顔を上げた兵士たちが訝いぶかしげに眉を寄せる。素直に安あん堵どを浮かべる者もいたが、それも次の瞬間には搔かき消きえた。着弾によって生まれた複数の巨大なクレーター目がけて、キオカ兵たちが一斉に走り出したからだ。

「い──いや、違うぞ」「まさか、あいつら──」

　応射の中を全速力でクレーターまで駆け寄ったキオカ兵たちは、そのまま迷わず穴の中に滑り込んで身を伏せた。してみると前方からの射撃はもはや届かない。風ふう銃じゆうを構えた帝国兵たちが揃そろって目を丸くする。

「砲撃で出来た穴を、即席の塹ざん壕ごうに……!?」

「噓うそだろ！　あんな遠くから地形を変えられるのかよ……！」

　帝国兵たちは啞あ然ぜんとした。多くの労力と時間を必要とする塹ざん壕ごう掘りを、キオカ軍の巨砲は数キロ先からの砲撃ひとつで済ませてしまう。技術格差という理不尽に直面する彼らの前に、またしても新たなクレーターが穿うがたれた。

「よし、あそこまで走るぞ！」「穴に入れば少しは安全ね……！」

　ここぞとばかりに穴へ駆け込んでいくキオカ兵たち。部隊全員が安全圏へ入ったのを見て取ると、小隊長が率先して背中に下げていたシャベルを手に取る。

「シャベルを持て。──掘削開始！」

　命令が下ってまもなく、キオカ兵たちは手にしたシャベルを続々と土へ突き刺した。







「……向こうも塹ざん壕ごうを掘り始めたか」

　砲撃の合間を縫って、塹ざん壕ごうからスーヤが敵の様子を眺めていた。

「まず巨砲で大きな穴をいくつも穿うがって、中に入った兵たちがそれを掘り広げてる。……いいやり方だね。あれなら兵の損害を抑えながら作業効率を上げられる」

　分析しながら、片手が無意識に腰に差した短たん槍そうを撫なでる。……それを使う時は、この陣地が陥おちる時と考えてほとんど差し支えない。だが、同時にスーヤは知っている。その瞬間を予想せずに済む戦いではあり得ないのだと。

「みんな、覚悟しといて。──敵との距離が詰まる。だんだんキツくなるよ」







　前線の戦闘が激しさを増していた頃、比例するように後方でも人の行き来が盛んになっていた。万の軍勢を動員しての戦争には莫ばく大だいな物資が必要となり、それを運ぶための人手も膨大な数に上る。水面下の水鳥の足あ搔がきにも似て、それがなければ戦争そのものが成り立たない──それが補給というものだ。

「うし！　──積み荷は他に無ねが!?」

　前線へ物資を送る際の中継点となる村のひとつ。そこで、濃い褐色の肌をした小柄な女性が、同胞たちの先頭に立って輸送の指揮を執っていた。シナーク族長ナナク・ダルである。

「ああ、これで全部だが！」

「よし、んだら運んで来い！　ぼちぼち怪け我が人にんもやって来るかんな、あてらも気張って構えるが！」

　彼女の許可を受けて、荷を満載した馬車が駆け出していく。それを見送るシナークの人々の耳に、ふと遠雷にも似た低く重い音が届いた。彼らの眉が不安げに曇る。

「……爆砲ってのの音、ここまで聞こえてくるが。本当に大丈夫なんか」

「あのイクタが指揮さ執っとる。大丈夫に決まっとるが」

　ナナクひとりが、不安の欠片かけらも見せない声でそう請け合った。族長の揺るがぬ姿勢に周りの者は少なからず励まされたが、そこに慌てて走ってくる男の姿がある。ナナクとは旧知の間柄である男性、メライゼだ。

「──頭領ダル！　すまね、来てくれ！　若わかい衆しゆの間で諍いさかいだが！」

「すぐ行くが！」

　即応して歩きだすナナク。メライゼに案内されて村の集会所を訪れると、建物の中ではふたりの若者が殴り合い寸前の剣幕で取っ組み合っていた。彼らの興奮を見て取ったシナークの女傑はひとつ息を吸い込み、大きく声を張り上げる。

「そこまでだが！　どっちも動くんでね！」

　制止を受けた若者たちがびくりと動きを止める。すかさず早足で間合いを詰めて、ナナクは彼らの顔をじろりと眺めた。

「東の前線じゃキオカとの戦が始まったとこだが。言ってみろ、うぬら。こんな時に何のことで争っとる？」

　と、彼女はまず諍いさかいの理由を問とい質ただす。それを受けて、取っ組み合っていた若者の一方が声を上げた。

「頭領！　こいつ、とんでもないこと言いよるが！　よりにもよって、うてらは今すぐキオカに寝返るべきだと……！」

　ナナクの背後、建物の入り口に集まっていた人々の顔にぎょっと動揺が走る。が、彼女だけは動じず、それどころか不敵な笑みすら浮かべてみせた。

「なかなかおもしろい話でねか。──うぬ、本当か？」

　争っていた若者のもう一方を見つめ、そう尋ねる。静かな迫力に男は躊躇ためらったが、やがて開き直って叫んだ。

「ああ、何度でも言ってやるが！　こんなとこで荷運びの手伝いなんぞしてねで、うてらはとっととキオカ軍に降伏するべきだが！　シナークの未来さ考えたらな！」

「この……まだ言うが！」「いい加減にその口さ──」

「待つが！」

　力ずくで男を取り押さえようとする同胞を鋭く制して、ナナクはじっと相手を見つめる。

「話さしてやれ。──シナークの未来、今うぬはそう言ったな。それはどういう意味だが？」

　族長自らの口で発言を促されて、これは好機とばかりに、男は堰せきを切ったように喋しやべり出した。

「そんなもん分かりきっとる、帝国ここじゃうてらは幸せになれね！　よそ者扱いで肩身は狭い、せっかく耕した畑も今回の戦で台無しにされる！　キオカに行ったほうがよっぽどええが！　うては知っとるぞ！　あっちは最初から寄せ集めの国で、よそ者にも冷たくしねって！　そうなんじゃろ頭領ダル!?」

　切迫した口調でそう問われて、ナナクは軽く眉根を寄せる。

「確かに、そういう話も聞くが。……んだども、うぬも忘れたわけじゃねが？　あてらは一度キオカに裏切られとる。アルデラ神軍にお山を追われた時のことを思い出しゃ、もう一度組もうなんて思えるはずもね」

「じゃあ頭領は、うてらにこのままずっと、帝国で苦渋さ舐なめ続けろって言うんが!?　帝国人どもに侮あなどられながら、山出しだなんだって馬鹿にされながら……！」

「んなことはね。……今は不満だらけでも、あてらの暮らしは必ず上向いていく。そのための積み重ねだってやっとる。うぬがどこの誰に嫌な扱いを受けたかは知らねが、いつまでも侮あなどられたままではいさせね」

　まっすぐに相手の目を見てナナクは語る。その視線と長く向き合った末に、男は目を逸そらして小声で言った。

「……信じられねが」

「なぜだが？」

「頭領のいう積み重ねってのが、うてには気に食わね。……山さ降りてからずっと、頭領は帝国の文化やら政治やら学んどる。そうやって帝都の奴やつらに取り入って……今じゃもう、半分帝国人みたいだが」

　思いもよらない反撃を受けてナナクの呼吸が止まる。隣に控えていたメライゼが耐えかねたように前へ出た。

「うぬはっ……！　それが誰のためかも分からんが！　頭領ダルがどんな気持ちで今日まで──」

　後に続く言葉が途切れる。当のナナクの伸ばした右手が、メライゼの発言を制していた。ふぅと大きく息を吐いて気を落ち着かせ、彼女は再び口を開く。

「確かにそうだが。……お山にいた頃と同じでは、もういられね」

　そうして語り出す。苦い敗北を経て行き着いたこの地で紡つむいだ、自分自身の思いの丈を。

「あてらは昔、平地さ追われてお山に行った。今はそのお山も追われて、こうやって帝国の片隅に居い候そうろうしとる。だども、うぬはここも居心地が悪いつって……次に行くんはキオカか？」

「…………」

「うんざりだが、もう。……キオカがどんなところかは知らね。でも、ひとつだけ分かりきっとることがある。──理想の地なんてどこにも無ね。何の代償もなくあてらを受け入れて幸せに暮らせる、そんな場所なんてこの世のどこを探したって無ね。そこに近付きたけりゃ、自分で居場所を作るしかないんだが」

　強い声でナナクは告げる。ありもしない安息の場所を目指して漂流を続ける、シナークをそうした流る浪ろうの民にはしたくないから。

「うぬが認めようと認めまいと、ここは帝国人の土地だが。そこで生きていくために帝国の習わしを無視して立ち行くか？　行くわけがね。だからあてはそれを学んだ。政治を、商いを、法を学んでシナークの武器に加えた。力任せにククリ刀さ振り回して負けた過去を顧みて、な」

「……っ……」

「ここで生きるために、あては変わっていく。シナークも変わっていく。だども──それでも変わらんものもある。舞踏や祭さい祀し、歌物語、精霊ハハシクへの信仰……あてらの魂はいつだってそこにあるが」

　どん、とナナクはこぶしで胸を叩たたいた。それから口元ににっと笑みを浮かべる。

「それともうひとつ。──うぬも、おそらく皆も恐れているんじゃろうが。この国の女帝は、そう捨てたもんでもね」

「……え……？」

「色んな因縁が重なって、あの女帝はあてのことを嫌っとるが。だども──シナークの扱いについて、その私情を挟んだことは一度もね。あの女はいつでもあての首を飛ばせる立場にあった。その機会も今まで何度だってあったが。それでもあては生きとる。どうだが、面白いと思わねか」

「…………」

「帝国人と一ひと括くくりにすっと、そん中に隠れてる面白い連中を見逃すが。うぬもハンナやミルトには世話になっとるはず。あのふたりも、うぬは嫌うか？　うぬを侮あなどって馬鹿にするか？」

　問われた男がうっと言葉に詰まる。帝国人との軋あつ轢れきが根強く残る彼らの中でも、テトジリチ夫妻の存在は確かな例外だ。共に畑で働いて汗を流し、収穫祭の時には一緒に収穫した米の料理で舌した鼓つづみを打った。あの夫婦を「帝国人」として他と一ひと括くくりにする者は、もはやシナークの中にひとりもいない。

「今は大おお戦いくさの真っただ中で、あてらは兵士どもの背中を受け持っとる。相応の信頼がなけりゃここには置かれねが。それを早まって踏みにじるのは、いくらなんでも勿もつ体たいが無ね」

　そう言ってぽんと相手の肩を叩たたき、ナナクはくるりと身をひるがえす。集会所の前に集まった同胞たちへ向かって、彼女は明るい声で言い放つ。

「さぁ、分かったら皆作業さ戻れ。輸送に看護に炊き出し、あてらの仕事はこれからどんどん増えてく！　その働きが大きけりゃ大きいほど、戦の後、この帝国でのあてらの居場所は確かなものになる。シナークの未来のために、今は礎いしずえを造る時だが！」

　それを聞いて、人々は我に返ったように仕事へ戻っていく。争っていた若者たちもそこへ続いた。少し間を置いて、ナナクと向き合っていた男が歩き出す。彼女とのすれ違い様、「……すまね、頭領ダル」と呟つぶやいて、彼もまた集会所を後にした。

「……真っ向から説き伏せちまった。すげぇもんだ、頭領」

　感心しきりの面持ちでメライゼが呟つぶやく。ナナクはふんと鼻を鳴らした。

「当然だが。あてなりに色々と考えとる。……昔みたいに戦場で声を張り上げるばかりじゃ、今のシナークの長は務められんが」

　そう答えた次の瞬間、彼女の腰のポーチでパートナーの風精霊ヒシャが声を上げる。知った相手からの精霊通信に、ナナクは間髪入れず応じた。

「──ナナク・ダルだが。何の用だが、女帝」







「──少し気になったのでな。状況確認のために連絡させてもらった」

　第一声から角かどのある応答も、この相手に限ってはいつものこと。シャミーユは何ら動じることなく用向きを口にする。一拍置いて訝いぶかしげな声が返った。

「うぬが直接？　物好きなことだが。あてらの何を知りたいが？」

「率直に、シナークの民の反応だ。……切り拓ひらいた土地を一時放棄させたことを始め、戦略の影響で多くの無理を強いている。余が恨まれていることは無論承知だが、不満を爆発させてはいないか？」

　懸け念ねんを込めて尋ねる女帝の耳に、そこはかとなく意地悪な響きを帯びた声が答える。

「察しがいいな、うぬは。ちょうど今、その件で部族の若いのが言い争ってたところだが」

「……！　やはり、か」

「不満はあるに決まっとる。……つっても、余計な心配するでね。それを理由に務めを投げ出したり裏切ったりするほど、あてらは馬鹿じゃねが」

　あっさりと言い切ってのけるナナク。それに肩透かしを食らったシャミーユだが、声の力をやや落として、相手の言葉はなおも続く。

「だども、さっきの一言はさすがに響いたが。……あてが帝国の文化を学んでいく様を見てな。若わかい衆しゆのひとりが、あてを『半分帝国人みたい』だと」

「……！」

　その内容に、シャミーユは声もなく立ち尽くした。ナナクが受けた心の痛みが、精霊越しの重い苦笑に入り混じる。

「あてがシナークの未来を思ってやっとることも、見る者によっては裏切りに映る。──難しいもんだが、部族を率いるのは。こんなことをうぬに言っても仕方がないがの」

　女帝のこぶしにぎゅっと力がこもった。……これまでいがみ合うことの多かった相手が初めて見せた繊細な一面。見過ごすことは出来なかった。それがいつもの強気の奥へ隠れてしまう前に、シャミーユは一歩踏み込んで声を上げる。

「……いや。分かるぞ、ナナク・ダル」

「あん？」

「分かると言っている。それと同じ憂いを……皇帝に即位してから、余も数限りなく味わってきた」

　しん、と沈黙が下りる。精霊の向こうで耳を澄ませる相手の気配を感じながら、シャミーユは言葉を続ける。

「正しい治政を民が支持するとは限らない。間違った為政を誰かが糺ただしてくれるとも限らない。何が正しく何が過あやまちであったか──本当の意味でそれが分かるのは、ともすれば何百年も後かもしれぬ。それが政治というものの常だと分かってはいる。だが……一向に慣れはしない」

　今日までの日々に積み重なった懊おう悩のうが女帝の声に滲にじむ。長い間をおいて、ぽつりと言葉が返った。

「……そうか。これは、うぬと同じ苦しみだったか」

　ひどく意外な発見をしたように、ナナクは呟つぶやき──それからふっと笑い声をこぼす。

「きっと気の迷いに違いねが。──いま初めて、うぬと酒を酌くみ交かわしたくなったが」

「同感だな。……いずれ余も飲めるようになったら、その時は存分に付き合おう」

「？　女帝が酒さ飲むのに、いったい誰の許可が要るんか」

　きょとんとした口調で尋ねてくるナナク。少し躊躇ためらった後、シャミーユは気恥ずかしげに答える。

「……ソロークに止められている。今の歳としでは体の成長に良くないとのことでな。いささか理不尽な言い分とは思わんか？　自分はずっと若い時分から浴びるほど飲んでいるというのに」

　どこか子供めいた不満。彼女がそれを口にした途端、相手から精霊越しにも分かるほどの圧力が返ってくる。

「……ここで惚気のろけるとは、うぬもいい度胸だが」

「え？　の──惚気のろけ!?」

「自覚がないのもいっそう腹立つが。──もういいから、さっさと自分の仕事さ戻れ！　こっちは心配要らんが！」

　そう言うなり一方的に通話を切るナナク。呆ぼう然ぜんと立ち尽くすシャミーユだったが、ふと背後に気配を感じて身をひるがえす。にやにやと笑みの浮かぶ口元を手で覆って、ヴァッキェの姿がそこにあった。

「……っ、ヴァッキェ？　そなた、いつからそこに──」

「割と最初のほうから。──あーあ、妬やけちゃうなー。わたし以外にもいるんだね、ケンカ友達」

　拗すねたようにそう言って、わざとらしく唇を尖とがらせる白衣の少女。シャミーユはとっさに何か言い返そうとするが、直前に何を言っても相手を面白がらせるだけだと悟り、喉まで出かけた言葉をぐっと飲み込んだ。

「…………務めに戻るぞ」

「はいはーい！」










　一方、帝国領南東の海上。それぞれの軍港を出発したふたつの艦隊が、時を同じくして双方の全容を認識していた。

「……大将殿。あれが……」

　僚艦とほぼ同サイズの旗艦「紅こう竜りゆう号ごう」の前部デッキ上、望遠鏡を覗のぞき込こんだ副官がおそるおそる声を上げる。その隣に立つエリーネフィン・ユルグス海軍大将が、敵を見据えて仁王立ちのままうなずいた。

「ええ。──今回の喧けん嘩かの相手よ」

　そう口にしたユルグス大将の目に映るものは、一糸乱れぬ縦列を組んで展開するキオカ海軍の艦隊。以前にニモング港沖で目にした時の五倍にも及ぶ数が洋上に並んでいる。第一から第四までの艦隊をほぼ総動員して構成した、まさに海上の大軍勢。だが──水平線を埋め尽くすその総数にも勝って、帝国海軍の水兵たちを戦慄させるものがある。

「……艦の数はほぼ互角です。ただ……」

「ただ？」

　言葉の続きを促された副官が躊躇ためらいを見せる。それを口にすることで、二度と目の前の現実から逃れられなくなることを恐れるように。だが──長い沈黙の末、彼はついにそれを告げる。

「……向こうの艦隊は、一隻残らず爆砲艦であります」







　彼らと向かい合うキオカ艦隊の東寄り、バークの爆砲艦「白はく翼よく丸まる」前部デッキ。

「──個人的な感想だけれど。頼もしいというよりは、いささか恥ずかしい」

　軍服にトレードマークの羽毛を羽織った海軍少将。「白はく翼よくの太たい母ぼ」ことエルルファイ・テネキシェラが、複雑な面持ちでそこに立っていた。

「だってそうだろう。前回のわたしたちは爆砲艦の優位性を武器に戦って、それでも力及ばず敗れてしまった。その結果を踏まえて、雪辱戦となる今回は何を準備したか──」

　言いつつ、ぐるりと周囲に視線を向ける。前方の帝国海軍から目を移せば、視界に入るものはどこを見ても変わらない。船体の側面に鋼の砲塔を生やした軍艦の群れが、海上を覆うように浮かんでいるばかりだ。

「──それがこれ。前回を遥はるかに上回る数の爆砲とくるよ。十で足りないなら百、百で足りないなら千。発想が直線的で子供じみているし、何といっても工夫というものがない。そうは思わないかい？」

　愚痴めいた不満を口にする彼女に、グレーキは苦笑を浮かべて応じた。

「お気持ちは分かりやすが──子供にでも分かる圧倒的な優位ってもんがありまさぁ。どう戦ったところで勝ち以外の結果が有り得ない。そういう戦力を揃そろえておくことは、戦略におけるひとつの理想ではありやしょう」

　強こわ面もての副官の言葉に、エルルファイも渋々とうなずいた。──確かに、勝算が高いに越したことはない。戦闘が優位に進めば、その分だけ部下たちが死なずに済むのだから。

「言い換えれば。誰が将を務めても勝てる戦い──そうでなければ困る、ということでしょうや。なにせ今回の艦隊司令官は太たい母ぼ殿ではないんですから」

　そう言ってグレーキが視線を向けた先は、彼らが乗り込んだ「白はく翼よく丸まる」の西側に位置するキオカ海軍旗艦。デッキ上に小さく見える総指揮官の姿を遠目に、エルルファイは小さくため息をつく。

「第一艦隊司令官殿、か。……今さらどうこう言う気はないけれど。アリオの政治力をもってしても、この人選だけは動かせなかったね」

「同じポストに太たい母ぼ殿をねじ込みたかったのは山々でしょうが、いかんせんニモング港沖での負け戦と二年間の捕虜生活が響いてますなぁ。第四艦隊が解体されなかっただけマシですし、こればっかりは飲むしかありませんが」

　諦念を込めてグレーキが言う。と──太たい母ぼの横顔に不満以上の何かを見て取り、彼はそれを尋ねた。

「……不安がおありですかい？　これだけの爆砲艦をもってしても、不覚を取ることが有り得ると？」

「必勝の確信というなら、それは前回のわたしたちにもあった。……杞き憂ゆうに終わるならもちろんいいさ。けれど、たとえ万が一の可能性でも、この優位が覆くつがえった時にどうするか──そこに備えるのは、彼らとの戦いを経験しているわたしたちの仕事だと思うんだ」

「……違いありませんな。同じ相手に二度は負けたくないもんです」

　太たい母ぼの言葉に気を引き締めなおすグレーキ。と、そこで彼らの耳に銅ど鑼らの音が届いた。

「ぼちぼちおっ始ぱじまりますぜ。順当に進めば圧勝ですが──俺らの出番はありますかな」

「なければふて寝するだけさ。その時は先にベッドで待っていてくれ」

　ひらひらと手を振ってエルルファイはそう答え、それを開戦の合図に代えて、グレーキは背後の部下たちを振り返った。

「気ぃ引き締めろ。──おっ始ぱじまるぞ！」







　一進一退の激しい攻防が続く陸戦。キオカ側が塹ざん壕ごうを掘り始めたことで、双方の距離は刻々と迫りつつあった。

「後ろ、弾の補充遅れてるぞっ！　敵に乗り込まれたいのか！」

「は、はいぃっ！」
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　空になった弾丸の箱を目にしたスーヤが怒鳴り声を飛ばし、兵士のひとりが慌てて隣の塹ざん壕ごうへと確認に走る。と、そこでスーヤの横から腕が伸び、彼女の前に新たな箱が置かれた。

「融通してやる。使え」

「──サリハスラグ少佐殿？　スシュラフ大尉殿も。なぜここに？」

「俺のいた区画が巨砲に潰された。ちょっと間借りするぜ」

　巨きよ軀くの弟と共にやって来たサリハが、風ふう銃じゆうを手にスーヤの隣へ陣取った。そのまま並んで戦いながら言葉を交わす。

「補給が鈍くなるのも仕方ねぇ。砲撃で陣地が寸断されてんだ。今すぐどうこうって程じゃねぇが──ここでの防衛は、さすがに引き時だぜ」

「……まだやれるでしょう。今後を考えれば、ここで出来るだけ砲弾を浪費させておかなければ」

「そりゃお前はやれるだろうけどな。──よっと！」

　迎撃が止やんだ瞬間を狙って、塹ざん壕ごうの中からキオカ兵たちが走り出す。それを見逃さなかったサリハたちが射撃を再開、先頭を駆ける敵兵を撃ち倒して自分たちの塹ざん壕ごうへの侵入を頑かたくなに阻はばんだ。新たな弾丸を精霊に飲ませながら、サリハがさらに言葉を続ける。

「──ここまでの接近戦になってくると、ひとつのミスから一気に戦線が瓦が解かいする。危なっかしい戦いを長くやるもんじゃねぇよ。お前にも覚えがあるんじゃねぇのか？」

　言われたスーヤがぐ、と唇を嚙かんだ。かつての失敗が鮮やかに蘇よみがえり、彼女は険しい面持ちでうなずく。

「……確かに、そうです」

「撤退開始を進言するぞ、兄上」

　兄の意思を汲くんだスシュラが通信を始めようとする。が──その動作に先駆けて、彼ら全員のパートナーが一斉に通話を開始した。

「──こちらイクタ・ソローク。最前線のみんな、そろそろ限界の二歩手前くらいだね？」

　その目で見ているかのように若き元帥は言ってのけ、未練の欠片かけらもなく続く命令を発する。

「現時刻から撤退を開始する。手て筈はず通りに動いてくれ。タイミングには余裕を持ってるから、焦あせらず急がず、相手に悟られないように」

　サリハとスシュラ、スーヤの三人が顔を見合わせてうなずいた。イクタの言葉はなおも続く。

「くれぐれも怪け我がはしないでくれ。──なにしろ、戦いはまだ序盤も序盤だ」







　戦闘開始から数えて五度目の夕暮れ。敵陣を見つめていたマーゼヤ少佐が、そこで微妙な違和感を覚えた。

「……？　…………？」

「どうした？　そんなに敵陣をにらんで」

　ガトラ大佐が怪け訝げんに思って尋ねる。副官はためらいがちに答えた。

「……気のせいかもしれないのですが。どうも、敵の反撃が弱まってきたような」

「？　それはそうだろう、これだけ砲撃に晒さらされ続ければ」

「いえ、そうではなくて……見え隠れする敵兵の数自体が、大きく減ってきたと言いますか……」

　部下のその言葉に無視できない引っ掛かりを覚えて、ガトラ大佐はすぐさま総司令官と通信を繫つないだ。状況を報告した瞬間、即座に命令が返る。

「──突撃を開始してくれ。すぐにだ！」

「えっ……!?」

「兵を塹ざん壕ごう陣地に乗り込ませるんだ。敵軍は撤退を始めている。激しい応射はもうない！」

　確信の宿るジャンの命令に、ガトラ大佐は戸惑いながらもそれを実行した。地道に塹ざん壕ごうを掘り進めていた兵士たちは突然の指示に仰天したが、覚悟を決めて敵陣に飛び込んだ彼らが見たものは、もぬけの殻になったその場所だった。

「て……敵がいない!?」「すでに撤退していたのか！」

「馬鹿な！　天空兵が見張っているんだぞ！　いくら夕暮れとはいえ、大勢が塹ざん壕ごうを出たなら空から見えたはず……！」

　どのような魔術を用いて万の軍勢が消きえ失うせたのか。彼らがそのタネを発見するまでには、今しばらくの時間を必要とする──。







「……うう……ま、まだ抜けないのか？」

「もう少しだ。焦あせるなよ。転んだりすれば後ろがつかえる」

　同じ頃。まさに前線からの脱出の最中にある帝国兵たちは、暗く手狭な空間を縦一列になって進んでいた。

「──塹ざん壕ごうの次は洞窟か。ったく、辛気臭いったらねぇな」

　暗闇の中でサリハが毒づく。前を行くスーヤがつっけんどんに応じた。

「見通しのいい場所で蜂の巣がお好みなら、どうぞそちらに」

「はっ、冗談じゃねぇ。モグラの真ま似ねでも何でもやってやるよ。それで生き延びられるってんならな」

　話しながら進むうちに前方から風を感じ、ほどなく彼らは長い洞窟を抜けて空の下に舞い戻った。全身の土を払って落としながら、サリハは穴の周りに待機していた部下たちの様子を眺める。

「──抜けたか。この穴から出てくるのは、オレたちの部隊が最後だな？」

「ああ、兄上」

　後に続いて洞窟を出てきたスシュラが大きくうなずいた。その姿を認めたスーヤがこっそりと安あん堵どの息をつく。彼の大きな体が穴の途中でつかえたらどうしようかと、実のところ気が気でなかったのだ。

「よし、塞げ。さっさと済ませて撤退だ」

　部隊の全員が出てきたことを確認したところで、サリハは部下たちに抜け穴の封鎖を命じた。支えの木材が取り払われ、さらに上からシャベルで突き崩された洞窟が崩壊を始める。再び掘り抜くくらいなら地上から回ったほうが早いので、もうこれで同じ抜け穴から追われる心配はない。

「騎兵が塹ざん壕ごうを越えてくるには時間がかかる。歩兵にさえ追いつかれなきゃ逃げ切れるぜ」

「お互い、兵の体力は大丈夫ですね？」

「訓練の時、お前にとんでもねぇペースで歩かされたおかげでな。──走るぞ！」

　三人がうなずき合い、部下たちを連れて闇夜の中を走り出す。キオカ兵たちがその場所へ辿たどり着ついたのは、彼らがいなくなってからずいぶん後だった。







「──急を要する追撃には向いていない。当たり前だけど、それが爆砲の欠点だ」

　帝国軍中央軍事基地・司令室。部隊への撤退命令を出し終えたイクタは、しばらくの間を置いて、その成功の報告を受け取っていた。

「こっちが余力を残して下がっていることが明らかな以上、歩兵だけでの追撃なんてリスクの高い手段は選べないだろう？　もし決行したとしても、その時は迎え撃つだけだけど」

　敵に背中を向けることになる撤退の瞬間は、あらゆる軍事行動の中でも高位のリスクを孕はらむ。これをジャン・アルキネクス率いるキオカ軍に対していかに成功させるか、そこにイクタ・ソロークの軍略の妙みようがあった。あらかじめ掘り抜いてあった抜け穴、兵の動きを見て取りづらい夕刻、後列の塹ざん壕ごうからひっそりと一部隊ずつ行った撤退行動──どれひとつが欠けても、ここまで上首尾には運ばなかっただろう。

「城塞なんかと違って、塹ざん壕ごう陣地ってやつは占拠してもあまり嬉うれしくないよな。見た目からして地味だし、転用しようにも使い道がないし、砲や騎兵を通す上での障害になってしまう。……裏を返せば、こちらも大して惜しくはない。もともと陥おとされることを前提に作った要害だからだ」

　高い建築技術からなる城塞と違い、塹ざん壕ごう陣地の造成に特別な技術を必要とする場面は少ない。軍人に一般人からの人手を合わせれば、この決戦のために大規模な塹ざん壕ごう陣地を多数準備しておくことはじゅうぶん可能だった。従来の城塞に対する依存をきっぱりと断ったからこそ、この思い切った方針が成立する。

「もっと奥まで入って来い、ジャン。──まだまだ底が深いぞ、この沼は」







「──深い沼に誘われている。そんな感じだね」

　一方のジャンも、相手のその目もく論ろ見みを正しく見て取っていた。机に置いた地図を見下ろしながら鼻を鳴らす。

「同じような要害が、この先にいくつあるものかな。……その度にこっちは砲弾を浪費させられて、向こうは兵に大きな被害が出る前に塹ざん壕ごうを捨てて撤退する。そうした繰り返しでこちらを疲弊させる……というのが、この戦いにおける帝国軍の基本戦略というわけだ」

　緊迫した面持ちで隣のミアラもうなずく。緒戦がこうした結果に終わるというのは、ジャンはともかく彼女にとっては予想外だった。……塹ざん壕ごう陣地を突破したことで勝利に向けてひとつコマを進めはしたが、帝国軍の兵力には大きな損害がない。この先の戦いが楽になると推測できる理由はひとつもなかった。しかし──だとしても、「不眠ねむらずの輝き将しよう」の目に動揺はない。

「だが、分かっているだろうソローク。ここから先のルートは決して一本道じゃない。──その戦略を成り立たせるためには、こちらの迂う回かい路を全て潰す必要があるぞ」

　低い声でジャンが呟つぶやく。……互いの力量を踏まえれば、ここまでの展開は半ば分かりきった序盤戦。複雑さを増していくこの先の戦いが、彼とイクタにとっては戦いの本番と言えた。

「君たちの出番だ。──出撃しろ、ハッラー」







「──ああ。了解だ、大将」

　精霊越しに盟友の指示を受け取ったタズニヤド・ハッラー。その巨体の横に、対照的に小柄なミタ・ケンシー曹長がぴょこりと顔を出した。

「やっと動き出せるね。どうすんの？　でくの棒」

「まずは先遣隊を出して、敵の防衛拠点の位置を把握だな。その情報を地図と照らし合わせた上で迂う回かいの可能性を検討する。本格的に部隊を出すのはそれからだ」

　言いながら地図を広げるハッラー。彼にすれば、自分に求められている働きは百も承知だ。あらゆる手を尽くして帝国軍の背後に回り込み挟撃する。ジャンの「目」として「手」として、彼の軍略を過あやまたず実現しなければならない。

「道なき道も通らなきゃならん。──頼りにしてるぜ、亡霊たち」

　ミタ曹長に地図を預けて背後を振り向く。わだかまる夜闇の中に、黒衣に身を包んだ影がずらりと並んでいた。







「──第一次防衛線が突破されました。敵が来ますよ、サザルーフ准将閣下！」

　役目を終えた塹ざん壕ごう陣地から数十キロ西方、キオカ軍の予想進軍ルート上。例によって道を塞ぐ形で設しつらえた野戦陣地の天幕の中で、報告を受け取ったメルーザが声を上げていた。それを聞いたサザルーフが後頭部をがり、と指先で搔かく。

「来ないことを願ってたんだが、玄関先でお帰り願えるほど甘くはないか。……総員、迎撃準備！」

　彼の命令を受けた将校たちが天幕を飛び出していき、さらにその指示に応じて兵士たちが塹ざん壕ごうへと身を滑り込ませる。迎撃の基本方針はここでも同じ。前線から撤退してきた部隊と合流しつつ、塹ざん壕ごうをフル活用した持久戦でキオカ軍を消耗させる狙いだ。

「最低でも五日……いや、六日は耐えたいところだな。他がここより先に突破されるってことはないだろうし……ん？」

　この先の戦況を予想しながらサザルーフがぶつぶつと呟つぶやいていたところ、ふいに腰のポーチでパートナーが元帥からの通信を知らせた。彼はすぐさまそれに応じる。

「は、こちらセンパ・サザルーフ。いま総出で迎撃準備中ですが、何か緊急の指示が──」

「特にないです。ねぇねぇ、メルーザ中佐とは最近どうなんですか？」

　大真面目に応答したサザルーフがずっこけそうになった。どうにかバランスを取り戻し、彼はパートナーの精霊を両手に抱えて声を上げる。

「おまっ……この状況でそれか!?　タイミングってもんを考えろよ！」

「いやいや、この手の話題は時を選ばないものでしょう。そんなわけで、科学者として有益なアドバイスをひとつ。なんと──煙草たばこを吸いすぎると、キスの時に嫌がられます」

「ありがたい忠告だなおい！　お前に言われて細巻の銘柄変えたばっかりだぞ！」

　乗せられて言い返すサザルーフだったが──ふとそこで、相手のおふざけにいつもと違った空気を感じた。彼は真顔に戻って尋ねる。

「……なんだよ。ひょっとしてまだ気にしてんのか？　前のこと」

　沈黙が下りる。図星を突いたのだと、サザルーフにはそれで分かった。

「……困りますね。ここで察しの良さを発揮されると」

「そのぐらいは気付くっての、もうどんだけ長い付き合いだと思ってんだ。だから言っとくぞ──何も気にしちゃいねぇ。むしろ謝りたかったのは俺のほうだ。言わせて悪かった」

　そう詫わびを口にする。元帥と准将ではなく、それ以前の関係性に気持ちを巻き戻して。今日に至るまでの相手との関わりを思い返し、サザルーフはふぅとため息をつく。

「ったく、どうにもな……。お前らの前では年長者でありたいんだが、当のお前は俺を飛び越えて元帥になっちまうし、この前は年とし甲が斐いもなく我わが儘ままを言って困らせちまうし。どうしてこう、いつも俺は格好が付かないのかねぇ」

　そう口にした瞬間、精霊越しに伝わる気配から、イクタが微ほほ笑えんだのがサザルーフには分かった。

「あなたを格好悪いなんて思ったことは一度もありませんよ。サザルーフ大尉殿」

「……だから、そういうとこだっての」

　たまらず苦笑を浮かべるサザルーフ。──どこかに残っていた小さなわだかまりが、それで完全に消えた。一拍置いて、イクタが最後の激励を口にする。

「迎撃、お任せします。無理はなさらず」

「ああ。任せとけ」

　揺るぎなく請け合って通話を切る。傍かたわらで会話を聞いていたメルーザが、そこでくすりと笑みを浮かべた。

「──意外と繊細な方ですね、元帥閣下は」

「いや……昔っからそうですよ、あいつは。誰かの気持ちを慮おもんぱかることに関しては特に」

　自分の頼りなさにも責任の一端がある、そう考えて自分を省みるサザルーフ。その様子から、彼と若き元帥との繫つながりの強さが垣かい間ま見みえて、メルーザはぽつりと呟つぶやいた。

「……少し、妬やけます」

「え？」

「何でもありません。──迎撃準備、進めていきますよ！」

　気を取り直して陣地を見つめるメルーザ。彼女からの指摘をひとつひとつ吟味しながら、サザルーフは近く来たるキオカ軍との対決に備えた。







　塹ざん壕ごう陣地を突破したキオカ軍は、ハッラーの提案通りに明け方を待って軽騎兵部隊を斥候に出した。が、攻略に向けた第一歩であるその行動も、やはり一筋縄ではいかなかった。

「──！　前方に敵騎兵を確認！　このままでは衝突します！」

　急斜面に左右を挟まれた道を駆け抜けるキオカの騎兵たち。その先頭を行くひとりが、前方に立ち塞がる騎影を発見して警告を叫ぶ。隊長の顔がぐっと険しくなる。

「敵の遊撃か……!?　だとしても、足を止めれば一方的にやられるだけだ！　打ち勝つぞ！　総員抜刀！」

　覚悟を決めた兵士たちがそれぞれの武器を手にする。彼らとて高い水準の訓練を受けてきたキオカの騎兵、同兵科の正面対決でそうそう自分たちが遅れを取るはずがないという自負がある。拍車をかけられた騎馬たちが加速していく中、敵集団との距離がみるみる縮まり──

「──うッ──!?」

　激突の数秒前で、左右の急斜面を一斉に駆け下りてくる敵の姿を目にすることとなった。

「なッ──」「が、崖の上に伏兵──！」

　すぐさま叫び声を上げるが、それを伝えきる頃には正面の敵集団との戦闘が始まっていた。両部隊いずれ劣らぬ速度での衝突。そこに予想外の奇襲が加わって隊列が乱れ、突進の貫通力を損なったキオカの騎兵たちが次々と蹴散らされていく。

「──疾シ」

　その只ただ中なかを疾駆する炎えん髪ぱつの騎影が、さらなる絶望をキオカ兵たちに強いた。すれ違いざまに首筋を薙ないでいくサーベルの剣けん閃せん。馬上にあってもなお圧倒的な剣腕が、彼らに容赦なく死をもたらす。

「う、お──」「がぁぁぁぁぁッ！」

　第一撃で大損害を受け、彼らの部隊としての統率はそこで失われた。棒立ちの敵集団へ迷わず追撃に打って出る帝国の騎兵たち。残る全員を仕留めるのに、さほどの時間は要さなかった。

「敵先遣、殲せん滅めつ。──負傷者を回収し、直ちに隊列を整えろ」

　ソルヴェナレス・イグセムの声が重く響き渡る。それに応じて隊列を組み直していく騎兵たちの中で、ひとりの女が小声で快かい哉さいを叫んだ。

「……う、うおっしゃー！　生きてる！　アタシ生きてるぞー！」

「しっかりひとり仕留めてるしな」「やっぱお前前線向きだわ、ネイ中尉」

　両隣の仲間が笑いながらうなずく。そんな彼らに炎えん髪ぱつの将の視線が突き刺さった。

「無駄口を止やめ、次の会敵に備えよ。──偵察が情報を持ち帰らなければ、その分だけ敵の侵攻が鈍る。稼いだ時間がこちらの迎撃に利する」

　その言葉を受けて再び前進を始める騎兵たち。炎えん髪ぱつの将のすぐ後ろを走るニアム・ネイ中尉が、そこでおそるおそる質問を口にした。

「あ、あのー、隊長殿。……これ、あと何回繰り返すのかな？　繰り返すんでしょうか？」

「敵に訊きけ」

　手短かつ武骨な返事が戻る。片手に手綱を握りながら、ニアムはもう片方の手で目頭を押さえた。

「……泣きたい」

「元気出せって、ネイ中尉！」「死んだら向こうで一緒に楽しくやろうぜ！」

「うっせぇ馬鹿！　誰が死ぬかー！」

　茶化す声に負けじと悪態で返す。次なる戦闘へ向けて、遊撃部隊は明け方の空気の中を走り抜けた。







　同じ頃。一見して戦争とは無縁と思われる場所でも戦いが始まっていた。

「……ぬぅっ……！」

　薄暗い木立の中を突き進む影たちの目の前で、立木の表面が銃弾を受けて弾はじけ飛ぶ。慌てて茂みの中に飛び込んで身を隠し、彼らは自分たちの置かれた状況に舌打ちした。

「こんな森の中まで兵が置かれているとは。……こちらの考えを読まれていたか」

「下がりましょう、隊長。迂う回かい路なら他にも考えられます」

　うなずき合って踵きびすを返かえす亡霊たち。が──彼らが撤退に移った瞬間、先頭を行くひとりの片足が地面に吞のみ込こまれた。

「──うぐッ!?」

「どうした！」

　うずくまった仲間に駆け寄る影たち。地面に埋まったその足に、返しの付いた鋭い棘とげが突き刺さっているのが見える。さしもの影も苦痛の声を上げた。

「ぐッ、ぐぅっ……！」

「これは……罠わなの一種、か？」

「……馬鹿な。一体どんな理屈でこちらの動きを読んでいるというんだ」

　戦慄を込めて亡霊が呟つぶやく。敵の背後に回るために潜り込んだはずの森の中で、さらに自分たちの動きが先読みされているという恐ろしさ。彼らは固唾を吞のんで闇の中に敵の気配を探った。







「──フゥッ！」

　罠わなにかかって足を止めた仲間を助けにやってくる敵、その脚を狙い澄まして撃ち抜く銃撃。森に面した崖の上に陣取ったトルウェイは、すでにそこから十を超える敵を仕留めていた。
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「人が選ばない道こそ亡霊は狙って通る。……そして、ぼくたち狩かり人うどはそこに立ち塞がる」

　ぼそりと呟つぶやく。──無論、闇の中に潜んでいるのは彼だけではない。太い木の枝に、あるいは地上の茂みの中に、彼ら狙撃兵たちは広い範囲を補い合いながら陣取っているのだった。

「暗い森の中に敷いた罠わな。身を隠しながらの狙撃の応酬。……遠回りで陰湿で、昔よりもずっと嫌な戦場だ。ヤトリさん、きみの言った通りになってしまったよ」

　青年の口元に浮かぶ自嘲。が、それも一瞬で搔かき消きえる。

「戦争の最先端を、ぼくがここに導いた。だからこそ、この薄暗い場所がトルウェイ・レミオンの世界だ。

　安心してよ、イッくん。ぼくはもう──誰にも負けない」

　揺るがぬ決意を胸の奥に。新たな獲物に狙いを付け、青年の指がトリガーを引き絞った。







　さらに北側のルートを守る帝国軍陣地。日中の激しい攻防を経て、時刻はいよいよ日没に差し掛かろうとしていた。

「……もう日没か。すっかり暗くなったな」

「敵は目の前だ、気は抜けないぞ。長い夜になりそうだな……」

　塹ざん壕ごうの中、小声で会話を交わす兵士たち。丸一日強い緊張に晒さらされ続けている彼らのもとに、そこで背後から仲間の声がかかった。

「おい、交代の時間だ。お前らは後方で休め」

「え──？」「もう交代か？　そりゃありがたいが……」

　まだまだ働かされるものと思っていた兵士たちが肩透かしを食った面持ちになる。彼らのその様子に、仲間の兵士は首を横に振ってみせた。

「今は緊張と興奮のせいで気付かないだろうが、疲れは確実に溜たまってる。ここで無理して潰れられちゃ困るんだよ。後々まで戦力になってもらわなきゃならないんだからな──」







　離れた戦場から断続的に、遠雷のように耳を打つ砲撃音。それに気を取られて、天幕の中に横たわった兵士たちの多くは、溜たまった疲労とは裏腹に眠りに就けずにいた。

「……音がここまで響いてきやがる」「……眠れるのか、これで……」

　苦しげな寝返りを繰り返す兵士たち。互いの間隔が広く取られた寝床はじゅうぶんに快適な部類だったが、それでも眠れない苦痛は如何いかんともしがたい。が──そうやって顔をしかめる彼らの枕元を、まもなく数人の衛生兵が回り始めた。

「はい、耳栓の支給。小さいから無くさないようにね」

　眠れずにいる兵士たちの手に、端材を削って作った耳栓を一組ずつ渡していく。そんな気遣いを受けるとは思わず、彼らは揃そろって目を丸くした。

「じゅ、準備がいいな」

「せっかく休むのに、騒音で眠れないんじゃ意味がないでしょ。打ち身が痛む奴やつとかも我慢しないで手を挙げて。あんたらをしっかり眠らせて、元気に目覚めたところで戦場に送り返す──それがわたしたちの仕事だからね」

　にっと笑ってそう言う。眠れずにいた仲間のケアを済ませると、衛生兵たちは静かに天幕を出た。やや離れた場所で煮炊きする兵士の様子を見て、そちらに歩み寄っていく。

「炊事係、夜食の準備は進んでる？　しっかり作ってちょうだいね。まずいもの食べても力は出ないんだから」

「任せとけっての。こちとら軍でメシ作って十年のベテランだぞ。これだけ環境が揃そろってりゃ、基地の食堂と同じメシ食わせてやらぁ」

　長い木べらで大鍋をかき混ぜながら炊事担当の兵士が言ってのける。そこから漂う匂いに釣られて、腹を空かした兵士たちがぞろぞろとやって来た。







　同じ頃。イクタが陣取った司令部にほど近い中央軍事基地の一室には、各地での野営を管理する衛生兵たちから、現状についての報告が次々ともたらされていた。

「──はい、その調子で大丈夫です。人員の交代をこまめに。全ての兵士に一定以上の我慢をさせないようにしてください」

　精霊越しの会話で、ハロは現場の様子をひとつひとつ丁寧に確認していく。兵はきちんと休めているか、食事はちゃんと取れているか、心が不安定になっていないか。報告の中で危うい兆候を感じれば即座に対処を指示する。今回の決戦における、それが彼女の役割なのだ。

「天幕の中が蒸し暑いと眠りづらいですから、必ず風精霊で換気を行ってください。入り口と出口に並べて風を吹いてもらえば、ちゃんと空気が流れます。ひとりで風に当たって涼むよりもそっちのほうが快適だと説明してください。あと、傷が痛む人には──」

　机の上で一心に連絡を続けるハロ。と──その背後、部屋の入口に、金髪の少女が立つ。

「……ハロ。後方の様子はどうであるか」

「はい、陛下。事前の訓練の甲か斐いあって、兵員の運用は教えた通りに回っています。これはそのまま継戦能力の向上に繫つながると考えていいでしょう」

　通信を終えたハロが女帝に向き直って言う。シャミーユもこくりとうなずいた。

「イクタ・ドクトリンか。……爆砲にも気球にも増して、これこそ帝国軍における最大の革新と言えような」

　キオカとの決戦に先駆けて、黒髪の青年は自分の指揮下における帝国軍のスタンスを明確に言語化していた。俗にイクタ教条ドクトリンと呼ばれるそれは、軍隊における兵員の運用を根本から見直すものだった。

　例えば、拠点の防衛よりも部隊の生還を優先すること。例えば、一定以上に疲労させたまま兵を続けて用いないこと。人材の使い潰しを徹底的に否定し、帝国軍という組織を最大効率で継続的に運用するための方法論。バダ・サンクレイが自分の連隊において実践していた理念を継承・拡張し、そこにイクタ独自の発展とアレンジを加えてまとめ上げたものだ。

「……すごいですよね。正しく怠けることは正しく働くことと一緒。イクタさんがずっと言ってきた考えが、やっと軍の全体に行き渡りました。

　万全の食事と万全の休息。これがある限り、兵たちは心と体をすり減らさずに戦い続けることが出来ます。長期戦になるほどその影響は大きいでしょう」

「うむ──違いない」

　惜しみない同意を込めてシャミーユが口にする。と、そこで机上の精霊が新たな通信を告げた。ハロの務めの邪魔になる前に、女帝は自ら身をひるがえす。

「余は帝都に戻る。キオカ軍に押されてやって来る避難民の受け入れ準備をしなければならぬ。……後のことは、そなたらに任せたぞ」

　そう言って去っていくシャミーユ。そんな彼女の背中を敬礼で見送り、ハロは再び現場との通信を始めた。







「……さて。敵の進路が分かれて、戦場の数が一気に増えてきたな」

　一方、帝国軍司令部。敵軍と自軍を示す駒をあちこちに配置した地図の前で、黒髪の青年は思考を巡らせていた。

「今のところ、どこの戦況にも危なげはない。リスクが高いのはもちろん撤退の時だから、その時は通信を繫つなぎっぱなしで指示を送るとして……問題はやっぱりタイミングか。防衛線の後退を無理なく同期させるのは一苦労だな」

　鼻を鳴らして呟つぶやく。──最初の一戦から見て取れるように、彼はひとつの戦いでキオカ軍を破ろうとは露ほども考えていない。守りを固めて可能な限り敵を消耗させ、防衛の限界が近付いた頃合いで次の陣地へと部隊を撤退させる。その繰り返しで相手が音を上げるのを待つ。帝都まで攻めきるのが勝利条件であるキオカ軍に対して、帝国軍の勝利条件はそれをさせずに自国を守り抜くことなのだ。

　言うは易やすいが、実行は決して容易たやすくない。複数あるルートのいずれかを敵に突破されれば、そこから他のルートを守る部隊の背後へ回り込まれてしまう。……そして何より、撤退の采配をひとつ間違えば、次の陣地へ移動する際の追撃で大損害を受ける。全ルートの戦線後退のタイミングも常に一致させなければならず、これはイクタの指揮能力と精霊通信の技術をもってしても危うい綱渡りなのだ。

　そのまま数手先の展開を頭に思い描いていたところで、クスがエリーネフィン・ユルグス海軍大将からの通信を報しらせた。思考を中断し、イクタはすぐさまそれに応じる。

「はい、こちらイクタ・ソローク。どうですか、海戦の状況は？」

　開口一番に尋ねるイクタ。たちまち向こう側の喧けん騒そうが通信に混ざる。海戦の真っ最中だということが一瞬で分かった。

　数秒の沈黙を経て。声の主には似つかわしくない、重く苦々しい言葉が精霊越しに返る。

「──やられたわ。悪いけど」










「──前部デッキに着弾ッ！　負傷者八名！」「回収はまだか！　衛生兵ーッ！」

「トゲンスル破れました！　速度いきあし落ちます！」「早く交換しろ！　足が止まれば終わりだぞ！」

　水兵たちの声が休みなく飛び交う艦上。展てん帆ぱん作業を急ぐ者の焦あせり、負傷者の苦痛の呻うめき、長い距離を隔てた海上に浮かぶキオカの爆砲艦──その全てが混こん沌とんとなって、戦場の空気を形作っている。

「……大将閣下……」

　開戦から時を追うにつれて、副官を務める情報将校の顔は青ざめていった。ユルグス大将の眉間にもかつてなく深いシワが寄っている。今なお敵軍との間で続く海戦を眺めるほど、そこには苦い感情ばかりが積み重なっていった。

「……元帥に繫つないでちょうだい」

　パートナーの精霊を腰のポーチから抱き上げ、海賊軍の頭目はそう口にする。彼の要請に応えて、通信はほどなく繫つながった。

「はい、こちらイクタ・ソローク。どうですか、海戦の状況は？」

「──やられたわ。悪いけど」

　開口一番、状況を端的に告げる。精霊越しに相手が息を吞のんだ気配からして、それだけで意図の大半は伝わった。だが、大将は言葉を続ける。海軍を預かる者の責務として。

「──轟ごう沈ちん十二隻、航行不能二十七隻、損傷五十二隻。この旗艦も手負いで、艦隊は半壊よ」

　連なる数字が容赦なく、この上なく正確に損害を伝える。彼らが今どのような状況にあるか。圧倒的な数の爆砲に打ちのめされた帝国海軍が、この戦いでどれほどの痛手を被こうむったか。

「……敵艦隊の状況は？」

「轟ごう沈ちんなし。デッキと帆への損傷が数隻。こっちに比べれば蚊に刺されたほどの被害ね。……どうしようもないわ。ろくに近付くことも出来やしないんだもの。操船技能の優越でどうにか出来るレベルを超えてる。手に負えないわね、全艦が爆砲艦ってのは」

　そこで一度言葉を切り、胸中に荒れ狂う感情の全てを吞のみ込こんで、ユルグス大将は再び口を開く。

「情けないけど、この海域での継戦は不可能。残存艦を束ねての一時撤退を進言するわ。要は尻尾を巻いて逃げるってことだけど──どうなの、元帥閣下」

　それはもはや、問いの形をした確認。応答までの間は長くなかった。

「進言を受け入れます。ただちに撤退を開始してください、ユルグス海軍大将」

「了解よ」

　必要な許可を得たユルグス大将がすぐさま通信を切った。悲痛な面持ちで立ち尽くす副官の前で、彼は低い声で独ひとり言ごちる。

「……。イグセムに続いて、これも時代の流れってやつ？」

　骨が軋きしむほどの力でこぶしを握りしめる。新技術の流入によって見る影もなく変わっていく戦争。その抗あらがいがたい激流の中で翻弄される自分を思う。

「冗談じゃない──そんなもんに屈してたまるもんですか」










「──杞き憂ゆうでしたな、やはり」

　砲撃戦を続けるキオカ艦隊の一角、「白はく翼よく丸まる」艦上。帝国海軍の半壊を目にした海兵隊長グレーキが、無感動な声でそう言った。

「当然と言やあ当然の結果です。……陸おかと違って、海の上じゃあ塹ざん壕ごうにこもって砲撃をやり過ごすこともできねぇ。まして艦隊同士のやり合いとなりゃ、砲の総数の差がそのまま力の差。始まる前から勝負は決まっていやした」

　どこまでも単純明快で疑いのない勝因。それを耳にして、彼の前に立つエルルファイはぼそりと呟つぶやいた。

「──すっきりしないよ」

「太たい母ぼ殿……」

「確かに、キオカの技術力の勝利ではあるんだろう。この艦隊の勝利と言ってもいいだろう。でも──前回の雪辱は少しも果たされていない。こんな勝利では何ひとつ誇れない」

　偽らざる心境を口にする「白はく翼よくの太たい母ぼ」。……戦闘が始まってこの方、キオカ艦隊が行ったのはひたすら距離を保っての砲撃戦のみ。船乗りとしての腕を競う暇などありはしなかった。それこそ子供でも分かる。優れた兵器を多く保有したものが勝った──この結果は、ただそれだけのことだと。

　不満を抱えて黙り込むエルルファイ。彼女の背後で敵艦隊の動きを見張っていたグレーキが、いち早くその行動の変化を見て取る。

「撤退を始めましたな。──向こうに投降する気はないと見えます。追撃に回りやしょう、太たい母ぼ殿」

　あえて淡々とそう言って、ぽん、と背後から太たい母ぼの両肩に手を置く。強こわ面もての海兵隊長が示した気遣いに、エルルファイはふぅとため息をついてうなずいた。

「……歯がゆいね。ニモング港沖での敗北は、これから先もずっとわたしの胸の奥に横たわり続けるらしい」

　そう口にして、彼女は部下たちに追撃の指示を出す。ちらりと頭上に目を向ければ、愛鳥のミザイは艦橋に止まったまま微動だにしていない。自分の働きが求められていないことを理解しているかのように。

「終わってみれば呆あつ気けないものだよ。──趨すう勢せいは決まった。

　この戦争、帝国の負けだ」










「…………」

「……イクタさん……」

　重い沈黙が下りていた。各部隊の運用状況を報告しようと司令部を訪れたハロが見たものは、帝国全軍の指揮を執る青年が、海からの凶報を受け取ったきり黙りこむ姿だった。

「……大丈夫。ただ、陸の兵たちには報しらせないように」

「もちろんです。けど……」

　ハロは言葉に詰まった。──海戦における敗北は、当然ながらそれ単独で終わる出来事ではない。海で負けるということは制海権を取られるということであり、制海権を取られるということは海から援軍を送り込まれるということだ。東から攻めてくる陸軍の迎撃だけでもギリギリの勝負を強いられているこの状況で、さらに南から大軍が上陸してきたらどうなるか？　──勝ち目以前に、もはや二正面作戦が成立するかどうかさえ怪しい。

　その因果を誰よりも理解しているはずの青年は、自分を見つめるハロの前で、苦笑を浮かべて首を横に振る。──楽な戦いにはならない。それは最初から分かり切っていたことだと言うように。

「……ハロ、そろそろ君も現場へ向かってくれ。通信では測りきれない兵士たちの心の動きを、君には肌で感じてもらいたい」

「命令とあれば。……でも、少し心配です」

「大丈夫。君に抱きしめてもらった効果は、まだ続いているよ」

　そう言って青年はにっと笑ってみせ、次の瞬間、ふと思い出したように付け加える。

「でも、そうだな。──最後に、お茶を一杯淹いれていってくれるかい？」

「──はい！　土瓶にいっぱい、とびっきりのを淹いれていきます！」

　努めて明るい声で返事をし、そのまま司令部を駆け出していくハロ。腰の後ろに両手を回した姿勢のまま、イクタは思う。──はたして、この震えを隠し通せたかどうか。

「…………震えるのはいい。でも絶対に慌てるなよ、僕」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。数分かけて手の震えを止めつつ、ふと机の上の懐中時計に目をやったところで彼は気が付いた。──前に目覚めてから、すでに四十時間以上ぶっ続けで指揮を執っている。

「……いけない、いけない。これをおろそかにして勝てるわけないよな」

　自戒を込めてそう口にすると同時に、彼は手元の鈴を鳴らしてメグ少佐を呼んだ。三十秒と待たずに馴な染じみの副官が駆け付ける。

「は──お呼びですか！」

「うん、これから二時間仮眠を取る。その間の連絡を三人で受け持ってくれ。基本方針はドクトリンの通りに。緊急の時だけ起こしてくれ」

「承知しました。どうかごゆっくり！」

　指示を残して隣の休憩室へ歩いていく青年を、メグ少佐が敬礼で見送る。そうして部屋を移った直後、イクタは手近な寝台へ倒れこむようにして突っ伏した。

「いい寝床だ。──なぁ、ジャン。こういう時こそ、僕にあってお前にないものを大事にしないとな」

　そう呟つぶやいてまぶたを閉じる。寝息を立て始めるまでには、ものの十秒と要さなかった。
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　日常と非日常は常に地続きであり、戦争の間も人々の生活は続く。今はまだ前線から遠い帝都バンハタールでもまた、戦況の危うさとは裏腹に、食材や日用品を求める人々で市場が賑にぎわっていた。

「……小麦を見せてもらうぞ」

　店頭に立った初老の男性がそう言い、許可を待つこともなく大おお笊ざるに入った小麦に手を突っ込む。店主は一瞬怪け訝げんな顔をしたが、相手の姿を見るとすぐにそれを改めた。

「おや、バハータ様。どうされました、あなた程の方が市場で小麦なんて」

「相場を確かめに来た。こういう時は戦時需要で流通がかき乱されるのが常だが……」

　そう答えつつ、バハータと呼ばれた男は手のひらに載せた麦の粒を熱心に検あらためている。最初のひと掬すくいが済むと、今度は笊ざるの底のほうから新たな麦を探り出す。こんな真ま似ねをすれば普通は店を叩たたき出だされるものだが──帝都の商人の中に、「市場の賢父」と呼ばれるこの豪商を無下に扱う者はまずいない。

「……混ぜ物もなしでこの値段か。妥当だな。もっと高騰するかと思っていたが」

「事前の買い占めを、陛下が厳しく取り締まったそうで」

「知っている、私も要請を受けて協力した。……焼け石に水とも考えたが、そう侮あなどったものではなかったな。今回の戦争、少なくとも準備に関しては入念に行ったらしい」

　そう呟つぶやき、バハータは女帝の施政に対する評価を上向ける。店主が苦笑して麦の袋を積み上げた。

「今回の決戦で、やっとキオカとの因縁にも終わりが見えるってなもんでね。みんな期待してますよ」

「……能天気なことだな。こちらが負けた場合にどうなるかは考えないのか？」

「負ける？　帝国軍が？　はは──まさか。有り得ませんよ、そんな馬鹿げたこと」

　半ば反射的な楽観が店主の口を突いて出る。麦の確認を終えたバハータは「邪魔をした」と言い残して踵きびすを返かえした。市場の喧けん騒そうの中を歩きながら、彼はふんと鼻を鳴らす。

「この期に及んでも他ひ人と事ごとか。……陛下の苦労が忍ばれるな。私も言えたことではないが」

　低い声で男は呟つぶやく。この場の人々の多くとは違い、彼は戦況を楽観してはいない。──ここ百年余りを通してキオカが国力を蓄え続けてきたことは明らかだ。決戦に臨んだ選択の背後には、紛れもない勝利の確信がある。

　前線の様子を探りに行かせた手下たちも数日中には帰る。その報告次第では忙しいことになる──そう考えながら歩いていたバハータの視界に、ふと見覚えのある瘦そう身しんの影が映った。

「──あれは」







　午後の市場を行き交う人々を──その男は、家畜の群れを眺めるような顔で見つめていた。

「ふふふ──いつ来ても、虫むし唾ずが走ります」

　侮蔑の感情もあらわにトリスナイが呟つぶやく。俗世の空気を吸うことさえ忌いまわしいと。

「どこを見ても愚鈍、愚鈍、愚鈍の連なり。まともな知性を持ち合わせた人間などただのひとりもいない。しかし──それも止やむ無なし。彼らは導きを受けるべき衆愚なのですから」

　そう、男は見下げている。この国の民の大半に対して、彼は元より何の期待も抱いてはいない。皇帝に対する絶対の信望は、裏を返せば民に対する徹底的な失望でもあるのだ。

「だというのに、この期に及んで国民議会などと──陛下、この者どもに何を期待しようというのです？　餌を撒まけば群がるだけの、飢えた犬猫と何ら変わらぬ民衆に」

　この場にいない君主にそう尋ねて、トリスナイは小さくため息をつく。

「それもまた君主の慈愛の形、ということでしょうか。……ねぇ、アルシャンクルト陛下──」










「──どうする気なのよ。こんな出来損ないを引き取って」

　愛着の欠片かけらもない瞳で自分を見下ろす男と女。それが、彼のいちばん最初の記憶。

「そう言うなよ。こいつはただの出来損ないじゃない。──とびきり血統のいい出来損ないだ。無事に育てて話術を叩たたき込こめば、帝室と繫つながりを持つためにこれ以上の道具はない」

　そう言って男は酒瓶を傾け、ぐびりと喉を鳴らす。不快なアルコールの臭気に晒さらされて、赤子はわけもわからず泣きわめく。女が眉をひそめると同時に、男はその口を手で押さえた。

「名前はこれから考えてやる。なぁ──頼むぜ、出来損ない。俺たちをこの国の高みに連れていってくれ。本当なら始末されるはずだった命を救ってやったんだ、そのぐらいの恩返しは当然だろう？」

　幼心に彼は悟った。この相手にとって、どこまで行っても自分はモノに過ぎないことを。







　物心付くと、すぐさま「教育」が始まった。彼を部屋に呼びつけた男は、何かを口にする前に、奇妙な形のコルセットのようなものをどさりと投げて寄越した。

「胸のへこみはそれで隠せ。みっともない姿を人に見せるなよ」

　言われるままに彼はそれを身に着けた。胸の圧迫感がひどく不快だったが、そんなことを口に出しても殴られるだけだ。この環境でのルールを、彼はとっくに弁わきまえていた。

「歴史や算学は身についていて当然。他は詩吟に音楽、それに占い辺りか。陛下がどれを好むかは分からんが、武器が大いに越したことはない」

　男は少しも生産的な人間ではなかったが、地位の高い相手に取り入るための手管には長たけていた。夫婦ともどもずっとそのように生きてきたからだ。

「頭まで出来損ないってことはないよな？　もしそうだったら、こんなにつまらんことはないなぁ」

　机に着かせた彼の頭を、男の手が無遠慮に鷲わし摑づかみにする。彼は直感した──これからの「教育」で期待外れの結果を出せば、そのまま顔面を机に叩たたき付つけられるに違いないと。

　生まれて初めて挑む算術に、彼は文字通り命がけで集中した。男の教え方は雑だったが、それを補う思考力でもって、彼は相手の期待に応えてのけた。男はにやりと笑った。

「はん、生意気に物覚えはいいじゃないか。それとも必死なだけか？　……まぁいい、今日は飯を食わせてやる」

　以後は、毎日がその繰り返しだった。食べるために、殴られないために、生きるために課される課題をこなし続けた。少しでもミスがあれば殴られ、食事を抜かれることもざらだった。だが彼は生き抜いた。「長くは生きられない」とした侍医の診断とは裏腹に、彼には並外れて強きよう靭じんな生命力が備わっていた。

「なに、絵を描いてみたい？　──はは、バカだなお前。まさかとは思うが、俺を父親か何かだと勘違いしてるのか？」

　課題を安定してこなせるようになった時期、男の機嫌がよさそうな時を狙って、彼は自分の興味を口に出してみた。──三日寝込むほど殴られた。男に対するわずかな期待は、要求に応え続ければ自分を愛してくれるのではないかという幻想は、この出来事で完全に打ち砕かれた。




　男はしばしば彼を連れ出して宮殿を見に行った。そこで口にする言葉はいつも同じだった。

「見ろよ。お前の本当の両親はあそこにいるが、お前を息子として認めることは決してない。出来損ないに生まれてしまったお前は、その存在自体が帝室にとっての罪なんだ」

　男は語る。彼の生い立ちを、どうしようもなく生まれ持った運命を。未いまだ形成途上の自我に毒を含ませる。お前は最初から生まれるべきではなかったのだと。

「だが、ひとつだけ可能性がある。文官として宮殿に潜り込んで働くんだ。向こうが気に入ればお前を傍そばに置きたがるかもしれん。今の陛下よりも、次の帝位継承者──お前の兄のほうが、年が近い分だけ見込みがあるだろうな」

　言われた彼が宮殿を凝視する。正しく生まれた皇族たちの住まう聖域。自分の置かれた環境に比べて、その場所は別世界のように美しく見える。

　胸が引き裂かれるほどに、彼は想おもった。──あの場所に戻りたい。本当の家族のもとへ。

「お目通りまでの段取りはこっちで整えてやる。死ぬ気で自分を売り込めよ。もし洟はなも引っかけられなかったら──俺はその日の晩、よっぽど深酒しちまうだろうからな」

　彼は無表情のまま理解した。何の比喩でもなく、失敗すれば自分はその日までの命なのだと。







　彼が十六歳になった年のある日に、その運命を決める機会は訪れた。

「──新しい顔だな。誰だ？　お前は」

　男の根回しで任官が決まり、出生の時以来に足を踏み入れた宮殿の中。他の文官たちに連れられて初めて面識を得た皇子は、ひどく不機嫌そうな顔を彼に向けてきた。

「イザンマ家の息子？　あのろくでなしの家系から文官を取ったのか。はん、また俸ほう禄ろくをドブに捨てるような真ま似ねを」

　彼の出自を聞くと、皇子は吐き捨てるように言って視線を切った。いきなり侮蔑された形だが、彼は特に反感を覚えなかった。ろくでなしの家系、という部分には至って同感だったから。

「まぁいい、どのみち貴様らの魂胆は知れきっている。余の気分を良くして血を吸い上げたいのだろう。帝室への忠義など欠片かけらもない俗物どもめ」

　文官たちをぐるりと見回して、皇子は露悪的な笑みを浮かべる。と──その片手が勢いよく振るわれ、傍そばに飾ってあった大きな壺つぼへ叩たたき付つけられた。文官たちがぎょっとする間もなく、砕け散った陶器の破片が辺りに散乱する。

「おっと──割れてしまったな。由来はよく知らんが、軍閥時代初期の逸品だと聞く。いかんな。これを知られれば、いったい父上に何を言われるものか」

　くつくつと笑い、わざとらしく言ってのける皇子。口を挟めずに動揺する文官たちへ、彼は向き直って言ってのける。

「見ての通りだ。余は今、早急に助けを欲ほつしている。──お前たちの誰が代わりにこれを割ったことにしてくれる？」

　凍りついたような沈黙が下りた。青ざめた顔で立ち並ぶ臣下たちを前に、皇子は耐えかねたように哄こう笑しようする。

「くはははは──どいつもこいつも、骨こつ董とうの価値を計る目ばかりは確からしい！　軽く家が吹っ飛ぶほどの損害は間違っても被かぶれんか！　まったく素直なことだな！」

　予想通りの反応だと言わんばかりの皇子。と──文官たちの列の中から、彼が一歩歩み出た。

「私が割りました、殿下」

　それを耳にした瞬間、皇子の笑いがすっと収まる。視線がいま一度彼を向いた。

「──もう一度言ってみろ」

「私が割りました。申し訳ありません。任官から日も浅く、注意が行き届かず」

　躊躇ためらいなく謝罪を口にする彼。皇子は舌打ちして身を乗り出した。

「貴様──まともに算そろ盤ばん勘定も出来ぬ頭で仕官したのか。この壺つぼが一体どれほどの──」

「動かれますな！」

　皇子が一歩目を踏み出した瞬間、彼は声を張り上げてそれを制する。反射的に足を止めた相手の前で、彼は懇願するように言葉を続けた。

「どうか動かれますな、殿下。その履物では破片が底を貫きおみ足を傷つけます。すぐに片付けます故、今しばらくのご辛抱を」

　そう言って床に膝を突き、散乱した破片を片付け始める彼。が──その眼前に、皇子の足が叩たたき付つけられた。

「……断る。なぜ貴様に言われて棒立ちでいなければならん」

「……。どうしても、今すぐに歩かれたいですか」

　彼は顔を上げて相手の瞳を覗のぞいた。怒りとも戸惑いとも付かない感情がそこに揺れる。

「ああ、歩きたいとも。余が望んで歩けない場所がこの国にあるなど許せん。そんなことがあって良いはずもない──帝国の全てはいずれ余へと受け継がれる定めにあるのだから。そうだろう？」

　値踏みするように言ってのける皇子。その言葉に、彼は迷わずうなずいた。

「仰おつしやる通りです。では──これにてご容赦を」

　姿勢をさらに低くして、壺つぼの破片が散乱する床へ、彼はうつぶせに寝そべった。皇子の眉根が訝いぶかしげに寄る。

「……何のつもりだ。それは？」

「大きな破片が散ってございますので、服を敷いた程度では危険が残ります。私が道となります故──他の文官を支えにして、どうか上をお歩きください」

　彼にぎろりとにらまれて、文官たちは慌ててその両脇に駆け寄る。そうやって自分の前に用意された「道」を、皇子は無表情に見下ろす。

「……気でも違っているのか。貴様」

「あなた様が必要とする時、あなた様のために地面となる。官として以前に、臣民として当然のことです」

　応じる言葉にはどこまでも曇りがない。ややあって──その背中に、皇子の足がゆっくりと載せられた。

「……歩きにくい。ひどい地面もあったものだな。泥地のほうがいくらかマシだ」

「は。申し訳ありません」

　体の下に敷いた破片が服を突き破って肉に食い込む。それでも苦痛の声ひとつ上げず、相手が渡り終えるまでの間、彼は皇子の「道」で在り続ける。

「もういい。──立て」

　背中から降りた皇子がそう促す。文官服のあちこちに血を滲にじませて立ち上がった彼に、皇子は正面からまっすぐ尋ねた。

「貴様、名は何という」

「トリスナイ・イザンマと申します。アルシャンクルト殿下」

　待ち焦がれたように、彼は名乗りを上げた。皇子はふんと鼻を鳴らして背を向けた。

「……気が向けば、また地面にしてやろう。トリスナイ」

「光栄の至りにございます」

　呼ばれた瞬間、温かい気持ちが胸の中に広がった。彼はごく自然と思い決めていた。自分はこの方に仕えるのだと。

「貴様らは、さっさとそれを片付けておけ。──ああ、拾い集めて膠にかわで繫つなぐような努力はいらんぞ。どうせ余が気き紛まぐれに焼いた贋がん物ぶつだ」

　つまらなげに言い残して皇子が去っていく。呆ぼう然ぜんとする文官たちをよそに、自分の名前を呼んだ皇子の声を、彼はいつまでも思い返していた。







「──余に取り入ろうとする輩やからが多いのは、まぁ良い。だが、奴やつらはどうも、余には腰から下しかないものと考えている節がある」

　壺つぼの一件以来、皇子は彼に時おり声をかけるようになり──任官から二年が経たつ頃には、雑談相手として傍そばに置くまでになっていた。

「送られてくるのはいつも女、女、女。それも西域で一番の美貌だの、古いにしえの美び姫きに生き写しだのと要らん箔はくを付けてな。──むろん余も見み目め麗うるわしい娘が嫌いではない。だが際限なしに送られるのは業ごう腹はらだ。余は種馬か何かか？」

　皇族の立場とあれば余人には打ち明けがたい、あるいは想像しがたい不満も山のようにある。彼はその聞き役を一手に引き受け、皇子もまたそれを良しとした。下心の有無は別にしても、彼がそれを不快に思っていないことが伝わったからだろう。

「手をかけていて楽しいのは、最近では文学と美術だ。とりわけ百年以上前の宮廷芸術家の手になるものが好ましい。技巧においては現代の作に劣るやもしれんが──帝室に対する崇敬が、今よりもずっと純粋な形で表されているように感じるのだ。お前もそうは思わんか？」

　愚痴以外でも、こうした趣味の話になると皇子は饒じよう舌ぜつになる。しばしば自分で創作に勤いそしむこともあり、その作品は素しろ人うと目めにもなかなかの出来だったが──語る言葉に特別な熱がこもるのは、帝室の歴史を形にした作品を前にした時だった。

「元来、カトヴァーナ帝室とは神秘の血統なのだ。この血脈には人を超えて人を導く力が秘められている。……だが、時の経過と共にそれは埋もれつつある。何としても取り戻さねばならない。帝国に永遠の繁栄をもたらすために」

　年代順に飾られた多くの絵画を前に、皇子は自らの悲願をそう語る。その度に彼は強い衝動に駆られた。自分にもその血は流れています──目の前の相手にそう告げられたらどんなに良いだろうかと。だが、考えるほどにそれは憚はばかられた。目の前に並ぶ絵画に描かれた過去の皇帝たち。その完全にして崇高な容貌を前に、同じ血を引く者として、自分の体は余りにも歪いびつだと思った。

「敬意の意味を解かいさぬ貴族どものおべんちゃらばかり聞いていては、この心も俗悪に傾く一方だ。──お前も余を堕落に導きたいか？　トリスナイ」

　試すような質問を投げてくるのもいつものこと。彼は首を横に振って絵画の年代を遡り、もっとも古い治世を描いた一枚を見上げ、口にした。

「いいえ。──あなた様には、この絵のように在って欲しいと望みます」

　腕のひと振りで万軍を打ち払う皇帝ルシアーロ。永霊樹カトヴアンマニニクの血統の始まりとして語られる武帝の勇姿に、自分にそれを望むという彼の言葉に、皇子は笑みを浮かべた。

「初代か。──簡単に言ってくれる」







「余は気付いた。キオカとの戦争が長引いている原因の根本は、軍に対する過度の依存にある」

　さらに付き合いが長くなると、皇子は為政に対する所見を彼に打ち明けるようになった。皇帝の批判に繫つながりかねない発言は皇子の立場をしても危ういものだったが、それを話してもいいと思えるだけの信用を彼は勝ち得ていた。

「我が国が精強な軍を保有するのは良い。だが、そのために為政の失策を戦争で誤魔化せてしまうのは考え物だ。政は政、軍は軍──このふたつは本来的に別物であって、双方を横断することが許されるのは皇帝のみ。貴族どもの私益が関わる余地などあるべきではない」

　饒じよう舌ぜつに語り続ける皇子の前で、贅ぜいを尽くした宮廷料理はどれもすっかり乾いている。飲み食いを忘れて語り続けるその姿が、いずれ皇帝となる者の情熱が、彼にはいつも好ましかった。

「理解できるか、トリスナイ？　要するに原点回帰ということだ。政も軍も手ぬかりなく皇帝が手綱を取り、国を、民を導く。そのような国体こそ元来の帝国が誇ったものに他ならん。むろん凡俗には不可能だ──しかし、余には出来る。皇族ならば出来ねばならん。我らは永霊樹カトヴアンマニニクの血統を継ぐ者だ。その点に揺らぎがあるはずもない」

　己に対して求めるところは常に大きかった。いつか遠い過去の賢帝たちと並び称される存在になる、皇子はそれが自分の宿命だと信じて疑っていなかった。彼もそれを夢想だとは思わなかった。あの絵を共に前にした時から、彼もまた同じ夢を見ていたから。

「父上の執政に文句は挟めん。だが──余が即位した後は余の治世だ。誰にも文句は言わせん。この生涯はそこからが全ての始まりよ」

「仰おつしやる通りです」

「ああ。……だが、兄弟姉妹どもはそれを望んでおらぬ。困った連中よな。冠を戴いただく前に謀殺などされてはたまったものではない」

　そう言ってため息をつくと、皇子は手に取った茶の杯をじっと見下ろす。やがてにやりと笑ってそれを彼に差し出した。

「毒見をしてみるか、トリスナイ。今日の茶はやけに色が濃い。こういう時は常に増して警戒が必要だ──毒は往々にして苦いものだからな」

「──喜んで」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく彼は杯を受け取った。それに口をつけて傾け──間もなくして。沸き上がるように襲ってきた灼しやく熱ねつが、彼の胃いの腑ふを強烈に焼いた。

「……っ……！」

「侍医を呼べ！」

　異変を察した皇子が鋭く声を上げる。侍従たちが駆けつけた時には、彼はもう半ば意識を失いつつあった。







「──まさか一度目で当たるとは。さてはトリスナイ、お前よほど運が悪いな？」

　二日後。侍医たちの奮闘もあり、辛かろうじて峠を越えた彼がベッドの上で意識を取り戻すと、傍かたわらには皇子が呆あきれたような顔で座っていた。

「……陛下の、御体は……」

「問題ないのは見ての通りだ。が……」

　そう言って皇子は視線を下ろす。そこで彼も気が付いた──自分の体を隠していたコルセットがない。治療のために侍医が取り外した後だった。

「……ずいぶんと変わった体をしているな、お前は。侍医が驚いていたぞ。それでその年まで無事に育ったのは奇跡だと」

「……お見苦しいものを……」

　彼の口元が苦く悶もんに歪ゆがむ。打ち明けるタイミングを慎重に見計らっていたというのに、こんな形で見られてしまった。が──彼のそんな心情をよそに、皇子は静かに言葉を続ける。

「ここから先は戯たわ言ごとゆえ、決して真に受けぬように」

「……？」

「前々から妙な噂うわさ話ばなしがある。現在において皇族として数えられている皇子、皇女たち以外に、陛下の血を受けて生まれた子がひとりいたというのだ。その子供は体に生来の不具合を抱えており、それゆえに皇族として認められることがなかった。内々に始末される運びだったが、それは余りに残酷であるということで、どこぞの貴族が出生を偽り自分の息子として引き取った……」

　彼は息を吞のんだ。──とうに調べは付いていたのか。いや、考えてみれば当然かもしれない。皇帝の子として生まれた子供を「なかったこと」にするに当たり、同じ宮殿内の人間にそれを完全に隠し通すことは難しいだろう。人づての噂うわさという形で皇子の耳に入っても何らおかしくはない。

「むろん、余は信じておらん。永霊樹カトヴアンマニニクの血統が出来損ないの子供を生み出すはずはないのだからな。……だが、まことしやかに語る者も多くいる。トリスナイ、お前はどう思う？」

　淡々と問いかける皇子の表情から内心は読み取れない。どう言い繕うのが最善か、何を口にすれば信用を勝ち取れるか──そうした打算は、彼の中で速やかに消え去った。思い出されるのは皇子と交わした言葉、共に過ごした時間、共有した悲願。答えは決まりきっていた。

「愚にも付かない戯たわ言ごとです。──カトヴァーナ帝室は神聖にして完全。その血統の裔すえに、何かが欠けた子供が生まれるはずはありません」

　彼はそう告げた。この先も皇子と同じ想おもいでいるために、自らの生まれを否定した。……これまでに受けたどんな折せつ檻かんにも勝って胸の奥が痛んだ。彼のその痛みを、きっと皇子のほうでも察した。

「そうだな、その通りだ。──くだらんことを訊きいた。許せ」

　ひどく優しい声が皇子の口からこぼれた。差しのべられた指先が、彼の頰にそっと触れた。

「さっさと体を治してもらうぞ。お前がいないと不便でならん──おちおち壺つぼも割れんのだから」

「……は……」

　今なお痺しびれの残る体で、彼は苦労してうなずいた。それから回復までの二週間──一日に一度、皇子は必ず彼の部屋を訪れていった。







「──もう殿下の直じき臣しんに抜ばつ擢てきされたか！　はは、やはり俺の見込んだ通りだ！」

　任官から三年が経たった頃、イザンマの家に呼びつけられた彼は男に向かって現状の報告を行った。その内容に、男はかつてなく上機嫌だった。

「いいか、殿下を退屈させるなよ。逆に面倒事は率先して肩代わりして差し上げろ。何でもお前に任せるようになれば、もうこっちのものだ」

　相手の言葉が続くほどに、彼の心はひどく乾いた。……今まで積み重ねてきた皇子との関係も、この男にとっては新たな金づるを得たということでしかない。

「いよいよ道が見えてきたぞ。頃合いを見て娘も紹介せんとな──はははははっ！」

　高笑いする男は気付いていなかった。彼が自分を見る目が、路傍の石ころを見る時のそれと何ら変わらないことに。







　次の皇帝と目される皇子との仲が深まると、彼の立場も一介の文官のそれからは移り変わっていった。父上に会いに行くから伴ともをしろ──そう命じられた時には、さすがの彼もひそかに胸が躍った。

「アルシャンクルト、壮健で何よりだ。最近は少し変わった男を連れていると聞いたが？」

　二十六代皇帝が玉座より息子へ話しかける。すでに高齢だが、皇子との仲は至って良好だった。皇子はすぐさま問いに答えた。

「は、父上。このトリスナイ・イザンマがそれにございます」

　と、隣でひざまずく彼を指し示す。皇帝は興味深げに視線をそちらに向けた。

「面を上げよ。──息子に代わって毒杯を呷あおったその忠義、見事である。体はもう良いのか？」

「──、は──」

　この時ばかりは彼も、声を震わせずに返答するだけで精いっぱいだった。──父がそこにいる。血の繫つながる本当の父が。だが、その感動を口に出すことは出来ない。君臣の一線を越えた振る舞いを自分に許すまいと、彼は必死の自制を自分に強いていた。

「褒ほう美びを遣わしてやらねばな。何ぞ望みはあるか、ん？」

　彼のそんな心境は知らず、皇帝は気さくにそう尋ねてくる。望みという言葉が、彼の胸に重く響いた。そして想おもう──この瞬間、自分には何を望めるか。どこまで望んでも許されるか。

「──────」

「……？　どうしたのだ、トリスナイ。父上がお尋ねになっているぞ」

　押し黙ったままの彼に、皇子が返答を促す。そこでようやく、彼の中でも願いが固まった。

「…………絵を……」

「ん？」

「……絵を一幅、賜りたく存じます。陛下と、ご側室のリアシャ様と、アルシャンクルト殿下……貴き三者を、同じ画に描いたものを」

　彼がおそるおそる口にした内容に、皇帝は拍子抜けしたように首を傾かしげた。

「宮廷画家に命ずれば叶かなおう。が……本当にそれだけで良いのか？」

　確認の声を投げる皇帝。そこで彼は確信した──この方は何も知らないのだと。自分の出生にまつわる噂うわさが耳に入っていないか、さもなければ与太話と笑い捨てているか。痛みと安あん堵どが同時に彼の胸を襲った。それを表に出さないよう努力しながら、彼は答えた。

「では──畏れながら、もうひとつだけ。……その絵を、己の住まいに飾ることをお許し願えれば」

　それこそが、彼に望める至上の贅ぜい沢たくだった。皇帝の顔に、たちまち感心の色が浮かんだ。

「なるほど──これは大した忠義だ。良い側近を持ったな、アルシャンクルト」

「もちろんでございます、父上」

　誇らしげに皇子が言ってのけた言葉、それを聞いた皇帝の笑い声。あるいは──この瞬間こそが、彼の人生においてもっとも幸せな時間だったかもしれない。







　絵は三か月後に完成し、彼の居室へと届けられた。寝室の西側の壁に掛けられたそれを前に、皇子はふんと鼻を鳴らす。

「──もうひとつの出来だな。これなら余が描いたほうがよほど上う手まい」

「いえ……満足です。目が覚めて最初にこの絵が目に入る、ただそれだけで」

　偽りのない心境を口にして、彼はじっと絵を見上げた。……父と母と兄が描かれた絵、そこに自分が並ぶ様子を。現実では決して許されない光景であっても、この絵がある限り、これからはそれを存分に思い描けるのだった。







　加齢に伴って、皇帝の健康状態は確実に悪化を重ねていた。彼の任官から十年が過ぎる頃、それはいよいよ決定的な段階に至ろうとしていた。

「──いかがでしたか、殿下」

　病床の皇帝と面会して御所から出てきた皇子に、彼はそっと尋ねた。皇子はきっぱりと首を横に振った。

「会話すらままならなかった。……病の床に臥ふせってから二か月。あの様子では、父上はもはや回復すまい」

　厳しい見込みを告げる言葉に、彼はぐっと唇を嚙かんだ。が──悲嘆に沈むその肩を、皇子は両手で摑つかんで揺さぶった。

「悲しんでいる暇などないぞ、トリスナイ。父上がお隠れになれば、その瞬間から余の時代が始まる。お前に求める働きも、これまでの比ではなくなるだろう」

「……私の、働きが」

「ただのいち臣下には留とどまらんぞ。余のもとで働きを重ねれば、その先に待つのは帝国宰相──軍の元帥と並ぶ皇帝の片腕だ。お前にそれを務め上げる覚悟があるか？」

　間近に迫った自分の治世を見据えて、皇子はもっとも近しい臣下の覚悟を問う。少しの沈黙の末に、彼はぽつりと呟つぶやいた。

「……いま少しだけ、時間を頂けますか」

　皇子の両目が驚きに見開く。彼の顔を間近で見据えて、皇子は重ねて尋ねた。

「即座に肯うなずくものとばかり思っていたぞ。何を躊躇ためらう？　余のどこが不満だ？」

　彼はすぐさま首を横に振った。何も躊躇ためらってはいなかったし、不満などあるはずもなかった。

「全ては私自身の問題です。……どうか、もう少しだけお待ちください。身辺の整理を済ませて参りますので」

　決然とした面持ちで彼は告げる。来るべき時が来たのだと悟っていた。







　そうして数日後の夜。彼は休暇を取ってイザンマの邸宅に足を向けた。

「おお、トリスナイ。しばらくぶりだな。このところは顔を出さなかったじゃないか」

　使用人に居間へと通されると、そこでは赤ら顔をした男と女が酒杯を傾けていた。見飽きた光景だ。彼の記憶にある限り、このふたりが素面しらふでいることのほうが少ない。

「だが安心しろ、殿下からの下か賜し品はしっかり届いてる。この酒もそうだ。はは、片端から売り払ってもまだまだあるぞ。出来損ないが大した出世ぶりだな、おい？」

　そう言って葡ぶ萄どう酒しゆの瓶を掲げる。黙々と杯を口に運ぶ女をよそに、男は何かを思い出したように長椅子から立ち上がった。

「丁度よかった、そろそろ殿下に娘を紹介する時期だと思っていたんだ。好みのうるさい方だとは思うが──なぁに、とにかく子さえ孕はらんでしまえば問題はない。酔って気が緩んでいるところを狙いたいが、次の酒宴はいつだ？　お前なら娘の席を用意できるだろう？」

　実にありふれた、それが男の野望の最終段階だった。彼をツテにして自分の娘を皇子のお気に入りにし、皇帝に即位した暁にはあわよくば正室の地位を狙わせる。全てが上う手まく運べば、帝室と繫つながったイザンマの家にはさらに莫ばく大だいな富が流れ込むというわけだ。その企たくらみを余さず理解した上で──彼は、首をそっと横に振った。

「……そうした懸け念ねんも、もはや無用のものです」

「……ああ？　なんだそりゃ。どういう意味で──」

　男が訝いぶかしげに彼との距離を詰める。と──その背後で、杯が床に落ちる重い音が響いた。

「……う、が……！」

　首を押さえて苦しみもがく女。ぎょっとして駆け寄ろうとした男の足がもつれ、そのまま床に這はいつくばった。必死に体を起こそうともがきながら、男はハッと気が付いて声を上げる。

「お、お前……まさか、この酒ッ……！」

「南域の酒造で醸かもされた逸品です。芳ほう醇じゆんな香りと強い渋みが特徴でしてね。混ぜ物をするにはうってつけですが──冥府への橋渡しとしても悪くないでしょう」

　ふたりを見下ろして、彼は淡々と告げる。その瞳は死にかけの虫を見つめる人間のそれだ。

「ああ、恨んでいるわけではありませんよ。あなた方に引き取られなければ私は死んでいた、それは確かですから。その分の義理を果たす心づもりもありました。毒を盛る機会ならいくらでもあったのに、今日まで下か賜しされた品を送り続けたのもそのためです」

「……ッ……」

「しかし、事情が変わりました。──お分かりでしょう。畏れ多くも陛下の片腕となるべき者が、その衣服に害虫をまとわりつかせたままというわけには参りません」

　一身上の私し怨えんなど些さ事じに過ぎない。いずれ玉座の傍そばに侍はべる身として、今のうちに身の穢けがれを落としておきたかった──彼の行動原理はそれに尽きる。つまるところ、彼にとって目の前の男と女は、外がい套とうにまとわりついたノミやダニほどの存在でしかなかった。

「帝室は私が守護し奉たてまつります。──お二方におかれましては、どうか安心して冥土への旅路を辿たどられますよう」

　揺るがぬ声で言い切って、死にゆくふたりに彼は恭うやうやしく一礼する。呪じゆ詛その言葉を吐く間もない。毒に臓ぞう腑ふを侵されて、男と女は苦しみもがきながら死の暗闇へと落ちていった。







「……身辺の整理とはこういうことか。またずいぶんと大胆にやったな」

　後日。イザンマ家で起こった「事故」を耳にした皇子は、速やかに現場へ向かって彼と顔を合わせた。が──全てを察している風の相手に向かって、彼は涼しい顔で言ってのける。

「息子として痛ましい限りです。まさか夫婦揃そろって貝毒に中あたるとは」

　皇子が着いた時には、すでに遺体は部屋から運び出されていた。使用人たちも口を揃そろえて「夕飯の貝が悪かったようだ」と証言する。事前の根回しも含めて、その出来事は完全な「事故」に仕立て上げてあった。彼の手並みを前に、皇子はにやりと笑った。

「あくまで白を切るか。──いや、それで良い。そのぐらいの強したたかさがなければ、とても宰相は務め上げられん」

　そう言って視線を彼に向け、皇子は強い声で言い放つ。

「じきに余とお前の時代だ。──励めよ、トリスナイ」

　彼はひざまずいた。君主の傍そばで働く身として、もはやいかなる不純物も彼には存在しなかった。







　その「事故」のひと月後、第二十六代皇帝は崩御した。帝位の引き継ぎは速やかに行われ、継承順位の最上位にあった皇子──アルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニクが、カトヴァーナ帝国に君臨する二十七代目の皇帝となった。

「これが余の──いや、朕の初めて率いる軍勢か。ふふ、なかなかに壮観ではないか」

　至尊の玉座に就いた皇帝が最初に試みたのは、キオカに奪われた東域の領土の奪還だった。それも単に軍を向かわせるのではなく、自ら軍勢を率いての親征である。政と軍の双方において優れた君主であろうと、皇帝は自らの心に固く誓っていた。

「遅れるなトリスナイ。文官とはいえ、お前もここでは朕の軍勢の一員。みっともない姿を晒さらすことは許さんぞ」

「は、申し訳ありません」

　親征部隊の中央を皇帝と並んで騎馬で進む彼だが、馬の扱いはまだ学び始めて間もない。遅れないよう必死に手綱を取っていると、そこに後ろからひとりの将校がやって来た。

「畏れながら陛下。キオカ軍の占領地域が近付いて参りました」

「？　うむ、承知している」

「は。それでは、戦列の後方へお下がりを。陛下の姿を敵に見つけられては、御身に危険が及びます故」

　交戦を前にして、安全な場所への避難を呼びかける将校の言葉。それを耳にした瞬間、皇帝はきっと両目をつり上げた。

「何を抜かす！　ここはすでに貴官らに守られた場所ではないか！」

「その通りにございますが、万に一つの事態も有り得てはなりません。新帝陛下御自ら軍を率いての御親征というだけで兵の士気は大いに高まっております。どうか安心して後方で見守られますよう」

「見守るだと!?　一体何を言っている、朕は貴様らの指揮官であろうが！　朕の指揮のもと朕の意思を受けて戦え！　そのために朕は貴様らの動きを見て取れる場所に留とどまる！　何ぞ理に適かなわぬことがあるか！」

「しかしながら陛下、御親征の慣例においては──」

　事が君主の安否に関わるだけに、将校の側もそう簡単には引けない。あくまで自分で直接指揮を執るという意思を譲らない皇帝を前に、将校は困り切った面持ちになる。

「……少々お待ちを。上官と相談して参ります」

「ならば上官をここへ呼べ！　くだらん問答に時間を費やす間が惜しい！」

　言われた側はその命令の通りにした。代わってやって来たのは、歴戦の風格を漂わせた炎えん髪ぱつ隻せき腕わんの将校だった。

「御前を拝しますぜ、陛下。──部下は色々と言ってましたが。要するにご自分で前線指揮を執りたいってことでよろしいんですね？」

　今まで接してきた軍人と違って物言いに遠慮がなく、皇帝は少なからず戸惑いを覚えた。が、気け圧おされていては始まらない。君主としての威厳を意識し、自分の意思を口にする。

「う、うむ、そうだ。朕は名目だけの将として戦場に来たのではない。貴様らを指揮し帝国に勝利をもたらすためにここにいるのだ」

「でしたらそのように。しかしながら前線は鉄火場ですからな、今回は副官としてこのヨルンザフ・イグセムがお側そばに付きます。よろしいですかい？」

「む……よ、良いだろう。余の初うい陣じんを支える栄誉を貴様に与える」

「そいつは光栄ですな」

　将校の顔ににやりと笑みが浮かぶ。かくして皇帝は望み通りに前線指揮を執ることになり──それから二時間後、初の交戦を迎えた。

「──右翼展開！　何もたついてやがる！　ぐずぐずしてると囲まれて潰されんぞ！」

　互いの兵力も判明しないままに遭遇戦が始まった。将校の声が響き渡り、目の前で目まぐるしく展開していく戦列。何がどうなっているのかも分からない。いざという時は身を盾に君主を守ろうと目を光らせる彼の隣で、皇帝は完全に圧倒されていた。

「う、う──」

「このままじゃいけねぇ、敵後方に回り込んでの挟撃を進言しますぜ！　陛下、どうですかい!?」

　将校からは命令を出す前に確認が飛んでくる。が、その是非を判断しようと考えているうちに戦況は次へと移り変わる。もはや皇帝は何を言われようとうなずくしかなかった。

「あ──そ、そのようにせよ」

「承知ィ！　行くぞ手前ェら！　命ごとぶつけやがれェ！」

「「「「「「「「ウォォォォォォォォォォ！」」」」」」」」







「…………」「……陛下」

　敵部隊を撃退した後、戦闘で出た多くの負傷者が横たわる陣地の片隅で、皇帝は一言も声を上げずに押し黙っていた。が──彼ですら言葉をかけられずいたところに、またしても炎えん髪ぱつ隻せき腕わんの将校が訪れた。

「ちっとお邪魔しますぜ。──陛下、初うい陣じんお疲れ様でさぁ。思ったより頑張られましたな。途中で馬から振り落とされなくてほっとしましたぜ」

　ぎょっと目を見開く彼をよそに、まんざら嫌味でもなく、将校は率直に感心している様子だった。が──それが皇帝の慰めになるはずもない。自分から買って出た前線指揮で何もできなかった、その事実を受け止めきれてさえいなかった。

「さっきの戦いで七十人ばかり死にました。もうちょい少なく済む予想だったんですが、俺の力不足でね。申し訳ありません」

「…………っ！」

　今度は明確な皮肉だった。指揮をあなたに代わったことで、死なずに済んだはずの兵が死んだのだと。その事実を突きつけられては、皇帝に返す言葉はなかった。

「戦場ってのは水モンでしてね陛下、机の上のお勉強がまるっきり通じないことなんざザラでさ。軍略やら何やら以前に、そういう場所で戦うための心と体が出来てなきゃどうしようもない。よけりゃ覚えといてくださいや」

　それで言うべきことは言ったと判断してか、炎えん髪ぱつ隻せき腕わんの将校は一礼して去っていこうとする。見かねた彼がその背中を呼び止めようと声を上げた。

「……ヨルンザフ。貴様、陛下に向かって──」

「──良い！」

　が、他でもない皇帝の声がそれを遮る。驚いて振り返った彼に向けて、君主の首が弱々しく横に振られた。

「──もう良い、トリスナイ。何も言うな。これ以上、朕に……恥をかかせるな」







　少なくない犠牲を出しながらもキオカの占領下にあった東域を奪い返し、アルシャンクルトの初うい陣じんとなる親征は一応の成功に終わった。が、それ以降、この皇帝が自ら戦場に立つことは一度もなかった。

「……朕の治世を印象付けるための親征だったが、いささか優先順位を取り違えていたな。いま朕が取り組むべきは、戦争よりも行政における諸問題だ」

「は。それこそ陛下の本分であるかと」

　彼は迷わずうなずいた。傷ついた自尊心の回復こそが急務だと心得ていた。それを無意識にせよ皇帝も悟っていたのだろう、すぐさま名誉挽ばん回かいの一手を提案してきた。

「聞けトリスナイ、ずっと温めてきた計画がある。西域のグオナ川の上流に貯水湖を造るのだ。これが出来れば毎年のように起こってきた増水による被害が解消できる。どうだ画期的だろう」

　皇帝の目配せに応えて、侍従のひとりが計画の概要を書いた書類を持ってきた。それに念入りに目を通した上で、彼は口にする言葉を大いに悩まなければならなかった。

「……陛下の大胆な着想にはまこと感服致します。が、畏れながら……即位して最初に手掛けられる事業としては、少々規模が大きすぎはしないでしょうか？　計画に要する人手、日数、予算、いずれも相当なものになります。ここはもう少し小さなところからでも──」

　彼の言葉を、玉座にこぶしを叩たたき付つける音が遮る。顔を紅潮させて皇帝は叫んだ。

「お前は、また朕が失敗すると申すのか!?」

「────」

　応じる言葉を失って立ち尽くす彼。が、その隣にひとりの臣下が進み出た。

「いやはや、素晴らしい計画にございますな陛下！　大胆な着想に綿密なる立案。まさしく王者の企てと呼ぶに相応ふさわしい！」

　彼が窘たしなめようとした計画を大声で誉ほめたてるのは、先帝の代から今なお帝国宰相の地位にあり続ける男だった。彼が皇帝の不興を買ったと見て、この隙に自分を売り込もうというのだ。

「そ──そうであろう、そうであろう！　軍略はともかく、為政は朕の領分だ。この計画に綻びがあるはずはない！」

「ええ、ええ、その通りです。どうか万事この私めにお任せください。人集めから予算のやりくりまで全て任されましょう。なにしろこの私、そんじょそこらの文官とは経験が違いますからな！」

　宰相の強力な後押しによって、彼が止める間もなく計画は本決まりになった。皇帝がそれを望んでしまえば、立場の上ではいち文官に過ぎない彼には止めることなど不可能だった。結末がどれほど目に見えているとしても──。







「……ここに貯水湖を造る、だって？」

　案の定。貯水湖の建設予定地の下見が行われた時点で、それが多くの無理を孕はらんだ計画であることは露呈した。削ることさえ難しい強固な岩盤と不十分な足場を前に、現場の者たちは呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかなかったのだ。

「陛下は本気でいらっしゃるのか？　というより……ここを見たことがあられるのか？」

「ど、どこから手を付けましょう……」

「地道に掘り進めるしかないが……この地形では、それすらままならんな」

　必要な作業の見当さえ付かない以上、それは「事実上不可能」とするのが妥当である。が、皇帝自らが打ち立てた「完璧な」計画である以上、それをそのまま伝えては責任者の首が飛ぶ。長く悩んだ末に、彼らはひとつの妥協案を打ち出した。

「……よし、この様子を絵に描いて陛下のもとへ送る。『工期がどれほどになるか予測しかねる』の一文を添えてだ。計画の中止をそのまま申し上げるわけにはいかんが、これなら陛下もこちらの状況を察してくださるだろう……」

　それが精いっぱいだった。君主の名誉になるべく傷が付かない形で、皇帝自身の気付きを促すしかない。だが──そんな彼らの期待とは裏腹に、その報告は皇帝に届く前に止められた。

「『工期がどれほどになるか予測しかねる』だと？　……何を馬鹿なことを。これだから現場の奴やつらは融通が利きかなくて困るのだ」

　現場から送られてきた書簡を一読するなり破り捨てる宰相。事の正誤とは無関係に、その内容はこの男にとって都合が悪かった。

「工期など、長引けば長引くだけ都合がいいではないか。予算から中抜きする機会が増えるのだからな──」

　書簡が届くわけはない。私腹を肥やす絶好の機会を、この宰相が手放すはずがなかったのだ。







「──貯水湖の計画は一体どうなっている！　すでに当初の工期を一年以上過ぎているぞ！」

　どれほど報告を握り潰したところで、計画それ自体に無理がある以上は工事が進みようもない。案の定、業を煮やした皇帝から文句が付いたが、宰相は少しも慌てなかった。

「まこと申し訳ありません。監督者の急病や天候不良など、予想外のことが重なりまして……。陛下の完璧な計画をその通りに実現させられなんだこと、痛恨の極みです」

　そう言われた皇帝は言葉に詰まった。……この君主にとってもっとも耐たえ難がたいのは、計画それ自体に無理があったと認めること。しかし薄々は気付いてもいるのだ。ある意味において、彼は筋金入りの愚帝であったほうが幸せだったのかもしれない。

「しかしながらご安心を。尽力の甲か斐いあり、ついに終わりが見えて参りました。あと三か月──いや、二か月後には完成の報告を届けられるはずです。重ねてご辛抱を願うことになってしまいますが、なにとぞご容赦を……」

「……む、ぅ。……あと二か月。その言に偽りはないな？」

「もちろんでございます！」

　笑顔で請け合う宰相。口ではそう言いながら、まだ何か月でも延ばせることを男は分かっていた。工事が進まない本当の原因に皇帝は向き合えないのだから。

　結果として、予定から大幅に遅れて貯水湖は一応の「完成」を見た。が、皇帝がその出で来き栄ばえを確認しに行くことは一度もなかった。とうに悟っていたのだろう、そこに湖と呼ぶのもおこがましい貯め池があるばかりだと。







　即位から失敗続きのアルシャンクルトだったが、たったひとつだけ順調なこともあった。次の世代へ血統を繫つなぐ皇帝の責務、世継ぎの準備だ。

「陛下！　第一皇子、ご生誕にございます！」

　第一子生誕のその日。正室の産んだ子供を両手に抱き上げて、皇帝はかつてないほど顔をほころばせた。

「おお、元気な子だ。よしよし。名は考えてあるぞ、お前はライシェンヌだ。第八代の賢帝カルヌシェンヌから名の一部を頂戴した。朕の跡継ぎとして立派に育てよ──」

　まだ首も据わらない赤子の抱き加減に戸惑いながら皇帝はそう口にする。が──一点の曇りもない慶事と見えて、部屋の隅に控える文官たちが囁ささやき交わす不穏な言葉があった。

「……聞いているか。すでに他に三人、後宮の姫らを孕はらませていらっしゃるらしい」

「……うむ。いささかペースが速すぎる。この分では十年後に何人の皇子・皇女が生まれているか計り知れん。陛下の時にも増して、後継者争いの激化は避けられんだろうな……」

　聞きとがめた彼にぎろりとにらまれて、文官たちはすぐさま口を噤つぐむ。が──彼の中にもまた、同じ懸け念ねんは拭いがたく存在するのだった。







　皇子の時代に想像していたものと違って、皇帝に課される政務は華やかでもなければ容易でもなかった。ひとつの課題に頭を抱えている間に、手に余る問題がいくつも押し寄せた。

「……麦の値上がりが止まらん。先の戦役でキオカに畑を荒らされすぎたのが響いている。一体どうしたものか……」

　それらの中でも、とりわけ経済に関する問題はアルシャンクルトを悩ませた。ただでさえ慎重な判断が必要とされる分野であったことに加えて、この皇帝は金の動きというものに対して根本的に理解が不足していた。結果として、それはもっぱら彼の側で補うことになった。

「陛下。抜本的な対策には時間がかかりますが、今はともかく民の腹を満たしてやらねばなりません。国の財で麦を買い上げ、安値で放出しましょう。商人たちにも自重を求めます」

「だが、それをすれば多くの者と利害がぶつかる。貴族たちもうるさく騒ぎ立てるぞ」

「そうした雑音は私が何とでもしてみせます。いささか強引な方法を取ることになりますが……陛下、ご決断を」

　許しを求める臣下を前に、皇帝は深くため息をついて玉座の背もたれに身を預けた。

「……そうだな、お前に一任する。朕にはもう、どうしたものか分からん……」

「……恐縮です。臣の力は即すなわち御身の力。どうか安心して朗報を待たれますよう」

　力強く口にしながら、しかし、彼は心のどこかで思っていた。──首尾よく朗報を届ければ、それもやはり皇帝の心を傷付けるのだろうと。







　何度かの波乱を経ながらも、彼に対する皇帝の重用は揺るぎなかった。そうなると必然、周りの貴族たちからは嫉妬と不興を買うことになった。

「トリスナイの奴やつめがますます幅を利きかせている。どうにかならんのか？」

「同感だが、奴やつを侮あなどらないほうがいいぞ。イザンマ家の惨事は奴やつが計らったともっぱらの噂うわさだ。出自に関しても例の噂うわさがあるが……陛下からの信任を見ると、存外に真実なのかもしれん」

「冗談ではない、わしは認めんぞ。奴やつは貴族のルールというものを何も弁わきまえておらん。利を分かち合うことも知らぬ輩やからを宮殿に置いておけるものか」

　以後、彼は皇帝を支える傍かたわら、自分の失脚を狙う連中との政争にも勝ち抜かなければならなくなった。武力をぶつけ合う戦争とはまた違った形で、それは苛烈で陰湿な戦いだった。







「ははははは、そんなに子種が欲しいか！　良いぞ、お前も朕の部屋に来い！　王者の血を分けて遣わす！」

　一方で、失敗が相次ぐほどに、皇帝は為政の場から遠ざかるようになった。寵ちよう姫きを増やした後宮に入り浸り、夜な夜な宴うたげを開いては乱交にふけるその様子には、彼も忠告を挟まずにはいられなかった。

「……お言葉ですが陛下。生まれた御子と妊娠中の御子を合わせて、世継ぎはすでにじゅうぶんな数がおられます。夜の営みは少し控えられたほうが──」

　みなまで言う前に料理の皿が飛び、ぶつかった彼の額から血が流れた。酒気を帯びた息と共に皇帝が叫ぶ。

「差し出がましいぞトリスナイッ！　いつから朕の閨ねやにまで口出しするようになった！」

　酒に阻はばまれて諫かん言げんは届かない。彼は言葉を吞のんで押し黙り、深く頭を下げた。

「……無礼を働きました。どうかお許しを」







　酒宴の間はどんな忠告にも耳を貸さず。だが、翌日になって酒気が抜けると、皇帝は決まって深い自じ己こ嫌けん悪おに陥るのだった。

「トリスナイ、昨日は済まぬ。またも酒の量を過ごした……」

　互いの他には誰もいない御所の居室の中、重たい頭を抱えて、皇帝は弱々しい声で謝罪を述べる。彼は微ほほ笑えんで首を横に振った。

「何もお気になさらぬよう。非は全て私にあります」

「やめよ。そう言って突き放してくれるな」

　縋すがるように彼の袖を摑つかむ皇帝。怯おびえからその手は止めようもなく震えている。

「皇子でいた頃は予想もせなんだ。皇帝とは──至尊の玉座とは、こんなにも孤独なものか」

「陛下……」

「見捨ててくれるな。どうか朕を見捨ててくれるな、トリスナイ。朕は怖い。このまま皇帝で居続けることが怖い……」

　課せられた重責と、それを果たすことが出来ない自分との間で、皇帝の心は軋きしみを上げていた。弱々しいその姿に向けて、どんな言葉も彼の口は紡つむげなかった。







　凋ちよう落らくは止めどなかった。ただひとつ順調と言えた世継ぎについても、七人目が生まれた辺りから目に見えて暗雲が立ち込めた。

「……また産んだのか」

　出生の報告を受けても、もはや皇帝は喜びを顔に浮かべはしなかった。疎うとましげな顔でため息をつき、気のない声で言う。

「……朕は休む。名前はお前たちで適当に考えておけ」

「お待ちください陛下。御子の名前はともかく、今日はまだ多くの謁見願いが──」

「そちらで相手をしろ。対応についてもお前たちに一任する。……どうせ、その方が万事うまくいくのであろう」

　彼は歯は嚙がみした。自らの主君から、今や最後の自尊心すら失われつつあるのだと悟って。







　主君へかけるべき言葉に思い悩んでいたある日。宮殿の一室に、かつてのように絵筆を取る皇帝の姿を見つけて、彼はそこへ歩み寄った。

「陛下、絵を描かれているのですか。お久しぶりでございますね」

「静かにしていろ、トリスナイ。集中を損なう」

　その言葉に、彼はすぐさま口を閉じて部屋の隅に佇たたずんだ。絵に向かう皇帝の背中は、まだ皇子だった頃と変わらなく見える。彼にはそれが嬉うれしかった。

「……っ、くっ……」

　だが、本人はそうではなかった。絵筆を握る右腕は、酒が切れた震えで思うように動かない。頭に思い描いたものとは似ても似つかぬ線が引かれて、それに耐えられず皇帝は叫んだ。

「くそっ──絵筆まで朕を馬鹿にするか！」

　床に絵筆を投げつけ、癇かん癪しやくのままに画材を蹴り倒す。肩をいからせて去っていく背中に、彼は無意味と知りながらも声をかける。

「陛下──」

「もうよい、その塵ごみを捨てておけ！　──侍従、酒だ！　朕に酒をもて！　早くしろ！」

　怒鳴り声を聞いた侍従が慌てて酒の瓶を取りに走る。酒の霞かすみと寵ちよう姫きたちの腕の中以外に、皇帝はもはや逃げ場を失っていた。







　さらに数年が経たち。十四人目の出生が知らされたところで、皇帝の中で何かが切れた。

「──またなのかッ！　朕の子らは、どれだけ朕を苦しめれば気が済むッ！」

　もはや朗報ではなく凶報だった。全ては自ら仕込んだ種だが、彼にはそれを自制する術すべがなく、すでに諫かん言げんを受け止めるだけの度量もなかった。一様に押し黙る臣下たちをよそに、がりがりと親指の爪を嚙かみながら皇帝は呟つぶやいた。

「……要らぬ」

「え？」

　主君が何を口にしたのか、彼には一瞬理解できなかった。が、直後に言葉は繰り返された。

「もう要らぬ。縊くびって捨てよ！」

　絶叫にも似た金切り声。そればかりは聞かなかったことにして、彼は懸命に相手の気を宥なだめる言葉を探した。

「──陛下。どうか気をお鎮しずめになって」

「朕は本気だ！　縊くびって捨てよと言ったぞ！　これ以上朕の悩みの種を増やすな！」

　三度繰り返された言葉に臣下たちの顔色が青ざめる。誰かが諌いさめなければならない──だが、半ば錯乱した今の皇帝にそれを行うことは自殺行為に等しかった。酒に侵された頭が不安症と妄想を加速させたのだろう。ここ数年で皇帝は腰に剣を帯びるようになり、その逆げき鱗りんに触れた侍従や臣下が、すでに両手の指に足りぬほど斬り伏せられていた。

「……承りかねます」

　誰もが口を開けずにいる中で、ただひとり彼だけが絞り出すようにそう告げた。赤く充血した皇帝の両目がぎろりと彼をにらみつけた。

「……何と言った、トリスナイ」

「承りかねますと、そう申し上げました。……貴き帝室の血を受け継ぐ御子を手にかけることは出来ません。如い何かに御身の命令とはいえ、そればかりは受けかねます」

　反論を耳にした瞬間、皇帝の体がバネ仕じ掛かけのように玉座から跳ね上がって彼のもとへ向かった。抜き放たれた刃が首筋へ添えられる、その冷たい感触を覚えながら、彼は一瞬の間に機転を利かせて言葉を放った。

「──キオカへ預けてはいかがでしょう」

　柄を握る手がぴたりと止まる。皇帝は険しい面持ちのまま問い返した。

「……何だと？」

「休戦の約定に添えて、皇女殿下をキオカに預けてはいかがかと申し上げたのです。そうすれば後継争いとは無縁でいられましょう。陛下の心労を増やすこともございません」

　彼に用意できる、それは最大の妥協案。息詰まる沈黙の末、皇帝はだらりと腕を下ろした。

「……そうだな、それでよい。委細任せる故、とにかく赤子を朕の視界に入れるな。この手で縊くびり殺ころしてしまいかねん……」

　震える手で剣を鞘さやに納め、皇帝はぐったりと玉座に座り込んだ。それを見た臣下たちの間で、安あん堵どの息が一斉にこぼれるのだった。







「……危ういところでしたね。皇女殿下……」

　その出来事の直後。実の父親に縊くびって捨てろと言い放たれた赤子が眠る寝台を前に、彼は微笑を浮かべていた。

「あなたの境遇は私に似ています。しかし、五体は万全そのもの。わずかな不備もございません。ああ、あなたは紛れもなく皇族の一員であられます」

　羨せん望ぼうのこもる眼まな差ざしでそう言って、彼は丁重な手つきで赤子を抱き上げる。自分からは永遠に失われた全てを残らず持ち合わせる赤子に、熱を帯びた声で呼びかける。

「どうかそのまま健やかに育たれますよう。そして願わくは……正しき皇帝の資質を顕あらわし、この国へ帰って来てくださいますように」







　子供の件で癇かん癪しやくを爆発させて間もなく、皇帝は玉座に身を置くことさえ厭いとうようになった。主君の姿を求めて宮中を走り回った彼は、思い出深い場所にその背中を見つけた。

「ああ──ここにいらっしゃったのですか、陛下。安心致しました。侍従のひとりも伴わず、一体どこへ行かれたものかと」

　皇帝がいたのは、宮廷芸術家の手になる絵画が並べて飾られたあの一室だった。その向かって左寄りに置かれた椅子に腰かけて、ぼんやりと仰ぎ見るように一枚の絵を眺めている。彼は背中に歩み寄って話しかけた。

「絵をご覧になっていましたか。初代皇帝ルシアーロの戦い……陛下が特に好まれた作品ですね」

　かつての会話を思い出しながら彼がそう口にする。皇帝の口からぽつりと言葉がこぼれた。

「……朕はな。このようになりたかったのだ」

　それは、すでに終わった夢を語る声。彼の前で、皇帝の目尻に涙が浮かぶ。

「そう、このようになりたかった。戦いの場においては一歩も引かずに敵を打ち払い、玉座にあっては優れたる采配をもって政を為なす。そうした才覚が己に在ると信じて疑わなかった……」

「…………」

「……だが、朕は違った。戦を将に預け、政をそなたらに投げた。……これではどこにでもいる愚帝に過ぎぬ。帝室の血統を、その内に宿る神秘を、朕はついに蘇よみがえらせられなんだ……」

　膝の上で握りしめたこぶしに涙の粒が落ちる。その自虐に、彼は強い口調で言葉を挟んだ。

「そのようなことはありません。陛下、あなたはこれから──」

「求めるな、トリスナイ」

　みなまで言わせず皇帝の声がそれを遮った。凍りついたように立ち尽くす彼に、彼の主君は絞り出すように告げる。

「……頼む。朕に、もう朕に何も求めてくれるな。辛つらいのだ。自分にはどう足あ搔がいても辿たどり着つけぬ理想に縛り付けられる、朕にはそれが辛つらくて堪たまらないのだ……！」

　もう限界なのだと、彼もそれで悟った。主君の人生がここから上向くことはない。アルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニクが皇帝として花開くことは、もはやない。

「……次ならば……」

　誰よりもその確信に絶望している男の口から言葉が漏れる。帝室の血統を裏切った自分への不ふ甲が斐いなさが声に色濃く滲にじむ。

「あるいは次代ならば、叶かなえてくれるのであろうか。帝室の血統の優れたるを示してくれるのであろうか」

　彼の目元が悲痛に歪ゆがんだ。自分自身に失望しきった上で──けれども、かつての願いだけは変わっていなかった。神秘の血統を正しき形に蘇そ生せいする。己にそれが叶かなわないと知った今、男は同じ血を受け継ぐ誰かにその希望を託そうとしている。

「──それが、あなたのお望みですか。アルシャンクルト陛下」

　震える声で彼が尋ねる。皇帝はゆっくりと、重さに負けて落ちるように首を縦に振る。

「永霊樹カトヴアンマニニクの血統を正しき形に蘇よみがえらせる。それは全てに──森羅万象の全てに優先することだ、トリスナイ。朕が愚帝として生涯を終えるとしても、それだけは変わらぬ。決して変わってはならぬ……」

「……承知、いたしました」

　重くうなずきつつ、彼は懐ふところに手を差し入れる。──ずっと前からこうなる予感はあった。だからこそ準備もしてあったのだ。どうかその時が来ないでくれと願いながら。

　懐ふところから取り出した一服の薬包。傍かたわらに置かれた水差しと共に、彼はそれを皇帝に差し出した。

「気を鎮しずめるお薬です。これを飲んで、今日は休まれてください、陛下」

「……あぁ……」

　何ら疑いなく受け取った皇帝がそれを口に含み、水と共に飲み下す。彼は胸の内で別れを告げた。──男を責せめ苛さいなむ全てを、その薬はゆっくりと溶かしていくだろう。ものを考える知性もろともに。

「どうかご安心を、陛下。──あなたの悲願は、必ずや叶かなえます」

　もはや迷いはなかった。正しき皇帝が君臨するその日まで、彼は独り歩き続けると決めた。

　真っ先に思うのは──選別を行わなければならない、ということ。数いる皇族のうち、誰がもっとも至尊の座に着くに相応ふさわしいかを見定めなければならない。自分のように出来損なわず、兄のように成り損ないもしない──真実の皇帝を、いつか必ず玉座に据えるために。







「──もう一歩ですよ、アルシャンクルト陛下。我々の願いはもうじき叶かなう。御子たるシャミーユ陛下の治世のもと、カトヴァーナ帝国は永遠の繁栄へと足を踏み出すのです」

　待ち焦がれた日は訪れた。市場の一角で、トリスナイ・イザンマはうっとりと独ひとり言ごちる。

「イクタ・サンクレイ──あなたも、その礎いしずえとなれることを誇りなさい。シャミーユ陛下を凡俗に貶おとしめようとした罪は、命と引き換えにした護国の功をもって贖あがなわれるものと致しましょう。

　いずれにせよ、この戦があなたにとっては最後の仕事。──励みなさい、命の限り」













「──元帥閣下！」

　張りつめた部下の声が、深い眠りの底にあったイクタの意識を呼び覚ます。ぱちりと目を開けた彼の視界の中で、メグ少佐は悔いるようにうつむいた。

「……申し訳ありません。予定の時間まで眠っていただきたかったのですが……」

「大丈夫、しっかり眠れたよ。──ジャンの奴やつがはしゃぎ始めたか」

　寝台から起き上がりながらイクタは言い、休憩室を出て司令部へと舞い戻る。地図上に置かれた駒の位置の変化が目に入り、メグ少佐がそこに説明を添えた。

「防衛拠点の三か所で戦況が不利になってきています。とりわけサザルーフ准将の守っている場所は敵の攻勢が激しく……」

「すぐに現場と繫つなごう。──クス！」







「──こちらサザルーフ！　一時間前に伝えた通り、かなりしんどい状況だ！」

　第一声に戦況の厳しさを伝える。銃声と砲撃音の合奏が鳴り響く中、サザルーフはそれにかき消されないように声を張り上げた。

「敵さんも工夫してきてな……！　爆砲を一苦労して高い位置まで運んで、そこから直接射撃でこっちの陣地を狙ってきやがる！　これまでとは狙いの精度も圧力も段違いだ！」

「……高所を占位されましたか。そこの地形だと、せり出した崖が壁になって、陣地までは射線が通らないはずだったんですが……」

「最初はその通りだったが、揚気を利用した爆破工事──前にアラファトラでやられたやつのことは話したな？　今度はあれで崖を崩してきやがった。たった数日の作業でだ。以前よりずっと揚気を使い慣れてやがるぜ、向こうは……！」

「……率直に言ってください。あとどれだけ耐えられますか？」

「……せいぜい三日。それ以上は……耐えられはするだろうが、兵がどれだけ死ぬか分からん」

　苦々しい面持ちでサザルーフは言う。それが延ばす余地のない数字だと受け入れたように、イクタの返答に逡しゆん巡じゆんはなかった。

「分かりました。では──これから二日で撤退を開始してください。他のルート上の友軍も足並みを合わせて下がらせます」

「……本当にいいのか？」

「ええ。その分だと、三日目で落とす命にはあなた自身が含まれていそうですからね──」







　指示を終えて通信を切ったイクタは、間を置かずに次の行動へ移った。

「クス、次はサリハ兄様に繫つないでくれ」

　彼の指示を受けたクスが即座にその通りにする。数秒を置いて通話が繫つながった。

「こちらソローク。聞こえますか」







「……こちらサリハスラグ！　予想よりきっちぃぞ！」

　塹ざん壕ごうの底にスシュラともども身を伏せて、降り注ぐ散弾から逃れながらサリハは応答した。

「サザルーフ准将の持ち場がそろそろ限界でして。突破されるとそちらの背後に回られるんで、三十二時間後を目途に撤退を開始してください」

「いいのかよ!?　予定よりずいぶん早いじゃねぇか！」

「予定よりも兵士を守る方針なもんでして。サリハ兄様も五体満足で帰ってきてくださいね。あ、あとスーヤのことをよろしく」

「ああ!?　おい、こら──」

　必要な連絡を済ませたと見るや通信が切れる。サリハは舌打ちして隣の弟に告げた。

「……三十二時間後に撤退開始だ。目立たないように準備させろ」

「了解だ、兄上」







　手早く連絡を済ませて、イクタは次の相手に通信を移す。

「──ソルヴェナレス名誉元帥に」







　ポーチの中の精霊が通信を告げる。大休止の最中で久しぶりに腰を下ろしていた炎えん髪ぱつの将は、それにすぐさま応答した。

「──こちらソルヴェナレス。遊撃任務は順調だが、何か」

「サザルーフ准将の部隊が二日後に持ち場から撤退を始めます。敵の追撃が予想されるので、そちらの部隊で背中を守ってあげてください」

「承知した」

　命令を受け取って通信を切る。そのまま立ち上がると、ソルヴェナレスは周りの騎兵たちに向かって告げた。

「友軍の撤退ルートへ移動する。付いて来い」

「え、ちょ!?　まだ飯の途中……！　あーもう！」

　残りの食事をかっ込んでニアムが立ち上がる。他の騎兵たちもそれぞれの馬へ向かった。

「遅れるな。今日の就寝予定は六時間後。速度を保てなければ、この数字が増えるのみ」

　淡々と告げて馬に跨またがる炎えん髪ぱつの将。素早くその後に続きながらニアムが叫んだ。

「分かってますよ言われなくても！　見てろ、今日は絶対に爆睡してやる！」

「いびきは控えめにな」

「お互い様だっ！」

　茶化してきた同僚にすかさず切り返して、彼女は再び手綱を握った。







「……戦線が大きく後退しますな」

　懸け念ねんを顔に浮かべながらメグ少佐が言う。眠っている間に固まった筋肉をほぐすように、イクタは両腕をぎゅっと上に伸ばした。

「ま、なんとか調整するよ。後半戦にしわ寄せが来ることは避けたい」

　言いながら地図を見下ろす。その両目が、キオカ軍の予想進路上にひとつの特徴的な地形を認めた。

「次の山場は──河だな」





＊






「──こちら第三連隊。敵防御陣地を突破し、進軍を始めました」

　さらに二日後。帝国領土を進行中のキオカ軍司令部に、その連絡が届けられた。

「いいペースだ。撤退した敵軍への追撃は？」

「騎兵と歩兵を向かわせています。今回は届くかと」

「それならいい。けど、気を付けるんだ。偵察に出た先遣隊が少なからず潰されている。敵側には極めて強力な騎兵の遊撃部隊がいるようだよ」

「は……肝に銘じます」

　部下に釘くぎを刺す白はく髪はつの将。通信が終わると、ここ数日の順調な進軍を踏まえて、隣に立つミアラが声を上げた。

「調子が出てきましたね、ジャン」

「僕は最初から絶好調だよミアラ。ただ──今回はおそらく、揚気を用いた工作技術が向こうの予想を上回ったと見えるね。せり出した地形を爆破で削れたのは僥ぎよう倖こうだった。敵国の領土で戦う以上、こればかりは運に頼るほかない」

　地図を見下ろしながらそう説明し、彼は続く展開をつぶさに思い描く。

「この程度のアドバンテージで油断は出来ないよ。幸運に見舞われることもあればその逆もある、それが戦争というものだからね」

「仰おつしやる通りです」

「何も焦あせることはないんだ。……海戦に勝利した艦隊が上陸すれば、戦いの趨すう勢せいは一気にこちらへ傾く」

　自分を落ち着かせるようにそう口にして、ジャンは机の上のパートナーに目を向ける。

「海の状況を聞こう。──ルナ、『白はく翼よくの太たい母ぼ』へ繫つないでくれ」







「──こちらエルルファイ・テネキシェラ。先日から引き続き、敗走中の敵を追っているところだよ」

　通信に応じつつ、太たい母ぼは「白はく翼よく丸まる」のデッキ上から前方の敵艦隊を見据える。彼女たちの位置はキオカ艦隊の先頭付近だったが、敵艦隊の最後尾との距離は今なお数海里を残していた。

「なかなか尻尾を捉えられない。帝国の海ということもあって、悔しいけれど純粋な航行では向こうに利があるね。わたしを含めた数隻でなら、無理をすれば追い付けなくもないんだけれど……」

　多少のリスクを吞のめば早期の決着が見込める。エルルファイのその提案に、数秒の間を置いて返答があった。

「……いや、そのまま艦隊と足並みを合わせて追ってくれ。あなたの技量は信頼しているが、だからこそ今の状況で無用の冒険に出て欲しくはない。兵を損なわずに上陸することへ全力を傾けて欲しい」

「分かった、そうするよ。……ただ、そうなると敵を無視するわけにはいかない。港に入った後で彼らに海路を断たれた結果、きみたちと合流する前に干上がってしまうかもしれないからね。まずは残りの敵を仕留めないことには」

「それで構わない。どのぐらいかかりそうだい？」

「あの司令官殿に足並みを合わせるとなると、ちょっと予想が付かないね。……風向き次第だけど、とりあえずはあと五日ほど追ってみる。それでも尻尾を摑つかめないでいるようなら、さっき言ったことも視野に入れてくれるかい」

　彼女は重ねて提案する。ジャンも今度は反対しなかった。

「……分かった。その時は僕があなたに直接命令を下す。司令官からの非難は可能な限り引き受けるつもりだが、君にもとばっちりが行くことは覚悟してくれ」

「安心してくれ。そういうのは慣れっこだよ」

　笑ってそう返答し、通話が切れると、彼女は再び敵艦隊の追撃へ集中した。







　エルルファイとの連絡を終えたジャンが次の現場へ命令を出そうとしたところで、パートナーのほうから通信の報しらせが入った。

「キャクレイ執政官からの通信です」

　途端、ジャンの顔にかすかな緊張が走る。不安げに見守るミアラの前で、彼は執政官からの通信に応じた。

「……こちらジャン・アルキネクスです」







「──やぁ、ジャン。戦いは順調に進んでいるようだね」

　首都ノランドットの議事堂、執務室。大勢の秘書たちが書類と格闘する光景の中で、アリオ・キャクレイは白はく髪はつの将との通信を始めていた。

「君の預かりではないが、海軍が勝ったという報告には心底ほっとしたよ。この戦争での最大の不安要素が海あちらにあったからね。二年間の捕虜生活が響いているとはいえ、エルルファイ君を艦隊司令官に就けられなかったのは痛かった。一度敗北を味わって学んだ彼女にこそ、この大一番の舵かじ取とりを委ねたかったんだが」

　言いながら目の前の書類へ判子を押す。今この瞬間も、男は補給の充実に向けて根回しを続けている。

「もっとも──その埋め合わせでもないが。艦隊の全隻を爆砲艦で揃そろえたことについては、どうやら自分を褒めてやってもいいらしい。戦術を競う以前の次元で勝負が決したようだ。そのためにもぎとった予算の額面ときたら、何度見ても笑えるよ」

「そのおかげで、僕らには常に幅広い選択肢が確保されています」

「うん。ああ、もちろん陸についてもおおまかな戦況は知っている。が──ジャン、あえて君の所感を聞こう。どんな感じだい？」

　率直に尋ねる執政官。少しの間を置いて声が返った。

「……六対四で、我々が有利な状況です」

「海での勝利を除いて、かな？」

「除いて、です。……それを数字に含めて良いのは、艦隊が上陸して我々との合流を果たした後だと弁わきまえています」

　予断を交えないジャンの返答。アリオはそれを満足げに受け止めた。

「油断がないようで何よりだ。──物資に不足は感じないかい？」

「おかげさまで。これほどの兵力を万全の補給で運用できる僥ぎよう倖こうには、いくら感謝しても足りません」

「そう言ってくれると嬉うれしいね。──惜しみなく使いなさい。食料も砲弾も医薬品も、節約だとかせせこましいことは間違っても考えないことだ。そうした悩みは戦争が終わった後に我々政治家が受け持つ。全力でもって敵を叩たたき潰す、軍人たる君はただそれだけを考えればいい」

　きっぱりとそう言い切ってから、男は思い出したように言葉を付け足す。

「唯一の例外としては、巨砲の砲弾だね。あればかりはいくらでも造って送り届けるというわけにはいかない。総数を踏まえて、ここぞというタイミングで使って欲しい」

「はい、緒戦では大いに頼らせていただきました。残りは半分といったところですが──足りないということはないでしょう」

　頼もしい返事が精霊越しに返る。青年の顔を目の前に思い描きながら、アリオは言った。

「帝都制圧の朗報を待っているよ。──頑張りなさい、私の息子」







　養父との通信を終えた白はく髪はつの将が次の連絡に移る前に、ミアラが思い切って声をかけた。

「……ジャン。そろそろ休息を取られませんか？」

　振り向いたジャンが、意外なことを言われたように眉根を寄せる。

「六対四の戦況でかい？　──間違っても休めないよ。今この瞬間も、あいつは逆転を狙って策を巡らせているはずだ」

　そう言われてはミアラにも返す言葉はない。彼女の懸け念ねんをよそに、青年は喋しやべり続ける。

「精霊通信の出現によって、全ての戦場の情報はほとんどリアルタイムで将校に届くようになり、こちらの指示も即座に現場へ反映されるようになった。それが意味するところはただひとつ──総指揮官同士の戦いだ。僕とあいつは今、巨大な将棋盤を挟んで向かい合っている」

　そう言って、ぎろりと目の前の虚こ空くうをにらむ。彼がそこにイクタ・ソロークの存在を見ている限り、余人には入り込む余地がない。ミアラはぐっと唇を嚙かんでうつむいた。

「息遣いすら感じ取れるようだよ。僕には分かる──あいつはまだ、ほんの少しも諦めてなんかいない」

　確信をもってジャンは言い切り、再び地図へ視線を戻す。この先の戦況の推移が、その頭の中でありありと像を結んだ。

「次の山場は、河だね」











＊






　防衛の限界が近付いたところで拠点を放棄して撤退、次の拠点へと兵を移動させる。その繰り返しでキオカ軍の消耗を狙うのが帝国軍の作戦だったが、それを見抜かれた以上、二度目からはそう簡単には事が運ばなくなっていた。

「走れ、走れっ！」「早く！　もう敵はすぐそこだぞ！」

　次の拠点へ向かう兵士たちが息を切らして街道を駆け抜ける。ぼんやりしている暇はない、敵の追撃は彼らのすぐ背後まで迫っているのだ。だが、それから逃れるために走り続けること二時間余り──いよいよ体力の限界が近付いていた。

「ぜぇ、ぜぇ……い、息が……」

「しっかりしろ！　途中で装備もぜんぶ捨ててきたんだ、追いつかれたら終わりだ……！」

　足を鈍らせた兵士に励ましの声が飛ぶ。後方陣地への移動に際しては、指揮官の判断に応じて装備の放棄を許可する──イクタの命令にはそうあった。身ひとつだからこそ今まで逃げてこられたのであって、重い装備を背負っていればとっくの昔に追い付かれている。

　次の持ち場を目指して必死に走り続ける兵士たち。が──その耳に地を蹴る馬ば蹄ていの音が響き、彼らの背筋にぞっと寒気が走った。

「て、敵が──」「くそっ──！」

　背後を振り向いた数人が、その視線の先に敵騎兵部隊の姿を捉える。武器を捨ててきた彼らには抵抗の術すべさえない。もはやこれまでかと観念しかけて、

「──疾シ」

　次の瞬間。横合いから出現した友軍が敵部隊を蹴散らす様子を、目を丸くして見届けた。

「……ゆ、友軍……？」「遊撃の騎馬隊だ……！　おい、助かったぞ！」

　九死に一生を得た興奮に沸き立つ兵士たち。そこへ騎兵のひとりが駆け寄って檄げきを飛ばす。

「おら、さっさと走れ！　次の拠点まで五キロってとこだ！　ここでアタシらが三十分だけ稼いでやる！」

　牧羊犬よろしくニアムが兵士たちを追い立て、それに押されて彼らが再び走り出す。

「お、恩に着る……！」「あと五キロ……それなら生き延びてやるぞ……！」







　それから三十分後。敵の追撃に捕捉されることなく到着した最後尾の部隊が、指揮を執るサザルーフの視界に確かに映った。

「よく辿たどり着つきました！　入って、さぁ入って！」

　息も絶え絶えの兵士たちを、メルーザ中佐が素早く塹ざん壕ごうへと招き入れる。それが済んだところでバリケードの最後の隙間が塞がれた。

「確認終了！　撤退中の全部隊がここに到着しました、メルーザ中佐殿！」

「分かりました！　──準備完了です、サザルーフ准将閣下！」

　彼女が塹ざん壕ごうに降り立ちながら声を飛ばすと、サザルーフは重くうなずいて声を張り上げる。

「ああ。──現時刻をもって、河川陣地防御戦闘を開始する！」

　兵士たちの顔に緊張が走る。今の彼らが身を置く塹ざん壕ごう陣地は、大河と並行に大量の土を盛る形で設置されていた。河が近いために、地面を掘りすぎると水が染しみてきてしまうのだ。他の塹ざん壕ごうに比べて敷ふ設せつの手間は大きかったが、ここの陣地が持つ戦略的な重要性を思えば、それは必要な労力に違いなかった。

「敵軍のルート上に用意できたほぼ唯一の河川陣地だ。ここで粘らんことには話にならないからな──気張っていくぞ、お前ら！」







　数時間後、同陣地を前にしたキオカ軍。河に沿って展開するその隊列の一角で、巨きよ軀くの将校が鼻を鳴らしていた。ジャンの盟友、タズニヤド・ハッラー少佐だ。

「──ここの渡河ばかりは避けられなかったな。分かっちゃいたが」

　そう呟つぶやく彼のもとに、正反対に小柄な兵士──ミタ・ケンシー曹長が走ってくる。

「水深を測ってきたよ。ものすごく深くはないけど、ゴリ押しできるほど浅くもない。数に任せて突撃ってプランはしまっといたほうがいいね」

「橋が取れれば楽なんだがな」

「あえて落とさず残してあるのは、こっちがそう考えるのを向こうも分かってるからでしょ。落とされるほうに財布の中身ぜんぶ賭けてもいいよ」

　そう言って敵の陣地を振り返る。彼女の言うとおり、敵軍との間に横たわる大河にはただ一本だけ橋が渡されていた。一見して絶好の進軍路に見えるが、すでに帝国軍も爆砲を備えている以上、かなり大きな橋も一瞬で落とすことが可能になっている。うかつに渡ろうと欲を出せば大損害を被ることは明らかだった。

「同感だが、その上でどうするかはジャンが考えることだ。──状況を報告するぞ」







「──大河と塹ざん壕ごうの合わせ技。水深も楽観できないレベル、か」

　ハッラーの報告を受けると、ジャンは数秒考えて結論を下した。

「……君たちだけで突破するのは難しいと考えたほうがいいね」

「珍しい言葉が出たな」

「もちろん手段は思いつく。相手が凡将ならどうにでもなっただろう。でも──今回はダメだ。あいつが対応してくる前提で、兵に大損害を出さずに突破できるビジョンが浮かばない」

「となると──別働隊の迂う回かい待ち、か？」

「そう考えてくれていい。断続的な砲撃でプレッシャーをかけつつタイミングを待ってくれ。──長くは辛抱させない」







　同じ頃。にらみ合う両軍から、キオカ軍にとっての後方に数キロ離れた場所。

「──ほいよっと。一丁上がり」

　ノミと金かな槌づちを手にしたキオカ兵士たちが、丸太をくりぬいた小舟をいくつも作り上げていた。出で来き栄ばえを見た仲間たちが感心したように呟つぶやく。

「木をくりぬいて造る舟は初めてだが……思ったより立派なもんだな」

「ああ。こういうの、旧ニタグアの地域ではよく使うのか？」

「どこでもってわけじゃないよ。ウチのご先祖様はたまたま水運を生業にしてたから、今でもこの手の工作がお家芸になってるってだけ。十歳になるとひとり一艘そうは持つからね」

　問われた女性兵士が次の一艘そうに取り掛かりながら答える。実に手慣れたものだった。

「いい感じの木材も後ろから届いてるし、この感じなら数日でけっこうな数が用意できるでしょ。……まぁ、河の最寄りの木立があらかた伐きってあったのには呆あきれたけど」

「だが──こうして後方で採った木材が送られてくるのは、『不眠ねむらずの輝き将しよう』殿がそれを見越していたということだろう？」

　隣で同じ作業に励む兵士がそう口にする。それを聞いて、また別の兵士が言葉を継いだ。

「加えて言えば、運河町出身の俺たちをこの部隊に置いたのもな。……ここに着いてからようやく自分の配置の意味が分かった。つくづく深慮遠謀って言葉の意味を思い知るぜ」

　カン、と音を立ててノミが木肌を抉えぐり取とる。それでまた新たな一艘そうが完成した。

「いつもならここから仕上げを施すところだけど、河を渡るだけならこれでじゅうぶん。数を造ることを第一に進めてくからな」

「ああ、分かった」「それにしても腕が疲れるな……」

　額に浮かんだ汗を手の甲で拭う。前線で戦う仲間たちのために、彼らは黙々と造船作業を続けた。







「──フゥッ……！」

　河か岸がんに響き渡る圧縮空気の破裂音。それで敵部隊を追い払ったことを確認すると、トルウェイは司令部に通信を繫つないだ。

「……厳しいよ、イッくん。敵の侵攻ルートが増えすぎている」

「ああ、分かってる。お前は今どこだ？」

「上流の第五区画の北の外れ。敵が自前の舟を用意して渡河を試みているから、それを迎撃しているところだよ。河の周辺の木はあらかじめ伐きっておいたはずなんだけど……」

「後方から輸送してるんだろうな。河川陣地に出くわして間もなくそれなんだから、まったく大した準備の良さだ」

　感心を込めてイクタはそう言い、さらに言葉を続ける。

「それも含めて──予想できたことじゃあるが、向こうは補給の充実ぶりが凄すさまじい。砲弾をあれだけ湯水のように使ってやがるのに、後半戦に備えて節約する気配さえ見せない。いくらでも届けてくれると現場が信じて疑ってないんだ」

「いくらでも……か。すごい話だね。キオカでは厭えん戦せん気運が高まっていると聞くのに」

「だからこそ、この戦いを落とせばもう後がない。アリオ・キャクレイは政治手腕の全てを懸けて予算をもぎ取ったんだろうよ。そこまで含めての総力戦ってわけだ」

　キオカ軍ではなく、キオカ共和国という国を丸ごと相手にしている。イクタの言葉からそれを改めて実感しながら、トルウェイは再び口を開いた。

「今のところ、敵の大きな兵力はこちら側に通していないと断言できる。河か岸がんには見張りも大勢置いているから。……でも、夜陰に乗じた少人数の侵入までは防ぎきれない。合流されれば無視できない脅威になると思う」

「何とかするさ。お前は引き続き、河沿いの勘所を回って敵の侵入を防いでくれ」

　そう言って通信を切る直前、イクタはひとつ忠告を付け加える。

「それと、そろそろ空にも注意しろ。……この状況なら、向こうは出してくるはずだ」







「──かくして天空兵の運用が鍵を握る、というわけですね」

　緒戦から引き続き前線指揮官を受け持つガトラ大佐の隣で、副官のマーゼヤ少佐がそう口にした。

「うむ。歩いて渡れる浅瀬はどこも固く守られているからな、河を越えて兵を渡す方法は舟か気球しかない。とりわけ気球には対岸の奥深くまで一気に辿たどり着つけるポテンシャルがある。うまく用いれば、河川陣地の敵軍を挟み撃ちにすることも可能だろう」

「けれど……見抜かれれば、全て撃ち落とされかねない」

「そうした悲劇だけは避けたいところだ。……慎重を期すなら、海軍との合流まで待つのも手だとは思うが。輝き将しよう殿はどうお考えなのだろうか」

　ちらりと腰のポーチの精霊に目を向けるガトラ大佐。そこから次の指示が下されるまで、彼らはいかなる攻撃も行うつもりはなかった。







「──河の上流と下流へ向けて、騎兵を陽動に出してはいかがでしょうか？」

　河川陣地の攻略法を思案するジャンに、ミアラが副官として意見を口にした。

「河のこちら側に部隊が見えれば、あちらはその場所へ兵を集中せざるを得ません。その隙を狙って小舟、もしくは気球による多人数の侵入を試みる……という発想が浮かびますが」

　その提案に、ジャンは真顔のまま腕を組んでうなずく。

「悪くないね。むしろいい。でも──そのやり方も、今回に限っては悪手だろう」

「悪手──ですか」

「ガガルカサカン大森林を挟んで行った戦いを覚えているね？　火と水の違いこそあるけど、今の状況はあの時によく似ている。こちらはどうにか兵を河の向こうへ通したくて、あちらは何としてもこちらの侵入を防ぎたい」

「……確かに」

「アルデラ神軍の部隊がメインだったとはいえ、あの時の兵力差は誰の目にも圧倒的だった。でも──それにも拘かかわらず、あいつはこちらの侵入を頑かたくなに阻はばみ続けた。少ない兵員を適切に用いて広い範囲を守る、そうした機動防御の手腕に呆あきれるほど長たけているんだよ。まして今回は準備時間も豊富にあった。あの時よりも楽に通れるとは思わないほうがいい」

　ジャンはそう結論した。楽観をことごとく排除した上で。

「単純な陽動は見抜かれる。精霊通信がある以上、敵の姿が見えたところに反射的に兵力集中、なんて浅はかな真ま似ねをあいつが部下に許すはずがない。まだまだ工夫する必要がある」

「……はい」

　自分の意見が箸にも棒にもかからなかったと分かり、ミアラは恥じ入ってうつむいた。

「……空の気球を陽動に……いや、向こうも気球を浮かべている以上は見抜かれてしまうか。それなら小舟をもっと増やして……」

　戦術の思索に没頭したジャンの意識には、もはやそれ以外の何も存在していない。近くにいながら見えない壁に阻はばまれたような感覚に、ミアラはひどい無力感を覚える。

「……これらの五か所で強行渡河の気配を見せる。実際に渡りきる必要はない、舟さえ浮かべてみせれば向こうは迎撃に動かざるを得ないはずだ。そこで向こうが出してきた部隊の規模を確認して遊撃部隊の余力を推測、もっとも防備が薄くなっていると見える上流と下流の二か所から天空兵大隊を一気に渡らせる……これに気付いた敵がどう動くかによって、舟の部隊も陽動から本命へと転じる……」

　口から漏れる内容さえ思考の一部に過ぎない。どれだけの場合分けが頭の中で行われているのか、それを想像するだけで、ミアラは空恐ろしくなる。

「……同時並行で河川防御陣地への本格攻撃を開始……通常砲撃に交えて、巨砲もここで使う。対岸に渡った仲間が上流と下流から到着した時点で一斉突撃……三方向からの攻撃で一気に敵陣を攻め落とす。敵はこの直前で撤退に移るか……？　いや、河川陣地は後半戦の要かなめだ。ここで粘ってこないとは考えられない。だとしたらどうやって……」

　ぶつぶつと呟つぶやき続けるジャン。と、その思考を遮って部下の声が響いた。

「──司令官閣下に報告です！　敵騎兵が上流の浅瀬を渡ってきました！　数はおよそ中隊規模！」

　それを聞いた瞬間、ミアラの顔に困惑が浮かぶ。

「あちらの騎兵から渡ってきた──？」

「……枝分かれした補給線への打撃目的……にしても中隊規模では無理がある。河の近くで舟を造っていることを見越して、それを邪魔しに来たのか？　確かに、このタイミングで攻撃を受けることは誰しも予想しづらいが……」

　ジャンにもその動きの意図は摑つかめない。短い逡しゆん巡じゆんの末、彼は副官に向き直って口を開いた。

「……ミアラ、舟を用意している部隊の指揮官にこのことを伝えてくれ。警戒を促すんだ」

「は、はい！」

　すぐさま通信を始めようとするミアラ。が、そこでまたしても部下から声が上がった。

「──司令官閣下に報告！　下流の対岸で、敵部隊が橋の建造を始めました！」

　今度こそジャンも目を丸くした。精霊に話しかけようとした体勢で動きを止めて、ミアラが困惑した声を上げる。

「は──橋？　この時点から？」

　ジャンも同感だった。河を渡りたいキオカ軍が行うならともかく、彼らに河を渡らせたくないはずの帝国軍がそれを行う意図が摑つかめない。ジャンが問いを投げた。

「……その橋、工事の進捗はどれほどのものだい」

「まだ五分の一ほどだそうですが、開始したタイミングを踏まえるとかなりのペースのようでして。現場の観察によれば、キオカにはない工法を用いているものと……」

「こちらにない工法……いや、それはいい。問題は向こうから橋をかけてどうするつもりかだ。ただ兵を渡すだけならそんな手間は必要ない。……手の込んだ陽動？　新たな橋を餌にしてこちらの戦力分散を狙おうと？　いや、そんな誘いに僕が乗らないことぐらい、あいつだって分かっているはずだ……」

　敵の狙いを見抜こうと、ジャンはさらなる思考を重ねる。となると、さっきの報告を意識しないわけにはいかなかった。

「……上流を渡った騎兵部隊とタイミングを合わせているのか。橋は誘いではなく、彼らが自軍の陣地に戻るための命綱か？　となると、例の騎兵中隊はこちらの補給線を横断してくることになる。たかだか中隊にそこまで大胆な機動が可能か？　いや、そんなはずは──」







「……元帥閣下。お尋ねしたいのですが、さっきの指示にはどういった意味が？」

　一方、同じ頃。帝国軍司令部でもまた、騎兵に河を渡らせたことと下流に橋を造らせ始めたことについて、メグ少佐が青年に疑問を投げかけていた。

「意味？　ないよ」

　あっけらかんとイクタは答える。これにはメグ少佐も度肝を抜かれた。

「い、今……何と？」

「本当に、これっぽっちも意味はないんだ。騎兵に上流を渡らせたことにも、下流に橋を造らせていることにも、ふたつの行動が同じタイミングで観測されることにも。──でも、ジャンの奴やつはそうは考えない。持ち前の頭脳をこねくり回して、どうにかそこに意味を見て取ろうとする」

　意地悪い口調でイクタが言う。それを辛かろうじて飲み込んだメグ少佐が重ねて尋ねた。

「つまり、敵将に判断ミスを促すための陽動であると？」

「まさか。こんなもんでミスを誘えるほど可か愛わいい相手じゃない。あいつは考えて考えて考えて、全ての可能性を考え抜いた上で最適解を選び取るさ」

「では、一体何のために……」

　ますます困惑を深める副官に、イクタは不敵な笑みを浮かべてみせる。

「僕にしか出来ない指し筋もある。それをあいつに伝えたくて──かな」







「……ほとんど毎食、温かいメシが用意されてるのはありがてぇな」

　手に持った湯気を立てるスープを見下ろしてサリハスラグが呟つぶやく。──サザルーフたちが守る場所から二十キロほど上流の別の陣地。すでに敵軍は河を隔てた目の前にいたが、本格的な戦闘が始まる前に、彼らは食事を取っていた。

「同感です。敵は手ごわいけど──北域動乱やクーデターの時よりずっと、まともに戦争をやれている。そんな気がします」

　肉野菜の煮込みを口に運びながらスーヤが言い、隣でふかした芋を齧かじっていたスシュラも無言でうなずく。と、そこに歩み寄る人影があった。

「そう言ってもらえると、わたしも仕事した甲か斐いがありますね」

　聞き覚えのある柔らかい声が三人の耳を打つ。彼らが振り向いた先に、衛生兵の腕章を付けて両手にトレイを抱えたハロの姿があった。

「ベッケル少佐？　どうしたんですか、こんな前線まで」

「皆さんの様子見です。イクタ・ドクトリンが現場でしっかり働いているかどうか、この目で確認に来ました。あ、お茶をどうぞ」

　そう言ってしゃがみ込み、三人に茶ちや碗わんが載ったトレイを差し出す。彼らは戸惑いつつ茶ちや碗わんを口に運んだ。

「あ……甘い」「砂糖か。張り込んだな」

「ふふ、北域動乱の時の夢を叶かなえてみました。こういうのはいちばん頑張っている人たちの口に入るべきだと思って」

　いたずらっぽく舌を出すハロ。三人の顔を順々に見回し、さらに周りで食事を取る将校たちにも視線を巡らせてから、彼女は言う。

「緊張しすぎず、かといって弛し緩かんもせず。……皆さん、とても良い顔をされています」

　それを聞いた三人が顔を見合わせる。サリハスラグが軽く肩を回した。

「言われてみりゃ……ハードな行軍の割に、今回は体が軽いな」

「ええ、部下たちも同じことを言っています。特に古参の兵士たちは、こんなにも無駄な動きがない戦争は生まれて初めてだって」

　何の気なくそう口にしたスーヤが、ハッと思い立ってハロに顔を向ける。

「……楽な戦争が正しい戦争。つまり、こういうことですか」

「さすがは愛まな弟で子しさん。そう──イクタさんが戦場を造るとこうなるんです。もちろん精霊通信の登場に大きく助けられてはいますけど、それはあくまで後押しに過ぎません。あの人がずっと育ててきた構想がなければ、決して実現はしませんでした」

　敬愛を込めて言うハロ。サリハスラグがふんと鼻を鳴らす。

「さんざん上官を悩ませたサボりの手管も、とことん極めりゃ戦争の在り方を変えるってわけか。……トルルもそこに魅せられたのかね。ああくそ、どこまでも気に食わねぇ元帥様だ」

　腹いせのように一気に茶を飲み干すレミオンの長男。ハロはくすりと笑って立ち上がった。

「わたしは次の現場に向かいます。ここも厳しい戦いになると思いますが……皆さん、どうかご無事で」

　その言葉を受けた三人が同時に敬礼する。ハロも同じ所作で返した。







　一方、サザルーフらの持ち場を挟んで下流側の陣地。川幅が狭くなっている部分を渡ろうと押し寄せるキオカ軍を相手取って、ここはシバ大将の率いる部隊が守っていた。

「──む」

　後方へ向かって望遠鏡を覗のぞき込こんでいたシバ大将が声を上げる。その視界に、自陣を目指して走る騎兵部隊の姿が映っていた。

「遊撃隊が戻ったな。──迎えて差し上げろ！」

　指示を受けた部下たちが速やかに展開し、騎兵たちを陣地へと迎え入れる。シバ大将自身もそこへ足を運び、今なお疲労の気配さえ見せない炎えん髪ぱつの将と顔を合わせた。

「お疲れ様です、名誉元帥閣下。凄すさまじい働きぶりですな」

「遊撃隊長と呼べ、シバ大将。閣下も不要だ。指揮系統の混乱を招く」

　すげなく釘くぎを刺すソルヴェナレス。その背後では、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの部下たちがふらふらと馬から降りているところだった。

「ぜーっ、ぜーっ……」「おー、やっと着いたな……」「馬、繫つながせてもらいますよー……」

　ここまで撤退中の部隊をいくつも助けてきただけあって、彼らの働きは他の部隊と比べても頭一つ抜けていた。疲労の限界を迎えつつある部下たちへ、ソルヴェナレスは彼らが待ちかねていた命令を与える。

「よく戦った。各自、朝七時まで体を休めろ」

「すでに人数分の寝床があちらに用意してある。何か欲しい物があれば衛生兵に言ってくれ」

「爆睡したらぁ───！」

　ニアムが真っ先に走り出し、他の騎兵たちが後に続く。シバ大将が弾はじけるように笑った。

「はっはっは！　ずいぶんと元気な部下をお持ちだ」

　ひとしきり笑ってから炎えん髪ぱつの将に向き直り、まっすぐに目を見て言う。

「あなたも疲れていないわけではありますまい。──ここから先は私が受け持ちます。次の行動まで、天幕で今しばらくお休みを」

「承知した。感謝する」

　短く言い残して天幕へ向かうその背中を、シバ大将は感慨深く見つめる。

「まさかこの年になってから、ソルヴェナレス殿と現場で肩を並べて戦えようとは。……こんなにも面白い戦場だというのに、ハザ、なぜお前は隣におらんのだ」

　不満げに鼻を鳴らして空を見上げたのも一瞬、男はすぐさま視線を地上に戻した。

「ともあれ、遊撃隊かれらを安眠させてやらねばな──」










　明くる朝。河に面した陣地の全てで、ほぼ同時にキオカ軍が攻撃を開始した。

「──砲撃開始！」

　並んだ爆砲が一斉に火を噴き、帝国兵たちが立てこもる塹ざん壕ごうに砲弾が降り注ぐ。地面を伝わってくる震動に体が揺れるのを感じながら、サザルーフも迎撃の指示を出す。

「本格的に攻めてきやがったな……！　応戦だ、こちらも砲撃を返せ！」

　塹ざん壕ごうの後ろに展開した砲列が、敵側に負けじと砲撃を開始する。ここまでの展開は緒戦とさほど変わらない。が、この先はまったく別物だった。

「上流Ｃ地点にて、舟を伴う敵部隊の出現を確認！　迎撃の人出が足りません！　増援を！」

「分かった！　すぐに向かわせるから待ってろ！」

　通信で寄越される各所の応援要請に、サザルーフは最寄りの場所にいる部隊を向かわせることで対応する。サリハスラグ少佐もシバ大将も同様の采配を取っているはずだったが──戦闘開始から間もなく、敵の動きは一気に激しさを増してきた。

「報告します！　下流Ｏ地点に敵部隊を確認！」「上流Ｅ地点で敵が舟を浮かべて──」

「まだ来るってのか。この短期間にどれだけ舟を用意してきやがる……！」

　予想を超える忙しさに舌打ちするサザルーフ。そこへ追い打ちをかけるように新たな通信が入った。

「報告です！　上流Ｃ地点上空に気球の編隊を確認──！」

　ついに空からの侵攻が始まった。サザルーフは迷わず対応を命じた。

「予備隊を出せ！　着陸地点まで張り付いて離れるな！」

「了解です！」

　天空兵の押さえのために、かなりの数の兵士をそちらに回すことになる。が、万一にも気球を着陸させるわけにはいかない。時を追うごとにシビアになっていく部隊運用を想像して、サザルーフが引きつった笑みを浮かべていると──同じ陣地の部下がより直接的な脅威の出現を叫んだ。

「た、対岸のキオカ軍歩兵、強行渡河を開始──！」







「……ふーっ、ふーっ……！」

「落ち着け、頭を上げるな！」「肩まで水に浸つけろ。中腰のまま進むんだ……！」

　向こう岸の敵軍を見据えて河の流れへと踏み入っていく兵士たち。身を低くし、足並みを揃そろえて進むその様子に、ミタ曹長は腕を組んだ。

「──突撃渡河のやり方もずいぶん変わったね。あたしが教わった時は死ぬ気で全力疾走だったけど」

「水深が膝より下ならそれもアリなんだけどな。この深さだと、陸上と同じ形で『走る』のはそもそも無理だ。下手に急がせると川底で足を滑らせて溺れ死ぬ奴やつも出てくる」

　隣のハッラーが説明を添える。こうした局所的な戦術の更新も、彼らを率いるジャンは当然のように怠っていない。

「加えて──こりゃアナライ博士の受け売りだが、弾丸に対して『水』が持つ防御効果ってのは意外に侮あなどれないらしい。水中で一メートルも進まないうちに弾丸は止まっちまうそうだ。これを言い換えると、水面下にある兵の体はそうそう的にならないってことになる」

「うへー、マジかー」

「マジさ。肩まで水に浸し、足を滑らせないよう気を付けながら、周りと息を合わせて中腰で進む。浅瀬まで辿たどり着ついたらその先は全力疾走だ。肝要なのは、そこまで至った時に兵たちの秩序が失われていないことでな」

　説明に耳を傾けつつ、ミタ曹長は冷静に戦況を窺うかがう。が──彼女の目線は決してハッラーと同じではない。曹長の階級が示すように、ミタ・ケンシーは本来なら河に身を浸している兵士たちの立場だ。そのために将校とは違った物の見方をする。ハッラーが少佐の階級になってなお下士官を傍そばに置き続ける理由もそこにあった。

「向こうは舟と気球への対処に兵力を割かなきゃいけないし、このまま続ければ遅かれ早かれ突破はできそうだね。……でも、どう考えても少ない犠牲じゃ済まないじゃん？　兵の死体で河を埋めて渡るような作戦を、ウチの大将が認めるとは思えないんだけど？」

　言いつつ、棘とげのある視線を上官に向けるミタ曹長。紛れもない彼女の仕事として、巨きよ軀くの将校はそれを受け止めた。

「安心しろ、そうはならん。こっちも大きすぎる犠牲は出せないが──向こうはそれ以上に、『何としても』この陣地を陥おとされるわけにはいかない。帝都までのルートにここ以上の防衛拠点は存在しないからな。となると──いずれ突破されることを察した時点で、向こうは別の手を打たざるを得なくなる」

「……別の手？」

「もうじき分かる。まぁ見てろって」







「……河を挟んで戦う有利以上に、向こうの砲撃がキツすぎる」

　戦闘開始から一日半が経過した頃、自陣の状況を見渡したサザルーフがそう呟つぶやいた。防衛がどの程度続けられるか──それが十分な時間でないことまで含めて、彼にはこの時点でおおよそ見えてしまっている。

「ただ守り続けるだけじゃ長くはもたない。……タイミングを見てやるしかない、か」

　ぐ、とこぶしを握りしめる。堅実な戦い方で満足な結果が得られない以上、リスクを吞のんで奇策に打って出るしかない。覚悟を固めて身をひるがえし、彼は部下たちへ命じた。

「騎兵を待機させろ！」







「くそっ！　歩兵を寄越す時ぐらいは砲撃を止めやがれ……！」

「応射の手を休めんな！　敵が水の中にいるうちに仕留めねぇとまずいぞ！」

　塹ざん壕ごうから銃身を突き出して斉射を続ける帝国兵たち。水中の敵に対して銃撃が届きにくいことが彼らを焦あせらせ、その焦あせりがさらに正確な狙いを困難にする。体を張って河を渡るキオカ兵たちとは別の形で、彼らの心もまた削られており──そこにも容赦なく砲撃が降り注いだ。塹ざん壕ごうの一角が崩れ落ち、一瞬にして大きなクレーターが出来上がる。

「また巨砲かよ……！　隣の区画が埋もれたぞ、救助に回れっ！」

「こっちも迎撃で手一杯だ！　予備隊、早く来てくれーっ！」

　負傷者の回収と塹ざん壕ごうの修理に人手が取られ、敵を突き放す斉射の密度が束つかの間まだけ薄れる。河の中のキオカ兵たちもそれを見て取った。

「よし、勢いが付いてきた……！」「このまま押し切れるぞ！　走れ走れ走れッ！」

　川幅の四分の三を渡った先頭集団がいる場所はすでに腰までの水位だった。もはや身を屈かがめることはせず、彼らはぬかるむ川底を蹴散らして全力で走り出す。塹ざん壕ごうへ突入されることを覚悟した帝国兵士たちが慌てて着剣し、

「このタイミングだ。──突撃開始！」

　その頃合いで、満を持してサザルーフの指示が飛ぶ。前列の塹ざん壕ごうに待機していた騎兵たちが用意された斜面を一息に駆け上がり、ここまで戦況と切り離されていた橋へと突入していった。自分たちと入れ違いに自陣へ駆けていく騎兵の姿に、キオカ兵たちがぎょっと目を剝むく。

「なっ、橋の上を騎兵が──!?」

「まずい、私たちの背後に回る気だ！　後ろは騎兵突撃を受け止める準備なんて──」

　予想だにしないタイミングでの逆襲──このために橋が残してあったことをキオカ兵たちは思い知った。河を渡ることばかりに意識を取られていた対岸の部隊は、全速力で迫りくる騎兵突撃に対して何の備えもない──







「いいや。してあるんだな、これが」

　──などということは、ジャン・アルキネクスの率いる部隊に限って有り得なかった。

　これまた目立たない位置から橋へと狙いを付けていた銃兵たちが、迫りくる騎兵部隊を十字砲火で打ちのめす。鉛弾を受けた馬と人が橋の上に次々と倒れ伏した。

「渡ろうとすれば即座に爆破される橋──そんな存在は俺たちにとっては歯がゆいだけだが、向こうにとってはそうじゃない。なにせ好きなタイミングで兵をこちらに突撃させられる唯一の直通路だ」

　ハッラーの口元がにやりとつり上がる。ジャンに忠告された通りの展開だった。

「防戦一方と思わせておいて、より多くの兵が河を越えたタイミングで一転して騎兵突撃──こっちの喉笛を一気に食い破る。いや、なかなかの作戦だよ。指揮を執るのが俺だけだったら案外引っかかったかもしれん。だが──」

　彼の視線の先で、十字砲火を浴びた騎兵集団は突撃の勢いをなくし、後続は橋の上で立ち往生している。作戦の失敗を悟って引き返そうとしている者もいるが、狭い橋の上で多くの馬が方向転換することは簡単ではない。

「──不眠ねむらずの輝き将しようの意表を突くには、発想の意外性ってもんがまるで足りてなかったな。気の毒だが、策が失敗した分のツケは払ってもらうぜ」

　そう呟つぶやいて、ハッラーは自陣の歩兵部隊に突撃の指示を送る。今度は渡河ではない。身動きが取れない騎兵たちで溢あふれかえった橋の上──そこに歩兵を突っ込ませるのだ。

「こっちがどんな渡り方をしようが、橋は即座に爆破されたはずだ。……けどよ、それが出来ない状況ってのもあるよな。例えば──橋の上にそっちの仲間がいる時とか」

　この状況こそは、相手の用いた奇策が孕はらむリスクそのもの。本来なら決して渡れないはずの橋が道として浮かび上がる千載一遇の好機。

「部下に慕われる面倒見のいい男だって聞いてるぜ。──あんたに仲間を見捨てる判断が出来るかい？　センパ・サザルーフさんよ」







「──完全に、見抜かれていた──」

　愕がく然ぜんと目を見開くサザルーフ。メルーザ中佐の叫びがその背中を貫いた。

「准将閣下！　敵が橋を渡ってきます！　このままでは──」

　それを聞いて我に返る。──そうだ、呆ほうけている場合ではない。策が失敗したならしたで、被害を最小に抑える手を打たなければならない。それが将校の義務だ。

「……きょ……橋脚に、砲撃を……」

　言葉が喉につかえた。いま橋を崩すということは、橋の上にいる全ての命を崩落に巻き込むことを意味している。自分を信じて橋を渡ろうとした騎兵たちを──失策のツケとして、この手で葬ほうむる。

「……ッ……！」

　声が出ない。喉に鉛の塊でもつかえたように、センパ・サザルーフの体全てがその命令を拒絶している。だが──だが、実行しなければならないのだ。敵に橋を渡って来られれば文字通り桁違いの兵が死ぬ。将校が見切りを付けなければならないラインは確かに存在し、現状は誰の目にもそれだと分かる。

「──すま、ない──」

　恐れにがちがちと歯が鳴り、しかし、それ以上の躊ちゆう躇ちよは彼の責任感が許さなかった。味方を切り捨てる命令が、サザルーフの口から慟どう哭こくも同然に放たれようとして──ところが。その寸前に轟とどろく、砲撃の轟ごう音おん。

「──へ？」

　間の抜けた声が漏れる。彼の視線の先で、もっとも対岸に近い橋の一部分が崩落していた。







　サザルーフたちからやや離れた陣地の一角。最初からずっと橋に照準を合わせていた砲列を前に、ひとりの将校が精霊通信を始めた。

「──こちらメトラシェ・ラーンツ。たった今、私の独断で橋へ向けて砲撃を行いました」

　精霊越しの上官へそう告げる。すでに繫つながっているはずだが応答はなく、呆ほうけたような沈黙があるばかり。構わず彼女は説明を続ける。

「橋の上に多くの負傷者が残されていたため、狙ったのは敵軍寄りの突端のみ。崩れたのは全体の三分の一ほどです。……建築の段階から基礎が三つに分かれていますので、再度砲撃しない限り、これ以上崩れることはないでしょう」

　砲撃を限定して橋の一部分のみ落とす──瞬時の決断で、彼女はその思い付きを実行した。越権行為だと分かっていたが、仲間を見殺しにするよりは──あのメルーザ中佐にそんな過去を背負わせるよりは、自分が軍法会議で裁かれるほうが遥はるかにマシだった。

「言うまでもなく、独断専行の責任は全て私ひとりにあります。いかなる罰も受けますので、どうか砲兵たちを責めることだけは──」

「よくやったァ！」「よくやりましたっ！」

　精霊が揺れるほどの勢いで、ふたりの上官の歓喜の叫びが響く。予想と真逆の反応に、ラーンツ中尉はぽかんと口を開けた。







「──橋の一部だけ狙って崩した、だと？」

　同じ出来事を、対岸のハッラーは引きつった面持ちで見つめていた。

「参ったな、こりゃ。この瀬せ戸と際ぎわでずいぶん器用な対応をしてきやがる。センパ・サザルーフの頭が予想以上に切れたのか、あるいは……砲を受け持つ将校がよっぽど優秀だったか？」

　がりがりと頭をかきむしってハッラーは呟つぶやく。高級将校ならまだしも、敵側の下級士官の顔ぶれまでは彼も把握していない。だが、こうした出来事はままあるのだと知ってもいた。どんな名将にも名もなき士官に過ぎない時期があるのだ。

「おらーっ！」

　瞬間。跳び上がったミタ曹長の平手が、ハッラーの後頭部をしたたかに引っぱたいた。

「吞のん気きに失敗の原因探ってる場合かっ！　策が失敗したら指揮官がツケを払うんだろっ！」

「──ああ、その通りだ」

　我に返ったハッラーが現状と向き合う。サザルーフと同じ、将校としての責任が彼にもある。

「後悔したところで後戻りは利かん。巨砲全門稼か働どう、全予備隊投入──最大戦力で攻め落とせ！」







　サザルーフらが激戦を演じている頃。シバ大将が預かる下流の陣地では、両軍が河を挟んでのにらみ合いを続けていた。

「……向こうの主力がサザルーフ准将の持ち場に集中している隙に、あわよくばここを突破して敵の背後に部隊を──と思っていたが……」

　険しい面持ちで呟つぶやくシバ大将。対岸で整然と隊列を組むキオカ兵たちの様子を、微み塵じんの油断もないその佇たたずまいを、右から左までざっと見渡す。

「それを許すような緩みは、目の前の敵にはないな。……どいつもこいつも、自分が単なる陽動だとは思っていない面つら構がまえだ。妙な欲を出せば逆にこちらが食い破られかねん」

「然しかり」

　背後に現れた炎えん髪ぱつの将が同意の声を上げる。彼に背を向けたまま、シバ大将は告げた。

「今しばらく天幕でお休みを、遊撃隊長。……戦況がどちらに転ぶにせよ、必ず役目は回って来るでしょうから」







「………………」

　それぞれの戦場から送られてくる報告を受けとめながら、司令部のイクタは厳しい面持ちでいた。

「……どの部隊も善戦しています。問題は、あとどれだけ続けられるか……」

　メグ少佐が低い声で呟つぶやく。と、そこにまた新たな通信が入り、青年は即座に応じたが──直後に響いてきたのは、激しい銃撃戦の喧けん騒そうだった。

「──サリハスラグだ！　聞こえてやがるだろ、後方から急襲を受けてる！　早急に応援を回してくれ！　相手は中隊規模だ！」

　切羽詰まったレミオンの長兄の声。メグ少佐に目配せし、イクタは努めて落ち着けた声で返答する。

「副官が増援を手配しています。確認しますが、襲撃は後方から？　敵部隊に河を渡られたんですか？」

「後方からだ！　オレの目の届く範囲では渡られちゃいねぇ！　下流の側からいきなり現れやがったんだ！　事前の警告があればもっとマシに迎え撃てたってのに、河沿いの見張りどもは何をやってやがるんだよ!?」

　悪態を吐つくサリハの様子からイクタは全てを悟った。見張りから何の連絡もなかったという事実が、逆説的にその原因を明らかにする。

「おそらく通信手をやられました。……亡霊の仕業です」







「──バレたようだな。撤退に移るぞ」

「う、う……」

　両手を後ろ手に縛られてうつむく帝国兵士の前で、精霊を両手に抱えた影がぽつりと言う。自分自身のパートナーではない。通信手を脅して、これまで虚偽の報告を送らせていたのだ。

「まったく不ふ甲が斐いない限りだ。……これだけ時間をかけて、敵軍の背後に回れたのがたったの三十人足らずとは。この数では味方の援護に向かうこともままならん」

　ため息混じりの愚痴がこぼれる。厳重な警備の隙を突いて河を泳いで渡りはしたが、それは彼らにとっても苦肉の策だった。本来ならもっと前の段階で、まとまった数の隊員を敵の背後へ回せるはずだったのだ。──あの恐るべき狩人かりゆうどたちに阻はばまれさえしなければ。

「開戦当初は八百人からいた人員が、奴やつらのせいでどれだけ減らされたことか。……おそらく、全ての生き残りを合わせても百人は超えるまいな」

　隊長の言葉に、周りの影たちがこぶしを握りしめてうつむく。……この戦争の勝敗にかかわらず、亡霊部隊カラ・カルムそのものの命運が尽きようとしている。移り変わる歴史の狭はざ間まに消えていく自分たちの存在を、彼らは意識しないわけにはいかなかった。

「だが、最低限の役目は果たしたぞ。──思い知れ帝国軍。我ら亡霊の最後の爪痕だ」







「……ッ、ごめん、イッくん。敵の侵入を防ぎきれなかった……」

　精霊越しに響く翠すい眼がんの青年の声。苦渋に満ちたその謝罪を、イクタは迷わず撥はね除のけた。

「馬鹿言え。通信手のすり替えなんて回りくどい真ま似ねをしてきたのは、向こうが最後までまとまった数を侵入させられなかった証拠だ。防ぎきれなかったんじゃない──最善の成果を出したんだよ、お前たちは」

　何の慰めでもない事実としてイクタは言い切る。広大な戦線を守る人員が有限である以上、亡霊たちの侵入を完全に防ぐことなど最初から不可能だ。だというのに、狩人かりゆうどたちはその不可能に肉薄する働きをしてのけた。トルウェイが謝る筋合いなどどこにもなかった。

「お前たちとの戦闘でさんざんに消耗して、おそらく亡霊どもは部隊としてとっくに半死半生の有あり様さまだろうさ。……それでも仕事を果たした執念には、素直に感心してやってもいい」

「…………」

「今、サリハスラグ少佐の持ち場にはイグセム名誉元帥の部隊が救援に向かってる。レミオン兄弟なら到着まで粘れるはずだ。それに、あそこにはスーヤだっている」

「……うん！」

　無理やり絞り出した明るい声を最後に通信は切れた。綱渡りの戦況が続く現状、トルウェイに兄たちの安否を気遣っている暇はない。イクタもまた、援軍を送ってしまえば、後はその到着まで彼らが耐えてくれることを願うしかなかった。そして何より──これまでで最大級の綱渡りが、すぐ目前に迫っているのだ。

「……どのタイミングでどこの部隊から撤退させたものか。ヤトリ、君なら分かるかい？」







　救援要請から二時間が経過しても、サリハスラグたちは塹ざん壕ごうに立てこもって敵の襲撃に耐えていた。背後に回り込まれることも想定して造られた塹ざん壕ごうではあったが、実際にそうなると苦戦は避けられない。

「がぁッ──」「ぎゃあッ！」

　もはや銃撃戦の間合いではない。陣地際での攻防を重ねる都度、仲間がひとりまたひとりと倒れていく。それでも辛かろうじて五回目の波を押し返して、サリハスラグは着剣した風ふう銃じゆうを手に叫んだ。

「怯ひるむんじゃねぇお前ら！　武器を構えろ！　押し返せ！」

　そうして活を入れたところで、続く戦闘に部下たちは息を切らしつつある。間近に迫る破滅の気配をひしひしと感じる兄の隣で、死傷者を数え終えたスシュラフが声を上げた。

「……今の攻防で戦死者がさらに十二。防衛はじきに限界だ、兄上」

「はーッ……分かってるっての！　ああクソ、佐官になってまで泥まみれの白兵戦かよ！」

　恐怖と焦あせりに我を失わないために、サリハは意図してどうでもいい愚痴を吐き捨てる。イクタとの模擬戦やクーデターでの修羅場を経て、彼なりに自制というものを学んでいた。一方で、こちらはまったく態度の変わらないスーヤが、淡々と現状を分析する。

「救援を要請したのがおおよそ三時間前。最寄りの騎兵部隊が最高速度で駆けつけてくれるとしても、あと三十分はかかります」

　内容とは裏腹に焦あせりも怯おびえもない。その態度がどうにも気にかかって、サリハは彼女に話しかけた。

「……おい、ミットカリフ中尉」

「はい？」

「怖くねぇのか、お前」

　率直に尋ねる。問われたスーヤは一瞬ぽかんとした後、どこか他ひ人と事ごとのように答えた。

「そうですね──不思議とあんまり。ずっと最善は尽くしていますから。ダメならダメで納得はいくと思います」

　言いつつ、ほとんど無意識の動作でボウガンに次の矢を装塡する。その口元に、ふと乾いた微笑が浮かぶ。

「それに──実を言うと、ちょっとだけ楽しみもあって」

「……楽しみ？」

「あたしの戦死を聞いたら、あの人はどんな顔をするかな──って。たぶん……それが唯一、あたしがあの人の心を揺さぶれる瞬間だと思いますから」

　その返答に数秒絶句して、それからサリハは盛大にため息をついた。

「……薄々気付いちゃいたけどよ。こじらせてんなぁ、お前」

「大きなお世話です。少佐殿こそ、もっと盛大に取り乱したらどうですか。最初の模擬戦の時みたいに」

　ざくりと胸に突き刺さるスーヤの皮肉。レミオンの長兄の口元がひくひくと震えた。

「……いま決めたぞ。ここで死ぬとしても、お前より先にだけは死んでやらねぇ」

「そうですか。──あ、ところであたし、すごい作戦を思い付きました。少佐殿が塹ざん壕ごうを出て単身敵に突撃するんです。そのまま銃弾に千発ほど耐えてくださっている間に我々は脱出、というプランはどうでしょうか」

　売り言葉に買い言葉。さらに皮肉で返そうとしたサリハだが、寸前でふと思い立ち、くつくつと低く笑った。

「……なるほど。愛まな弟で子し、ね」

「？」

「自分じゃ気付いてねぇだろ。ソロークの奴やつにそっくりだったぜ、今の言い回し」

　スーヤの顔にかっと血の気が上る。敵の動向を窺うかがう目だけはそのままに、彼女は激しい口調で反論した。

「少しも欠片かけらもこれっぽっちも似てません！　死ぬ前に今の発言を訂正していってください、少佐殿！」

「誰が訂正するかバーカ！　つーかお前、自分が死んだら相手がどんな顔するか楽しみってなぁ！　なんだその暗い情熱！　あーもー久しぶりにドン引きしたわ！　そこまで思い詰めるくらいならとっとと一発やっとけこの意気地なし！」

「はぁ───────ッ、さっすが顔だけ恵まれた人は仰おつしやることが違いますね！　本当に気の毒ですよ、それ以外のいいところを末っ子にぜんぶ持ってかれた人は！」

「おッ、あッ……！　テメェ、今のは完全に一線越えたぞコラァ！　覚えてろ、ここ切り抜けたら絶対ぶん殴ってやるからな！」

「どーぞどーぞ！　遠慮せずに銃を持ってきてもいいんですよ！　チンピラ風ふ情ぜいがあたしに殴り合いで勝てるわけないでしょうし！」

　ぎゃあぎゃあといがみ合いながらけん制の射撃を行うふたりと、その様子にぽかんとする周囲の部下たち。全滅寸前の状況には似つかわしくない気の抜けた光景を前に──ひどく珍しいことに、スシュラの口元に微笑が浮かんだ。

「……ふ……」

　彼に目配せを受けた直じき率そつの部下たちがこくりとうなずいた。大型の散さん弾だん風ふう銃じゆうを手に、スシュラは自分の小隊の面々ともども、塹ざん壕ごうの壁に手をかける。

「……あ？　おい、スシュラ？」「ちょっと──何してんですか、スシュラフ大尉殿」

　怪け訝げんに思ったふたりが声を上げる。微笑を浮かべたままスシュラは答えた。

「お前の提案を採用だ、ミットカリフ中尉。我々の突撃で敵の注意が逸それ次第、反対側へ向けて兄上と一緒に離脱を開始しろ。さすがに千発は厳しいが──いくらか時間は稼げるだろう」

　弟のそんな言葉を聞いて、サリハの顔に困ったような苦笑が浮かぶ。

「な、何言ってんだスシュラ……？　早くしゃがめよ、頭上げると危ねぇだろ。お前体デカいんだからよ……」

　近付こうとする兄を伸ばした片腕で制し、レミオンの次男は言葉を続ける。

「そいつを傍そばに置き続けろ、兄上。多少うるさくても、兄上の人生を良い方向に押してくれる。……俺よりもきっと、上う手まくやってくれるはずだ」

「──いや、だから、何言って──」

　それでも弟の言っていることが吞のみ込こめず、サリハは腕を伸ばして相手の肩を摑つかもうとする。その手を柔らかく払いながら、スシュラはふと古い記憶を思い出した。




　──ホンット口下手だなお前。そのガタイにその仏ぶつ頂ちよう面づらじゃ、そりゃ人は寄り付かねぇよ。もうちょい顔の筋肉緩めらんねぇのか？

　最初から似ていない兄弟だった。饒じよう舌ぜつでお調子者の兄と、武骨で言葉少なな弟。大きな体で兄の背中に付いて歩くのが好きだった。

　──あー、やっぱいい。無理させて悪かった。……ま、面白くもねぇのに無理やり笑うこたぁねぇよな。オレが間に立ってやりゃいいか。どうせずっと一緒なんだから。

　気が付けばいつも一緒にいた。同じ家で育ち同じ学校で学び、軍人になってからは末弟トルウエイよりも兄のことが心配だった。弟はいずれ自分の道を歩き出すと知っていたが、兄はどこかで道に迷うのではないかと思っていた。

　──安心しろよ。弟が困った時はいつも目の前に背中がある。それが兄ってもんだ──。




　今はもう心配していない。多くの失敗と挫折を経て、危うい足取りではあったが、兄はまっすぐ歩き出していた。転んでも立ち上がる強さを知らぬ間に身に着けていた。幼い日に見たそれと同じく、今の兄の背中は大きく頼もしい。

「──じゃあな、兄ちゃん」

　十数年ぶりの呼び方がスシュラの口を突いて出る。なおも肩を摑つかもうとする相手の体をどんと押しのけて、彼は一足飛びに塹ざん壕ごうをよじ登って敵の前に身を晒さらす。──大きな体に生まれついて良かったと初めて思った。的は大きいほうが目を引きやすい。

「──スシュラァァァァァッ！」

　自分の名を呼ぶ兄の声。それに振り返ることはなく、後に続く部下たちと共に、スシュラフ・レミオンは敵へ突撃を開始した。










「おおおおおッ！」「弾だ、弾もってこいッ！」

「第二区画に巨砲着弾、死傷者多数！」「こいつ息してねぇぞ！　衛生兵ーッ！」

　橋を巡る攻防を危うくも切り抜け、頑かたくなに守り続けていたサザルーフの塹ざん壕ごう陣地。だが、その奮戦にも終わりが近付いていた。

「……部隊全体の損耗率が三割を超えました。准将閣下」

「…………」

　メルーザ中佐の言葉に奥歯を嚙かみしめる。と、その腰のポーチでパートナーが通信を告げた。サザルーフはすぐさま応答する。

「……こちらセンパ・サザルーフ」

「イクタ・ソロークです。……申し訳ありませんが、上流の二か所が敵に突破されました。そこもじきに敵に囲まれます。すぐ撤退に移ってください」

　固い口調で下される撤退命令。そうした指示が来る頃だとはサザルーフも思っていた。が、

「……いや。お断りする」

　落ち着いた声で彼は言った。黒髪の青年にしては珍しいことに、応答はそれから数秒遅れた。

「──すみません、ちょっと耳の調子が。もう一度」

「撤退はしない。いや──もちろん兵の大半は下がらせるが、俺と俺の直じき率そつ予備隊が殿でん軍ぐんに残る。上う手まくやれば、この場で数時間やそこらは防御戦闘が続けられるはずだ」

　揺るぎない口調で言い切るサザルーフ。精霊越しにイクタのこわばった声が響いた。

「……サザルーフ准将。冗談はほどほどに」

「冗談に聞こえたか？」

　あくまでも平然とした声で決意の程を示す。青年の声が震え始めた。

「……本当に……本当に、勘弁してください。今この瞬間もギリギリなんです。予備兵力を残らず撤退の支援に回して、それでも追撃を振り切れるかどうか怪しい局面なんです」

「だからこそ足止めが要るんだろ。ここで粘ってひとりでも多くの兵を無事に帰してやるさ。前線指揮を任された以上、それが俺の仕事のはず──」

「あなたに死んで欲しくないんだッ！」

　青年の怒鳴り声が響き渡り、周囲の部下たちが何事かと振り向く。もはや焦あせりを隠そうともせずにイクタは言い募った。

「早くッ、今すぐ撤退してくださいッ！　分かっているでしょう、僕は死守なんて命じていない！　防衛の限界が近付けば直ちに拠点を放棄して後退！　次の持ち場へ兵を生かして向かわせることを大原則とする！　それがイクタ・ドクトリンだと重ねて伝えたはずです！」

　元帥としてのイクタの言い分に、サザルーフはふっと口元を緩めた。

「……そうだな。じゃあ、これは俺の独断専行ってわけだ」

「…………！」

「命令無視してやる戦いにドクトリンも何もない。後で好きなだけ軍法会議にかけてくれ。──通信、切らせてもらうぜ」

「待って！　待ってください……！」

　懇願の色を帯びた青年の声。らしくもなく口調の安定を欠いたまま、イクタは言葉をまくしたてた。

「し、仕方ないなぁ──こうなったら教えてあげますよ。実はね、とっておきの秘策があるんです。ここまでの展開もぜんぶ計算ずくでしてね。あなたたちを追ってくる敵軍を一網打尽にする罠わなが後方に用意してあるんです。だからね、そこで粘られると逆に迷惑でして。──あーもう、困るなぁ本当に。准将閣下はこんな時も空気が読めなくて──」

　サザルーフの口元に苦笑が浮かぶ。これまでの相手の饒じよう舌ぜつさを思い返せば、今のそれはまるで舌に油を注さし忘れたかのようだった。

「ああ、よく分かるぜ。……お前さんの人生の中で、そいつはいちばん出来の悪い噓うそだ」

「──っ──！」

「万策尽きたわけじゃないのは知ってるさ。だけど、敵を一網打尽なんて都合のいい話はない。……俺にだってそのくらいは分かる。まがりなりにも高級将校としての教育を受けたからな」

　ひどく優しい声で男は言い切った。今度の沈黙は、今まででいちばん長かった。

「──大人が──」

「……？」

「──大人が、いなかったんです」

　切れ切れの言葉が紡つむがれる。心をそのまま叩たたきつけるように、青年は一言一言を口にする。

「父が死んで、母が亡なくなって。騎士団のみんなと一緒に軍人になってから、周りに『大人』がいませんでした。仲間以外の頼れる人が……僕たちを後輩として導いてくれる年長者が」

「…………」

「期待は、していませんでした。戦場は悠長に他人の面倒を見ていられるような場所じゃない。……とりわけ北域動乱はひどい戦いでしたから。あんな環境の中じゃ、自分の命を繫つなぐだけで精いっぱいになるのは当たり前です。

　でも、あなたは違った。なりたて准尉と侮あなどられていた僕たちの話を真剣に聞いてくれた。肩を並べて戦ってくれた。頭を下げて上官に要求を通してくれた。あの地獄にあって──僕たちにとっては、あなただけがたったひとりの頼れる『大人』だった」

　たったひとりでも、身近に頼れる年長者がいてくれた。当時の彼らにとって、それがどれだけ大きな救いだったことか。

「あなたに──死んで欲しく、ないんだ」

　もはや何の駆け引きもなかった。将校としての分別などかなぐり捨てていた。精霊の向こうに、サザルーフは年相応の青年の顔を透かし見ていた。

「……ありがとよ」

　そうして、ぽつりと感謝を口にする。イクタ・ソロークとの、「騎士団」との出会いが自分にもたらしたものを思いながら。

「お前らに出会えたおかげで──俺も、ちったぁましな大人になれた」

　全てはそこに結論した。……出世街道から外れて北域でくすぶっていた頃は、人生を半ば投げていたようなものだった。なのに、気が付けば──センパ・サザルーフはもう、今の自分が嫌いではないのだ。

「待ってくださいっ、待っ──」

　サザルーフは一方的に通信を切った。これ以上聞いていては未練が生まれそうだったから。

「……閣下……」

　会話を聞いていたメルーザが静かに歩み寄る。が、サザルーフはすぐさま彼女に向き直って告げた。

「部隊をまとめて撤退を開始してくれ、メルーザ中佐。いま話した通りだ。ここは俺が受け持つ」

　決意の宿る瞳を前に、しかしメルーザはふっと微ほほ笑えんで首を横に振ってみせる。

「……それはラーンツ中尉に任せましょう。私はここに残ります」

「許可しない。中佐、これは命令だ」

　努めて私情を交えず、サザルーフは目の前の副官へ重ねて命じる。が──当のメルーザは、子供のわがままでも見たかのように肩をすくめた。

「命令無視の独断専行、軍法会議予約済み。──そんなあなたの命令に、いったいどのような強制力があるとお思いですか？　センパ・サザルーフ准将閣下」

「っ──」

　そう言われては返す言葉がなかった。説得のための理屈を再び考え始めたサザルーフに、メルーザは自分からぐっと身を寄せて言う。

「私はあなたの副官です。あなたを将官として教育したのは私です。そんな私の目から見て、あなたの決断は正しいものです。

　だからこそ、喜んで最後まで付き合います。……大人の在り方とは、誰かを導いた者の責任とは、元来そういうものではありませんか？」

　曇りのない瞳でメルーザは言う。そのまましばらくにらみ合った末に、サザルーフは降参したようにうつむいた。

「……あなたって人は、いつもそうだ。どこまでも格好よく筋を通す。俺の気持ちなんて少しもお構いなしに」

　そういう彼女だからこそ好感をもった。そういう彼女だからこそ生きて帰って欲しかった。けれど──サザルーフも心のどこかで分かっていた。そういう彼女だからこそ、自分を置いてはいかないだろうと。

「そんなあなたをずっと尊敬している。──だから本当に、これが最後の確認です。

　死に場所は、俺の隣で構いませんか」

　ありったけの誠意を込めてサザルーフは問う。間髪入れず敬礼し、メルーザは答えた。

「構いません。数時間後に死ぬにせよ、あるいは五十年後まで生きるにせよ──そこを私の持ち場と定めましょう」

　どこまでも彼女らしい剛速球の返答だった。喜びや安あん堵どを通り越して、サザルーフは立たち眩くらみさえ覚えた。

「……だから、そういうのは反則ですって」

「失礼しました。あなたの照れた顔が好きなもので」

　にこっと笑ってメルーザは言う。その笑顔の頼もしさに、サザルーフも釣られて微ほほ笑えんだ。そして思う──最後の瞬間までこの強い女性ひとの隣にいられるのなら、人生の締めくくりとしてこんなに上等なことはない。

「では──始めましょうか」

「……ああ！」

　力強いうなずきを交わし、ふたりは並んで陣地の中を歩き始める。自ら選び取った最後の戦場で、誰にも恥じることない戦いを貫くために。
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　サザルーフとの連絡が途絶えてからおよそ十二時間後。キオカ全軍が大河を越えて進軍を始めたという連絡が、イクタのもとに届けられた。

「げ、元帥閣下──」

　物言わぬ精霊を前にうつむく青年に、メグ少佐はかける言葉が見つからない。長い沈黙の末、イクタの口が小さく動いた。

「……大丈夫。…………大丈夫だ」

　自分に言い聞かせるように言って、青年は大きく息を吸っては吐き出す。何度も何度もそれを繰り返し、骨をへし折るような強引さで気持ちを切り替えて、彼は元帥としての自分に立ち戻った。

「迎撃戦の局面を最終防衛ラインに移行する。レミオン大将に連絡を」

「しょ、承知しました！」

　指示を受けたメグ少佐が、すぐさま自分の机で通信を始める。イクタも次の連絡に移ろうとしたが、そこでクスが炎えん髪ぱつの将からの連絡を告げた。

「ソルヴェナレス・イグセムだ。上流の陣地で敵に包囲されていた友軍の救援を行った」

　青年の目が見開く。上流で敵に囲まれた友軍──サリハスラグ少佐の持ち場だ。

「成否は!?」

「辛くも成功し離脱したが、友軍部隊の被害は甚じん大だいだ。死者と捕虜を含む行方不明者が全体の四割ほど。詳しい数は現在数えさせている」

「……将校の死傷者はどうなっていますか？」

　最悪の事態を念頭に置きながらイクタは尋ねる。ソルヴェナレスは間を置かず即答した。

「全体指揮を執っていたサリハスラグ・レミオン少佐は無事だ。同じ陣地を守っていたスーヤ・ミットカリフ中尉にも負傷はない。だが……」

　ふたりの無事が確認された安あん堵ど。同時に、そこに並ぶべき名前が欠けている不安が、イクタの中で渦巻いた。

「……スシュラフ・レミオン大尉が重体だ。我々が到着する直前に、仲間を逃がすための陽動に打って出たと見える。胸と脚に銃創が三か所。早急に野戦病院へ送り届けるが、体力がもつかどうかは本人次第だろう」

「……そうです、か。……サリハスラグ少佐の様子は？」

「…………」







　イクタとの通信を続けながら、ソルヴェナレスは視線を背後に向ける。大勢の負傷者と並んで意識を失っている弟の前で、彼らの指揮官を務めていた男は力なく座り込んでいた。

「……大丈夫ですか、少佐殿」

　背後から近寄っていったスーヤが遠慮がちに声をかける。彼女に背中を向けたまま、サリハはぶつぶつと呟つぶやいた。

「……トルルも、スシュラも……オレの弟どもは、どうして自分から死地に突っ込みやがる。なんでバカみてぇに死に急ぐ？　兄の後ろで大人しくしてりゃいいだろう……！」

　悔しさと不ふ甲が斐いなさに震える男の肩。と、その口から後ろへ向けて声が飛んだ。

「……おい。なに黙ってんだ」

「え？」

「減らず口をよこせよ。なんかあんだろ──弟に守られて情けねぇとか、敵討ちもできねぇ意気地なしとかよ」

　予想外の要求を受けたスーヤが腕を組んで考え込む。一分余り逡しゆん巡じゆんした末、彼女は自信なげに口を開いた。

「し……私服のセンスが悪そう」

「なんで今そこなんだよ！」

　勢いよく立ち上がって彼女に顔を向けるサリハ。スーヤは両手を前に出して後ずさりした。

「や、だって……！　励ましや慰めならまだしも、大おお怪け我がした弟さんの前で落ち込んでる人にぶつける悪口なんて知りませんよ！」

「テメェに慰めなんぞ期待するか！　何でもいいから気付けの一発をよこせって言ってんだ！」

　その言葉にようやく相手の求めるところを理解し、スーヤはゆっくりと右手を振り上げた。

「……これでいいですか？」

　構えたスーヤに、サリハはふんと鼻を鳴らして頰を差し出す。それを許可の合図と受け取って、彼女は勢いよく平手打ちを繰り出し──それを食らったサリハの全身が、斜め四十五度の角度で地面に倒れこんだ。

「しょ、少佐──ッ!?」「おい、ヤバい角度で倒れたぞ今の！」

「やばっ、うっかり掌底気味に……！」

　威力の乗りすぎた一撃にスーヤの顔が青ざめる。が、その懸け念ねんとは裏腹に、当のサリハは仰向けで笑みを浮かべた。

「は、はは……ぜ……ぜんぜん効いてねぇッ！」

　そう叫ぶと同時に勢いを付けて跳ね起きる。荒療治で気力を取り戻したのか、あるいは空元気か──いずれにしても将校の顔に戻り、サリハは目の前の部下へ声を投げた。

「ミットカリフ中尉ィ！　テメェは今から野戦任官で大尉扱いだ！　スシュラに代わってオレの副官に付け！　文句はねぇな！」

「へ？　あ、はい」

　反射的に敬礼で返すスーヤ。鼻息も荒くその横を通り過ぎながら、思い出したようにサリハは言う。

「あと、ひとつ訂正しろ！　──オレの私服のセンスは悪くねぇ！」







　本人たちの様子を観察していたのか。イクタの問いから少しの間を置いて、ソルヴェナレスの返答があった。

「……気力は失っていないようだ。あの分なら、この先も将校として働けるだろう」

「……そうですか。……強いなぁ、サリハ兄様は」

　ぽつりと呟つぶやく。それで炎えん髪ぱつの将との通信を切って、イクタは視線を地図に移した。

「……ついに、ここまで攻め込まれたか」







「──ついにここまで攻め込んだ。いよいよ大詰めだよ、ミアラ」

　高揚した面持ちでジャンが言う。彼が見下ろす地図の上では、いくつもの駒が大河を越えて帝都を目指していた。

「本命の防衛拠点を突破された以上、帝国軍にはもう後がない。ここから先の全てのルートを死にもの狂いで守りに来るだろう」

「はい……！」

　ミアラも大きくうなずいた。帝都が近付くほどに敵の抵抗は必死さを増す。それを完膚なきまでに捻じ伏せて、初めてこの戦いは決着を迎えるのだ。

「領域が帝国中央に入ったことで、この先の進軍路はさらに細分化・複雑化する。……ここまではこっちが背後に回り込むのを狙うばかりだったけれど、これからは敵も同じことを目もく論ろんでくるだろう。……正面きっての防衛戦では長くもたないことが分かりきっている。あいつはますます細工を凝らしてくるはずだ」

「……気が抜けませんね」

「僕らにとって何より大事なのは、もちろん補給線を守ること。……敵国の奥深くへ侵攻している現状は、大きなチャンスと同じだけのリスクを孕はらんでいる。本国から前線の部隊まで繫つながる補給路を断たれればすぐさま立場は逆転してしまう。ひとかけらの油断だって許されない」

　ともすれば自軍の有利を過大評価しそうになる自分の心を、ジャンは意識的な言葉によって戒める。それを終えて良いのは、制圧し終えた帝都にキオカの旗が翻ひるがえるその瞬間だけだと思い決めている。

「逆に言えば、それをさせない限り僕らの勝利は揺るぎない。……そして。僕はこの先、一手のミスだって自分に許すつもりはない」

　重い声でそう宣言し、ジャンは机上の精霊たちへと視線を戻した。

「引き続き、全ての戦場の指揮を僕が執る。──補佐してくれ、ミアラ」







「──斉射開始！」

　麦穂に紛れて近付いてくる敵部隊へと銃弾を叩たたき込こむ。背後に帝都を控えた最終防衛線──その迎撃の指揮を執りながら、テルシンハ・レミオン大将は歯がゆい思いでいた。

「いよいよここが戦場になったか。……腹立たしいものだ。国土の中枢を敵軍に踏みにじられるというのは」

　キオカとの長い戦争の歴史において、ここまで深く侵攻されたことは一度もない。あるいは最初で最後なのだろう、と大将は思う。決戦とはそういうことだ。

「だが、これ以上好きにはさせん。息子たちにばかり体を張らせていては、『銃撃のレミオン』の名に恥じる」

　決意を込めて大将は呟つぶやいた。己の面目はとうに失われていようと、息子たちが受け継ぐ家名にこれ以上泥を塗るわけにはいかない。三人の顔がひとりひとり思い浮かんだ。

「……私より先に死ぬなよ、スシュラ……！」







「……持ち場が逆だったか」

　重い声が戦場に響く。サザルーフ准将が陣地へ留とどまったまま連絡を絶ったという報しらせに、シバ大将は二度と味わいたくなかった苦さを嚙かみしめていた。

「ああ──知っていたとも、お人ひと好よしが戦場で長生きしないなんてことは。ハザのやつもサンクレイ大将殿もそうだった。戦争というやつの意地悪さはつくづく代わり映えがせん」

　務めを果たした者から命を落とす。せめて年齢順であればと、男は何度思ったか知れない。だが、そんなささやかな納得さえもこの場所は与えてくれない。シバ大将は骨が軋きしむほどにこぶしを握りしめた。

「……だとしても。サザルーフ准将──お前さんは、いくらなんでも若すぎるだろう……！」

　生き延びて欲しかった。これが最後の戦いだと言うのなら尚なおのこと、今度こそ自分が見送られる立場になりたかった。胸を焼く悔しさに歯を食いしばり、男は前面に展開した敵の隊列をにらみつける。

「このルートに回されたキオカ兵ども、貴様らは運が悪い。私は怒っているぞ──親友を亡なくした時以来にだッ！」







「……避難民、ずいぶん増えてきたねぇ……」

　帝都バンハタールをぐるりと囲う城壁の東側に位置する門。そこから列をなして入ってくる疲れた面持ちの人々を眺めて、住民たちは漠然とした不安が大きくなっていくのを感じていた。

「馴な染じみの行商に聞いたけどね、今回はかなり攻め込まれているらしいよ。もう東の大河を渡られたって」

　すでに遠くない場所まで迫っているという敵軍。それが実感できず、彼らの顔には一様に曖昧な笑みが浮かんでいる。

「……大丈夫、だよね？　いくらなんでも、まさか帝都まではねぇ……」

「そ、そりゃねぇ。金持ちの豪商どもが逃げ出してないし……。あいつらが馬車に財産乗っけて西に逃げ始めたら、いよいよ危ないかもだけどねぇ……」

　安心を得るための根拠を持ち出して、乾いた顔で笑い合う。帝都の民にとっては、それがささやかな物差しなのだった。







「……よ、よし。積み終わったようだな」

　帝都の西の外れにある邸宅の庭。荷物を満載した何台もの馬車を前に、焦あせりを帯びた男の声が響く。名だたる富豪として知られる彼もまた、人々が物差しに用いる人間のひとりだった。

「これでいつでも出発できる。忘れ物はないな？」

　振り返った男が背後に立つ妻子へ確認する。両脇にふたりの子供を、腕の中にひとりの乳飲み子を抱えて、男の妻はひどく困惑した面持ちでいた。

「ないけど……本当に逃げなきゃダメなのかい？　まだ陛下だって帝都にいらっしゃるんだろう？」

「だから、何度も言っただろう……！　商売仲間から前線の様子を伝え聞いたんだ！　今回はかなり押されているらしい！　この先どうなるかは分からんが、慎重には慎重を期して──」

　扉の開く音が男の声を遮る。訝いぶかしげに振り向いた彼の視線の先に、武官を引き連れた金髪の少女──この国の皇帝の姿があった。男の心臓が一気に跳ね上がる。

「──邪魔をするぞ」

　男を見据えて少女が闊かつ歩ぽする。我こそがこの屋や敷しきの主だと言わんばかりに。他でもない自分の邸宅で、そんな振る舞いを男が誰かに許したことはない。だが、この人物にだけは文句のつけようがなかった。彼が蓄えた財はもとより、帝国の全ては彼女の所有なのだから。

「へ……陛下……」

「うむ、突然の訪問だが許せ。帝都の豪商を訪ねて回っているところでな」

　鷹おう揚ように語って、女帝はぐるりと周りを見渡す。男の顔が引きつった。今の光景は、誰が見ても夜逃げの直前以外の何物でもない。

「して、これは何だ？　家財道具から何から馬車に載せて、まるで旅立ちの準備でもしているかのようだが」

「あ──いや、その──」

　言い訳を探してしどろもどろになる男の口。その内心などとっくに見透かした上で、シャミーユは冷たい声で言い放つ。

「……まさかとは思うが。戦火がここまで及ぶことを危惧して、自分だけがいち早く逃げ出そうなどと？」

「と──とんでもありません！　陛下がおわす帝都から逃げ出すなど……！」

　指摘に激しくかぶりを振る男。それも首と胴体が繫つながっている間だからこそだ。女帝は鼻を鳴らしてうなずいた。

「ならば良い。だが──紛らわしいことはしてくれるな。貴様ら商人の動きを民はよく見ているものだ。貴様らが逃げ出さないうちはまだ大丈夫だとな。こうした時勢こそ悠然と構えてもらわねばならない」

「ははぁっ……！」

　妻子ともどもひざまずく男。女帝は満足げに腕を組んだ。

「分かれば良い。──時に、この都にも避難民が増えていてな。富める者の甲か斐い性しようとして、炊き出しのひとつも行って器を示すのも悪くないとは思わんか？」

「お、おっしゃる通りです。すぐに手配いたします……！」

「それでいい。私財を抱えていち早く逃げ出すよりも、留とどまって公に益したほうが後々の貴様のためだ。……ひとつの行いの後に自分がどう評価されるか。良きにつけ悪あしきにつけ、それを測れんことにはな？」

　深々と釘くぎを刺した上で、女帝は男の屋や敷しきを後にする。自ら馬に跨またがりながら、傍かたわらの武官へ尋ねた。

「……あと何軒だ、ルカーンティ」

「十一軒であります。日没まで残り三時間ほどでありますので、急がれたほうがよろしいでありますな」

　はきはきと答えるルカーンティ。日の傾き具合を見上げて、女帝は軽くうなずく。

「今日中に回りきれそうなのは幸いだな。こうして歩き回る手間も予想よりは省けている。『市場の賢父』バハータを始め、帝都の混乱防止に向けて自発的に動いている豪商も少なくない」

　手綱を握って馬を進めながらシャミーユは言う。この時勢にあって自分が受け持つべき務めを、彼女は頭の中で改めて確認する。

「避難民を食わせ、それでいて流通を滞らせず、帝都の民の不安を爆発させず、か。……難業だなどとは口が裂けても言えぬ。今この瞬間も、前線で戦っている兵たちのことを思えば──」







「──増援の二個大隊が一時間後に到着予定だ！　今ある弾薬は使い切るつもりで構わない！」

　帝国軍司令部に響き渡るイクタの声。最終局面に至った戦争を戦い抜くための命令が、精霊たちを介して戦場へ伝えられる。

「足りない物や人手があったら全て僕に回せ！　現場からの要請には可能な限り応える準備がある！　君たちは君たちだけで戦っているんじゃない、そのことを絶対に忘れるな！」

　揺るぎないスタンスで采配を続けながら、その思考の片隅でイクタはふと思う。名将だの軍師だのと持ち上げられるが──将の役割というのは、つまるところ裏方なのだと。兵たちが十全に力を発揮できるように装備を整え、飯を食わせ、寝床を用意する。戦略の構築や戦術の指示もその延長線上に過ぎない。戦うのはいつだって前線にいる彼らなのだ。

「任務内容を逸脱しない限り、防戦の采配は君たちの判断に任せている！　反撃に打って出る場合も事前の申告は不要、実行した後に結果だけ報しらせてくれ！　──いいかい、失敗を恐れるな！　戦場はそこだけじゃない！　多少のミスはこちらでフォローする！」

　恐れることも焦あせることもない、イクタはそう思う。自分は今、ひとりで戦っているのではないのだから。







「──自己判断は可能な限り避けろ！　全体の突撃はこちらからの合図に合わせて行え！　僕の采配に従っていれば絶対に負けることはない！」

　絶対の自信のもとに指揮を続けながら、今さら意識するまでもなくジャンは確信している。緻密な軍略を少ない時間差で誤ご謬びゆうなく実現する軍隊──それこそが戦争における勝利の方程式なのだと。命令が現場に下るまでに生じていた過誤エラーは精霊通信の出現によって大きく解消した。今や戦場の隅々までジャン・アルキネクスの意思が行き渡っている。

「二十分後に砲撃開始、五十分後に歩兵の前進を開始！　二百七十分後には突破できる見込みだ！　時間を無駄に使うな、敵はその間も動き続けているぞ！」

　今やあらゆる命令は空回ることも滞ることもない。ジャンの判断は即座に戦場で反映され、その結果を彼に教える。かつてない勢いで回転する頭が、彼には自分でも空恐ろしいほどだった。万軍の頭脳を一手に担になう感覚とはこういうものなのかと。

「少将閣下！　海軍から報告です！」

　そして、さらなる情報が彼にもたらされる。キオカの勝利へと肉薄する、最大にして最後の要素が。







「──元帥閣下ッ！」

　かつてない危機感を宿してメグ少佐が叫ぶ。その時点でイクタにも内容が察せられた。

「撤退中の帝国海軍艦隊を追撃しているキオカ海軍艦隊の姿が、南域沿岸部の見張りから視認されました！　もはや上陸は間近です……！」







「──ずいぶん派手に逃げてくれたものだ。だが、それもここまでだぞ海賊軍」

　旗艦の前部デッキに立ち、キオカ艦隊司令官は喜びも露あらわに呟つぶやく。彼らが追いかける帝国艦たちは、海戦からの長い敗走の末、今や陸にほど近いところまで追いつめられていた。

「そこからさらに風下へ下れば沿岸に座礁する。避けるためには風上に切り上がるしかないが、それを実行した時こそ貴様らの最後だ。砲撃を浴びせてやるぞ──原形を留とどめぬほどに」

　司令官の口元ににやりと凶暴な笑みが浮かぶ。長い鬼ごっこの終わりを最大火力で飾ってやろうと言わんばかりに。

「これでやっと陸に援軍を送り込むことが出来る。予定より遅れたことは不本意だが、帝国との戦争に勝利する決定打が、我々の到着というのも悪くはあるまい──」







「──今度こそ終わりですな。とっくに決着は付いてたってのに、いやはや無駄に長引いたもんで」

　旗艦のやや先を行くキオカ艦「白はく翼よく丸まる」。うんざりしたように呟つぶやくグレーキとは裏腹に、その隣で空を見上げるエルルファイの面持ちは張り詰めていた。

「……妙だ」

「ん？」

「ミザイが戸惑っている。こんな様子は見たことがない」

　上空を旋回する愛鳥の様子を見ながら太たい母ぼが言う。かと思えば身をひるがえし、部下の精霊を借りて通信を始めた。繫つながると同時に彼女は口を開く。

「──こちら『白はく翼よく丸まる』艦長エルルファイ・テネキシェラ。艦隊司令官殿に報告を願う。風の動きに奇妙な気配あり。細心の注意を払われたし、と」

　戸惑うような訝いぶかしむような、微妙な沈黙が精霊越しに伝わってくる。通信手が司令官と問答する気配が続き、少しの間を置いて向こうから返答があった。

「司令官閣下から返答です。鳥の囀さえずりに耳を傾けている暇はない、とのこと。──通信を切ります」

　そっけない皮肉と共に切れる通信。沈黙した精霊を前にため息をつき、エルルファイは険しい面持ちで再び空を見上げた。

「…………」







　同じ頃。彼女らに追われる帝国艦隊の先頭では、ポルミニュエ海尉が自艦の舳へ先さきに立っていた。敵の方角を見るでもなく、何かを待ち続けるように両目を閉ざして沈黙している。

「ちょっと、岸壁がもう目の前だよ……！」

「まだなのか、ポルミ……！」

　水兵たちを指揮するボーム海尉とヨリン海尉も、時おり待ち焦がれるように彼女へ視線を向ける。前方に岸壁、後方に敵艦隊。置かれた状況を理解していない者はひとりもいない。

「………………」

　むろん、ポルミもただ目を閉じているのではない。視覚以外の感覚を極限まで研ぎ澄ませ、余人にはうかがい知れない集中の中で風の声を聴いているのだ。息詰まる沈黙の中で時が過ぎ──ある瞬間、両の目がかっと見開く。

「──今だ！」

　その声を聞いた操そう舵だ手しゆがすぐさま舵かじを切る。帆の角度が傾けられ、後に続く艦も続々とそれに倣ならった。







「敵先頭艦、回かい頭とう！　風上に切り上がります！」

　敵の動きを見て取ったキオカの水兵が声を上げる。待ちかねたように司令官が歯を剝むいた。

「ついに音を上げたな！　よし──こちらも上うわ手て回まわしだ！　横並びになったところに砲撃を叩たたき込こむぞ！」

　彼の指示を受けた水兵たちがすぐさま帆の調整にかかる。岸壁のほうから海側に戻ってくる帝国艦隊に、これで彼らの艦の縦列が横並びになる。その形になれば敵の横っ腹に砲撃を浴びせ放題だ。さんざん鬼ごっこを強いられた返礼に、敵の全艦を轟ごう沈ちんさせて決着を飾るのも悪くはない──そんな半ば妄想じみた司令官の思考がふと止まる。すでに命令は下したというのに、艦が針路を変える気配がない。

「……？　おい、どうした！　上うわ手て回まわしと命じただろう！」

「い、いえ──舵かじは切りました。帆の操作も終わっていますが……」

　戸惑いを顔に浮かべた副官がきょろきょろと辺りを見回す。水兵たちの仕事に手落ちは見られず、艦の針路が変わらない原因に彼はしばらく辿たどり着つけなかった。

「──あ──」

　が──やがて気が付く。自分が乗る旗艦ばかりではない。後に続く全ての僚艦が上うわ手て回まわしを行えずにいた。流れることを止めた空気の中で。

「か──風が！　風が止んでいます、司令官殿！　これでは動きようがありません……！」

「何だとォッ!?」

　司令官の目が驚きよう愕がくに見開く。方向転換はおろか前進の勢いさえ失い始めた艦の上で、彼は慌てて敵艦隊に視線を向けた。

「敵はもう上うわ手て回まわしを終えている……馬鹿な！　この凪なぎを読んでいたとでも言うのか……!?」

　彼らよりも早く舵かじを切ったことで、帝国艦たちは風が止やむ間ま際ぎわに上うわ手て回まわしをやり切っていた。互いに今は惰性で航行を続けているが、風が止やんでいる限りはそれもじきに止まる。必死に状況を見て取りながら、司令官は混乱する部下たちへ叫んだ。

「お、落ち着け！　予想外の事態だが大したことではない！　どうせ敵も動けはせんのだ！　再び風が吹き始めるのを待って追撃を再開すれば──」

　全てを言い終える前にその予定は裏切られる。まったくの不意打ちで襲ってきた激震──揺れるデッキの上で、男は受け身も取れずに尻餅を突く。同時に近くの海面でいくつもの水柱が上がり、追い打ちのように塩辛い海水が彼の全身に降り注いだ。

「こ──今度は何だァッ！」







「──初弾着弾確認。調整、上２右３」

　混乱するキオカ艦隊からほど違い海岸沿い。そこに整然と並ぶ砲列の只ただ中なかで、小太りの青年が声を上げていた。

「旗艦『紅こう竜りゆう号ごう』に通達。──こちら陸軍少佐マシュー・テトジリチ。帝国陸軍第一砲兵連隊、これより貴艦らの援護に入る。──砲撃再開！」

　彼の命令を受けた砲兵たちが各おの々おのの爆砲に火を入れる。──さっきの砲撃で照準の修正は済んでいる。今なお置かれた状況を理解していない敵艦隊へと、狙い澄ました砲弾が轟ごう音おんと共に射出された。







「え──沿岸から砲撃だとォッ!?」

　船体の横っ腹を砲弾が貫く衝撃。手すりにしがみ付いてそれに耐えながら司令官が叫ぶ。──敵を追うのに夢中で彼らは気付けなかった。陸が近いということは、彼らもまたすでに陸上からの砲撃の間合いに入っているということを。

「よ、よけろ！　船を動かせ！　どうにかしろォ！」
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「不可能です、司令官殿！　風がなければ帆船は動きません……！」

　全ての帆船に例外なく適用される鉄則を思い知らされ、司令官の顔がぐにゃりと歪ゆがむ。──なんだこれは？　ついさっきまで勝利が目前だった状況から、どうしてここまで窮地に叩たたき落おとされる？

「有り得ん、有り得んッ！　我らがここで立ち往生することを見込んで砲を置いてあったとでもいうのか!?　ただでさえ爆砲の保有数の少ない帝国軍が、そんな博打ばくちに打って出られるはずがない……！」

　現実の受け入れを拒むように男は絶叫する。が、彼らの窮地はまだ始まりに過ぎない。さらなる異変に気付いた傍かたわらの部下が震える声を上げた。

「し、司令官殿……敵艦隊が……」

「今度は何だッ!?」

　部下が指し示す方向に血走った目を向ける司令官。はたして、彼もそこに目にした──およそ現代の海戦では考えられない光景を。

「敵艦隊が、動き始めています。オールを漕いで……！」







「──時計の針を進めてばっかりじゃ飽きるでしょ。たまには巻き戻させてもらうわよ」

　帝国艦隊の旗艦「紅こう竜りゆう号ごう」デッキ上。船体下部側面から突き出したオールの推進力で艦が進み出すのを感じながら、エリーネフィン・ユルグス海軍大将が不敵に笑っていた。

「アンタらはすっかり忘れてるでしょうね。帆船が普及するまで、船ってのはこうやって動かすものだった。大勢の人員でオールを漕こいでえっちらおっちらとね。……その時代から海賊をやってたアタシたちはよーく覚えているわ」

　推進力を人力で賄うガレー船。風の力を借りられないために大勢の漕こぎ手を乗せなければならず、その非効率さから現代の海軍ではまず採用されない旧時代の船。最新鋭の爆砲艦を揃そろえてきたキオカ艦隊に比べれば、それはまさしく時代を逆行する暴挙に他ならない。

「操船にかかる手間だけを比較すれば、ガレー船は帆船に及ぶべくもない。……けれど、ひとつだけ明白な強みがある。前に進むために風の助けを必要としないことよ」

　時代によって裏付けられた新旧の優劣は、凪なぎという要素によってこの時のみ逆転する。ユルグス大将は腰のカトラスを抜き放って高く掲げた。かつて自分の祖先がそうしたように。

「さぁ──古い戦争を始めようじゃないの！」










「……よくやった、マシュー、ぽるみん。本当によくやってくれた……！」

　報しらせを受け取ったイクタが震え声で独ひとり言ごちる。これこそ、この戦いの趨すう勢せいをひっくり返す唯一にして最大の策だった。

　海戦に敗れた艦隊が海上で敵に追われている間、マシュー率いる砲兵部隊はいずれ来る援護の機会のために海岸沿いに待機していた。先頭艦の指揮を執るポルミと頻繁に連絡を取っては互いの位置関係を把握し、そうして最終的に敵艦隊を誘い込む場所を決定──凪なぎで立ち往生するタイミングに合わせて砲撃を行うことで最大の戦果を狙ったのだ。それは見事に成功し、ここに至ってキオカ艦隊への逆襲が実現した。

「イクタ・ソロークより陸上の全軍に通達。──帝国海軍がキオカ海軍を退けた。繰り返す、帝国海軍がキオカ海軍を退けた」

　躊躇ためらいなくイクタは指揮下の全軍へ告げる。正確にはまだ戦闘中のはずだが、すでに見えている結果を先取りして宣言したところで問題はない。二度目の海戦がどう転んだところで、今の時点でキオカ艦隊が受けている損害に取り返しは付かないのだ。まとまった兵力を海路で送り届けるというキオカ海軍の目的はすでに達成不可能になっている。つまり、

「敵に海からの増援はない。──ここからは、僕たちの反撃の時間だ」







「──ジャンっ！」

　緊迫したミアラの声が響く。あってはならない報しらせに揺れるキオカ軍司令部にあって、白はく髪はつの将はひとり地図の前に無言で立っていた。

「……それほど驚けないのは……心の片隅で予想していたから、かな。『白はく翼よくの太たい母ぼ』を司令官に就けられなかった時点で、海戦での勝利には完全な信頼が置けなかった……」

　温度のない声でそう口にする。その背中が一瞬だけ枯れ木のように見えて、ミアラは衝動的に肩へ手を伸ばしかけた。が──それを気迫で拒み、ジャンは低い声で言葉を続ける。

「……大丈夫だよ、ミアラ。海からの援軍が望めなくなった、ただそれだけのことだ。それだけの……」

　勝利に肉薄していた戦況が五分に戻っただけ。だが──海からの増援が見込めなくなった以上、ジャンの負担は激増する。彼らに任せるはずだった任務を手持ちの兵力のみでやり遂げなければならないのだから。

　一分の隙もなく組み上げた戦略を跡形もなく解体し、ばらばらになったそれを頭の中で組み立て直す。常ならば数時間の軍議を必要とする再構築リビルドも、今の彼の頭脳をもってすれば遥はるかに短い時間で完成にこぎ着ける。つぅ──と、鼻び腔こうから流れる一筋の血。が、集中の極みにあるジャンはそのことに気付かない。

「……僕が働けばいい。僕が埋め合わせれば、何の問題もない……！」
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「──斉射開始ィッ！」

　一方、帝国海軍の海での逆転から数時間後。帝国中央北寄り、小高い丘が連なるキオカ軍の進軍ルート上では、サリハが率いる部隊が敵軍への奇襲を成功させていた。

「おいおい、マジで後ろに回り込めたぞ！　ダメ元でもやってみるもんだな！」

「ダメ元じゃありません！　敵の索敵網の穴を突くって説明したでしょう！」

　彼と並んでボウガンを撃ちながらスーヤが突っ込む。イクタの下で養われたその目は、敵部隊の動きに致命的な迂う闊かつさが生じた瞬間を的確に見抜いていた。

「今までの敵と違って、この部隊には隙があります！　優位に立つチャンスですよ！」

「言われるまでもねぇ！　一度首筋に食らいついたら、そう簡単に離してやるもんかよ……！」

　風銃に新たな弾を込めながらサリハが叫ぶ。これまで防戦一方だったところからの立場の逆転に、兵士たちは疲労を忘れて士気を高めていく。







　一方で、同じ頃に窮地に陥っている部隊もあった。イグセム名誉元帥率いる遊撃騎兵部隊──戦争の序盤から抜群の働きで敵軍を迎え撃っていた彼らも、ここに来て大きな不運に見舞われることになった。

「はは……これやばくないですか、隊長殿……」

「極めて危険な状況と言える」

　その言葉とは裏腹に、炎えん髪ぱつの将はいつもの落ち着いた口調で言う。彼らの置かれた苦境は一見して明らかだった。まず──最低でも中隊規模で動くはずの人員が、一個小隊にも満たない二十人ほどしかいない。そして何より、彼ら全員が馬に乗っていなかった。白兵用の武器だけを手に、戦場の真ん中に孤立しているのだ。

「霧があるうちは隠れていられるが、晴れてしまえば我々の姿を隠すものは何もない。……風が吹かぬうちに、次の行動を決める必要がある」

　イグセム名誉元帥の説明通り、彼らの周りには濃い霧が立ち込めている。それは今のところ彼らの姿を敵兵の目から隠してくれているが、遡れば騎兵たちをこの苦境に叩たたき落おとした原因のひとつでもあった。強行軍の最中に霧の中で敵部隊と出くわして混戦状態になり、その挙句に部隊の仲間が散り散りになってしまったのだ。

「あんまり自信ないんだけど……馬で走ってる時に見た限りじゃ、あっちのほう、たぶん敵が少なかったと思います。イチかバチかで一点突破するならあそこかなって」

　ニアム・ネイ中尉が目ざとく把握していた情報を口にする。炎えん髪ぱつの将は一瞬で決断した。

「悪くない。だが、賭けの要素は可能な限り減らす必要がある」

　そう言って立ち上がるイグセム名誉元帥。自分たちから歩いて離れていくその姿を、ネイ中尉が慌てて小声で呼び止める。

「ちょ、ちょっと？　どこ行くんですか、隊長殿」

「私が単身で陽動を務める。その間にネイ中尉、貴官の先導で包囲の突破を図れ」

「──。いや、ちょっと意味分かんないです。単身で陽動とか、戦争にそういうのないでしょ」

　ないないと片手を振ってみせる部下に、炎えん髪ぱつの将はそれ以上の説明を重ねず離れていこうとする。が、その軍服の背中をニアムの両手が摑つかみ止めた。

「いや……いやいやいや。ちょっと待ってよ隊長殿。アンタが剣メッチャ強いのは分かるけど、それはさすがに無理だって。さっき言った通り全員で一点突破しようよ、ね？」

「否。部隊が窮地に陥っている現状は、指揮官の私に全責任がある」

「そういう責任って、指揮官がひとりで敵兵斬りまくって取るもんじゃないし。無茶してる間に霧が晴れちゃったらどうすんの。一気に蜂の巣だよ」

「懸け念ねんは無用だ。私の生還が望めない場合でも、陽動任務は確実に完遂する」

　淡々と言い切る炎えん髪ぱつの将。その声の抑揚のなさに、ニアムはカチンと来た。

「……あー、あれかな。なんか色々言ってるけど──要するに、自分は死んでもいいって思ってんのかな。隊長殿は」

「…………」

「嫌な感じだなーそれ。すっごい嫌な感じ。……娘さん亡なくしたって話は聞いてるけどさ。アンタ、自分でも知らないうちに、死にたがりの病にかかってない？」

　互いの階級差も忘れて文句を付けていたニアムが、そこで懐ふところから一本の紐ひもを取り出す。それで自分と炎えん髪ぱつの将のベルトを結び、何を思ったか互いを繫つなぎ止とめてしまった。さすがのイグセムも疑問を口にする。

「……何のつもりだ、ネイ中尉」

「だから、最初のプランで行きましょ。あっちに向かって一点突破。せっかく斬り合い強いんだから、そばでアタシたちを守ってくれればいいじゃん」

「……イグセムの二刀は多勢を相手取るに向くが、多数の仲間を守り抜くには単純に手が足りない。それを踏まえた上での陽動だ。紐ひもを切るぞ」

　マンゴーシュの刃で紐ひもを切断しようとする炎えん髪ぱつの将。だが、その前に紐ひもへ被かぶせるようにしてニアムの腕が置かれた。切れるものなら切ってみろと言わんばかりに。

「……ネイ中尉」

「うるせーばか。──イラっと来るんだよね、自分から命をブン投げに行くヤツって。で、そういうヤツに守られるのはもっと腹立つ」

　もはや敬語の名残すらない言葉でそう言ってのけ、ニアムはふんと鼻を鳴らす。

「つまんない話したげようか。──子供なら、アタシもひとり亡なくしてるよ」

「────」

「上う手まく産んでやれなくってね。産さん褥じよくで親子ともども死にかけて、なんでかアタシだけ生き残っちゃった。……まぁ、別に欲しくて出来た子でもなかったんだけどさ。孕はらんじゃったんならしゃーないし、できる範囲で可か愛わいがってやろうかなって──そう思ってた矢先にそれだよ。

　アンタのとこだけの悲劇じゃない。いくらでもあるんだよ、親より子供が先に死んじゃうことなんて。……でさ、そうなったらどうすんの？　我が子を死なせちゃった親失格の人間が生きてても仕方ないって、さっさと子供の後を追う？　いやいや──ふざけんなよ。そうじゃないだろ」

　目尻をつり上げたニアムが炎えん髪ぱつの将の胸倉を摑つかみ上げる。周りの仲間たちがあんぐりと口を開いた。おそらく──帝国の長い歴史においても、イグセムに対してそれを行った者はそういない。

　摑つかんだ胸倉を下へ引っ張り、ニアムは相手の耳元に口を寄せる。周りには響かない程度の小声で、けれど相手の鼓膜には突き刺さる声で言い放つ。

「まじめに生きろや！　みっともなく足あ搔がいて喚わめいて命乞いして、死ぬならその後に死ねよ！　人間ってそういうもんだろ！　綺き麗れいに生きたくても生きられなくて、もう死にたいと思ってもやっぱり生きていたくて！　頭まで泥沼に浸つかりながら、それでもしぶとく生きてくもんだろ！　アタシはそうやって生きてきた！　これから先もこうやって生きていく！」

「────」

「図ずう々ずうしく人生を生きようと思ったら、まずは自分の命ひとつに何が何でもしがみ付くところからだ！　アタシを手本にやってみろよ隊長殿！

　上う手まく真ま似ねできたら、そんときゃサービスで棒の一本も面倒見てやるからさ──！」

　言いたいだけ言ったところでニアムが摑つかんでいた胸倉を放す。この苦境からの脱出に向かって気持ちを切り替えた彼女だが、次の瞬間にまずいものを感じ取る。

「──げっ、やばっ。風が──！」

　気付いた時にはもう遅かった。彼らの視界を包んでいた霧が吹き始めた風に散らされていく。まだ残っているうちに走るしかない──そう決断したニアムが仲間たちに目を向け、

「──伏せろ」

「え？」

　その頭を片手で摑つかんで、炎えん髪ぱつの将は彼女もろともに地面へ倒れこんだ。そこに響き渡る一斉射撃の銃声。霧が晴れた空間に姿を現したキオカ兵たちが、体のあちこちに弾を食らって次々と倒れ伏した。

「──久しぶりの前線指揮で勘が鈍ったか。ずいぶん不注意だな、ソル」

　なおも銃撃を続けながら前進していく帝国兵士たち。ニアムたちがその隊列の中に囲い込まれたところで、彼女らの前に見知った翠すい眼がんの将が風ふう銃じゆうを担かついで現れる。炎えん髪ぱつの将がすぐさま立ち上がって敬礼した。

「返す言葉はない。救援を感謝する、レミオン大将閣下」

「何ほどのこともない。この程度の数なら、君だけで包囲を斬り破ることも出来たかもな」

　部下が掃討していく敵の様子を眺めてそう言い、それからふと、レミオン大将は炎えん髪ぱつの将の足元に座り込むニアムへ視線を移す。

「……で。そこの士官は、なぜ君と腰こし紐ひもを結んでいるんだ？」

「繫つながれて説教を受けていた。私が命を粗末にしているので、もっと真面目に生きろと」

　真顔でそう答えるイグセム名誉元帥。レミオン大将の口元がくっとつり上がった。

「……いつからユーモアのセンスを備えたんだ、ソル。悪いとは言わないが、こんな状況で笑わせるのはよせ。気が抜ける。

　しかし、ずいぶん馬を失ったな。ここも安全ではないことだし、早く後方の基地まで引き返すとしよう。馬の補充が届くまではゆっくり休むといい。君たち遊撃部隊はもう十二分に働いている」

　労ねぎらう言葉を口にすると共に、翠すい眼がんの将は敵兵の撃退を終えた部下たちに撤退を命じる。彼らと並んで後方の陣地を目指して歩きながら、きつくしすぎた腰こし紐ひもの結び目に苦戦している最中の部下に、炎えん髪ぱつの将はぼそりと話しかける。

「ネイ中尉。ひとつ尋ねるが」

「は、はいっ!?」

「先ほどの説教の最後に、貴官は私に向かって『棒の一本も面倒見てやる』と言った。あの言葉の意味を私はまだ解かいしていない。棒とは何のことだ？」

　と、欠片かけらの冗談も交えない真顔で問いかける。もはや啞あ然ぜんとするニアムの斜め前で、今度こそ我慢しきれなかったレミオン大将が思いきり噴き出した。

「……だから。笑わせないでくれと言っているだろう、ソル……！」







　他方、南の海上。マシュー率いる砲兵部隊からの援護──すなわち凪なぎのタイミングを利用した陸上からの砲撃で一気に戦況の不利を覆くつがえし、さらには全艦をガレー船仕様にした帝国海軍の攻勢が、立ち往生するキオカ艦隊を一いつ気き呵か成せいに攻め立てていた。

「──ああ、いい調子ね！　やっぱり海戦ってのはこうじゃなくちゃ！」

　旗艦の前部デッキでユルグス海軍大将が快かい哉さいを叫ぶ。艦首を敵艦の横っ腹にぶつけ、そこから直接兵士が乗り込んでいって白兵戦を行う──爆砲艦が主流となっていく今後の海戦では少なくなっていく戦型だ。が、今回に限ってはそれが帝国軍の優位を後押ししていた。全艦を爆砲艦で揃そろえてきたキオカ海軍は、海戦がこんな形になることを何より避けたかったのだから。

「大将殿、あまり前に出ては……！　こちらの盾の後ろにお下がりください！」

「心配性ねぇアンタは。そんなとこに大将が隠れてたら兵どもがアガんないでしょ。そうビクビク怯おびえなくても、流れ弾なんてそうそう当たりゃしないわよ！」

　大胆不敵にデッキを歩き始めるユルグス大将。すでに敵の大半は制圧したとはいえ、目の前の敵艦からいつ新手が乗り込んでくるか分からない。副官が慌ててその背中に追いすがる。

「大将殿、お待ちを──わっ！」

　敵兵の血を踏んづけた彼の靴底がずるりと滑った。背中からデッキに叩たたき付つけられる──そう覚悟して受け身を取ろうとした副官の体が、そこでがっしりと誰かの腕に受け止められる。

「おっと……大丈夫ですか？」

「え──あ、はい！　ありがとうございます！」

　慌てて礼を言って立ち上がる副官。そこで目にしたのは、自分と同じ帝国海軍の軍服を着た尉官だった。顔には見覚えがないが、この旗艦には面識のない相手も珍しくない。彼が名前を尋ねようとしたところで、相手の方から笑って身をひるがえした。

「次からはお気を付けて。ユルグス大将はああいう方ですから、大胆な振る舞いをいちいち気にしても始まりませんよ」

　そう忠告を残して男は歩いていく。その足取りがユルグス大将を向いているのを見て、副官もこれ幸いとばかりに後を追っていく。

「──戦闘中に失礼します。報告をよろしいですか、ユルグス大将殿」

　穏やかな声で司令官に話しかける。それを聞いたユルグス大将がすぐに反応した。

「ええ、構わないわよ。──何か用？　ダンミエ」

　振り向きざまに名前を呼ばわるユルグス大将。その直後──とすり、というあっけない感触と共に、彼の前に立つ男の腹部に激痛が走った。

「──────え？」

　きょとんとした顔で男はそう言って、自分の腹に突き刺さったカトラスの刀身を見つめ──次の瞬間、両手で腹を押さえてデッキに膝をつく。その姿勢から脂汗の滲にじむ顔だけを上げて、彼は挨拶と同時に自分の腹を刺してのけた相手を見つめた。──刺されたこと以上に、正体を見抜かれたことに衝撃を覚えながら。

「…………な、なぜ……」

「別に、大した読みじゃないわよ。アンタがアタシの首を狙って来るなら、たぶんこのタイミングだろうと見込んでただけ」

　カトラスの刃を肩に載せて、ユルグス大将はあっけらかんと言い切る。その言葉にかつてダンミエ・カンロンを名乗った亡霊は啞あ然ぜんとした。全て読み筋だったというのか──自分がいずれ暗殺に来ることも、それがこの決戦の最中であることも。

「それにもうひとつ。『戦闘中に失礼します。報告をよろしいですか』──声が落ち着きすぎね。今は副官を若手に総取っ替えしたばっかりで、戦闘中にそんな図太い口調でアタシに話しかけられるヤツはいないのよ。……せっかく顔と声を別物に変えて来たのに、そのクソ度胸を放置したのは失敗だったわ。アタシがいちばんアンタらしさを感じるポイントがそのままじゃ、いくらなんでも騙だまされてはやれない」

　悠然と言い切る海軍の長。ぼたぼたと流れ落ちてデッキを濡ぬらす相手の血潮を、彼はちらりと見下ろす。

「致命傷だけど、まだ死に方を選ぶ余地くらいはありそうね。好きにしなさい。アンタも亡霊の端くれなら、貫きたい意地のひとつやふたつあるでしょう」

　自分の始末のつけ方を選ぶ権利。最後にそんなプレゼントを寄越された亡霊は、こみ上げる懐なつかしさに苦笑を浮かべる。

「相変わらずですね、あなたは。厳しいところも優しいところも本当にお変わりない。

　……では、お言葉に甘えて」

　そう口にした亡霊が袖口から小刀を抜き出し、死に瀕ひんした体が目の前の暗殺対象へ向かって走り出す。右手のカトラスでそれを迎え撃つユルグス大将──その目の前に、彼の「今の」副官が体ごと突っ込んできた。

「────っ!?」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　亡霊の腰を摑つかんで押し倒し、そのまま馬乗りになって相手の首を絞める副官。ユルグス大将と亡霊の顔に等しく驚きが浮かぶ。

「ちょっ……アンタ」

「ああああぁぁぁぁぁぁぁっ！　た、大将殿に触れるなぁぁぁぁ！　離れろぉぉぉぉぉ！」

　上官の声も耳に入らず、男は絶叫しながら亡霊の首を絞め続ける。誰も割って入ることが出来ないまま過ぎていく数十秒。その末に、帝国海軍の長がはぁとため息をついた。

「……その辺で許してやりなさい。もう死んでるわ」

「……え？」

　指摘された副官がきょとんとした顔で相手を見下ろす。──まばたきを忘れて目を見開いたまま、亡霊はすでに息をしていなかった。窒息死ではなく、副官ともみ合っているうちに腹の傷からの出血が致死量に達した結果だ。何とも予想外の結末を前にして、ユルグス大将は呆ぼう然ぜんとしたままの今の副官と息絶えたかつての副官を見比べる。

「そいつとはタイプが違うけど、アンタも妙なクソ度胸があるわね。──ちょっとだけ見直したわ。ほら、ご褒ほう美び」

　そう言って、ポケットから取り出した何かを副官に投げ渡す。慌てて両手でそれを受け取った彼は、手の中のものを見下ろして目を丸くする。

「し、真珠……？」

「信賞必罰ってやつ。裏切ったら殺すわよ」

　姪めいっ子との牡か蠣き獲とり競争の戦利品を褒ほう美びに代えて、ユルグス大将は改めて息絶えた元の副官を見下ろす。その視線に立ち入るべきではない雰囲気を感じた今の副官が慌てて立ち上がり身を引いた。デッキに仰向けで横たわる亡霊の亡なき骸がらに、帝国海軍の長が語りかける。

「もう聞こえてないだろうけど。結局のところ、アンタは裏切る相手を間違えたと思うのよね。……そんな風にコソコソ人の寝首を搔かいて生きるよりも、アタシの艦で働くほうがずっと楽しかったでしょ？　ねぇ、ダンミエ」

　そう言ってコツン、と爪先で相手の肩を蹴る。──海の上で空を仰ぎ見るその死に顔は、ほんの少しだけ苦笑しているように見えなくもなかった。







「──ここまで来て、やっと細々としたミスが出てきたな」

　通信をひとつ終えたイクタはそう呟つぶやき、深呼吸を重ねて脳に酸素を送る。──この戦争の間、彼は指揮下の兵たちのみならず、自分自身を疲れさせすぎないことを念頭に置いていた。

「アナライ博士が提唱した概念に『注意資源』ってものがある。これは要するに集中力、注意力のことだが──ここで肝心なのは、これが有限の資源だってことだ。体力なんかと一緒で、使えばその分だけ必ず減る。そして、休息を取らない限りは回復しない」

　それはイクタにはどこまでも当たり前の概念。だが、ジャンにとってはそうではない。当然のように自分を酷使し続けてきた「不眠ねむらずの輝き将しよう」に、こうした考え方は余りにも馴な染じまない。

「ジャン、お前だってこの法則から無縁じゃない。疲れは見えないところで積み重なって脳を疲弊させていく。──もちろん、思考の持久力の面でもお前は並外れたものを持ってるんだろう。不眠という特異体質も相まって、お前は無意識にこう思い込んでいたはずだ。自分の集中力が尽きることなんて有り得ないと。

　事実、これまでの戦いではその認識でも構わなかった。戦場で取り扱う情報量がお前の手に余ったことなんて一度もなかっただろうからな。……だけど、今回からはわけが違う。これだけの大軍を指揮するのはお前だって初めてだろうし──それに加えて、精霊通信という技術の出現が、司令官にもたらされる情報の量を桁違いに跳ね上げている」

　肉体の疲労と違い、精神の疲労は目に見えて実感されにくい。疲労の程度を判断するのもまた精神の働きであるからだ。明確な基準を外部に設けて自分を律しないことには、どうしても人間は無理をしてしまう。真面目な働き者ほどこの傾向は顕著だ。

「初めて精霊通信を目にした時、お前はこう考えたはずだ。──この技術を使えば、戦争の全ての現場に自分の意思を反映させることができる。前線指揮官の実力不足に悩まされることもなくなると。……そして、実際にお前はそうしたんだろう。現場の将校たちに自分の頭で考えることを禁じ、自分の命令を忠実に実行させることで、歴史上に未いまだかつて存在しなかった『完全な軍隊』を実現しようとした」

　この上なく素晴らしいビジョンと見えて、それはいち個人に軍を指揮する負担が集中することを意味している。その立場に今まで耐えてしまったこと、彼なら出来ると思われてしまったことが、ジャンにとっての悲劇だった。

「僕が狙い撃ったのはその傲慢だ。──ここまでの戦いで、僕はお前の注意資源を削ることに力を傾けてきた。兵たちに不可解な動きを繰り返させたのも、お前に『これは何の目的だ？』という思考を課すためだ。動きそのものには何の意味もなくとも、お前に考えさせることそれ自体に意味があった」

　人間が全力疾走できる時間は十秒に満たないとされる。注意資源が有限である以上、頭脳労働にも同様の限界があることは明白だ。今まで一度も実感してこなかったとしても、それは全ての人間に確かにある。万軍を指揮してイクタ・ソロークと争うという未知の領域で、白はく髪はつの将は生まれて初めて自分の限界にぶつかった。

「キオカ海軍の敗北によって、彼らが受け持つはずだった戦場の負担が一気にお前に圧おし掛かる。──決壊の時だ、ジャン・アルキネクス。

　お前は最初から勘違いしていた。これは僕とお前の勝負じゃない。なぜなら──精霊通信があろうがなかろうが、戦争はみんなでやるものだからだ！」







「ゥ──ゥアアアアアッ！」

　ジャンの口から絶叫が迸ほとばしる。周りの部下たちが愕がく然ぜんと見つめる中で、青年は近くの柱に自分の頭を打ち付けた。

「なぜだッ！　なぜッ、こんな時に僕の頭は働かないッ！　動け──頼む、動いてくれッ！　今しかないんだ！　ここで働けなければ、僕の命には何の意味もないんだッ……！」

　焦燥ばかりが彼の内側で空回る。──解決しなければならない問題が山のように堆積しているのに、それらに向かって意識が研ぎ澄まされていかない。油を注さし忘れて錆さびついた機械仕じ掛かけのように思考がぎしぎしと重い。こんなことは今までなかった。どれほど不眠不休で働いても音を上げたことなどなかったのに、なぜ今回に限って──！

「──、あ──」

　その瞬間、ジャンは目にする。同じ司令室の中、少し離れた場所──そこに、いつの間にか家族が立っている。父と母、そして姉。どんな表情も顔に浮かべず、だというのに疑いようのない念が伝わる。命を燃やし続けろ──お前には倒れることなど許されない、と。

「……大丈夫……。大丈夫だよ、母さん、父さん、姉さん……！　僕はやれる、こんなところで躓つまずいたりはしない……！　勝ってみせる、絶対に勝ってみせるよ。だから──！」

　目から鼻から血を滴したたらせ、歪いびつに引きつった凄絶な表情でジャンは精霊たちの前へ舞い戻る。たちまち降り注ぐ膨大な情報の豪雨に目が眩くらみ──だが、押し流されるわけにはいかない。その全てを受け止めて飲み干さんと、彼は萎えた精神を気力で鞭むち打うって必死に起こそうとし、

「──っ？」

　思いがけず。その体を、背中から強く抱きしめられた。

「……ミアラ……？」

　ぽかんとした面持ちで、ジャンはすぐ後ろの副官の名前を呼ぶ。ミアラは相手を抱きしめる力をいっそう強める。

「……そこに、ご家族はいらっしゃいません」

　そうして、震える声で口にする。彼が目覚めながらにして見続けている悪夢。これまでずっと見て見ぬふりをしてきたそれと、彼女は正面から対たい峙じし、否定する。

「いないんです。あなたを責めるご家族は、あなた自身の罪の意識が作り出している幻です。──望むわけがないんです。あなたを生かした人々が、あなたがこんな形で破滅することを……！」

　確信を胸にミアラは叫ぶ。その両目から涙がこぼれ、青年の背中にぽたぽたと落ちて染しみていく。ぼんやりした思考の片隅で、温かい、とジャンは思う。

「お願いします──もう休んでください。あなたはじゅうぶんに働きました。国民にもキャクレイ閣下にも、誰にも文句は付けさせません。

　だから、ジャンはもう眠るんです。優しい夢に抱かれて静かに休むんです。……そうして、明日に向かってください。あなたが全てを失った日から、ただの一度も迎えたことのない明日に……！」
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　彼女の言葉を耳にするほどに、感じたことのない浮遊感がジャンの全身を押し包む。視界の端に佇たたずむ家族の姿が霞かすんで消えていく。

　そうして──気が付けば、見渡す限りの白い場所に、ジャンは立っていた。

　姉が穏やかに微ほほ笑えんで隣にいる。自分を責め立てる意思を、今は不思議とそこから感じない。彼が戸惑いながら視線を移すと、父と母もまた、柔らかい笑顔でそばに佇たたずんでいた。

「姉さん──父さん、母さんも……。……どうして。……僕はまだ──」

　そんな優しい顔を向けられていいはずがないのに、と青年は思う。まだ何も贖あがなえてはいないのだからと。だが、彼の困惑に反して、差し伸べられた姉の両腕がそっと体を包み込んだ。泣き出したいほどの懐なつかしさが胸中を満たしていく。

　──お疲れ様。本当に……本当によく頑張りましたわね、ジャン。

　姉の声だ、とジャンは思う。自分を責め立てる無言の主張ではなく、思いやりに満ちた労ねぎらいの言葉。眠りを忘れて以来、本当に久しぶりに、彼は家族の声を耳にする。

　──さぁ、お休みなさい。わたしの大切な弟。あなたの好きな子守唄を歌ってあげますわ。

　そう言って、弟を抱きすくめたまま姉は歌を口ずさみ始める。ところどころに即興が混じる、ちょっと風変わりな子守唄。ジャンはよく覚えている。奔放な本人の人柄そのまま、姉のそれは聞くたびに歌詞が変わるのだ。

「──いい家族を持ったな、お前は」

　さらに思いがけない声が響く。驚いて向けた視線の先、正面のやや離れた位置に、見知った黒髪の青年が立っているのをジャンは目にした。

「……ソロー、ク……」

「僕も負けちゃいないぞ。母さんの歌声はすごく綺き麗れいなんだ」

　張り合うようにイクタは言って、直後にくるりと踵きびすを返かえす。その背中がなおも語る。

「好きなだけ寝坊しろ。目覚めてまだ眠けりゃ何度でも寝直せ。体じゅうに染しみ付ついた疲労が抜けきるまで、絶対にベッドから出てくるな。

　それまでに、こっちは色々と済ませておくさ。お前の働く理由がちょっとでも減るようにな」

　そう口にして歩き始めたイクタの姿が、徐々にジャンから遠ざかっていく。止めたいのに、駆け寄って肩を摑つかみたいのに、どうしても両足が動かない。全身の力が抜けていくのを感じながら、ジャンは懸命に腕を伸ばす。

「……待て……待て、ソローク。君との勝負はまだ──」

　終わっていない、とジャンは主張する。イクタの体が半分だけ振り返って、その口元に意地悪い笑みが浮かぶ。

「やなこった。さんざん働かせてくれた仕返しだ。

　お休み、ジャン。──これからは、部屋にはちゃんとベッドを置けよ。寝返りを打っても落ちないように、なるべくでっかいやつをな」

　その言葉が最後の別れになった。──子守唄のもたらす安らぎが、ジャンの意識を苦界から解き放った。







　ある瞬間を境に。ミアラが抱きしめていた青年の体が、ずしんと重くなった。

「……ジャン……？」

　両腕でその体重を支えながら、彼女はおそるおそる相手の顔を覗のぞき込こみ、あ……と声を上げた。──寝息を、立てている。まぶたは柔らかく閉ざされ、すぅすぅと健やかな寝息が零こぼれる。

「…………っ……」

　ミアラの胸中が巨大な安あん堵どで満ちる。そして思う──やっと、終わってくれた。彼はやっと楽になれたのだと。

「し、司令官殿……」

　不安げな面持ちで近寄ってくる部下たち。その視線は今なお白はく髪はつの将に縋すがり付ついている。──だとしても、もう頼らせはしない。彼らの中に残った期待を、ミアラはきっぱりと打ち砕く。

「もはや作戦の継続は不可能です。……総司令官より暫定的に指揮を引き継ぎ、現時刻をもって帝国本土への侵攻を断念」

　そう告げた上で手短に指示を飛ばす。部下の手を借りて隣の休憩所へジャンを運び、そっと寝台に寝かせた。さらに周囲へ仕切り板を張り巡らせる。──この先何があろうと、彼の眠りを妨げることのないように。

「全軍の撤退を開始します。──各部隊の将校へ、速やかな通達を」







「……おい、あれ……」

　帝国領最終防衛線、クバルハ・シバ大将率いる帝国軍部隊。塹ざん壕ごうの中から敵を見つめていた彼らが、そこから異変に気付き始めた。

「……見えるか」「……ああ。敵が、退いていく……？」

　慎重な足取りで自分たちと距離を開けて、後列から順に縦列を組んで、来た道を戻っていくキオカ兵たち。今まで猛攻に耐えてきた帝国兵たちが、信じられない思いでそれを見つめる。同じ光景を受けて、彼らの指揮官は油断なく通信を開始した。

「……こちらクバルハ・シバ。こちらのルートから敵軍が撤退を始めた。そちら側への戦力集中の前兆かもしれん。くれぐれも警戒を──」

「──いや。こっちでも退いています」







　所変わって、サリハスラグ率いる部隊が守る陣地。通信に応じた彼が、塹ざん壕ごう内から敵の様子を覗のぞきつつそう答える。覚悟と期待の狭はざ間まで心を揺らして、隣のスーヤが息を吞のむ。

「砲兵から撤退を始めて、殿でん軍ぐんの歩兵部隊もじりじり下がり始めました。周囲の迂う回かい路ろからも同じ報告が上がってます。……これは、もしかして……」







「……トルウェイ中佐殿。これは」

　キオカ軍が迂う回かい路ろに用いた南の小道。トルウェイの指揮でそれを迎え撃っていた狙撃兵たちもまた、退いていく敵の姿を目にしていた。身を潜めた木の枝の上で、翠すい眼がんの青年がぽつりと口にする。

「……向こうの戦意が引いていくのを感じる。これは多分、ただの移動じゃなくて……」







「──ああ──終わってしまったか」

　接舷した帝国艦の兵士たちに乗り込まれ、今まさに白兵戦の真っただ中にあった「白はく翼よく丸まる」艦上。通信を終えて駆けつけた部下から報告を受けたエルルファイは、不思議な納得と共にそれを受け入れた。

「……グレーキ。すまない、部下を下がらせてくれ」

「……太たい母ぼ殿」

　戦せん斧ぷを構えて敵を威嚇していたグレーキもまた、その言葉に全てを悟る。カトラスを手に殺気立つ帝国兵士たちをぐるりと見回して、エルルファイはその中のひとりに目星をつけた。

「きみがそちらの艦長だね？　──たった今、うちの司令部から全軍撤退の指示が出た。これ以上の戦闘継続は無駄な犠牲が出るばかりで本意じゃない。停戦を提案するけど、どうかな」

　言われたポルミがきょとんと目を丸くする。戦いに熱中していた彼女に急な方向転換は難しい。正しい対応が思い浮かばず、彼女は近くで戦っていた同僚に話しかけた。

「……どうすればいい？　ヨリン」

「あたしに聞くなっつーの！　何はともあれ報告・連絡・相談！」

「あ、そうか。──えっと、ひとまず上に伝えるから。そっちも司令官の同意を示せ」

「そうしたいところだけど、こっちの旗艦はもうきみたちの仲間に制圧されてしまった。残っている艦の中でいちばん階級が高いのがどうやらわたしでね。この発言がそのまま艦隊の意思だと思ってもらって構わない──」







「……共同で兵の救助を始めた。どうやら終わったな」

　海岸沿いに展開した砲兵部隊。その指揮を執るマシューが、海戦の様子を見ていた望遠鏡を下ろす。──ああした白兵戦になると、もはや爆砲では援護のしようがない。海軍の力を信じて見守るしかなかったが、その信頼もどうやら裏切られなかった。

「紙一重の勝利でしたね、少佐殿……。我々の配置がずれていたら一巻の終わりでした」

「それを言うなら、海軍がここまで敵を引っ張って来れなくてもな。……本当に、本当に危うかった。同じことを二度やれって言われても絶対にごめんだよ」

　ため息混じりに答えるマシューの頰を、心地よい潮風がふわりと撫なでていく。キオカ海軍を驚きよう愕がくさせたあの唐突な凪なぎはすでに終わっていた。停戦の合意と落水者の救助が済めば、すぐにでも航行に移れるだろう。

　肩の荷が下りた心持ちでいる小太りの青年。まだ望遠鏡を覗のぞいていた隣の部下が、その肩をつんつんと指先でつつく。

「……少佐殿。どうやら、あれはあなた宛てのようです」

「？」

　怪け訝げんに思いながら、渡された望遠鏡を受け取って覗のぞき込こむマシュー。部下が指差す方向に視線を合わせると、その理由はすぐ目に映った。

「──はは。あいつ」

　そこにあったのは、キャプテン・ガルシエフよろしく誇らしげに舳へ先さきに立ち、陸おかに向かって接吻キスを投げるポルミの姿。彼女らしい勝かち鬨どきに、マシューもまた片腕を空へ突き上げて応じた。







　同刻、戦線から遥はるか東のキオカ共和国首都ノランドット。議事堂の執務室で連絡を受け取ったアリオは、執政官の地位に就いてから初めて、自分の椅子に腰から崩れ落ちた。

「か、閣下──！」

　身を案じる部下たちの声も耳には入らない。盤石の備えをもって始めた決戦が、一直線に勝利へと向かうはずだった完全な構想が、繁栄へと向かうキオカ共和国の道程が──見る影もなく崩れていく。暗闇に閉ざされていく。

「──負けたというのか。私の息子が」

　事実を口に出してみても、少しも納得には近付かなかった。彼の英雄は彼に勝利を持ち帰るはずだった。その代償に命を燃やし尽くすとしても、勝利だけは決して揺るがないはずだった。英雄とはそういうものなのだから。

　それが彼の抱える幻想だった。結局のところ──この男は他の誰よりも、ジャン・アルキネクスの勝利を信じていた。幼い子供のように純粋に、正義の味方の凱がい旋せんを待っていた。







「……なるほど、了解した」

　帝都にほど近い最終防衛線の一角。ここを守るレミオン大将は、たった今他の部隊からの報告を聞き終えたところだった。

「戦線の全域でキオカ軍が撤退を始めた。……我々は粘りきったようだ」

　通信を切った上で、傍かたわらに立つ炎えん髪ぱつの将へと状況を告げる。連戦に次ぐ連戦を越えて、今なお白兵戦に備えて待機していたソルヴェナレスは、それを聞いて静かにうなずく。

「……なかなか死ねないものだな、テル」

　レミオン大将の目が驚きに見開く。テルと──バダが言い始めた愛称で彼にそう呼ばれるのは、はたして何年ぶりのことだろうか。

「──ああ。まったくだよ、ソル」

　だからこそ、当たり前のように彼は応じた。長い時間を隔ててなお、その呼び方は口に馴な染じんだ。







　そして。帝都バンハタールの中央に聳そびえる宮殿にも、決着の報しらせはもたらされた。

「……よくぞ。本当によくぞやってくれた、ソローク……」

　執務室の中、通信を切ったシャミーユが独りそう呟つぶやく。待ち焦がれた瞬間を前にして、少女の肩は震えていた。

「総力戦での侵攻に失敗したキオカにもはや次はない。戦争が──長い戦争が終わるのだ。無為な犠牲を出し続けた日々が、これでようやく終わりを迎える……」

　言いながら、ここに至るまでに失われた命の数を彼女は思う。どれほど謝ろうと許されはしない。が──今ようやく、その犠牲に報いることが叶かなう。

「……だが。この結果が、帝国の勝利であっては意味がない」

　声を低く落としてそう呟つぶやく。彼女が胸に抱き続けた企図が、いま胎動の時を終えようとしている。

「それではいずれ元の状態に戻るだけ。束つかの間まの勝利に浮かれ、最終解決者としての軍に依存し続けるだけ。そんなことでは意味がない。二度と同じ歴史を繰り返さぬためには──過あやまちの構造それ自体を、根本から破壊せねばならぬ」

　それがシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクの悲願。皇帝として帝国軍の統帥権を持つ彼女には、今この瞬間、もっとも鮮烈な形で国を裏切ってのけることができる。彼女はこれより得られるはずだった自国の勝利を投げ捨て、兵士たちの奮戦をこの上なく無残に冒ぼう瀆とくする。

　それを実行したが最後、国民の憤ふん怒ぬと怨えん嗟さに八つ裂きにされる自分を想像して──彼女はふっと微ほほ笑えんだ。その結末の、何と心安らぐことか。

「悲願を果たす時だ。──余の口より勅令を下す。シア、玉音放送を」

　心の準備はとうに出来ている。黄たそ昏がれの帝国を終わらせるために、彼女は炎えん髪ぱつの少女から受け継いだ精霊へと話しかけ──だが、巌いわおのような沈黙がそれに答えた。

「……シア？」

　怪け訝げんに思って、机に載ったパートナーをもう一度呼ぶ。皇帝の求めに応じて国内の全精霊へと通信を開始するはずの傍そば付つき精霊は、しかし無言のまま首を横に振ってそれを実行しない。シャミーユは困惑した。何か段取りに不備があるのかと、シアに向かってその理由を尋ねようとして、

「──拝聴せよ」

「!?」

　唐突に、目の前で玉音放送が始まった。彼女のものではない、しかし決して聞き間違いようのない声で。

「第二十八代皇帝シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクに代わり、帝国陸軍元帥イクタ・ソロークが全国民へ勅を発する」

　青年の声が語り始める。事態を受け止められぬまま、シャミーユは両手でシアの体を摑つかみ、その声の主の名を呼んだ。

「ソローク……!?」







「全軍戦闘を停止せよ。──現在時刻をもって帝国は敗戦した。繰り返す、現在時刻をもって帝国は敗戦した。撤退中の敵の追撃はこれを許可しない。繰り返す、敵の追撃はこれを許可しない──」

　指揮下の全兵士、さらには精霊をパートナーに持つ全ての国民に聞かれていることを承知で、イクタはそれを告げた。……玉音放送は一方通行の連絡手段だ。そうと分かっていても、無数の精霊の向こう側で息を吞のむ人々の気配が伝わってくるようだった。

「キオカ軍の撤退が完了し次第、諸君も各おの々おのの基地に帰還せよ。……みんな、ありがとう。本当によく戦ってくれた」

　口にした後で、これこそ最悪の詭き弁べんだ、と青年は思った。部下たちの努力の全てを踏みにじった、その舌の根も乾かぬうちに、よく感謝など口にできたものだ。

「げ……元帥閣下？　今の命令は一体──」

　メグ少佐の目がきょとんと見開いている。憤いきどおりにさえ辿たどり着つけず、彼はただ戸惑っていた。今なお変わらない信頼が、裏切られたなどと考えもしない副官の姿が、どんな言葉にも勝ってイクタの胸を抉えぐった。

「……奇策の類たぐいじゃないんだ。すまないね、メグ少佐」

　そう口にして、しまった、とイクタは後悔した。……この瞬間からはもう、誰にも謝るまいと決めていたのに。

「さらに付け加えると、急にとち狂ったわけじゃない。最初からこのつもりだった。この戦いが始まってから──いや、始まるずっと前から、僕はこれを目指して戦っていたんだよ」

「──っ──」

　そこまで話してようやく、メグ少佐は目の前の状況を受け止め出す。起こってはならないことが起こったことを悟り始める。だが、理解が戸惑いを越えるのはまだ先のこと。彼が自分の取るべき行動を思い決める前に、イクタは先んじて告げた。

「言えた立場じゃないんだけど、衛兵を呼ぶのはもう少し待ってくれ。──あとひとりだけ、相手にしなきゃならない敵が残ってるんでね」

　そう口にして身をひるがえす。副官が呆ぼう然ぜんと見つめる中、左手を腰のマンゴーシュに添えて、彼は司令室を後にする。

「さぁ──行こうか、ヤトリ」







「ど──どういうことだッ!?」

　戦線後方、負傷者が所狭しと並ぶ野戦病院。そこで玉音放送を耳にした兵士たちが、にわかに傷ついた体を起こして動揺し始めていた。

「なんだ──なんなんだ、敗戦って……！」

「敵は撤退したんだろ!?　国を守り切ったんだろ!?　俺たちの勝ちじゃないのかよ！」

「元帥閣下はいったい何を考えて──」

　天幕の中に疑問の声が重なって響き渡る。重傷者までそこに加わろうとするのを見かねて、ハロが声を張り上げた。

「落ち着いてください、あまり騒ぐと怪け我がに障さわります！　重傷の人もいるんですから！」

　[image: ]られた兵士たちが一斉に沈黙する。が、それでは気持ちが収まらず、彼らは各おの々おのの疑問をハロへと投げかけた、

「少佐殿は──ベッケル少佐殿は、何か聞いていないんですか!?」

「そうだ、元帥閣下とは親しい関係でいらっしゃるはずでしょう！　さっきの命令が一体なんなのか──うっ……！」

　案の定、大声が傷に響いた者から身を縮めて悲鳴を上げる。彼らの勢いに押されず、ハロは強い口調で毅き然ぜんと答えた。

「イクタさんの意図は、今はまだ分かりません！　……だとしても、わたしに出来ることはひとつです！　あなたたちを無事に帰す！　それ以外のことは一切考えていません！」

　迷いなく告げるハロの迫力に気け圧おされて、兵たちが言葉に詰まる。彼らを見つめ返しながら、彼女は思う──青年の意図がどうあれ、任された仕事は変わらない。自分はそれを最後まで全うするのみだと。

「さぁ、大人しく横になってください。何があろうと、これ以上怪け我がを悪くはさせませんよ！」







「──鎮しずまれぃ！」

　芯の通った一喝が場に響く。キオカ軍が去った前線でもまた、兵たちは激しく混乱していた。彼らを落ち着かせるために、シバ大将を始めとした将校たちは努めて強い声を発した。

「慌てるな貴様ら！　知っているだろう、元帥閣下は思慮深いお方だ！　さっきの命令にも必ず深い事情がある！」

　少しの心配もないとばかりに言い放つ。が、そう口にするシバ大将もむろん、今の状況を正しく理解できてはいない。父の代からの縁で結ばれたこの男にさえ、イクタは何も告げてはいなかった。







「──焦あせるんじゃねぇ！　この損耗じゃ、どのみちすぐに追撃戦なんざ無理だろうが！　今は態勢を立て直しながら次の命令を待て！」

　上空へ向かって風ふう銃じゆうを空撃ちしながらサリハが叫ぶ。当然、彼もこの事態については何も知らない。たったひとつ感じているのは、かつての模擬戦の時と同じ気配──全てがイクタの思惑の中で動いているという確信じみた予感だけだ。

「ミットカリフ中尉、お前も殺気立ちすぎだ。兵が怯おびえる。とりあえず深呼吸でもしろ」

「…………はい」

　隣に立つスーヤに向かって彼は釘くぎを刺す。……他の部下たちと違って、彼女はやかましく騒ぎ立ててはいない。代わりに全身を鋼のようにこわばらせて押し黙っている。叫び出してくれるほうがまだマシだとサリハは思った。まるで暴発寸前の爆砲を隣に置いているようだ。

「……こんな話は聞いてねぇぞ。どういうつもりだ、あの野郎……！」







「…………」

「ま、マシュー少佐殿──」

　困惑に満ちた砲兵たちの視線が小太りの青年に集中する。それに対して何か答えることはなく、しばらくの沈黙の後、マシューは彼らに向き直って静かに告げた。

「……中央に帰還するぞ」

「し、しかし、今のは一体──」

「おれには分からない。何も知らされちゃいない。……だからこそ、一発ぶん殴って聞き出さなきゃ何も始まらないだろ！」

　そう言って、ダン、と靴底を地面に叩たたき付つける。戸惑っていないわけではない──怒っていないわけでもない。だが、それを理由に取り乱すほど彼はもう未熟ではない。昂たかぶる感情の全ては胸の中に押し込めて──それを黒髪の青年に叩たたき付つける瞬間を思い描きながら、マシューは部隊の撤退を始めた。







「……何をする気なんだい、イッくん……」

　手持ちの弾丸をすっかり撃ち尽くし、部隊と共に基地への帰還の途上にあったトルウェイが、押し黙る部下たちの中でぽつりと呟つぶやく。他とは違い、狙撃兵たちは彼を問い詰めようとはしなかった。誰もが持ち前の観察力によって、張りつめた上官の横顔から、彼にも答えの持ち合わせのないことを察していたから。










「……妙なことを始めたわね。一体どういうつもり？　元帥閣下」

　南域の港へ向けて海上を走る帝国海軍旗艦「紅こう竜りゆう号ごう」のデッキ上。操船作業を中断して騒ぎ立てる水兵たちを、カトラス片手の「……サボってんのは誰？」の一言で見事に黙らせた上で、ユルグス大将は疑念に眉根を寄せていた。

「何にしても、アタシたちにも帰還する以外の余力はない。……見守るしかないわね」







「──敵は攻めあぐねて退いたのだ！　我らは国を守り切った、それは紛れもない事実！　貴官らが慌てることは何もない！」

　最終防衛線の中核、帝都へ至る街道を守っていた陣地では、レミオン大将がざわめく兵たちの喧けん騒そうに負けじと声を張り上げていた。そうしながらも、隣の親友へ小声で問いかける。

「ソル、君は何か聞いていないか!?　私には意図が分からない！　戦況が有利に覆くつがえったところで一方的な敗戦宣言など……！」

「…………」

　炎えん髪ぱつの将は押し黙ったまま首を横に振った。何も知らされていない──その事実を恥じ入るように、両のこぶしを固く握りしめて。







「なぜだ……！　なぜだ、シア！　なぜ余の声を流さない!?」

　人々の困惑で溢あふれかえる帝国の中でも、誰よりも動揺しているのは間違いなく彼女だった。パートナーのシアを両手で摑つかみ上げながら、声の限りにシャミーユは叫ぶ。

「頼む、何か答えてくれ……！　これでは違う、何もかもが違う！　裏切るのは余でなければならないのだ！　この瞬間に軍人たちへ『敗戦』を叩たたき付つけるのは、彼らの憎しみを一身に受け止めるのは断じて余でなければならぬ！　これでは立場がまるで逆だ……！」

　焦あせりと混乱は収まるところを知らず、冷静でいられる限界を超えた少女の目に涙が浮かぶ。──一体何が起こっているのか？　こんなはずではなかった。今この瞬間、状況の全てを理解しているのは自分だけのはずだったのに……！

「何を考えている、ソローク！　余すら出し抜いて、そなたは一体何を──！」







　かつて彼はマシューに言った。善いか悪いかは別にして──全ての人間に物語はある、と。

　伝えたかったのは、他者を理解しようとする姿勢を忘れないこと。戦争の中では難しくとも、それ以外の状況では、相手の背景を、背負った事情を想像して、そこから導かれる最適な関わり方を根気強く探っていくこと。

　だが、と青年は思う。──物語そんなものが在って欲しくない相手も、この世にはいる。

「…………」

　自分へ向けられた全ての疑問に答えを与えないまま、いま、黒髪の青年はひとりでいる。

　静まり返った広い部屋の中、彼は目を閉じて、革張りの長椅子にじっと腰かけている。──司令室を後にしたイクタが向かったのは、ひとつ下の階にある応接間。高級将校が特別な来客を迎えるための場所だった。

　コンコン、と扉からノックの音が響く。青年の目が開くと同時に、扉越しの声がかかった。

「げ──元帥閣下。宰相がお見えですが」

「ひとりだけで部屋に通せ」

　入り口を守る衛兵へ手短に指示する。困惑の気配を見せながらも、衛兵は彼の言うとおりに来客を部屋へ通した。蝶ちよう番つがいの軋きしむ音を立てて扉が開く。そこに現れたのは、亀裂じみた笑みにかつてない憤ふん怒ぬを宿した男──帝国宰相トリスナイ・イザンマだった。

「──やってくれましたね。イクタ・サンクレイ」

　開口一番そう言って、男は大股に室内へ踏み込む。相手の異様な迫力にも怯ひるまず、イクタはふっと笑って肩をすくめた。

「どうした、らしくもなくいきり立って。この状況に何か文句でもあるのか？」

　からかうようにとぼけてみせる青年。今ばかりはそれに皮肉で応じることをせず、トリスナイは率直に言葉をぶつける。

「……今すぐ八つ裂きにしてもなお飽き足りませんが、ひとつずつ順番に尋ねましょう。──まず、なぜあなたが玉音放送を？　あれは陛下と代理人の私にのみ許された御み業わざのはずですが」

　まず外堀から埋めていくような質問に、イクタは淡々と答えた。

「有事に限定の非常措置として制度に加えた。……現状だと、通信機能を持つ精霊は数が限られているからな。一方通行とはいえ国民全体に一括で指示を出せる玉音放送は、戦時下で元帥ぼくにも使えたほうが便利だろ？　部隊を動かすにしろ国民を避難させるにしろ一度の命令で済む。緊急時の代行って名目で権利を得ているそっちと比べても、倫理的な妥当性はそれなりにあるわけさ」

「……そうした理屈で、陛下と精霊を説得したと？」

「精霊のほうは丸一年かかった。正直苦労したよ。ま──お前が似たようなことをやってたから、僕にも出来るって確信はあったけどな」

　くつくつと笑って言ってのける青年。その内容ではなく、むしろ相手の態度のほうに理解しがたい違和感を覚えて、トリスナイは慎重に核心へ切り込む。

「ふたつめの疑問を尋ねましょう。──この戦争は帝国が勝利したはずです。他でもないあなたの指揮でここまで辿たどり着ついたというのに、なぜ決着の後で敗戦などという戯たわ言ごとを？」

　問われたイクタは上体を起こし、挑発的なまでの不遜さで鼻を鳴らした。

「逆に訊きくけどな。──いつから僕が、帝国を勝たせようとしているなんて勘違いしていた？」

　笑みを浮かべて言ってのける青年。全ての前提を覆くつがえすようなその言葉に、トリスナイの眉間がきつく狭まる。

「父を殺され、母を殺され、魂の半分を殺された。──僕はこの国が心底大嫌いだ。繁栄させてやろうなんてこれっぽっちも思えないし、むしろ綺き麗れいさっぱり滅びてくれればせいせいする。そんな人間を国軍の元帥に据えたんだ。最後はこうなってむしろ当然だろ」

　さらりと言ってのけるイクタ。トリスナイは険しい面持ちのまま問いを重ねた。

「……つまりは、私し怨えんから売国奴に身を窶やつしたと？」

「だとしても、その原因のおおよそに関わっている奴やつの言うことじゃないな」

　あくまでも平然と青年は切り返す。元帥という地位を、国の軍事力の最高指導者という立場を復ふく讐しゆうに利用しておきながら、負い目は少しも見られない。怒りの余り、トリスナイは眩暈めまいがするようだった。根本において相あい容いれぬ相手だが、それでも軍人としての責任感だけは買っていたというのに。

「もう結構です。何やら私の知らない経緯があるようですが──事こと此こ処こに至っては、もはや深い理由を知りたいとも思わない。

　あなたはただ、今すぐ死んで陛下に詫わびなさい！」

　目尻をつり上げて咆ほう哮こうするトリスナイ。その声は扉を貫いて部屋の外まで伝わった。同時に、ほど近い場所で動き出す複数の気配。目の前の痴しれ者ものを血の海に沈めるべく、狐きつねはその配下を呼び寄せ──直後、扉の向こうから響き渡った銃撃の音に身を固くした。

「…………！」

「子飼いの御お庭にわ番ばんをここまで突っ込ませるのは無理だぞ。こっちの護衛もそこまで甘くはない。今までは泳がせていただけだ」

　長椅子に腰かけたまま悠然とイクタは言い、トリスナイはその顔を訝いぶかしげに凝視する。

「……そこまで見抜いていたなら、私をここに入れる必要もなかったはずですが」

「逆だ。お前をここに入れるためにわざと隙を作った。こっちが完全に守りを固めていたら、お前は事前にそれを察してまた逃げるだろ？　お得意のかくれんぼに付き合わされるのはもうごめんだからな。自分をエサにしてでも釣ることにしたのさ」

　淡々と語り続ける青年の、その瞳に宿る殺気が告げている。──罠わなに掛かったのはお前だ、と。相手の愚かしさを心底見下げたように、トリスナイは鼻を鳴らした。

「不可解ですね。私をここに呼び出して、それからどうしようと？　──とうに思い知っていることでしょう。あなたに私は殺せない。帝国宰相にして大司教神官位を持つ私を殺あやめれば、この国の全ての精霊はただちに機能を停止して──」

「お前はもう大司教じゃない。ほんの二時間前からな」

　言葉尻を遮って青年は言い切る。トリスナイの目元がぴくりと動いた。

「……血迷ったことを。大司教という地位の盤石さも知らないと見えます。一度この立場に任命されてしまえば、定められた任期中は教皇でさえ罷免できないというのに」

「お前に教わるまでもなく、ラ・サイア・アルデラミンの社会制度は勉強してあるさ。それに早とちりするなよ。僕は何も、お前が罷免されたとは言ってない」

　謎かけじみた言葉が紡つむがれる。だが──数秒の後、男の頭に落雷のような気付きが兆きざした。

「──まさか」

「そのまさかだ。──二時間前に、お前以外の大司教たちとの連名で、ラプテスマ教皇がアルデラ教団の解散を宣言した」

　重い声でイクタは告げる。トリスナイの顔面にかつてない感情の波紋が浮かんだ。

「知らなかっただろ？　確かにお前の言うとおり、教皇の権限で大司教を罷免することは出来ない。だが──過半数の大司教の同意があれば、組織そのものを終わらせることは出来てしまう。こうなりゃ罷免も何もない。お前の地位を担保していた地盤自体がすでにないんだから」

　乾いた笑いを浮かべながら説明する青年へ、なおもそれを事実として受け止めず、狐きつねは首を横に振ってみせた。

「……有り得ません。教皇とは入念な利害調整を済ませてあります。今後のラ・サイア・アルデラミンの維持を考えれば、今の段階で教団を解散することなど──」

「そこからもう違うな。私益と国益──そのふたつだけであの人を縛っているつもりだったなら、お前は完全にイェナーシィ・ラプテスマという人物を見誤っているよ」

　相手の言い分をため息混じりに否定するイクタ。遠い北の地で決断を下した老女のことを思って、その顔に深い憂いが浮かぶ。

「教皇に即位してから──いや、きっと一介の神官だった頃からずっと、あの人は人類の未来を思い悩んでいた。たったひとりで真実を抱えて、たったひとりで重責を背負って。……そして、あの『神の試練』の終わりに、やっと自分が進むべき道を見み出いだした」

「進むべき、道……？」

「宗教国家としてのラ・サイア・アルデラミンは役目を終えつつある。それが彼女の結論だ」

　きっぱりとイクタは述べた。アナライ博士らと共に、自らの手で導いたその結末を。

「精霊を巡る真実は、いずれ世界中の人々へ向けて明かされる。そうなってしまえば、アルデラ教という宗教自体がこれまでと同じ形ではいられない。……彼女は望んでいないんだよ。ふたつの大国の間で、今までと同じように国を保ち続けようなんて。だから──お前の持ちかけた取引は、最初からどこまでも的外れなんだ」

　教皇の任期が終わらない限り、自分が大司教の地位から落とされることはない──そう考えていたトリスナイ・イザンマの最大の誤算。それは、ラ・サイア・アルデラミンという国が、国体の維持以外に目的をもって成立した国家だということ。多くの国家が無制限の繁栄と拡大を最大の目的に置くのに対して、あの国だけはそれを手段のひとつとしか見なさない。精霊を介して人類の行く末を見守ること、それこそがラ・サイア・アルデラミンの存在意義であり、その目的と衝突するようなら国の在り方さえ変えてのける。教義の根底に流れる信念、立たち花ばな博士に始まる人類愛に基づいて。

「もちろん跡形もなく消えたわけじゃなくて、正確には再編の真っ最中ってとこだ。数日後には人の配置や組織の構造を変えて再建される。……でも、その新たな教団では、ラプテスマ教皇はもう神官たちのトップにはいないだろう。彼女自身もそれを望まない。新たな時代を迎えるに当たって、彼女は導き手の役割を後進に譲ったんだ」

　今までよく頑張ってくれた。彼女について、イクタは心底からそう思う。……せめぎ合う二大国の間で巧妙に立ち回って国を守り、人類の行く末を思い悩んできた神官の長。誰にも明かせない真実をたったひとりで抱えたまま。……その年月がどれほどの重みを持つか、軽はずみな想像さえ出来はしない。

「そして──もちろん僕には、お前を生かしておく理由なんてとっくにない。……これはお互い様か？」

　真っ向からトリスナイを見据えてイクタは告げた。ふたりの瞳が互いを映す。

「保身の殻は全て剝がした。誰も助けは来ない。ここには僕とお前だけだ、佞ねい臣しん」

「…………」

「この状況からお前が生き延びるためには──まぁ、僕の身柄を盾にするぐらいしかないだろうな。その上で部屋の外で戦ってる御お庭にわ番ばんの連中と合流できれば、ひょっとすれば逃れる目もあるかもしれない。……そのためには当然、まず僕をどうにかしなけりゃならない」

　事の前提を明白にした上で、イクタはずっと腰かけていた長椅子から立ち上がる。杖つえを左手に、残る右手で腰のマンゴーシュを抜いた。炎えん髪ぱつの少女の形見を手に握り、その切っ先を宿敵へ向けて、イクタは腹の底から言い放つ。

「命を懸けろ、トリスナイ！　お前が弄んできた全ての人々と同じように！」

「────」

　剝むき出だしの戦意を叩たたき付つける青年。その視線の先で──男は、ふっと口元を緩める。会話を経て沸騰した空気に臆面もなく水を差す。とても付き合いきれないとでも言うように。

「──少し落ち着きましょう、イクタ・サンクレイ。余りに馬鹿げていますよ。互いに斬った張ったが得意でもないのに、こんなところで殺し合いなど──」

　言葉の途中、まったく脈絡のないタイミングでその足が地を蹴った。思いがけない俊足で立ちはだかる青年に駆け寄り、低い軌道の蹴りを迷わず杖つえの横っ腹へ叩たたき込こむ。

「ふ──！」

　手から弾はじかれて床を転がる杖つえの様子に、トリスナイは自分の勝利を確信した。バランスを失ってぐらりと傾く青年の体。狐きつねの手が懐ふところへと伸び、そこに隠し持った小刀の柄を握りしめる。後はどのようにでも無防備な相手を──

「……!?」

　目が合った。クーデターの際の後遺症が残る左脚、そちら側へ倒れこんでいくイクタの体が斜めの角度でぴたりと止まる。何ら不足なく体重を支え切った両脚が、そこからなおも力強く地面を蹴る。

「おおおおおォッ！」

　ひたと相手の胸を見据える青年の両目。突き出されるマンゴーシュの切っ先を前に、しかしトリスナイは心臓をかばう動作をしなかった。代わって動いたのは小刀を握りしめた右腕。イクタの攻撃よりも一拍遅れるタイミングで、まるで相討ち覚悟のように男はそれを突き出す。

「──!?」

　だが──胸に来ると予想して構えていた衝撃は、読みに反してトリスナイのもとを訪れない。直後に代わって感じたのは、小刀を手にした右腕の手首を摑つかみ止められる感触と、首筋を薙なぎ払はらう鮮烈な熱さ。

　それが熱ではなく、鋭い痛みであると気付いた瞬間──男の首から鮮血が噴き出した。

「──が──」

　小刀を取り落とし、両手で首を押さえて、トリスナイはその場に膝から崩れ落ちる。血に染まったマンゴーシュの刀身を振り抜いた体勢のまま、イクタは冷たく相手を見下ろした。

「……脚は、もう治ってるよ。誰にも言ってなかったけどな」

　その事実を示すように、ダン、と床を踏み鳴らしてみせる。首からの出血を必死に押さえるトリスナイの瞳孔が大きく開いた。──脚が治っていた？　一体いつから？　有り得ない。そんな報告は監視に寄越していた御お庭にわ番ばんからも届いていない。

「──まさ、か」

　血泡混じりの震え声が狐きつねの口から零こぼれる。──味方も含めた自分以外の全員に一切秘匿していた、そう考えるしかない。到底受け入れられない。キオカとの決戦に向けて膨大な準備を重ねていく、あの苛烈な時間との闘いの中で──この男は、この瞬間に自分を仕留めるためだけに、片脚の後遺症を偽装し続けたというのか。人目のある場所では早足になることさえ許されない、そんな噓うそを抱え続けたというのか！

「前に印象付けた胸には、どうせ鉄板か何か仕込んであるんだろ？　だと思って、目線を向けずに首を狙う練習をひたすら繰り返した。……白兵訓練なんて昔から大っ嫌いなのにな」

　自嘲に口元を歪ゆがめてイクタは吐き捨てる。その指摘通り、トリスナイは文官服の下に薄手の鎖くさり帷かた子びらを着込んでいた。胸の部分にはさらに、凹へこみを隠す詰め物に替えて鋼の板を入れてある。そこを狙ってくると読んでいたし、そうさせるための布石もクーデターの時に打っておいた。だが、イクタはその全てを読み切って上回った。

「頸くびの動脈を完全に切った。その出血量じゃもって数分だ。……とどめを急ぐ気はない。恨み言でも呪いでも、喋しやべれる間に好きに喋しやべるといい」

　相手を見下ろして、静かな声でイクタはそう促す。青ざめた男の唇が震えながら歪ゆがんだ。

「……何を、ふざけたこと、を。私が、こんなところで、死ねるわけが──」

　そう呟つぶやき、足腰に力を入れて立ち上がろうとするトリスナイ。が──わずかに姿勢が上がった瞬間、その腰がすとんと落ちた。床に尻餅を突いた姿で、男はきょとんと目を見開く。

「手足の感覚が消えてきただろう。……それが死の気配だ。血液は末端から届かなくなっていく」

「──っ──」

「立ち上がろうにも力が入らないだろう。そろそろ目もかすんできたはずだ。そのうち前後左右さえ分からなくなる。……本当に、あっという間なんだよ。これまで飽きるほど見てきた」

　戦場で見送ってきた数多あまたの死が青年の脳裏をよぎる。ある者は泣き叫びながら、ある者は呆ぼう然ぜんとしたまま、ある者は大切な人への言こと伝づてを残して、それぞれの形で息を引き取った。この男はどうだろうか──漠然とそう思うイクタの視線の先で、うつ伏せに倒れたトリスナイの体がぶるぶると震えだす。

「……っ……」

「……ああ、寒いだろうな。お前の体にも、どうやら赤い血が流れていたらしいから」

　首筋から流れ出す血液と共に、男の体からは刻々と体温が失われていく。トリスナイの口から掠かすれた声が漏れ出す。

「…………寒い……………寒い…………寒、い…………」

　切れ切れの呻うめき声に、意外と平凡だな──と、イクタは無感動にそう思う。こんな風に凍えて死んでいくのではない、もっと特異な死に様を想像していた。この男の口からは最後まで狂気が絶えないだろうと、絶命のその瞬間まで帝室を賛美して死んでいくのだろうと思っていた。青年の中で確立された、それが目の前の怪物のイメージだった。

「…………寒いよ……………寒い…………寒い…………」

「…………」

「…………寒い………………………………お父、さん…………」

　イクタの全身がぎしりと固まる。聞き間違えであってくれと思う。だが──言葉は続く。見る影もなく弱々しくなった声で、虚弱な子供そのものの口調で。

「……お父さん……お母さん…………お兄ちゃん…………ぼくは、ここにいます……ぼくは……ここに、います……」

　彼は懸命に訴えかけていた。この場にはいない相手に、もはやこの世にすらいない相手に。開ききった瞳孔はもはや現実を捉えてはいない。男はいま、自らの内に抱え続けたものを見ている。

「……いい子に、なります……。……陛下も、帝室も……ずっとぼくが守ります……」

　切実な声で言い続ける。彼は想おもう──差し出せるものは全て捧ささげると決めている。どんな務めも果たすし、いかなる苦難も汚名も望んで受け止める。帝国の礎いしずえとなることに否いなやはない。

　なぜなら──彼にとって、帝室とは己から切り離された可能性そのもの。シャミーユという少女は、出来損なうことも成り損なうこともなく神秘の血統を実現した女帝は、彼と彼の兄が夢見てやまなかった理想像。焦がれぬはずがない。愛いとしくないはずがない。そこには彼が得られなかった全てがある。その感情はもはや、切断された腕が元の体へ向ける愛着にも等しい。

「……だから……だから、……いつか──ぼくの、がんばりで……この国が、昔のように栄えたなら、その時は……」

　──でも。許されるならひとつだけ、ただひとつだけ我わが儘ままを言わせて欲しい。決して許されないことだと知っている、望むことさえ罪深いととうの昔に弁わきまえている。けれど、一生を費やした報国への褒ほう章しように、たった一度だけその無理を通させて欲しいのだ。そう、ただの一度きりでいいから、




「…………ぼくを、息子と……家族と呼んで、くださいますか…………？」




「────ッ！」




　イクタの顔が壮絶な感情を宿して引きつる。死の淵ふちで、男はなおも哭なき続ける。

「……お父さん……ぼくはここにいます……お父さん…………お母さん……お父さん、お母さん……」

「……やめろよ」

「……寒いよ……お兄ちゃん……寒い…………」

「やめろ！」

　耐えられなくなった青年が末まつ期ごの独白をさえぎって吼ほえる。かきむしるように手で額を押さえて、震える声でイクタは懇願する。

「……やめろよ。

　最さい期ごの最さい期ごで……そんな人間じみた言葉を、吐くな」

　ふと気が付けば、もう声は聞こえなかった。……怪物は死に、人の亡なき骸がらがそこに横たわる。

　この男にも物語はあったのだと、青年は知った。父の代から続く、長い因縁の終着で。
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「──入るよ、イクタ兄──っ！」

　抵抗を続けていた御お庭にわ番ばんたちが完全に制圧されてまもなく、帝都からイクタへ事情を問とい質ただしに駆けつけたヴァッキェとヨルガが、息を切らして現場へ辿たどり着ついた。

　扉を開けた瞬間──ふたりの視界に、その光景が広がる。疲れきったように長椅子へ腰を下ろす青年と、その足元に転がる屍しかばね。トリスナイ・イザンマの亡なき骸がらが。

「……ヴァッキェとヨルガか。早かったな」

「────ぁ────」

　ヴァッキェの呼吸が止まった。横たわるトリスナイを見つめる彼女の瞳孔が開いていく。妹弟子を前に、視線を足元に落として、イクタは言う。

「ちょうどいま事切れたところだ。……この出血量じゃ、間違っても生き返りはしない」

　事実を端的に告げる。白衣の少女に向ける彼の表情にかすかな苦みがさした。

「お前がこいつとコミュニケーションを取ろうとしてたことは知ってる。……悪いな、努力を無駄にさせて」

「…………ううん。こうなることは、薄々分かってたから……」

　震える声で応じて、ヴァッキェはゆっくりと亡なき骸がらへ歩み寄っていく。傍かたわらの床に膝を突き、そっと相手の顔を覗のぞき込こむ。

「……でも。どうしても、ほっとけなくてさ。自分ならどうにか出来るなんて、自惚うぬぼれてたわけじゃないけど……それでも、放っておけなくてさ。……だってトリリン、いっつも独りぼっちで。どこに行っても嫌われ者で。……そういう姿に、見覚えがありすぎてさぁ……」

　語る言葉が涙声になっていく。目の前の男の生涯を、彼女は自分自身の物語に重ね合わせる。

「……わたしなんだよ、この人は。……アナライ博士とも、ヨルリンとも、イクタ兄とも出会わないまま育ってしまったわたし。人間の輪に入れず、独りぼっちのままで怪物になってしまったわたし……」

　差し伸べられた指先が、物言わぬ亡なき骸がらのまぶたを優しく閉ざす。

「……救って……あげたかったなぁ……」

　ぽたぽたと滴が落ちて亡なき骸がらの顔を濡ぬらす、その光景を前にイクタは思う。──広い世界でただひとり、この少女だけがトリスナイ・イザンマの死に涙するのだろう。死した後に人として弔う者があることは、無数の憎ぞう悪おを一身に受けて生きてきたこの男にとって、ささやかな救いと成り得るだろうか。

「……用事は、これで済んだよ」

　血を拭ったマンゴーシュを腰の鞘さやに納めつつ、イクタはそう呟つぶやく。事態を受け止めきれず、困惑をありありと顔に浮かべるヨルガの眼前で、彼は静かに言葉を続ける。

「元帥の立場を利用した大逆。第一級戦犯に相当する利敵行為。私し怨えんによる宰相の殺害。……数えれば他にもいくらでもあるけど。ま、大まかにはこんなもんでいいだろう」

　自らの罪状を淡々と述べて、青年は微ほほ笑えむ。ひどく透明な笑顔で。

「裏切り者はここにいる。──然しかるべき場所に連れていってくれるかい、ふたりとも」
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　キオカ軍の撤退開始の直後にイクタが発した敗戦宣言は、国内の全精霊を介して声を伝える玉音放送の性質上、そのまま即座に帝国民全体の知るところとなった。

　彼らが最初に抱いたのは戸惑いであり、次いで焦燥だった。──軍が負けた。だとすればどうなる。明日にも帝都までキオカ軍が攻め込んでくるのか。もしそうなら自分たちは何をされる？　ひとり残らず奴隷にされてしまうのか。

　だが、時間が経たつにつれて、そうした最悪の想像とも状況は違っているらしいことに気付く。キオカ軍が攻めあぐねて撤退したという事実を知ることになったからだ。ふたつの情報が矛盾していることに彼らは戸惑う。敵は退いた、しかし元帥は敗戦を告げた。これはいったいどういう状況なのか？

　人々はやがて、その矛盾を解消する解答に至る。それは──勝っていたはずの戦を、元帥の宣言が自ら台無しにしたという事実。それが軍の判断ではなく、さらには女帝の意思ですらなく、イクタ・ソローク個人の下した命令だったこと。

　国民はにわかに沸騰した。信じがたい理不尽が自分たちの身に降り注いだことにようやく気が付いた。国に勝利をもたらすべき軍が背信を働いた。敵国に利して帝国を敗北へ陥おとしいれた。民の心の最後の拠より所どころだった帝国軍への盲目的な信頼が、この出来事によって、余りにも極端な形で裏切られた。

　未曾有の衝撃を受けてどう動くか、人々は考えた。軍人の犯罪は軍法会議にかけられて裁かれるのが平時の流れだ。しかし、今回の下手人は今や名を知らぬ者とてなき史上最年少の元帥、その圧倒的な才覚で軍組織を一手に担になうイクタ・ソロークその人である。軍法会議の場が彼の罪を正しく量るなどと誰が期待するだろう？

　時代がひと昔前までなら、彼らはそれでも泣き寝入りするしかなかった。軍法会議に代わって民衆が軍人を裁く場がなく、その不満を皇帝へ直訴するだけの勇気も持ち合わせなかったから。だが──今はそれがあった。他でもない皇帝の命令によって国民議会と同時に設置されていた。ゆくゆくは立法機関としての確立が期待される国民議会に対して、それは打ち立てられた法を個別の事例に適用するための存在──すなわち司法を受け持つ場である。




「これより第一回国民裁判を開廷する。──入場せよ、被告イクタ・ソローク」

　厳粛な、しかしどこかぎこちなさの残る裁判長の声が響き渡る。すり鉢状の会場で何重にも円座を組んで座る参加者たちの中心に、その全員が注目する黒髪の青年が、両手を縛られた姿で連れて来られた。

「そこに座りなさい。手は後ろに固定させてもらう。妙な動きはしないように」

　被告人が軍人ということもあってか、念には念を入れた段取りで身柄を椅子に固定する。文句を言うでもなくそれを受け入れながら、マントを没収されて一般の士官と変わらない服装のイクタ・ソロークは、へぇと感心したように声を上げた。

「……最初だからどうなるかと心配したけど、思ったより様になってるね。まぁ僕もキオカの人民裁判を直接見たわけじゃないから、細かい部分の粗は分からないんだけど──」

「静粛に！　被告はこちらに求められた時のみ発言しなさい！」

　友人の新居を見に来たくらいの気さくさで喋しやべり始めるイクタを、裁判長の[image: ]責が厳しく窘たしなめる。さっそく参加者たちの眉根が寄ったが、そんなものは序の口に過ぎなかった。

「……では、これより被告イクタ・ソロークの審問を行う。裁判官、容疑の読み上げを」

　促された裁判官のひとりが立ち上がり、手元の書類を読み上げる。

「よ、読み上げます。──第一に、皇帝陛下の許可なく玉音放送にて『敗戦』を口にせし咎とが。第二に、その宣言をもって敗走中のキオカ軍に利敵したる咎とが。第三に、個人的な動機でもって宰相を殺害せし咎とが。第四に──」

　上ずった声で列挙されていく罪状。それがひと通り済んだ後、最前列にいた列席者のひとりが手を挙げた。

「……全員を代表して、最初の質問を預かっている。裁判長」

「発言を許します」

　事前の段取りに沿ってすぐさま許可が下りる。立ち上がった壮年の男が重々しく口を開いた。

「咎とががいくつも並び、本人もそれを認めている。そこまではいい。だが──余りにも不可解な点がある。ごく単純で、しかしどうしても納得のいかぬことがある」

　その視線がじろりと青年を貫く。宿る感情は怒りと困惑が五分五分といったところ。男はまず後者を解消にかかった。

「イクタ・ソローク。陛下の寵ちよう愛あいを受け、史上最年少で元帥位にまで就いておきながら──君はどうしてこんな真ま似ねを？」

　当然といえば当然の質問が投げかけられる。イクタは軽く肩をすくめて答えた。

「どうして、と言われてもね。そもそも──そのどちらに対しても、何の価値も感じたことはありませんし」

「────！」

　質問者の男を筆頭に、会場内に参加者たちのざわめきが走る。彼らの驚きを肌に感じながら青年は言葉を続ける。

「この場のほぼ全員、僕の経歴ぐらいはとっくに把握済みでしょう？　おかしいと思わないのかな。こんな人間が元帥なんて地位に就いていたこと自体、まともな時勢、まともな人事なら絶対に有り得ない。年齢の若さもそうだけど、何より生い立ちのほうが理由でね」

「……それは、君の父であるバダ・サンクレイが獄死したことを指しているのか？」

　男が引き続き質問する。それは事前の段取りと違ったらしく裁判長が注意し、男は一度着席してから改めて許可を得て質問した。迂う遠えんな形式に思えるが、こうした場での発言はルールを設けなければ収拾がつかない。不慣れな点を踏まえればこんなものだろうと思いつつ、イクタはふたつ目の質問に答えた。

「そこに至るまでの事情は、正直どうでもいいんですよ。当時幼かったせいか、両親のことはもう大して覚えてもいませんし。でも──暮らしを奪われたのは腹立たしくてね。僕って人間は、本来なら高級将校の息子として何不自由なく育っていたはずでしょう？　その人生を突然の横よこ槍やりで台無しにされた。僕が帝国を恨む理由は一貫してそれですよ」

　悪びれず言ってのける青年。直後にさっきとは別の若い男が挙手し、許可を得て発言した。

「……貴族たちの失政の代償として両親を亡なくした、そうした境遇には確かに同情の余地があるでしょう。だが──陛下はその埋め合わせに足るだけの寵ちよう愛あいを君に注いだはずだ。現に君は、帝国史上においても類を見ないほどの英雄として出世を果たした。望めば手に入らないものは何もなかった、そうではないのですか？」

　心底から腑ふに落ちないという相手の言葉に、イクタの口元に皮肉めいた笑みが浮かんだ。

「寵ちよう愛あい……寵ちよう愛あいねぇ」

「……何がおかしい？」

　憮ぶ然ぜんとして尋ねる若い男。青年は声高に答えた。

「うんざりなんですよ。頭のおめでたい小娘のお守りには」

　再び会場が一斉にざわつく。新たな質問が来る前に、イクタは畳み掛けるように後を続けた。

「まぁ聞いてくださいよ。外向きには暴君ぶってるくせに、あの娘ときたら根っこはお人ひと好よしにも程がある。何を話しても二言目には民の幸せだの為政者の義務だの、まったくもって鬱陶しいことこの上ない。あんまり潔癖なもんだから、国庫から小遣いを掠かすめ取とるのもひと苦労だ。日頃の苦労と比べればちっとも割に合いやしない」

　そう言って露骨にため息をつく青年。参加者たちの口があんぐりと開いた。

「割り切って体だけ愉たのしもうにも、あの貧相な体はまるっきり僕の好みじゃなくてね。ああ──でも、せっかくだし多少無理してでも孕はらませてやれば良かったかな？　恨み重なる帝室に僕の血が入るっていうのも、考えてみればなかなか痛快で良かったかも──、ッ！」

　続く言葉を遮って鈍い音が響く。参加者のひとりが投げたインク壺つぼが青年の肩に命中していた。軍服がびしゃりと黒に染まり、それを皮切りに、会場全体で人々の感情が爆発する。

「黙らせろ！　そいつを黙らせろ！」「いいや今すぐ絞め殺せ！」

「ふざけるなよ貴様ァ！」「我々は今まで、こんな畜生を英雄と崇あがめていたのか……!?」

　口々に怒鳴りながら物を投げつける参加者たち。両手を後ろ手に縛られた青年にはろくに身をかばうことも出来ない。秩序を失った会場の様子に、裁判長が慌てて木き槌づちを叩たたき声を上げた。

「静粛に！　静粛に！　参加者は物を投げてはならない！　──一度被告を下がらせなさい！　これではとても審問にならない……！」

　指示された係員に椅子との結び目を解かれ、そのまま手を引かれて青年が会場を後にする。彼の背中が完全に見えなくなるまで、人々の怒号と罵声が止やむことはなかった。







「──か、閣下……！」

　被告人が私刑などに晒さらされることを防ぐため、イクタの移動時には軍からも数人の見張り役が張り付いている。だが、そのひとりであるメグ少佐が目にしたのは、司法の場から出てきた青年の、軍服のあちこちをインクに染めた無残な姿だった。

「だから、もう僕は閣下じゃないってメグ少佐。──にしてもいやはや、予想以上に白熱しちゃったね。ちょっと沸騰が早すぎだけど、参加者がみんな熱心なのは何よりだ」

　満足げな様子さえ見せながらイクタが言う。どう声をかければいいか分からず押し黙る軍人たちの前で、彼は服の隙間に挟まっていたペンを掲げてみせる。

「ほら。誰が投げたか知らないけど、このペンなんて結構な値打ちもんだよ。ちゃんと持ち主に返ればいいけど」

　そう言ってそばにいた係員にペンを渡すイクタ。もはや直視に耐えられず、メグ少佐の両目に涙がにじんだ。

「……なぜですか。なぜ、あなたがこのような……！」

　肩をぶるぶると震わせて呻うめくメグ少佐に、イクタは小さく苦笑する。

「売国奴への仕打ちとしては妥当だよ。──ってわけで、麗しの牢ろう屋やまで送ってくれるかな。今日はもう会場に顔を出すと殺されそうだから」

　あっけらかんと言って歩き出す青年。その内心を少しも見て取れないまま、せめてこれ以上の侮辱を受けさせないよう、メグ少佐は彼の隣に立って歩き始めた。







　パシン、と鋭く頰を打つ音が響き渡る。宮殿の一角にある自らの執務室で、女帝は自分を通すまいと入り口に立ちはだかる文官の少女──ヴァッキェとにらみ合っていた。

「もう一度だけ言うぞ。──ソロークを余に会わせよ。今すぐにだ！」

　怒気の宿るシャミーユの声。その平手打ちを受けたヴァッキェの頰がじんじんと痛む。が、それも意に介さず、彼女は真っ向から言葉を返す。

「こっちも負けじと何度でも説明するよ。──今、イクタ兄とあなたを会わせることは出来ない。それはイクタ兄自身の意思でもあるし、政治的にやむを得ない事情でもある。この意味、あなたなら分かるよね？」

　ぐ、と女帝が声を詰まらせる。同時に、その傍かたわらへヨルガが駆け寄ってひざまずいた。

「……陛下、どうか冷静なご判断を。イクタが独断で行った敗戦宣言による余波は、帝国軍の枠を超えて今なお広がっています。この時点で陛下がイクタと接触すれば国民の勘繰りは避けられません。怒りの矛先がこちらを向き、政体の維持すらままならなくなります……！」

　悲痛な声で訴える眼鏡の青年。彼が口にしたその内容に、シャミーユの目尻が一気につり上がる。

「独断──独断だと？　ふざけるなッ！　あの宣言は本来ならば──」

　続く声が唐突に止まった。口元に突き出された人差し指が女帝の発言を堰せき止とめている。彼女の顔を間近で見つめて、ヴァッキェははっきりと言った。

「その先は絶対に言っちゃいけない。いいね、シャミーユ」

「──ッ」

　強い含みをもった言葉にシャミーユの息が止まる。その耳元に口を寄せてヴァッキェは囁ささやいた。

「……友達だからね、事情はなんとなく察してるよ。今のイクタ兄とシャミーユは、本当なら立場が逆のはずだった。そうでしょ？」

　どきりと心臓が跳ねる。見抜かれていると知った女帝が愕がく然ぜんとヴァッキェを見、白衣の少女はなおも小声で続ける。

「イクタ兄が土ど壇たん場ばであなたの配役を奪った。……本人から説明が欲しいのは分かる。でも、今の状況もちゃんと考えて。イクタ兄に役割を取られたってことは、イクタ兄が受け持つはずだった立場があなたに回ってきているはず。それを踏まえた上でも、あなたは今すぐイクタ兄に会いに行けるの？」

「…………っ！」

「イクタ兄の今後は当分、国民裁判と牢ろう屋やの往復になる。でも──シャミーユだって少しも暇じゃない。戦後処理をメインとするキオカとの外交に加えて、戦争で荒れた国土へのケアも急を要する。……名実共に紛れもない皇帝の仕事だよ。それを放棄することを、あなた自身の心が決して許さないはずだ」

　君主の義務を盾に取られては抗あらがいようがない。途方に暮れて立ち尽くすシャミーユの体を、少女の両腕がぎゅっと抱きしめる。

「嫌なことばかり言ってごめんね、シャミーユ。……長く我慢はさせない。そう遠くないうちに、イクタ兄との面会の機会は必ず設ける。約束するから──今だけは我慢して。お願い……」

　ヴァッキェの懇願にシャミーユの目が伏せられる。イクタの件に関する限り──その言葉を信じる以外、今の彼女に出来ることは何もなかった。







　同じ頃。中央軍事基地の会議室にも、険しい面持ちの将校たちが集まっていた。

「……どうやら、主だった顔ぶれが揃そろったようだな」

　部屋の奥に立つレミオン大将がそう告げる。彼の視界に映るのは、旧友のイグセム名誉元帥、同じ階位のシバ大将、トルウェイ、マシュー、ハロら騎士団の面々、そしてスーヤ・ミットカリフ中尉。人選の基準はひとえにイクタ・ソロークとの関係の深さだ。

「改めて尋ねるぞ。彼の企てを事前に知っていた者は、この中にいるか？」

　努めて冷静な声で確認する翠すい眼がんの将。彼が進行役を買って出ているのは、この面めん子つの中では比較的イクタとの個人的な親交が浅いという理由からだ。部屋の中に沈黙が下りた。

「いない……のだな。……信じるぞ。誰も噓うそはついていないと」

　釘くぎを刺すように言い置き、全員の発言を促すために、レミオン大将は自分から切り出した。

「まずもって、私には彼の意図が分からない。勝ち戦を負けと言い張って、いったい誰に何の得がある？」

　またしても静寂。同じ疑問は全員の頭の中にある。それを察しながらも翠すい眼がんの将は続ける。

「仮に──こんなことは口にしたくもないが、仮に、彼がずっとキオカと通じていたとする。元帥という立場から敵国に利することを企たくらんだとする。だとしても──なぜ今なんだ。キオカを勝たせたければ、あるいは帝国を破滅に追い込みたければ、より効果的なタイミングがいくらでもあった。入念な下準備と智ち謀ぼうの限りを尽くして決戦を制した、その直後に裏切る意味が、私には少しも分からない」

　レミオン大将がひとつ掘り下げて示した困惑に、そこで初めてマシューが反応した。

「……帝国を滅ぼしたくなかった。でも、勝たせたくもなかった」

　ぽつりと呟つぶやく小太りの青年。翠すい眼がんの将の瞳が鋭くそちらを向く。

「……マシュー少佐。それは？」

「思い付きを口にしただけです。けど──順当に考えればそうなります。事の善よし悪あしはさておき、あいつは筋の通らないことはしない。……今の状況にも、あの敗戦宣言にも、何かしらの目的が必ずあるはずなんです」

　と、自分の中のイクタ像を踏まえて口にするマシュー。レミオン大将がふぅむと唸うなった。

「勝たせたくなかった、か。……それが正せい鵠こくを射ているとすれば、彼の企たくらみは、最初から軍人の領分を越えていたことになるな」

　それを耳にした瞬間、まったく唐突に、ハロの頭にひとつのイメージがよぎった。

「……陛下……？」

　言おうとしたわけではない、ほとんど無意識に口を突いて出た一言。レミオン大将がぎょっとして彼女のほうを向く。

「……ベッケル少佐。今、何と言った？」

「……あ、いえ。わたしも思い付きなんですけど──今の話は、どちらかというと陛下が考えそうなことかな、って……」

　自信なげにぽつぽつと言う。内容が内容だけに、翠すい眼がんの将もうかつに掘り下げられない。

「……少佐。滅多なことは──」

「構わん。続けろ、ベッケル少佐」

　代わって発言を促したのは、ここまで無言でいたイグセム名誉元帥だった。驚いて旧友に目を向けるレミオン大将の前で、ハロは慎重に言葉を選んで話し始める。

「……その、何と言えばいいんでしょう。昔から、陛下は人よりもずっと自省のお気持ちが強いお方なんです。この場合の自省というのは、ご自身だけでなく、帝国という国の現状それ自体も指していて……。ああ、ごめんなさい、わたしだと上う手まく言葉が──」

「何となく分かるよ、ハロさんの言いたいこと。つまり──キオカとの戦争に勝利して、領土を奪い取って拡大し、さらに国を栄えさせていく。こういったシンプルな考え方を、陛下が望むとは思えない。……そういうことじゃないかな」

　説明に悩むハロに、隣からトルウェイがフォローを入れる。末息子が取りまとめたその内容を聞いて、レミオン大将の顔に焦あせりが浮かんだ。

「待て、待つんだ。今の話の流れだと……まるで今の状況を、陛下ご自身が望まれたかのようではないか」

　場の空気が一気に不穏さを増す。それを諌いさめるようにシバ大将が言う。

「つい数時間前、陛下とはお会いしたが……有り体に言って、大変に動揺されていた。あれが演技だとは到底思えん。私の目が節穴でなければ、だが」

「ぼくもそう思います。だから──今の推理は、半分だけ外れているんじゃないでしょうか」

　トルウェイがさらに踏み込んで話し続ける。黒髪の青年と女帝、ふたりの様子からずっと感じ続けてきた「何か」が、彼の中で急激に像を結んでいく。

「この状況は陛下の望んだものでもあった。けれど──何かの手違いで、ものすごく大きな部分が決定的に変わってしまっている。それはもう陛下の力では修正のしようがない。……そういう局面だとすれば、陛下の動揺にも説明が付くかもしれない。そう思いました」

　現状はどちらか一方ではなく、青年と女帝のふたりから生じたものである──自分でも不思議なほど、トルウェイはその直感に確信を持っていた。……が、今の時点では余りに根拠に乏しい。レミオン大将が冷静に声を上げた。

「……憶測はここまでだ。仮定に仮定を重ねたところで真相に近付けるとも思えん。今はとにかく、国民裁判から彼を取り返すことに専念しよう」

「同感だが、簡単ではないぞそれは。……裁判の様子を聞く限り、どうも本人にその気がない」

　苦い面持ちでシバ大将が言う。国民裁判の初日から大だい顰ひん蹙しゆくを買ったイクタの振る舞いは、すでに彼ら全員の知るところになっていた。思案気な面持ちでトルウェイが言う。

「……多少強引にでも、取り返すことは出来ないんでしょうか。イッくんが軍人である以上、事の筋合いとしては、国民裁判よりも軍法会議が先だと思います」

「通常ならそうだ。だが、彼は元帥だ。若年にして異例の形で出世を果たし、もはや帝国軍の精神的支柱にすらなっていた人物。そうした人間が軍法会議で正しく裁かれるとは誰も考えんだろう。我々のもとに身柄を寄越せと要求すれば、それはそのまま彼を罪から匿かくまうという意思表示になる」

　シバ大将の言葉に押し黙るトルウェイ。その隣で、マシューがすぐさま別の案を出した。

「……なら、陛下は？　今開かれている国民裁判自体が、ほんの数年前までは影も形もなかったような集まりじゃないですか。政治犯は大審院で裁かれるのが帝国の慣わしだったはずです。陛下があいつを取り返せば──」

「腐敗貴族の巣そう窟くつになっていた大審院それを事実上解体し、その権限を国民裁判に委譲してきたのが他でもない陛下であってもか？　……国民議会・国民裁判の存在は陛下の公平性、ひいては人徳の象徴だ。彼女自身がそこから強引に罪人を奪い取るような真ま似ねをすれば、陛下に対する民の信頼が根底から崩れ去る。まして『イクタ・ソロークだけは大審院で裁く』などと言い張るのは論外だ。彼の罪をうやむやにするという宣言以外の何物でもない」

　シバ大将の言葉にマシューが声を詰まらせる。国民裁判からイクタを連れ戻すという一見簡単な目標が、考えれば考えるほど遠ざかっていく。そこで彼らも気が付く──つまりは、この状況まで含めて青年の企てなのだと。自分たちでは手を出しようのない場所に、彼はあえて身を置いているのだと。

「…………」

「──あ、ちょ、スーヤさん？　どこに行くんですか？」

　話のこう着を見て取ったスーヤが踵きびすを返かえし、ふらりと歩き出す。ハロに呼び止められて、彼女はぎこちなく足を止める。

「……どこ、ですか。確かに、どこに行くんでしょう、あたしは」

　切れ切れの声が口からこぼれる。ハロたちに向き直ったその顔が、幾重にも折り重なって煮詰まった感情で小刻みに震えている。

「自分でも分かりません。というより──このままだと何をやらかすんでしょう、あたしは」

　その瞬間、他の全員が一瞬で彼女の危うさを見て取った。レミオン大将が即断で指示する。

「ベッケル少佐、彼女を押さえろ！」

「は、はいっ！」

　名指しで命じられたハロが間髪入れずスーヤを羽交い締めにする。暴れ出すことはなかったが、それが瀬せ戸と際ぎわの自制であることを体の震えが伝えていた。うつむいて不安定な呼吸を重ねるスーヤの様子を、レミオン大将が痛ましげに見やる。

「……無理もない。誰もが彼を信じて、彼に導かれてここまで来たのだ。階級の上下を問わず、ミットカリフ中尉と同様のショックを受けている者も少なくあるまい……。

　事の真相はともかく、説明責任は彼にある。まずは本心を聞き出すところから始めなければ。……誰が向かう？」

　厳かに尋ねる翠すい眼がんの将。その問いに、険しい面持ちで全員が顔を見合わせた。





＊






　ひとりの青年を巡って混迷を深めていく帝国から、東に遠く離れたキオカ共和国首都ノランドット。その北側に居を構える総合病院の一室でもまた、ある青年が長い眠りから目覚めようとしていた。

「…………ん…………、ん…………」

　薄く開いたまぶたの向こうに白い天井が映る。ただそれだけで、戦場では到底望めないほどの静けさと清潔さが周りに満ちていることを知る。さらに視線を横に動かすと、そこには窓辺に飾られた花瓶に水を注いでいる、見知った女性の姿があった。

「…………何をしてるんだい、ミアラ…………？」

「─────え？」

　ミアラの動きがぴたりと止まる。耳を疑うように数秒躊躇ためらった後、彼女はおそるおそる振り向いてジャンのほうを見る。眼鏡越しの瞳と視線が合い──

「──わ!?」

　次の瞬間、ジャンの体は相手の腕の中に抱きすくめられていた。驚く彼をよそに、絶対に離すまいとばかりにミアラは腕に力を込めた。

「……良かった……！　もう、もう本当にだめかと……！」

「え？　え──？」

「すぐに医者を呼びます！　そのまま動かずに！」

　かと思えば、すぐに彼から身を離して部屋を出ていく。ジャンはぽかんとした面持ちでその背中を見ていた。







「……すまない。だいぶ思い出してきたよ」

　覚醒の報告を受けて駆け付けた医者に診察を受け、健康面に大きな問題がないことを確認し終わった頃には、ジャンも自分の現状をおおまかに想像できる程度に調子を取り戻していた。

「記憶はある。でも、どこまでが事実でどこからが夢なのか曖昧だ。君の口から説明してもらえるかい、ミアラ」

「もちろんです。……だから、今は安静にしていてください。お願いですから」

　切実な口調でミアラは言う。彼がうなずいたところで、彼女は求められた説明を始めた。

「現在、戦争は止まっています。あなたが指揮の最中に意識を失って倒れた後、海軍の敗北によって援軍が見込めなくなったことなどを理由に、我々は帝国への侵攻を断念してキオカ本国へと全軍撤退しました。ここは首都ノランドットの総合病院の特別病室です。司令部で倒れてから今日まで、あなたはひと月以上も眠り続けていたんです」

　ミアラの言葉にジャンは奥歯を嚙かみしめる。ほとんど悟っていたこととはいえ、それを事実として知らされる衝撃は大きかった。

「やはり、そうなのか。……あの大一番で……負けてしまったのか、僕は」

　遥はるかに遅れてこみ上げるその実感。が──彼が自分を責め始める前に、ミアラがそれを遮るように言葉を続けた。

「確かに、我々は帝都まであと一歩のところまで迫りながら、その一歩を攻めきれませんでした。……けれど、それは断じて、ジャンの責任ばかりではありません」

　きょとんとして彼女を見返す白はく髪はつの将。ミアラの瞳が悲しげに揺れた。

「あなたが倒れた瞬間に悟ってしまったんです、この戦争はもうダメだと。勝利に至る道はどうしようもなく失われてしまったと。……この感覚はおそらく、全ての将校たちの中で同じでした。その証拠に、副官として暫定的に総指揮を執った私のほかに、代わりの指揮を買って出る者はひとりもいなかったんです」

「…………」

「あなたに委ねすぎていたんです。戦略の構築も、現場の采配も、そして精神的な支えも──全てがジャンひとりに集中していたから、あなたが倒れた瞬間に全てが崩れ去った。……もっと分かち合うべきでした。現場の判断は現場に委ねて、せめて精霊通信の回数を半分に減らせていれば、あの段階であなたが倒れるようなことはなかったでしょう」

　その口ぶりから、自分が目覚めるまでに、多くの後悔と反省を彼女が積み重ねていたことがジャンにも伝わった。それを否定する言葉の持ち合わせも、今の彼にはない。

「……そうだね。確かに、それが敗因だ」

「──ジャン」

「戦い抜けると思っていたんだ。精霊通信を使えば、キオカ全軍の指揮が完全な形で実現する。そうすれば誰にも負けるはずがないと。……でも、僕の能力には、僕自身も知らないところに限界があった。複数の戦場でそれぞれに動き回る膨大な数の兵士たちを、後半になるほど複雑化を重ねる戦況を、この頭ひとつで処理しきれなくなった。それでも無理にやろうとした結果があの敗北だ。……全て君の言うとおりだよ、ミアラ」

　握ったこぶしが膝の上で震えた。が──そんな彼の前で、少し悩んだ末、ミアラは首を横に振ってみせる。

「……まだ、敗北であるかどうかは分かりません」

「……え？」

「はっきりしていないんです。我々は攻めあぐねて撤退したのだから、それだけを見れば確かに敗北と思えます。……けれど、その後におかしなことが起こりました。帝国の側から一方的に、自国の勝利ではなく『敗戦』を宣言してきたんです」

　予想もしなかった事実を告げられて、ジャンの両目が驚きよう愕がくに見開いた。

「……敗戦!?　待ってくれ、それは一体──」

　彼が疑問をそのまま口にしかけたところに、扉を隔てた廊下からドタドタと慌ただしい足音が響いてくる。何事かとジャンが目を向けた先で、見知った巨体の男が扉を開けて姿を現した。

「おお、本当に起きてやがる！」

　ベッドの上で上体を起こした青年、その姿を見るなりハッラーは叫ぶ。その体の陰から、今度は対照的に小柄な彼の副官が顔を出した。ジャンの顔に喜びが浮かぶ。

「ハッラー、ミタ曹長……！　君たちも無事だったか！」

「おう、肩撃たれて入院中だけどな！　にしても、この野郎！　一度寝付いたと思ったら長々と眠りやがって！　今までの帳尻を合わせたつもりかよ！」

　包帯を巻いた左肩を示しつつハッラーは言う。それを聞いた瞬間、やっとのことでジャンは自分の変化を自覚した。

「……そうか。眠っていたのか、僕は」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく青年。不眠体質をもって知られるジャン・アルキネクスにとって、それは限りなく大きな変化を意味する。どう受け入れて良いか分からず沈黙する彼の顔を、ミタ曹長が横からひょっこりと覗のぞき込こんだ。

「なんか顔色いいね、大将。倒れたって聞いた時はびっくりしたけど、ぐっすり眠れて良かったんじゃん？」

「……簡単に言ってくれますね。私は本当に不安だったんですよ。医者からは『目覚める保証はない』とまで言われていたんですから……」

　盛大なため息をつきながら愚痴るミアラ。と、そこで病室の扉がノックされた。全員の視線が同時にそちらを向く。

「あのー、軍から面会希望の方が見えていますが、お通ししても……？」

　扉越しに響いてきたのは遠慮がちな看護師の声。反射的に許可を口にしかけたジャンを片手で制して、ミアラがそれに応じた。

「ジャンはまだ目覚めたばかりで不安定です。そう伝えてお帰り願ってください。伝言があればミアラ・ギンが承りますと添えて」

「？　ミアラ、僕はまだ別に──」

　来客と話す程度なら大丈夫。そう主張しかけたジャンに、副官の鬼気迫る笑顔が向けられる。

「言いましたよね、ものすごく心配したって。ベッドから起き上がりもしないうちにもう健康体気取りですか？」

「え？　あ、いや」

「いいですね。──病人は、大人しく、しててください」

「──Ｙａｈ」

　有無を言わさぬ迫力に首を縦に振るジャン。直後、この日はここでお開きですと彼女が言い出し、ハッラーとミタ曹長はあっという間に部屋の外へ押し出された。







　数日が経たって体調の回復が目に見えてくると、ミアラもそれほど来客に対して神経を尖とがらせなくなった。結果、五日目にジャンを訪ねてきた「白はく翼よくの太たい母ぼ」は無事に青年との面会にこぎ着けた。

「──目覚めてくれてほっとしたよ。まさかきみがひと月も眠り続けるとはね」

　見舞いに持ってきたりんごの皮を剝むきながらエルルファイが言う。そのやや後ろにはグレーキが控えていたが──ひと足先に部屋を訪れていたハッラーと出し抜けに顔を合わせたせいで、今は互いに無言の圧力をぶつけ合っている。ふたりの巨漢のいがみ合いはひとまず脇に置いて、ジャンは太たい母ぼに頭を下げた。

「……すまない、テネキシェラ少将。僕が指揮を放棄したばかりに」

「よしてくれ、こっちだって文句を言える立場じゃない。分かるだろう？　わたしが艦隊司令官の立場に就いていれば、海戦にはまた別の展開があったかもしれないんだ」

　と、ごく自然な口調で負けの責任の一部を引き取っていく。今のジャンにはそれが何よりも胸に沁みる。八つに切り割ったりんごのひとつを彼に渡しつつ、エルルファイは手元のひとつを小気味良い音を立ててかじった。

「とはいえ、実は今の状況もよく分かっていない。帝国軍から謎の『敗戦宣言』が出た後、撤退するキオカ陸軍には一切の追撃が加えられなかったと聞いている。おかげで思いのほか多くの兵が無事に故郷の土を踏めたのは幸いだけど──どういうことなんだろうね、いったい？」

　首をかしげるエルルファイに釣られて、ジャンも腕を組んで考え込む。静かになった病室の中、何度目とも知れずふたりの巨漢の視線がかち合う。

「……あぁ？」

「おぉ？」

「グレーキ、病室で喧けん嘩かはやめなさい。──国民議会もすっかり混乱してるよ。戦争の結果が勝利なのか敗北なのか分からないことには、アリオを持ち上げるのか責め立てるのかも決められないようだ。帝国との外交は水面下で行われているようだけど、向こうの対応はどうにも要領を得ないらしい。何かしらの非常事態が起こっていると考えていいだろうね」

　淡々と見解を述べる太たい母ぼ。黙って話を聞いていたミアラが、そこで言葉を挟んだ。

「……またクーデターでしょうか？　ヒオレド鉱山で戦った時のように」

「……どうだろうね。問題の『敗戦宣言』は玉音放送で、しかもソロークの声で流れたんだろう？　クーデターだとすれば、あいつが国を裏切ったことになる。でも……」

　そこまで言ったところで、ふとジャンの脳裏に蘇よみがえる記憶がある。頭脳の酷使によって限界を迎えた彼が、意識を失う寸前にイクタと交わした言葉。もちろん現実では有り得ない──疲れ切った頭が見せた幻だったのだろうと彼も分かってはいる。だが、それを踏まえた上でも、黒髪の青年の言葉はひどく印象に残っていた。

「……あれは、別れの言葉……？」

「ん？」

　ぽつりと独ひとり言ごちたジャンに、事情を知らないエルルファイがきょとんとした目を向ける。幻の話をする気にはならず、青年は黙って首を横に振った。

「……何でもありません。正直、帝国の内情は僕にも想像できない。外交の経過を見守りつつ、軍としては守りを固めるしかないでしょう。僕もすぐに陸軍へ出頭します」

「ジャン、ですから今はまだ……！」

　今にも病院を飛び出して行きそうな彼の様子に、ミアラが懸け念ねんを顔に浮かべて声を上げる。そんなふたりの様子を眺めて、エルルファイはさりげないお節介を試みた。

「すでにミアラ君から報告書は出してあるんだろう？　だったら焦あせって戻っても仕方がないさ。アリオと同じように、上はきみの扱いも決めかねているところなんだ。今の段階では戦勝の英雄なのか敗軍の将なのかも固まっていない。そういう将校に回される仕事があると思うかい？」

「……っ……」

「評価がハッキリするまで大人しくしていて欲しい、それが上の本音だろう。ここは開き直って休暇を満喫することをお勧めするよ。今まできみは働きすぎていた。ちょうどいい機会じゃないか」

　そんな理屈で、休息を取る必然を相手に与える。彼女もミアラと同じで、ジャンを再び不眠不休の毎日に戻したくはない。アリオ・キャクレイによってキオカに連れて来られた身として──同じ境遇の青年のことを、エルルファイはひそかに弟のように思ってもいるのだった。

「帝国との外交がどう進むにせよ、ひとつだけ確かなことがある。──大きい戦争はもう当分起こらない。キオカも帝国も今回の決戦で力を使いすぎた。こっちでは国民の厭えん戦せん気運も高まっているし、帝国だって傷だらけの軍で報復戦を仕掛けるほど愚かじゃないだろう。戦乱の時代は終わりを迎えた──とまでは言い切れないけど、ひとまず休止するのは間違いない」

　と、確信に近い推測を述べた。窓の外へ視線を向けつつ、太たい母ぼはぽつりと言葉を続ける。

「ここから先は政治の領分だ。……わたしはわたしで、近いうちにそっちへ嘴くちばしを突っ込む気でいるんだけどね」

「──え？」

「具体的になったら改めて話すよ。さて──あまり話し込んで疲れさせるのも悪いし、今日はこの辺りで引き上げよう。ほら、行くよグレーキ。喧けん嘩かをするなとは言ったけど、どうしてきみたちはそんなにこわい顔で指相撲をしているんだい」

　立ち上がり様にグレーキの袖を引き、ふたりはそのまま連れ立って病室を出ていく。彼女の背中を見送った後も、ジャンはしばらく顎に手を当てて考え込んでいた。
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　女帝にも軍にも事態を収束させることが出来ず、今なお戦時と日常の狭はざ間まにある帝都。そんな中、五回目を数えたイクタ・ソロークの審議は、初日と変わらず剣けん吞のんな空気の中で進められていた。

「……被告に尋ねる。君はいつから陛下を騙だましていたのか？」

　参加者が新たな問いを投げる。その内容に、青年はんーと唸うなって顔を上げる。

「んー、悩ましい質問ですね。出会った頃から『こいつを利用して甘い汁を吸ってやろう』とは常に思っていましたけど、具体的にいつから騙だましていたかと言われるとなぁ……。正直、どこで線を引いていいものやら分かりません。面倒だからそっちで判断してくれませんか？」

　投げやりさと不遜さが人を苛いら立だたせる絶妙の配合でブレンドされた発言。居並ぶ参加者たちが憤いきどおりも露あらわに声を上げる。この日もやはり物が飛んだ。

「静粛に！　参加者は被告に物を投げないように！　……ソローク被告、君の受け答えはいちいち挑発的に過ぎる。もっと真摯な態度に改めなさい。そうした振る舞いは最終的な量刑を重くする方向にしか働かない。それくらいは君も分かっているでしょう」

「だーかーらー、そーやって猫かぶるのにうんざりしたから今こうしてるんですって。元帥なんて勢いでなるもんじゃないですよホント。もっと楽な立場に就ければ長続きしたのになぁ。……あれ？　ってことは、これって僕のせいじゃないのでは？」

　思い付いたように口にするイクタ。直後、その額にごん、と音を立てて文鎮が命中した。







「……いたたたた……。物を投げるのはいいけど、さすがに鉄の塊をぶつけるのは勘弁して欲しいな。こっちは両手を縛られてるんだから」

　この日の審議を終えて帰された牢ろう獄ごくの中、額のたんこぶに手を当てながら青年は呟つぶやく。と──その空間の静寂を、響き渡る堂々とした足音が打ち破った。

「そう思うなら、投げられないような発言を心がけたらどうだ。連隊長殿」

　彼をそう呼んで牢ろうの前に姿を現したのは、父の代から縁を持つ陸軍大将クバルハ・シバ。親しい相手の来訪を、イクタは大仰な身振りで歓迎してみせた。

「ようこそ麗しの牢ろう獄ごくへ。──最初のひとりはあなたですか、シバ大将」

「ああ。……『騎士団』の誰かを向かわせても良かったが、今の段階なら私がいちばん冷静に話せると思ってな。月並みだが年の功というやつだ」

「はは、確かに。マシューだったら話す前に一発殴るでしょうね」

「分かっているなら何よりだ。次の人選はミットカリフ中尉あたりにしておくか？」

「………………それは本気で怖い」

　飄ひよう々ひようとした態度から真顔になって呟つぶやく青年。シバ大将はくつくつと笑って周囲を見回した。

「しかし、誰もいないな。こういう場所は一日じゅう監視の目があるものと思っていたが」

「そういうことになってますよ、表向きは。……でもまぁ、シャミーユの主導で国民裁判を設置してる時点で、ここの人事に僕も関わっていますし。ぶっちゃけ看守は軒並み顔かお馴な染じみです。何を喋しやべっても聞き耳は有り得ないんで、そこは安心してください」

　牢ろうの中にいる立場で請け合ってみせるイクタ。シバ大将はうなずいて鉄てつ格ごう子しの前に座り込んだ。

「なるほど。……そういうことなら、腹を割った話が出来そうだな」

「割らなきゃダメですかね、やっぱり」

「そうだな。私にまで裁判でしたような戯たわ言ごとをほざくなら──これはもう、バダ大将に代わって拳げん骨こつを一発くれてやるしかあるまい」

　男はそう言って、握りしめた右こぶしにはぁ、と息を吹きかける。イクタは慌てて両手で頭を抱えた。

「勘弁してください。シバおじさんの拳げん骨こつ、頭っていうか脳に響くんです」

「なら正直に話すことだ。──なぁ、イクタの坊ぼう主ずよ。何を思ってあんな真ま似ねをした？」

　悪いた戯ずらをした甥おいっ子を諭すように、穏やかな口調でシバ大将は尋ねる。イクタの口元に苦笑が浮かんだ。

「……あなた相手に、くだらない韜とう晦かいは無意味ですね」

　そう納得すると同時に、彼は居ずまいを正して相手に向き直る。もう軽口を叩たたく気はないと、その姿が言っていた。

「お察しの通り、事情があります。けれど──事情があるということ以外は何ひとつ明かせません。……これでも結構ギリギリです。深くは考えないでください。出来れば察して欲しくもないんです」

　と、謎めいたことを口にする青年。その目を見つめて、シバ大将はぽつりと言った。

「……役割を代わった、か？」

　静寂が下りる。イクタの表情は変わらない。だが──その沈黙の質の変化から、シバ大将は自分の指摘が正せい鵠こくを射たことを悟った。

「……そうか。当たっていて欲しくはなかったが……やはり、そういうことなのか」

　溜ため息いきと共にそれを受け入れ、シバ大将はさらにその真相を掘り下げる。

「……いつからだ？　それが始まったのは」

「……最初の模擬戦が終わった頃、ですかね。僕に関して言えばですが」

「ということは、本人の中で思想が育まれたのはもっと前なのだな。そちらの方は……ああ、そうか。キオカあちらでか」

「なお悪いことに、それを後押しした人物まで向こうにいました。帝国こつちでもキオカむこうでも……あの子は本当に、厄介な手合いにばかり目を付けられる」

　苦い面持ちで口にするイクタ。見抜かれている以上は隠しても無駄と割り切って、彼はさらに言葉を続ける。

「まぁ、それはあくまで事情の半分。もう半分は、単純に僕がやりたかったからです」

　きっぱりと言ってのける青年。それを聞いて、シバ大将の顔に初めて戸惑いが浮かんだ。

「……どういう意味だ？」

「言葉通りですよ。僕は根本的に、この国を救おうと考えたことがありません。思えたことがない、と言ったほうがいいかな。だから……この状況はやはり、僕自身の望みでもあるんです」

　そう口にして、青年はどこか寂しげに微ほほ笑えむ。金髪の少女との出会い──もうずいぶん遠く感じられる過去を思いながら、彼は自分がここに至るまでの因果に思いを馳はせる。

「あの誘いを受けた時、僕は断れなかった。……今にして思えば、それがとっくに答えだったのかもしれません」







　その日の深夜、中央軍事基地。翌朝を待つことさえもどかしく、イクタの奪還を試みる将校たちは前と同じ会議室に集まっていた。

「本人と話し、確認できたことも多くあった。……その上で分かったが、状況はかなり悪い」

　イクタとの面会を果たしたシバ大将が開口一番にそう告げる。表情を硬くする全員の前で、彼はなおも語る。

「彼は、このまま行くところまで行く気だ。裁判での発言も全て確信的に行っている。動揺もなければ混乱もなく、まして自暴自棄になっているわけでもない。どこまでもいつも通りのイクタ・ソロークであって……だからこそ、止めることは極めて難しい」

　厳しい見解を述べるシバ大将。少しの黙考を挟んで、マシューが問いを投げた。

「……敗戦宣言の理由については、あいつは何て？」

「譲れない事情がある。そして、彼自身の望みでもあると。……具体的な内容はとても語れん。今この場にいる人間ですら、軽い気持ちで知るべきではない」

　その言葉に全員の心がざわつく。真っ先に反論したのはスーヤだった。

「……軽い気持ちの人間が、この中にひとりでもいると？」

　低い声で言ってのける彼女。びくとも揺るがず据わったその目に、それと同じ面持ちでいる他の面々に、シバ大将は自分の過あやまちを悟ってかぶりを振った。

「……いるわけがないな。今のは私が悪かった。

　では言おう。──ベッケル少佐とトルウェイ中佐の推理が当たっていた。敗戦宣言は、本来なら陛下の口から下されるはずだったのだ」

　きっぱりと告げる。その瞬間、ただの推測であったものが裏付けを得て真実へと変わる。全員の表情がこわばり、マシューの口から震え声が漏れた。

「……本気、かよ」

「絶対に他言はするな。何の誇張でもなく国が崩れる」

　厳しく釘くぎを刺すシバ大将。真実のさらに深い部分まで、彼はなおも踏み込んで語る。

「敗戦によって国を救う。ひとりの軍人として到底受け入れがたいが、それが陛下の構想であられるのだ。……帝国の従来の社会制度、政と軍と民の関わり方──あの方は、それら全てにもはや先がないと確信している。それゆえの国民議会設置であり、諸もろ々もろの制度の改革であり、総仕上げとしての敗戦宣言なのだろう。自ら民を裏切ってのけることで、怒り狂う民に正しく処刑されることで、陛下は民による革命を成し遂げようとされていた──」

「……でも。その役割を、イッくんが代わった」

　トルウェイがぽつりと言葉を挟む。重くうなずくシバ大将。そこでレミオン大将が口を開いた。

「……逆だった、ということか。本来ならば。ご自身が処刑された後、組織として未熟な国民議会を支えつつ国を導く役割は、もっとも信頼する人物であるイクタ・ソロークが受け持つはずだった。彼が元帥である以上、形としては軍政と紙一重ではあるが──いや、だからこその彼なのだろうな。野心とは程遠い名将が軍を預かっている間に、国民議会が国家の意思決定機関として成熟することを望んでおられたのだろう」

「玉音放送のタイミングが全てを決めた。先に敗戦宣言を出されてしまえば、残された側に同じことはもはや出来ない。国の今後を受け持つ者がいなくなってしまうのだから」

　イグセム名誉元帥が補完するように言い添える。ハロもそこに分析を加えた。

「……陛下もおそらく、敗戦宣言についてはイクタさんに話していなかったはずです。だって、止められるのが目に見えていますから。ずっと秘密で計画して、誰にも悟られずに実行しようとして……なのに、それでもイクタさんに見抜かれた」

「……計画さえ見抜いてしまえば、宣言の先取りは難しくなかっただろうな。あいつは元帥なんだから、戦争全体の推移はいちばん早く耳に入ってくる。キオカ軍が侵攻を諦めて撤退するタイミングを狙うなら、陛下はどうしてもあいつに情報面で後れを取らざるを得ない……」

　ぎり、と奥歯を嚙かみしめてマシューは言う。それを聞いたハロが、突然はっと顔を上げた。

「……有事に限定して、元帥にも玉音放送の使用を可能にする。それについて陛下とイクタさんが話していたのを聞いた覚えがあります。その時はキオカとの決戦に向けた備えの一環だと思っていましたけど……今にして思うと、あれは陛下に先んじて敗戦宣言を出すための布石だったんですね」

　今になって過去を振り返れば、意味を見て取れる出来事はいくつもある。だが、当時の彼らには疑念を抱くための取っ掛かりさえなかった。わずかな違和感さえ仲間に抱かせぬよう、イクタが細心の注意を払っていたことが窺うかがわれた。

「話はだいたい分かりました。──それで結局、あの人はどうなるんですか」

　スーヤが結論を求めて一歩先に踏み出す。シバ大将がそれに答えた。

「国民裁判での振る舞いが全てを物語っている。……民の手で裁かれ、処刑されるところまで含めて、あの宣言を出した者の役割だ」

　決意は明白だった。女帝に代わって自ら受け持った立場を、青年が途中で投げ出すはずがない。

「彼は死ぬ気でいる。処刑台を目指して粛々と足を進めている。──シャミーユ陛下を生かすための、それがイクタ・ソロークの決断だ」







「──では君は、仲間にもずっと自分の野望を隠してきたと？」

　八回目の審議中、そんな質問が青年に投げかけられた。参加者たちの興味が彼と「騎士団」との関わりに移ってからは、イクタとしても慎重な受け答えが要求されることになった。

「……ま、そうですね。全部ぶっちゃけて乗ってくれそうなら考えたけど、そういうタイプはあの中にいなかったんで。いやホント、周りがいい子ばかりで息が詰まるったらなかった」

　そう言ってべぇ、と舌を出してみせる。表向き仲良く付き合っていただけで、本当は少しも彼らに心を許してなどいなかったと主張する。参加者たちの多くはすんなりとその主張を受け入れる。ここまでに積み重ねてきたイメージと、それは少しも矛盾しないから。

「だとしても、戦場で背中を預けあった間柄には違いないはずだ。──罪の意識はないのか、彼らに対して。誰もが君を慕い、君のことを信じて戦ったのだろう」

　良心に訴えかけるような口調で問われる。だからイクタは答える──良心そんなものは最初から存在しない人間になりきったつもりで。

「こういうことがあるから僕は思うんですよ。うかつに他人を信じるもんじゃない、ってね」

　今度は、物は飛んで来なかった。ただただ純度を増した憎ぞう悪おと軽蔑の視線が、あらゆる角度から青年を貫いた。







「……高等士官学校の頃から素行不良を貫いてきた甲か斐いがあったな。軍での僕の振る舞いを調べるほど、『こいつならやりかねない』って印象が強まるばっかりだろうし」

　牢ろう屋やの中、寝台に寝転がりながらイクタは呟つぶやく。──裁判で初めて接する人間に自分を悪く見せることなど、彼の弁舌をもってすればお茶の子さいさいだ。どういう悪党が求められているかを察してその期待通りに動いてやればいい。少なくとも聖者を演じるよりは性に合ってる、彼は苦笑気味にそう思う。

「ま、裁判は引き続きこの感じでいくとして──ん？」

　頰に風を感じた青年が、ふと視線を鉄てつ格ごう子しの向こうへ向ける。数秒後──予想に違たがわず、ふたつの足音が石畳の廊下に響き始めた。そうして彼の前に現れたのは──全身に憤ふん怒ぬを滾たぎらせた愛まな弟で子しと、その傍かたわらに立つ炎えん髪ぱつの将だ。

「…………」

「やっぱり来たかい、スーヤ。イグセム名誉元帥が一緒なのは……何となく理由が分かっちゃうかな」

　やや引きつった笑いを浮かべてイクタがふたりへ歩み寄り──瞬間、檻おりへ体をぶつけるように踏み込んだスーヤの腕が、鉄てつ格ごう子しの隙間を抜けて青年の襟首へと伸びた。ギリギリの反射で飛とび退のいてそれを躱かわすイクタ。獲物を捕らえ損ねた右手が、彼の前で苛いら立だたしげに震えた。

「いや、待って──ノータイムで殺とりに来るのはやめて。言い訳くらいはさせて欲しい」

「それを聞けば、今のあなたの仕打ちを許せる気持ちになりますか？」

「……たぶん難しいかな。ただ、百発殴りたいのが八十発くらいには減るかもしれない。その差は小さくないと思うんだよ──僕の顔面にとっても、君のこぶしにとっても」

　切実な命の危険を感じながらイクタは言う。彼をじっとにらんだ末、やがてスーヤが腕を下ろした。

「……経緯はもう、だいたい知っています。陛下に代わって国を裏切ったからそこにいる。そうですよね」

「おおむねその通り。でも──その上で、これは僕自身の望みでもある。そこは押さえておいて欲しいかな」

　イクタは真顔で言ったが、そこはスーヤにはどうでも良かった。──誰の望みであろうが、誰のためであろうが、彼がそうすると決めて行っていることには違いない。自分を蔑ないがしろにして勝手に死のうとしている、その事実に何の変わりもない。

「……旭日連隊グラ・メストエリはどうするつもりですか。まだ解散してなかったはずですよね」

「うん。だから──解散だね、今度こそ。親おや父じの一件に加えて僕のこれだ。二度ケチが付いた部隊を無理に残しても、たぶん誰にもいいことはない」

「…………」

「それより、今は君自身のことを考えたほうがいい。ただでさえ僕の愛まな弟で子しなんて──ああ、もう過去形かなこれも──とにかく微妙な立場なんだ。うかつに動くと僕のほうから火の粉が飛んでくるよ。しばらくは基地にこもって大人しくしてたほうがいい」

　状況を踏まえてイクタは忠告する。聞き終えたスーヤの口元に、そこで凄絶な笑みが浮かんだ。

「……本当に。あなたって人は──とことん舐なめてますよね、あたしを」

「…………」

「大人しくしてろと言われて、はいそうしますとうなずくタマだと思いますか。逆ですよ──あなたのやって欲しくないことが分かったんだから、あとはそれを全力で実行するに決まってるじゃないですか」

　宣戦布告のようにスーヤは言ってのける。危うい光に目が爛らん々らんと輝く。

「要するに、旭日連隊グラ・メストエリでもう一回クーデターを起こせばいいわけですね。いいです、やってあげますよ。事の真相をぜんぶぶちまけた上で。『騎士団』の人たちとシバ大将は乗ってくれそうだし、他にはレミオン大将も、ここにいるイグセム元帥だって、説得すれば協力してくれそうじゃないですか？　あなたを死なせたい人なんて最初っからひとりもいないでしょ？」

「……むぅ」

「これだけの面めん子つを抱き込めたら、もうクーデターでもなんでもありませんね。国民裁判は即刻中断、ついでにうるさそうな国民議会も解散させて、あなたの身柄は軍が即日奪還。ああ──考えれば考えるほど簡単に進みそうじゃないですか。やっぱり武断主義ってのは手っ取り早くていいですね」

　うつむき気味にくつくつと低く笑うスーヤ。その体勢から、彼女の瞳がイクタの顔をにらみ上げる。

「──すごい汗ですよ、連隊長殿」

「うん、焦あせってるんだ。君はやると言ったらやるから」

「理解してるなら何よりです。じゃ、あたしは一旦帰りますね。次は軍を連れて戻りますんで、せいぜい首を洗って待っていて──」

　身をひるがえして立ち去ろうとしたスーヤの手首が、がしりと強く摑つかみ止められた。怪け訝げんに思って振り返った彼女の視線の先に、自分の手を握りしめる青年の姿がある。

「……何ですか、この手」

「まだ行かないで。もう少し話そう」

「話してどうするんですか。説得ならされませんよ」

「うん、それは分かるよ。いいかげん付き合いも長いし」

「……じゃあ、今さら何を話すって──！」

　声を張り上げようとしたスーヤの喉がぴたりと固まる。自分を見つめる青年の顔に、その瞳に、胸が痛むほど切実な感情を見て取って。

「何でもいいんだ。ただ──君の声を聞いていたい。君の仕草を見ていたい。……君と直接会って話すのは、たぶんこれが最後になる」

「────っ」

「説得なんてしないよ、本当に。だって──僕のほうも譲る気がない。これからやることはとっくに決まっていて、今は厚かましく事後承諾を迫っているだけなんだ。君の理解を望める立場じゃないし……君にはもう、この先の結果は変えられない」

「……なんですか、それ。あたしにクーデターが起こせないとでも思うんですか？」

「そうだね。理由としては……まず、シバ大将もレミオン大将も君を止める。敗戦宣言はもう出されてしまった。今はあの裏切りについて責任を取る人間が必要で、それは大将たちも理解している。その上で……僕は、自分以外の誰にもそれをさせる気はない。

　そして、ふたつめの理由。今は気付いていないだろうけど──君自身にも、シャミーユの努力は裏切れない。彼女がどれだけ頑張ってきたか君はもう知っている。君が士官教育を受けるために彼女が後押しをしたことを覚えている。……それらをなかったことには決して出来ないのが、スーヤ・ミットカリフという人間だ」

　確信をもって言い切るイクタ。その皮肉な信頼に、スーヤは両方のこぶしを握りしめた。

「……また、譲らなきゃいけませんか。あの子に」

「……スーヤ」

「またですか。クーデターの時と同じで、こっちの気持ちは二の次、三の次ですか。あたしにもそれで納得しろって？　……冗談じゃない。冗談じゃない──冗談じゃないッ！」

　叫びと共に鉄てつ格ごう子しに両手を突き入れる。イクタはそれを躱かわさず、スーヤは今度こそ彼の肩を両手に摑つかんだ。

「あたしを見ろ！　ここにいるスーヤ・ミットカリフをまっすぐ見ろ！　他の誰も関係ない、国の未来なんて知ったことじゃない！　これはあたしの人生だ！　あたしはあたしの気持ちをいちばん大事に抱えてここにいるんだ！」

「…………」

「クーデターが起こせないなら、付き合ってくれる部下とあたしだけで蜂起してやる！　どうせやることは同じだ、ここを襲って力ずくであなたを奪うだけだ！　すぐ先に破滅が見えてても構いやしない、そこへ辿り着くまではあたしの気持ちが生き続ける！　やるだけやって足あ搔がいて力尽きて──それでようやく納得できる！　あたしの中にずっと居座る苛いら立だちは！　あなたのせいで生まれてしまった感情は！　そうしないと永遠に燻くすぶったままなんだ……！」

　急せき立たてられたようにスーヤは訴える──消せない火に焼かれ続ける苦しみを。あなたのせいでこんなにも辛いのだと絶叫する。恋にも愛にも昇華しきれない未熟な感情。嫉妬と混ざって歪いびつな攻撃性に成り果てたそれに、そんな自分自身のどうしようもなさに絶望して涙する。だがもう止まれない。それこそが自分だと覚悟してしまったから、彼女には決して譲れない。

「──食事の時は、最初に水気のある果物をかじる」

　青年の声がぽつりと耳を打つ。肩を摑つかんで揺さぶっていた手が、それにぴたりと止まる。

「なければ野菜、それもなければ水をひと口。食べるのは早いけど行儀は悪くない。好きな食べ物は南域風の猛烈に香辛料が効いた煮込み料理で、周りに理解者が少ないのがひそかな不満。基地の食堂は辛味も風味も利きかせ方が甘いと思ってる。一方で、甘味の効いた氷菓やお茶も大好き」

「…………」

「上官や同輩に対しては当たりが強いけど、部下に対してはそれよりずっと穏やかで柔らかい。自分の指導が的外れじゃなかったか、ちゃんとよい方向へ相手を導けたか──部下を[image: ]った時はいつも気にしてメモを取っている。猫や犬なんかの小動物は苦手だけど嫌いじゃない。可か愛わいがるとすぐに情が移ってしまうから、それを避けるために距離を取っているだけ」

　イクタは語り続ける。それはまるで、我が子の成長を慈いつくしんで見守ってきた親のように。

「軍で思いがけず再会した時から、ずっと君を見てきた。君の判断を、君の葛藤を、君の成長を──自分でも不思議なほど、温かい気持ちで見守ってきた。

　君は最初、僕のことをすごく嫌っていたね。根が勤勉で実直で、僕とはまるで違う性格の人間で──だからこそ、少しずつ理解し合えることが、僕のやり方を知って受け入れてもらえることが嬉うれしかった。異なる他者に自分の考えが伝わる、誰かの心の中で自分の思考が生き続ける──僕の感覚だと、それらはとても幸せなことなんだ」

　そう告げながら、青年は肩に置かれた相手の腕を摑つかみ返す。もはや断ち切りようもない精神の系譜、これから先もずっと互いの間に在り続ける絆きずなを示すように。

「さっきの言葉は訂正する。スーヤ──君は今も僕の愛まな弟で子しだ。僕を知り、僕に学び、僕に逆らい、僕に盲従することなく自分の道を歩み続ける。そんな君の在り方を、僕は心底から尊く思ってやまない──」

　まっすぐ相手を見つめ、ありったけの誠意を込めて青年は告げる。それを正面から受けて、うつむいた彼女の口元が小さく震える。

「……するもんか……」

「────」

「……納得なんか、してやるもんか。そんな言葉なんかで──ッ！」

　駄々をこねる子供のように手を振り払って暴れだす。イクタの顔に困ったような微笑が浮かんだ。彼は力を抜いてされるがままになる。

「──あッ──」

　次の瞬間、糸が切れたようにスーヤの体が崩れ落ちる。わずかな痛みもなく昏こん倒とうした彼女の向こうに、その頸くびを的確に圧迫した右手を挙げて、炎えん髪ぱつの将が黙然と立っていた。

「……すみません、イグセム名誉元帥」

「君の望みに沿って動く。私はそう決めている」

　微み塵じんの揺るぎもない声で言い切り、それから青年に向き直って、男は言葉を続ける。

「だが、唯ただ一ひとつだけ約束して欲しい。──この先、君の気が変わり、どうしても生きたいと思ったのなら。その時は、私であれ他の誰かであれ、迷わず助けを求めると」

「……はい、そうします。──ありがとう、ソルおじさん」

　掛け値なしの感謝を込めて、イクタは相手のことを初めてそう呼ぶ。それを耳にした男の口元に──ほんのわずか、虫眼鏡で観察してようやく分かるほどの微笑が浮かんで、刹那の幻のように元に戻った。







「……く……」

　同じ頃。どれほど望んでもイクタとの接触が叶かなわず、シャミーユの焦あせりは果て知らずに募っていた。

　執務室で政務に励む姿も、普段の半分の手早さも発揮できていない。ひとつ気を抜けば叫び出したくなる感情の波を抑えながら過ごすことは、それだけで尋常ではない集中を必要とした。

「──陛下。『騎士団』の面々がお見えであります」

　そんな折に、扉の向こうからルカーンティの声が響いた。女帝の肩がびくりと震える。そこからひと呼吸の間を置いて、辛かろうじて平常を装よそおった声で「要件は？」と聞き返した。

「公的な謁見ではなく、内々に話し合いたいことがあるとのことであります」

「……承知した。この部屋に通せ」

　覚悟を決めて許可を出す。ほどなく開いた扉をくぐって現れたマシュー、トルウェイ、ハロら三人。一様に険しいその面持ちが、声に出すまでもなく彼らの内心を語っていた。

「お話があります。イクタの救出について」

　儀礼の一切をすっ飛ばし、開口一番にマシューが言う。机から立ち上がって口を開きかけたシャミーユを、しかしハロの声が先んじて押おし留とどめた。

「待ってください。いま言おうとしてくださったことは、陛下の胸に収めたままで大丈夫です。わたしたちのほうでも、もう事情は把握していますから」

「……そう……で、あるか。……そなたらには、どんな責めも受ける覚悟でいたが……」

「言いたいことは山ほどありますよ、そりゃ。でも、今はそれどころじゃない。責めるも怒るも、あの馬鹿を引っ張って来なけりゃ何も始められない。陛下もそうでしょう？」

　当然とばかりに言ってのける小太りの青年。余計な気遣いがないことにかえって救われた気持ちになりながら、シャミーユは部屋の一角の応接スペースに目を向けた。

「その通りだ。……椅子にかけてくれ。腰を据えて話そう」







「……被告？　……ソローク被告！　イクタ・ソローク被告！」

「──んぁっ？」

　自分を呼ぶ声に、舟を漕こいでいた青年の意識がまどろみから浮上する。途端に目に映るのは四方八方から向けられる剣けん吞のんな視線。硬い椅子に後ろ手に縛り付けられている自分の有あり様さまを確認し、それでやっとイクタも状況を思い出した。

「──あ、こりゃ失礼。今日は長引きそうだなーと思ってたら、ついうとうとと」

「裁判中に居眠りをする者があるかっ！　君の罪を裁いているんだぞ、厳粛に聞きなさい！」

「んー、濃いめに淹いれたお茶があればどうにか……。あの、ここらで一旦休憩にしません？」

　挑発ではなく本気の提案だった。が、参加者たちにその区別は付かない。怒りの声があらゆる角度から降り注ぎ、それを目覚まし代わりに、イクタははぁとため息をついた。







　この日の審議が終わると同時に牢ろう獄ごくへ帰されたイクタは、牢ろう屋やに入るなり寝台に突っ伏し、硬い椅子に座りっぱなしのせいで痛む背中を後ろ手にさすっていた。と──そんなところに、近付いてくる足音を耳が捉える。

「──今日は君かい。パトレンシーナ」

　寝台から身を起こして口を開くイクタ。鉄てつ格ごう子しの前まで来た彼女が、それを聞いて露骨に眉根を寄せた。

「……いや、何でわたしのほうだって分かるの。まだ一言も喋しやべってないのに」

「あちこち違うよ、表情とか歩き方とか。判断のポイント、全部指摘しようか？」

「……自信なくすからやめとく。本当おっかないヤツだよね、あんた」

　口元をへの字に曲げるパトレンシーナ。そのまま鉄てつ格ごう子しの前に座り込んで、むっつりと相手をにらむ。

「ってかさ、とっとと出てきてよ。あんたが死ぬとハロが泣くじゃん。それ約束と違わない？」

「永遠に生きる約束は、さすがの僕にもできないなぁ」

「アホか、ハロより先に逝いくなっつってんの。救ったヤツにはそれなりの責任ってもんがあるでしょ」

「……確かにある。返す言葉もない」

　指摘を受けて苦しげにうつむく青年。それを見たパトレンシーナが引っ込み、代わってハロの穏やかな笑顔がそこに現れた。

「こんばんは、イクタさん。──実はさっき、ちょっと笑っちゃいました。裁判で居眠りしたって聞いて」

「ああ──いや、あれは寝るよ。ちょっと期待してたのに、自分の裁判があんなに退屈なもんだとは思わなかった。椅子は硬いし、同じ質問を何度もされるし。……まぁ、最初のうちは改善の余地があって当然だからね。これからしっかりキオカに学んでくれることを期待するよ」

「ふふふ……。被告人席から裁判にダメ出ししちゃうんですね、イクタさんは」

「大人しく非難を拝聴して、反省しているところを全力でアピールして、悲痛な顔で不幸成分マシマシの生い立ちを語ったほうがよかったかな？」

「ちょっと想像できませんね。──でも、これからしてもらいます」

　一転して強い声でハロは言う。その気配の変化を受けて、イクタもまた姿勢を正した。

「後のことはともかく、まずは全力で死刑を回避する。その方向で、わたしたちの話はまとまりました」

「……みんなで集まって話し合ったんだね。うん、なかなか冷静な目標設定だと思う」

「少しでも刑が軽くなるよう、陛下もわたしたちも必死に手を打っています。でも、困ったことに、それを台無しにするような噓うそばっかり口にする意地悪な人がいて」

「へぇ、いったい誰だいそいつは。きっとろくな奴やつじゃないな」

　白々しく言ってのける青年。ハロはぎゅっと唇を嚙かんだ

「釈明しろとは言いません──せめて黙秘を貫くことは出来ませんか。そうすれば、こちらも根回しと印象操作がずいぶん楽になります」

「そうしたいところだけどね。口から先に生まれたイクタくんは、ああいう場で黙ってるってことがどうしても出来なくって」

「……イクタさんの目的のためには、必ずしも死刑じゃなくても良いはずです。例えば禁固刑でも人々の溜りゆう飲いんは下げられます。ずるいやり方ですけど、毎日厳しい尋問を受けているとか、やせ細って見る影もないとか、国民に向けてはそういう『近況報告』を出しておいて──」

「実際は今みたいに、牢ろう屋やの中で悠々自適に暮らしている？」

「そういうことです。受け入れてくれるなら、わたしがお隣さんになってもいいですよ」

　冗談めかして、けれど一から十まで本気でハロは提案する。青年も楽しげに笑った。

「今みたいに好きなだけ本を読んで寝てられるなら、その生活も悪くないね。君とのお喋しやべりがもれなく付いてくるならなおさらだ。──けど、やっぱり遠慮しておくよ」

　穏やかな声で、しかしきっぱりと拒否を口にする。ハロがぐっと唇を嚙かんだ。

「……どこかに穴がありますか？　この計画……」

「ひとつだけ、ね。──その案だと、シャミーユを守れない」

　予想外の指摘にハロが言葉を失う。自嘲のため息をひとつ吐いて、イクタは言葉を続けた。

「恥を忍んで打ち明けるとね──今僕がやろうとしてるこれは、決して第一候補の方法なんかじゃないんだ。もっとスマートなやり方も考えたし、できれば誰も死なずに済む形に仕上げたかった。でも──出来なかった。そのための前提となる条件がどうしても満たせなかったから」

「……前提となる条件？」

「シャミーユが自分を許すこと」

　ここでもやはり金髪の少女の名前が飛び出す。困惑を深めるハロに、青年は寂しげな微ほほ笑えみを向ける。

「この数年間、僕の目標はずっとそれだった。君も知っているよね」

「……もちろん知っています。でも、それだけじゃ何も納得できません。陛下が自分を許せていないと、どうしてイクタさんは死ななければならないんですか？」

「ちょっと違うかな。単純に、僕が死ななければあの子が死ぬんだ。

　死にたいと思う心があって、死ななきゃならない理由があって、生きなきゃならない理由が見当たらない。この三つが揃そろえば、人は抗あらがいようもなく死に臨む。……シャミーユの中には、とっくの昔にふたつまで揃そろっていた。今まで彼女を生かしてきたのは残りのひとつ──生きなきゃならない絶対の理由が、彼女にまだあったからだ。ひとりの皇族としての、国家の腐敗に対する責任がね」

「…………」

「でも──この先は、僕が生き続けることでそれが失われる。なぜなら、僕に後を預ければ国は大丈夫だと、シャミーユはそう考えてしまっているからだ。彼女が敗戦宣言を行う元々のプランなら、裏切り者として処刑されるのは彼女のほうで、その死後に国を預かるのは僕の役目だった。……もう分かるよね。彼女が設置した国民議会も国民裁判も、皇帝抜きで回る社会を目指したものなんだよ。全ては自分が死んだ後のための準備なんだ。

　言うなれば──僕という人間は、彼女が自分に死を許せる根拠そのものだ。取り去らなくちゃいけない。あの子をこの先も生に縛り付けるためには、僕の存在がどうしても邪魔になる」

　揺るぎなく言い切るイクタの姿にハロが息を吞のむ。──もちろん彼女も気付いていた。シャミーユという少女が、初めて出会った時から今に至るまで、根深い自傷癖と破滅願望を抱え続けていることは。

　もともと衛生兵であるハロは、「死を願う心」がこの世でいちばん重い病のひとつであることを知っている。死のうと決意した人間を生に引き戻すことは限りなく難しい。それはひとりひとり違った形の病びよう巣そうを持つ病であり、普遍的な特効薬というものが存在しないのだ。

「……陛下のことは、わたしたちが説得します。何があっても絶対に自殺なんてしないように。だから──」

「彼女にもっとも近しい立場の僕が、数年を費やして出来なかったことだ。悪いけど、君たちが束になって説得しても変えられるとは思わない。……もちろん不可能とは言わないさ。五年、十年──あるいはもっと長い時間をかけて接していけば、いずれは解ける日が来ると信じている。

　でも、分かるだろう。それまでに死んでしまえば全てが終わりなんだ。……人間はその気になれば舌を嚙かみ切きるだけで命を落とせる。どれほど念入りに見張ったところで止めようがない。目を離した一瞬にあの子は死んでしまう」

　ハロがこぶしをきつく握りしめる。そう──それが自殺の何よりも恐ろしいところだ。死への願望を心に抱え続ける限り、その衝動との戦いは毎日のように続き、生きるためにはその全てに勝利することを求められる。対して「死」の側はたった一度だけ勝てば終わりなのだ。たとえ九割九分九厘の有利を「生」の側が持っていたとしても、ごく単純な統計で言えば、その人物は千日後には死んでいることになる。

「シャミーユを生かすことは、僕にとって全てに優先する。だから僕自身、この方法を取ることに迷いはない。

　……でも、悔いはある。本当は──死ねない理由じゃなくて、生きたいと思える理由をあの子に持たせたかった。あの子と過ごす時間の中で、僕はずっとそれを探していた。……だけど、ついに叶かなわなかった。今日まで結果を得られないまま、いよいよ制限時間が来てしまった」

　無力感に奥歯を嚙かみしめてイクタは言う。彼の苦悩を前に、ハロはかける言葉を見失いかけたが──予想だにしないタイミングで、もうひとりの彼女がそれを取って代わった。

「……聞いてりゃ何さ。シャミーユシャミーユって、さっきから馬鹿のひとつ覚えみたいに」

　イクタが伏せていた目を上げる。ここで相手が入れ替わるのは予想外だった。

「……パトレンシーナ？」

「わたしのことはいい、ハロのほうを見て。──ねぇ、いまあんたの目の前にいるのは誰？　子供の命を盾に要求を通そうとしないでよ。ここにはハロの気持ちだってある──何があってもあんたに生きていて欲しい気持ちが。あんたにも分かるはずでしょ。いちばん大切な誰かのためなら、そういうのは全部無視していいってわけ!?」

　語気を荒げて憤慨するパトレンシーナの、純粋にハロのことを想おもったその言葉。イクタの顔が後悔の念に歪ゆがんだ。シャミーユのみに意識を注ぎ、自分を救おうと訪れた相手を視野の外に置くかのような自分の言動の、その度どし難がたい愚かさと残酷さを思って。

「……君を無視なんて、出来るもんか」

　詭き弁べんじみていると知っている。だとしても、それだけは揺るがぬ本心をイクタは告げた。瞬間、青年をにらみつけるパトレンシーナの仏ぶつ頂ちよう面づらが、ふっと穏やかなハロの面持ちに替わる。

「……ごめんなさい。本音をあの子に言ってもらうのは、わたしの悪い癖ですね」

「そうでもないさ。……少なくとも、僕の本音は引き出された」

　かぶりを振ってイクタは言う。今なお苦悩を抱え続ける青年を前に、ハロの胸の内に途方もない愛いとおしさが湧き上がり──ひとつ深呼吸して気を鎮しずめ、彼女はゆっくりと立ち上がる。

「今ここで、イクタさんを説得できないことは分かりました。……でも、わたしたちは最後まで諦めません」

「……うん。きっとそう言うと思ってた」

「はい。だから、早はや合が点てんしないでくださいね」

　そう前置きして、ハロは鉄てつ格ごう子しの中へ両腕を差し入れ──応えるように前へ踏み出したイクタと、静かに身を寄せ合う。相手の温ぬくもりに救われた記憶を、彼らはどちらも持っていた。

「これは──絶対に、別れの抱擁なんかじゃないんです」

　願うようにハロは口にする。イクタは何も言わず、ただ彼女を抱きしめる力を強くした。







「……はぁ、はぁ……」

　夕焼けに染まる帝都の大通り。その中を、次に訪問する予定の有力者の邸宅を目指して、ヴァッキェとヨルガが走っていた。

「おい、ヴァッキェ、根を詰めすぎだ。もう何日寝ていないんだ？」

「寝たいのは山々だけどね。イクタ兄を死なせるわけにはいかないでしょ」

　気遣うヨルガに息を切らしつつ答える白衣の少女。国民裁判からイクタを救い出すために、彼らは昼夜を忘れて奔走していた。

「死刑判決さえ避けられれば時間は稼げる。今はそのことだけ考えて、他はぜんぶ後回し。なのに……それでもじゅうぶん難しいんだよね。被告人のイクタ兄自身が自分の死刑を猛プッシュしてるのはキツい。全力で裁判の参加者に根回ししても追い付くかどうか」

「……ボクら自身が裁判に出られないのがいちばん痛いな。まさかこんな形で、陛下との距離が近いことが仇あだになるなんて」

　すでに宮殿勤めの文官という地位にある彼らには、平民の組織である国民裁判への参加は許されない。直接的に裁判の行く末を操作する手立てはなく、それが可能な人物を説得して回る以外に方法はなかった。

　呼吸がどんどん荒くなり、それに伴って走る速度を落としていくヴァッキェ。やがて限界を迎え、その足が止まる。

「……ごめんヨルガ、おんぶして。次の場所に着くまで眠るから」

「そろそろ言われる頃だと思ったよ。ほら、乗れ」

　すかさず前に回ってしゃがみ込み、彼女のために背中を開けるヨルガ。そこに身を預けるや否いなや、白衣の少女はすぐに寝息を立て始めた。







「──どうも皆さん、被告の発言に翻弄されていますな」

　イクタを巡る十一回目の審議の中で、これまでになかった流れが生じた。ひとりの男性が立ち上がり、会場の流れに逆らう形で意見を述べ始めたのだ。

「どうか冷静に。彼の言い分を全て真に受けるには不可解な点が多すぎるでしょう。考えてもみなさい。これまで何度も帝国を窮地から救ってきたほどの人物が、こうも短絡的な衝動に駆られて自滅も同然の暴挙に及ぶわけがない」

　彼に続いて別の女性が挙手する。その口から出た言葉も、前の人物と足並みを揃そろえていた。

「同感ですね。語られていない事情があるとしか思えません。これまでの証言の大半がデタラメの可能性すらある」

「うむ。加えて、彼が帝国軍を勝利に導いてきた功績も忘れてはならないと私は思う。先の決戦にしても、被告人の采配なしではキオカ軍に帝都まで攻め込まれていたのではないか？」

　ひとり、またひとりと挙手しては、前の人物の発言を援護していく。彼らの声を会場の中心で聞きながら、ついに手を回してきたか、とイクタは思った。青年の死刑を避けるための根回しを受けた参加者が裁判の流れを変えようとしているのだ。が──新たに生まれかけたその可能性の芽を、イクタは自ら摘みにかかった。

「やれやれ、ついにバレてしまいましたね。そう──実はもっとずっと切実な理由があるんですよ。聞くも涙語るも涙、この場の全員が号泣必至の感動秘話がね」

　波に乗りかけた参加者たちの発言を遮ってイクタは言う。そのわざとらしい言い回しに、彼の命を救おうとしている人々までが訝いぶかしげに眉根を寄せる。

「……ってなわけで、発表はもうちょっと待ってくれません？　いま頭の中で終盤のシーンを組み立ててるところでして。両親との別れの場面で何を言えばいちばん涙腺に響くか、これがなかなか考えどころなんです」

　救いの手を払いのけられた人々の間でため息がこぼれた。せっかくヨルガたちが根回しした人物を裁判の会場へ送り込もうと──当のイクタ自身が狂言回しじみた言動を続ける限り、その味方が大きく増えることは望めないのだった。







　その日の晩も、前の審議の後と同じように、イクタは牢ろう獄ごくで過ごした。同時に、自分を訪れる相手にも予感はあった。

「──来たか、相棒」

　石畳の廊下を歩いてきて鉄てつ格ごう子しの前に立った翠すい眼がんの青年に、イクタは寝台に寝転がって分厚い本を開いた姿勢のまま応じる。トルウェイの顔にたちまち苦笑が浮かんだ。

「ハロさんに話は聞いてたけど……元気そうだね、イッくん」

「裁判も後半戦に差し掛かったことだしな。読み残しを一冊でも減らしたくて、こっちは毎日大忙しだ」

　熱心にページをめくりながらイクタは言う。その様子を見ながら牢ろう屋やの前に腰を下ろし、トルウェイは改めて口を開いた。

「話したいことはたくさんあるけど……その前に、いいニュースがあるんだ」

「へぇ、ついに初体験でも済ませてきたか？　お相手はどこの誰だ？」

「そ、それはまだだけど。もっとずっと嬉うれしいことだよ。……スシュラ兄さんの意識が回復したんだ」

「────本当か」

　本を読み進める手を止めて、イクタが寝台の上で上体を起こす。トルウェイは笑顔でうなずいてみせた。

「……良かった。弟を先に逝いかせたサリハ兄様の顔なんて、僕も絶対に見たくなかったからな」

「当分は安静が必要だけど、幸い後遺症はなさそうだから、傷が塞がって血の気が戻れば軍務に復帰できるみたいだよ。……本当にほっとした。ひどい怪け我がだったから、いくら頑丈なスシュラ兄さんでも駄目かもしれないと思ってたんだ」

　そう言って安あん堵どの息をつき、トルウェイは再び相手に顔を向ける。

「それと、もうひとつ。イッくんにとってはこっちのほうが嬉うれしいと思う」

「……ふーん？　お前に似合わず、ずいぶん思わせぶりな言い方だな」

「ふふ、ごめん。じゃあ言うよ──サザルーフ准将の生存が確認されたんだ。メルーザ中佐と一緒に、今はキオカで捕虜として生活している。大きな怪け我がもしていないって」

　再び読み進めようとした本がどさりと床に落ちる。震える声がイクタの口からこぼれた。

「……生きていたか、あの人……」

　期待を封じていた。戦争の中でそれが報われることは余りに少ないから。いつ戦死の報があっても受け止められるように、青年はずっと覚悟していた。でも──時にはこういうこともある。突然に訪れる幸運もある。そう思いながら寝台から立ち上がったイクタの体が、バランスを崩して再びすとんと座り込む。

「……はは、参ったな。膝の力が抜ける。ここ数年でいちばんの朗報だ……」

　巨大な安あん堵どで胸を満たしながら青年は言う。その様子を微ほほ笑えんで見つめ、トルウェイはそこに言葉を添えた。

「捕虜交換でこっちに戻れるのは、まだずいぶん先になると思う。でも、ふたりともちゃんと帰って来るよ。待っていれば必ずまた会える」

「ああ……それなら、伝言を頼まなきゃな。本人に伝えといてくれ。とんでもないタイミングで命令を無視してくれたこと、あれだけは絶対に忘れないって」

　いつもの軽口を叩たたいてのけるイクタ。が──トルウェイは真顔で首を横に振った。

「それは自分の口で伝えよう、イッくん」

「…………」

「……生きよう。きみに死んで欲しい人なんてこの国のどこにもいないよ。特にぼくの周りは、きみが生きてくれないと悲しむ人ばっかりだ。シャミーユ陛下のことだってきっとどうにかできる。みんなでいっしょに考え抜けば、必ず良いやり方が見つかるはずなんだ。今までみたいに……」

　両手でこぶしを握りしめて翠すい眼がんの青年は言う。イクタは目を細めた。どんな時も愚直なまでに「騎士団」を信じ抜く──彼のその姿勢は、昔からずっと変わらない。

「……生きてよ、イッくん。ぼくは嫌だ──ほんとうに嫌なんだ。いちばん憧れた人たちが、ふたり揃そろって僕より先に逝いってしまうのは……！」

　鉄てつ格ごう子しを両手で摑つかんでうつむくトルウェイ。イクタもまた、寄り添うようにそこへ歩み寄り、

「──あぅっ!?」

　まったくの不意打ちで、無防備な額にでこぴんが炸さく裂れつした。目に涙を浮かべて顔を上げたトルウェイの前で、彼に非道なる一撃をもたらした相手がふんと鼻を鳴らす。

「……ぐしゃぐしゃに泣き崩れてもイケメンのままか、お前は。あー腹立たしい」

　理不尽極まりないことを呟つぶやいて、かと思えば佇たたずまいを正し、イクタはまっすぐにトルウェイを見つめる。

「その憧れは、ここで卒業していけ。……僕もヤトリもこれからは過去の軍人だ。今後はむしろ、周りがお前に向ける憧れと羨せん望ぼうのほうを自覚する必要がある。万の兵を従える立場になるってのに、今までと同じ腰の低さじゃ様にならないのは分かるだろ？」

「──ぅ……」

「ヤトリが認めた軍人で、僕が認めた相棒──それがお前、トルウェイ・レミオンだ。自信の根拠としちゃ最上の部類だと思うけどな。それともあれか、実はそこまで僕と彼女を高く評価しちゃいなかったか？」

「──そんなはずがないじゃないか！」

　間髪入れずに否定を叫ぶ。イクタは苦笑した。自分自身に対してもたらされるどんな罵ば詈り雑ぞう言ごんに対しても、彼はこれほど激しい反応はしない。

「だったら胸を張れ。後は任されたからお前は安心して死んでいいってな。それなら僕も肩の荷が下りる」

　と、相手が口にできるはずもない暴言を勧めてのける。トルウェイの瞳が悲しみに揺れた。

「……無理だよ、イッくん。

　友達がいなくなるのは辛つらい。相棒がいなくなるのは悲しい。生き物を撃つ時の罪悪感といっしょで──いくら自信が付いても、その気持ちだけは、僕の中でずっと同じままだ」

　そう口にして、青年は数知れずトリガーを引き絞ってきた自分の右手を眺める。これまで奪ってきた命、これから奪っていく命。その全てに、トルウェイ・レミオンはずっと向き合い続ける。

「……そうだな。その変わらない心根が、お前のいちばんの美点だった」

　温かい声でそう口にして、イクタは相手の肩に手を伸ばし──ぽんぽん、と軽くそこを叩たたく。慌てず騒がず、あまり気負わずやっていけと、先に旅立つ者の立場からそう言うように。

「忘れないよ。僕の相棒は臆病でお人ひと好よしで、見てるとイライラしてくるくらいのイケメンで。そして──誰よりも優しい狙撃手だったことを」

　その言葉を耳にして、まるで鏡写しだと翠すい眼がんの青年は思う。イクタ・ソロークが自分にだけ向ける特別な厳しさが、どれだけ交流を重ねても楽しさを減じない彼との時間が、その相棒として戦場に立ったことが──この先もずっと、トルウェイ・レミオンの誇りだった。







「──心証の悪化に歯止めがかからない！　他に打つ手はないのか……！」

　裁判の推移を知らされたレミオン大将の悲痛な声が会議室の中に響き渡る。「騎士団」の面々やスーヤを交えた話し合いとはまた別に、志を同じくする多くの将校たちと共に、彼はイクタを救出する道を模索していた。

「……もういっそ、戒厳令を出してはどうでしょうか。戦争直後の世情不安を建前にして。それで裁判は否いや応おうなく中止になります」

　若手の将校のひとりが思い切った提案を口にする。机の向かい側に座る同僚が眉間にシワを寄せた。

「治安維持の名を借りた弾圧か。……言い訳としては最低の部類だな」

「じゃあどうしろと言うんだ！　このまま彼が処刑されるのを座して見守れというのか!?」

　打つ手の見つからなさに苛いら立だちが募り、立ち上がった将校たちが激しい言葉をぶつけ合う。それを見かねたシバ大将が仲裁の声を上げた。

「貴様ら、口論を止めて落ち着け。そして忘れるな──どれほど焦あせろうと、軍人の領分を逸脱した手段は許さん。それは我々に残った最後の節度だ」

　と、血気盛んな部下たちへ早まらないように釘くぎを刺す。反省してそれぞれの席に座りなおす彼らを眺めつつ、その一方で、彼は隣の将校だけに聞こえるよう低い声で囁ささやく。

「彼本人が望みでもしない限りは。……そうでしょう、イグセム名誉元帥」

　炎えん髪ぱつの将が無言で返す。ただ一言、「助けてくれ」と──イクタがその言葉を発してくれたなら、彼らはいつでも自分の階級章を返上して動き出す覚悟がある。……同時に、その時が決して来ないだろうことも悟っていた。







　トルウェイの来訪からさらに五日後の晩。これまででもっとも気迫と闘志に満ちた足音が牢ろう獄ごくに響き渡り、それを聞いた瞬間、イクタは誰が来たのかを即座に悟った。

「……ああ。いよいよ君の番か、我が友マシュー」

　片手に大きな包みを抱えた小太りの青年が、辿たどり着ついた牢ろう屋やの前に仁王立ちする。イクタはそこへ歩み寄って相手に頰を向けた。鉄てつ格ごう子しの隙間に腕を入れれば問題なく届く場所だ。

「────」

「…………あれ？　殴らないの？」

　予想に反して振るわれない相手のこぶしを、イクタは意外に思って見下ろす。しばらく無言で考えた末、マシューはふんと鼻を鳴らした。

「そのつもりだったけど、やめた。……ここで殴ったら、逆におまえを楽にしそうだ」

　と、殴るよりも厳しい対応をほのめかす。それを聞いたイクタの顔が、スーヤの怒りを前にした時以来に引きつった。

「……迫力がすごいや。今まででいちばん怒ってるね、マシュー……」

「当然だろ。これに比べりゃハロの一件だって可か愛わいいもんだ。おまえはおれたちを出し抜いて、相談もせず勝手に裏切って──しかもそれを押し通そうとしている」

　ぎろりと相手をにらんで罪状を述べ、マシューはなおも低い声で続ける。

「おれがトルウェイやハロみたいに優しいとは思うなよ。……説得なんて最初から考えちゃいない。おれは実力でおまえを無理やりにでも生かす。それだけだ」

「確かに、今の君に取っ組み合いじゃ勝てないな。……でも、ここから僕を引っ張り出しても、それにあまり意味はないと思うよ？」

「腕っぷしでおまえを反省させようなんて夢見ちゃいない。──勝負はこれだ」

　そう言って、腕に抱えてきた包みを床に置く。風ふ呂ろ敷しきを取り払うと、その中からは重量感のある将棋盤が駒と共に現れた。物が良い上に丁寧に使い込まれているようで、駒にも盤面にも独特の光沢がある。

「……将棋……」

「おまえには何回負けたか分からないよな。たぶん本気を出させたことすらない。……でも、それも今日までだ」

　決然と宣言し、マシューは将棋盤の前にどっかりと腰を下ろす。動けずにいるイクタを、その姿勢から厳しくにらみつける。

「この勝負に生き死にを賭けろ、イクタ。おまえが勝ったら望み通り死んでいい。その代わり、おれが勝ったら問答無用で生きてもらう。後で出てくる障害はおれがぜんぶ何とかする」

　思いもよらず大きな言葉が飛び出し、イクタは呆あつ気けに取とられながら問いかける。

「ぐ──具体的に、どうやって？」

「まだ浮かんでいない。でもすぐに思い付く。──当然だろ？　将棋っていう頭脳戦の代表分野で、おれはこれからおまえに勝つんだ。おまえより頭がキレるおれには、おまえに出来ないような発想だってポンポン浮かんでくるさ」

　大胆不敵なことを言ってのけ、マシューは手早く自陣に駒を並べていく。自負と自信に満ちたその姿を眺めて、やがて観念したように、イクタも盤を挟んだ向かい側へ腰を下ろした。

「……参ったな。いまの君……世界でいちばん格好いいよ、マシュー」

「格好はどうでもいい。おまえより強けりゃな。──始めるぞ。先手後手を決めろ」

　促されたイクタが互いの陣地からひとつずつ駒を手に取り、相手に見えないように両手の中へ握りこむ。小太りの青年は迷わず右手を指差した。マシューの風ふう銃じゆう兵へいの駒がそこに現れる。

「おれが先手だ。──行くぞ、イクタ。惨ざん敗ぱいしたくなきゃ、最初から出し惜しみは無しで来い」

「もちろんだよマシュー。ここで出し惜しみなんて──それこそ自殺と同じだ」

　相手の心意気に応えて、イクタもまた全力を約束した。互いの意識が一斉に盤上へ集中する。かくして──ふたりの青年の間で、初めての真剣勝負が幕を開けた。











＊






　時は同じまま場所が変わって、キオカ共和国首都ノランドット。その郊外に建てられた科学者たちの棲すみ家か──アナライ・カーンの研究所。

「……博士。イクタのやつ、今ごろ何してるんでしょうね」

　顕微鏡を覗のぞき込こみながらバジンが言う。後ろのテーブルで多肉植物の葉を切り分けていたアナライが、メスを慎重に動かしながらそれに答えた。

「さてな。じゃが──きっと充実した時間を送っておるじゃろう。あやつは友達を大切にする子じゃからの」

　疑問の余地なくそう言ってのける。今は遥はるか遠方で自分の道を往く弟子。青年との最後の語らいが、アナライの脳裏に鮮明に思い返される。

「帝国には仲間がたくさんいる、イクタは前にそう言っておった。じゃから──どんな道を行くとしても、あやつは孤独ではない。どこへ向かうときも、自分を想おもう多くの心と共にある。むろん、ここにいるわしらも含めての。

　それを倖しあわせと呼ぶことを、この世の誰も躊躇ためらわん。そうじゃろう？」

　揺るぎない声で言ってのけ、アナライは科学の探求を続ける。最後の別れから少しも変わらず──イクタ・ソロークが進む道を、精霊たちの愛が照らしてくれることを願いながら。





＊






　時間が半ばその意味を失った、極度の集中が生み出す忘我の心地のうちに。

　ふと気が付けば。ふたりの勝負の開始から、実に二昼夜もの時が経たっていた。

「…………………………」

「──────────」

　もとより持ち時間を定めていない勝負。時間無制限の戦いは、互いの納得という唯一の、そして絶対の枠組みの中で推移していく。魂を削るような気迫で指し進める一手、それに続く一手、そのまた次の一手。拮きつ抗こうする知略のうちに、戦況は二転三転どころか九転十転してなお一方に傾かず、互いの有利不利は目まぐるしく入れ替わる。

「───ッ──」

　そして、終盤に突入した盤面で──永遠とすら思われた均衡が、ついに崩れ去る。

「………っ……ぅ……」

　マシューの大将駒を守る囲い。何度もの攻防を経て、元の形から臨機応変に組み変わり続けたそれに、髪の毛一本よりもなお細い隙が生じている。ひと目で見て取れるものではない。四種の駒を代わる代わる用いた、それは終着まで数十手にも及ぶ複雑玄妙な詰み筋だ。

　その存在に気付くのが、一手遅れた。いや──一手遅れで気付いたことが奇跡に等しかった。どんな定跡にも記されていない、それはイクタ・ソローク独自の戦法。炎えん髪ぱつの少女がまだ生きて傍そばにいた頃──いつか彼女を相手に使う日が来ることを夢見て編み出した、正真正銘の秘奥とつておき。

「…………………………………………………………………………………ない…………」

　知略の結晶のようなその指し手を前に、長く幅広い思考の積み重ねの末、マシュー・テトジリチは自分の将に生きる道がないことを見て取ってしまった。──それでも認めはしなかった、相手のミスの可能性に賭けて最後の最後まで足あ搔がいた。その末に絞り出された「ない」は──それはもはや、彼の心臓も同然の一言だった。

「……頭が、ね」

　深くうつむいた相手を前に、右手を額に当てて、イクタがぽつりと呟つぶやく。しばらくぶりに動かす口が、言葉の出し方を思い出すのに苦労する。

「……頭が、爆はぜるかと思ったよ、本気で。指し手はどれも鋭くて、読み合いは呼吸を忘れるくらい厳しくて、囲いは眩暈めまいがするくらいに堅くて。……君との勝負が、あんまり楽しすぎて。

　はは──見てよ、これ。まだ体じゅうの震えが止やまない。まさかこの土ど壇たん場ばで、生涯最高の一局を君にプレゼントされるなんて……」

　感動に上ずった声でイクタは言い続ける。そして思う──いったい何度の窮地、何度の転機があったことか。その全てにおいて、小太りの青年がどれほど的確に対応してのけたことか。

「僕とはこれが最後の勝負だ。でも──君はまだまだ強くなる。もしかしたら僕よりも、ひょっとしたらヤトリよりも。……ああ、悔しいなぁ。それを見届けられないことが、こんなにも悔しい……」

　新たに生じた未練がイクタの胸の奥を締め付ける。と──対面のマシューが、顔を伏せて盤面をにらみつけたまま嗄かれた声を上げた。

「……勝ち逃げ、かよ……っ。……おまえっ、はっ！　……最後の、最後までッ……！」

　ぽたぽたと大粒の涙が盤に落ち、しゃくり上げる声がそこに織り交ざる。この一戦に彼が懸けた想おもいの程をイクタは想おもう。彼が積み上げてきた研けん鑽さんの日々を想おもう。そんな途方もないものを捧ささげられた我が身の幸せを、全身が戦慄わななくほどの感謝と共に実感する。

「うん……そうだね、勝ち逃げだ。次にやれば勝てるかどうか分からない。

　でも──逃げ出す前に、これだけは言っておきたい」

　鉄てつ格ごう子しの間から手を伸ばし、イクタは小太りの青年の肩を抱いた。うつむいたきりの彼の顔に、額を半ばぶつけるようにして自分の顔を寄せる。息遣いが聞こえる。絶え間なく落ち続ける涙が、盤上に海を作っていく。

「ありがとう、我が友マシュー。──君と同じ時間を生きたことが、僕の誇りだ」

　その言葉をもって、イクタは彼に最大最高の感謝を捧ささげた。……最後まで自分を救おうとし、最後まで自分に勝つことを諦めなかった。自分にはそんな親友がいたのだと──青年は世界の全てに向けて誇った。







　さらに審問を重ねた末。長きに亘わたる裁判も、ついにその決着を見ようとしていた。

「……被告人がここに出頭して以来、今日までに実に二十一日を審議に費やした。交わし残した言葉はもはやなく、議論はじゅうぶんに尽くされたものとする」

　厳かな声で裁判長が告げる。居並ぶ参加者たちも、この日ばかりは粛然とその先を待つ。

「拝聴せよ、被告人イクタ・ソローク。これよりあなたの判決の主文を読み上げる」

　会場の中央に、今回だけは椅子も拘束もなく、黒髪の青年が素のままで立っていた。これまで何度となく彼を注意し、窘たしなめた裁判長の口から、ついに最後の宣告が始まる。

「被告人の犯したる罪は卑ひ怯きようにして悪辣。その毒どく牙がにかかりたるが皇帝陛下であることは罪の重さをいや増すと知るべし。幼少の折に父母を亡なくした経歴に同情の余地はあれども、その一点を以もつて罪を大きく減じるは叶かなわざるなり──」

「…………」

「──元帥たる者の裏切りがもたらす国家への悪影響は、もはや誰にも計り知れぬ大きさなり。その悪逆の数々によって生じた損失は天文学的な領域にして、補塡は事実上不可能に等しい。よって、被告人に残された道は、最なる厳罰をもって穢けがれた心身の罪を浄きよめたる他にない」

　大仰な言い回しがイクタの中でざっくりと翻訳される。つまり──社会に対する悪影響が絶大で、どうやってもその埋め合わせは無理だから、せめてキッチリ罰されることで社会規範の確立に貢献しろ、と。なるほど妥当だ、と彼は苦笑する。

「以上を根拠として量刑は為なされた。しかるに」

　裁判長が一度言葉を切る。次に来るものが結論だと、場の全員がそれで予感し、




「被告人イクタ・ソロークを、公開で斬首刑に処する」




　いかなる驚きよう愕がくも不意打ちもない、妥当を極める判決が、そうして下された。

「判決は確定した。が──裁判を終える前に、被告人イクタ・ソロークに最後の発言を許す。

　ここまでの審議に不満が、あるいは他に言い残すことがあれば、何でも好きに述べるといい」

　規則に従ってそう促す裁判長、それを受けて、イクタはちらりと周りの人々を見回し、

「じゃあ、言っておこうかな。

　──この裏切りを、決して忘れないように」

　きっぱりとそう告げた。参加者たちが思わず目をこする。これまでの審問では一度も出さなかった落ち着いた声で、青年は最後の発言を始めた。

「無条件の信頼を無制限に預けられる英雄──そんな者は今も昔もこの世のどこにもいない。皇帝だろうと何だろうと、ひとりの人間が受け持てる荷物には必ず限りがあって──その限界を超えた時、人は荷物を投げ出すか壊れるかの二択を迫られる。投げ出せば裏切り者だし、壊れれば狂人と呼ばれるかもしれない。いずれにしても、それらの存在によって国家は大きな傷を受けることになる。きちんと負担を分け合わなかったことが巡り巡って君たち自身の首を絞める。そのことをよく覚えておいて欲しい」

　厳しい声でイクタは求める。そうした過あやまちが、帝国ではすでに数知れず起こってしまった。失われたものは余りに多い。ならば、せめてそこから最大限の教訓を。

「自分たちの導き手として誰かを仰ぐ時、君たちは常にその人物を疑わなければならない。その内にある意志が、その行動のもたらすところが、本当に自分たちの希望と合致しているかを問い続けなければならない。それを怠った時に僕のような人間が現れる。英雄のフリをして人々に持てはやされ、その陰で立場を利用して、公益とは程遠い望みを満たそうとする者が必ず現れる。そういう人間を人の上に立たせないこと、立ってしまったなら直ちに引ひき摺ずり下ろすこと、それが君たちの義務だ。君たち自身の幸せに直結する最重要の責務だ」

　不思議なほどに野次は飛ばない。参加者たちの目は食い入るようにイクタを見つめて、その言葉の続きを待つ。いま初めて彼の本当の言葉を聞いているのだと全員が直感する。

「ここにいる人々が、僕のやったことに憤いきどおってくれて良かった。もしその感情さえ誰にも起こらなかったなら、この国はもう何をしてもダメだということだから。……でも、そうはならなかった。国民議会も国民裁判も、今はまだよちよち歩きだけど、確かに前進しようとする意思を持っている。それもいつ失われてもおかしくないものだけど、せめて期待はさせて欲しい。この国が英雄に頼らなくなる日がいつか来ることを想像させて欲しい」

　そう言ってイクタはふっと微ほほ笑えみ、長い裁判を共にした面々を最後に見回す。

「色々とふざけた振る舞いをしてごめん。──ああ、そうだ、最後にいくつか。被告人用の椅子はもう少し良いものに替えたほうがいいと思う。一回の審問にも時間制限を設けて、疲れ切った被告人を言葉でタコ殴りにする場にならないように。この辺はキオカの国民議会をどんどん参考にするといいよ。あっちは百年以上前から同じやり方を洗練させてきてるんだから」

　と、例によってあべこべのダメ出しと助言を行う。一部の参加者たちから苦笑がこぼれた。指摘された点を、彼らはそっと心に留め置く。振り返れば、改善の余地は確かに多くあった。

「長くなったけど、僕からは以上。裁判長、締めをどうぞ」

　発言を終えた青年が場を裁判長へと返す。彼の顔をじっと見下ろして、裁判長は口を開く。

「……イクタ・ソローク。君は……」

　そこまで言いかけて言葉を吞のみ込こんだ。──今から何を言ったところで仕方がない。罪は慎重に量られ、参加者も被告人もそれを受け入れた。未熟な集まりなりに審議は尽くされた。だからこそ、自分たちはこの結論を受け入れなければならない。

「……いえ、何でもありません。無事に判決は下り、裁判は全ての工程を終えました。

　第一回国民裁判、これにて閉廷といたします。──総員。起立、黙礼」

　最後の言葉が裁判長の口から紡つむがれた。参加者たちが一斉に立ち上がって黙礼する。その様子を見ながら、お疲れ様──と、イクタは心の中で労ねぎらいを込めて呟つぶやいた。







　同じ日の夜。青年が戻された牢ろう獄ごくの、彼の居場所に繫つながる廊下を、武官たちの制止を振り切った少女が走り抜けていた。

「……ハァ、ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……！」

　鉄てつ格ごう子しの前に辿たどり着ついた彼女が相手の姿を見据える。読み終えた本をうずたかく寝台に積み上げて、その前の床に腰を下ろし、イクタ・ソロークがそこに待っていた。

「────やぁ。久しぶりだね、シャミーユ。

　宮殿から走ってきたのかな。ずいぶん息が切れているよ。とりあえず水を飲んだほうがいい」

　そう言って傍かたわらに置いてあった水差しを手に取り、杯に中身を注いで差し出す。女帝はそれを無視して声を上げようとしたが、息が乱れる余り言葉が出てこない。やむなく杯を引ひっ摑つかんで中身を喉に注いだ。

「────ハァ……ハァ…………ハァ…………ハァ…………」

　長い時間をかけてやっとのことで息が整っていく。イクタはそれをじっと待っていた。やがて体の準備が整うと、シャミーユは思いきり息を吸い込み、

「──この、大おお戯たわけぇっっっっっっっっっっっっっ！」

　牢ろう獄ごく全体に響き渡る大声でそう叫んだ。長い残響が過ぎた後、感心の面持ちでイクタは呟つぶやく。

「…………耳がキーンとした。すごいな、シャミーユ。そんなに大きい声が出せたんだね」

「ッ、まだッ、まだそのようなことを……！　そなたは、そなたは本当に分かっているのか！　自分が何をしたか、これからどうなるか……！」

「もちろんだよ。──三日後の朝、帝都バンハタールの『神殿』前で死刑執行。方法は国民裁判の決まりに準じた斬首刑。で、それまではこの牢ろう屋やでのんびり過ごす。けっこう物が揃そろってるだろ？　居心地いいんだよ、ここ」

　軽く微ほほ笑えんで言ってのける青年。奥歯を嚙かみしめる少女の前で、彼は寝台の上にいたパートナーを抱き上げてみせる。

「裁判が終わったことで、やっとクスも返してもらえた。この子がいないとやっぱり落ち着かなくてね。ひっきりなしに誰かから連絡が来るから通信機能は切ってあるんだ。きっと君からの連絡もあったと思う。繫つなげなくてごめんよ」

　そう謝罪を口にする。そんなイクタを前に、シャミーユは深呼吸を繰り返して努めて心を鎮しずめ、懸命に抑えた声音で再び話し始めた。

「……ソローク。今ならまだ間に合う。ここを出て遠くへ逃げよ」

「ふむ？」

「国民裁判の判決はもはや覆くつがえせぬ。だが、そなたを死刑から逃れさせることなら出来る。理屈は何とでも付けられる──例えば獄中での病死だ。刑の日取りを待たずしてここで死んだことにすれば良い。名を変えて生きる場所を変えればそれで済む。その程度の段取りはすぐにでも準備できる。だから……！」

　食らいつくように脱走を求める少女。その瞬間、青年の顔にふっと寂しげな笑みが浮かんだ。

「キオカとの決戦でも大勢の兵が死んだ。僕の指揮の下に勝利を信じて戦ってね。なのに──彼らを裏切った僕だけが、死んだふりってわけにはいかないよ、シャミーユ」

「それはそなたの罪ではない！　そなたが余から掠かすめ取とった余の罪だ！　なぜだ──なぜ余に敗戦を告げさせてくれなかった!?　あれこそが余の悲願であった！　裏切りを民に裁かれ刑に処されるのは余のはずだった！　なのにそなたが奪った！　余の全てを、あの日まで積み重ねてきた全てをそなたが無に帰した……！」

　あらゆる感情の入り混じった絶叫が少女の口から迸ほとばしる。イクタは首を縦に振ってみせた。

「そう、僕がそれを奪った。……君はまだ、自分を赦ゆるせていないから」

「赦ゆるしに至る唯一の方法がそれだった！　永霊樹カトヴアンマニニクの血統に染しみついた罪を贖あがなうには、帝室そのものを二度と蘇よみがえらぬように滅ぼし、その上で余という最後の末まつ裔えいが刑に処されなければならぬ！　それでようやく余は煉れん獄ごくで焼かれることが叶かなう！　贖しよく罪ざいの確信のうちに、この穢けがれた命を終えることが出来る……！」

　熱に浮かされたような声で自分の悲願を語る少女。これまで何度となく覗のぞき込こんできた彼女の内面と、イクタはここで再び真正面から向き合う。

「その『罪』とやらを巡る問題について、僕と君の議論はずっと平行線だ。僕はそんなものは無いと言い切るし、君は断固として在るのだと言い張って譲らない。……誰かが君に贖しよく罪ざいを求めているというならまだ理解はできる。でも、現実にそんな人間はいない。君に命を捧ささげられることによって幸せになる人間なんて帝国中のどこを探してもいない。だとすれば──その『罪』は、君の中だけに存在する幻のようなものじゃないか」

「否、断じて否だソローク！　歴史に埋もれた死者はどうなる！　もはや恨みを語ることすら叶かなわぬ者は、生ある間に我が祖先どもによって踏ふみ躙にじられた命はどうなる！　確かに彼らはもはや恨み言を語らぬであろう！　だが、彼らを虐しいたげた者の罪は歴然と在るのだ！　永霊樹われらの邪悪は時間を経るうちに風化するものではない！　それは血統と共にいつまでも残り続ける！　余の穢けがれた血となり肉となって今もなおここに在る……！」

「君の血なら出会ってすぐに舐なめただろう！　君の言い分に沿うならあれで僕も穢けがれたのか!?　病気ひとつなくピンピンしてるのに、そいつはずいぶんおかしな話だよ！」

　語気の荒さに釣られてイクタの語調も激しくなる。その流れに気付いたシャミーユがぶんぶんと首を横に振った。

「違う……違うのだ、ソローク。そなたと言い争いたいわけではない、ましてそなたの意思を否定したいわけでもない。ただ──ただ余は、そなたを死なせたくないのだ。本当にそれだけだ、他には何もない。そなたに生きて欲しいのだ……！」

「まったく同じ想おもいを君に抱いて、僕は今ここに至っているよ。……本当にこじれたものだね。僕を生かして自分は死にたい君と、君を生かすために自分が死ななければならない僕。互いに互いを生かしたい気持ちは同じなのに、まるで刃物で刺し合うみたいに死が行き交う」

　重い声でそう言って一度言葉を切る。少しの思案の後、青年は切り込む角度を変えた。

「ひとつ仮定してみよう。──例えば、そう、君も僕も死なない未来。ここ数年の僕が望んでやまなかったものだ。どうしても僕を死なせたくないというなら──シャミーユ、君はこれに乗ってくれるかい？」

　少女の肩がびくりと震える。もちろんイクタにも分かっていた。こうした提案に、彼女は決して頷うなずかないと。それを承知で先を続けた。

「さっきの君の提案を真ま似ねて、ふたりともここで死んだことにしよう。名前も住む場所も生き方も変えて──どこか遠い異国、キオカの片隅にある田舎町で、畑でも耕しながら生きてみようか。のんびりした暮らしは僕の望むところだし、君も宮殿暮らしよりずっと性に合うと思うよ。もちろん田舎には田舎の苦労も面倒もある。でも──少なくとも、そこには僕たちを破滅に追い立てるどんなものもない」

　うつむいたシャミーユが言葉を失って身を震わせる。青年の提案に決してうなずけず、かといって退ける言葉も吐きたくない。相手の優しさがどうしようもなく嬉うれしいのに、それに応えられない自分が殺したいほど憎らしい。その葛藤を、イクタも余さず見て取っていた。

「僕がずっと隣にいれば済むなら話は早いさ。……でも、話はそう簡単じゃない。僕の存在も含めて、君は自分が幸せになる未来を断固として受け入れない。幸せになる方法を見つけられないんじゃなく、幸せに向かうことそれ自体を自分に禁じている」

「…………」

「分かっているんだろう、それはアリオ・キャクレイが幼少の君にかけた呪いだと。他者の悪意によって捻ねじ曲まげられ歪ゆがめられた認識だと。そんなものに縛られて命を投げ捨てていったい誰が得をする？　誰が幸せになる？　今となっちゃアリオ・キャクレイ本人だって笑いやしない──君への仕込みは帝国の侵略に向けた布石の一環に過ぎなかった。現状じゃとっくに活いかしようのない死に札だ。君の中にあるのは目的を失った呪いの残骸に過ぎない」

　残酷な言い方だと承知でイクタは断言する。少女との間を隔てる鉄てつ格ごう子しに片手を近付けて、一糸乱れぬ正方形の連なりを見せるその格こう子し部分を指先でなぞる。

「いいかいシャミーユ、必要なのは線引きだ。誰かに植え付けられた歪ゆがんだ認知と、そうではない君の中に君自身のものとして在る価値観。このふたつを切り分けないことには君という人間の本質が見えてこない。つまり──君にはまだ、君自身の心の形さえも見えていない」

「────余の心の、形……？」

「正真正銘、これは僕が挑む最後の戦いだ。君を死に向かわせる病びよう巣そうを抉えぐり出だし、君自身の心とそれを完全に切り分ける。きっと大きな痛みを伴うだろう、目に見えない血も流れるだろう。でも──君には絶対にそれが必要だ。僕の処刑を前にした今という瀬せ戸と際ぎわこそ、君の心の輪郭がもっともはっきり見えてくる瞬間だから」

　そう宣言した上で、イクタはじっと相手の目を見つめる。何かが始まることを察して、シャミーユは反射的に身構える。

「最初の質問だ。時間をかけずに浮かんだままを即答してくれ。──君は人間が好きか？　嫌いか？」

　思いがけない質問が放たれた。その意図を摑つかみかねながらも、青年の覚悟はひしひしと伝わってくる。シャミーユはそれに応え始めた。

「──好きだ。人の営みが……人と人の関わりが織り成す風景が、余は昔からずっと好きだ」

「もちろん僕も知っているよ。……箱庭作りは楽しかった。またやりたいね」

　かつての記憶を思い起こして青年が微ほほ笑えむ。彼と過ごした日々に積み重ねてきた様々な試み。その思い出の全てがシャミーユの胸を締め付ける。

「第二の質問だ。──ひどく怠惰で無気力な人ばかりで構成された集落がある。君は彼らをどうしたい？」

　さっきとは向きの変わった質問だった。これにも少女は即答する。

「──彼らが幸せならばそれでよい。だが、そうでないならば、彼らが幸せを得られる方向へ導きたい。そして……いや」

　続きかけた言葉が途切れる。だが、青年はそれを許さない。

「待って、答えを止めないで。今言おうとしたことは何？　飲み込まずにちゃんと言って」

　重ねて求められたシャミーユがぐっと息を吞のむ。少しの躊躇ためらいの後、少女はうつむきがちに答え始めた。

「……叶かなうことなら、彼らとの関わりを通して、余も満たされていきたい。……身勝手な願いだと思い、口にするのを躊躇ためらった」

「なるほどね。でも──集落の人々が君を身勝手だとは思わないとしたら、そこには何の問題も生じない。君の行いが身勝手かどうかを決めるのは、君じゃなくて彼ら自身じゃないかな」

　と、相手の中に凝り固まった遠慮を指摘する。が、ここでは軽く触れるに留とどめて、イクタはなおも話を先に進めた。

「第三の質問だ。──とても乱暴な両親のもとに生まれた小さな子供がいる。両親に殴られた同じ集落の人々が、その子供に罪を償えと要求してきた。子供に罪はあるか？　ないか？」

　今度は即答とはいかなかった。シャミーユは厳しい面持ちで考え込み、やがて苦しげに口を開く。

「………………答えられない。罪をどこで区切るか、どこまで広げるかは、その共同体における倫理観に根差した問題だ。外と様ざまの余が安易に口出しできる問題ではない」

「なるほどね。じゃあ、君がその集落の指導者だとしたら？　君はこの一件をどう裁く？」

「……余がその立場にあるというなら、子供に罪は問わぬ。連座制を可能な限り排し、個人を独立して尊重する倫理観の醸成を目指すのが余の姿勢だ。……もし、そこで罪という概念そのものを再定義することが許されるなら……それは天から否いや応おうなく課されたものではなく、生まれながらに背負ったものでもなく。ただ己の判断と行いによって生じるものであると定めたい」

　滞りなく紡つむがれる指導者としての理念。イクタは嬉うれしげに微ほほ笑えんだ。

「その答えこそ、君の心と病びよう巣そうを分かつための最大の手掛かりだ。──原始共同体における親子間の罪の連座と、帝室における同一血統内の罪の連座。このふたつが持つ構造的な本質はまったく同一。なのに──君は前者を認めず、自分自身においては後者の適用を認めたがる」

「…………っ！」

「その矛盾がどこから生じているか分かるかい。──順番が逆なんだ。帝室の血統における罪の連座──その理屈が正しいから君は自分に罪を負わせているんじゃない。むしろその反対──自分に罪を負わせたいから、帝室の血統が罪を受け継ぐという理不尽を受容している。自分だけに適用される不条理な罰則、それこそまさに認知の歪ゆがみそのものだ。……対して、君は見知らぬ子供に親の罪を負わせようとはしない。それが君の本来の価値観だからだ」

　シャミーユの心臓がばくんと鳴った。──確かにおかしい。同一の法則を同種の事例に適用しているはずなのに、自分には罪があり見知らぬ子供には罪がないと結果が分かれるのは明らかな矛盾だ。つまり、この目は──自分の罪だけを歪ゆがめて捉えている？

「自分に対する嫌けん悪お感に根拠を持たせるために、君は帝室の血統を持ち出している。根っこにあるのは帝室の犯してきた罪ではなく、自分のことが嫌いで嫌いで仕方がない君の中の感情だ。でも──思い出してくれ。それは本当に、君という人間が最初から持っていたものか!?」

　その点に対して、イクタは渾こん身しんの疑問符を叩たたき付つける。シャミーユの視界がぐにゃりと歪ゆがむ。──あったのかもしれない。本当に幼い頃、自分自身を憎む気持ちをまだ持たなかった時期。ならば、それが変わったのは何がきっかけか。誰のどんな言葉が自分にそれを植え付けたか。

「──あ──ぁ──」

「思い出せ、シャミーユ！　それが呪いであることを自覚しろ！　君は君自身を嫌うように思考を誘導されてきた！　その植え付けられた自じ己こ嫌けん悪おを取り去った後に残るものこそ、君が重んじるべき本当の君だ！」

　心の奥底に横たわっていた記憶が浮かび上がる。自分を哀れだと断じる男の笑顔が、この血は腐っていると言ってのけた声が鮮明に蘇よみがえる。それを受け入れた時の寂しさまで思い出せる。ああ──確かにそうだ。己を憎み尽くすこの気持ちは、その根本は心の内から生じたものではない。あの男によって蒔まかれた種、そこから禍まが々まがしく生え伸びたもの。

「──でも。でも──余は──」

　なぜ種を拒むことが出来なかったのか。幼い子供だから相手の言葉を鵜う吞のみにした？　──確かにそれもある。だが、決してそれだけではない。いずれ大きく育って自分を搦からめ捕とる茨の種。幼い心にも予感はあった。だというのに、かつての自分がそれに水をやって育て続けたのは、

「──余は、最初から、愛されてなどいなかった」

　口にされる始まりの虚無。悲痛な面持ちで自分を見つめる青年の前で、少女はかつての自分を思い出す。そう──「種」を受け入れたいちばんの理由はそれだった。何も植わらぬ土に、ひとつの苗も芽吹かぬ心の畑に、あの日の自分はどうしても耐えられなかった。

「キオカに送られる前から、余を愛する者は誰もいなかった。父は余の存在を疎うとんで縊くびり殺ころそうとした男だ。母は乳房を口に含ませてくれたこともない。乳母ですら謀殺の巻き添えを避けて余との交流を最低限に留とどめた。あの場所のどこにも愛はなく──余には、自分を愛そうとしても、それがどういうものなのか分からなかった」

「…………っ……」

「キオカへ送られて、愛の代わりにアリオ・キャクレイから教えられたのが、自分を憎むことであった。余は形も知らぬ愛の代用品として自分を憎むことを覚えた。憎めども憎めども心は満たされず──しかし、奇妙な納得は生まれた。己が悪しき存在であるからこんなにも生は苦しいのだと腑ふに落ちた。だから──浄きよめねばならぬと思った。生まれながらにこの身が帯びた邪悪を何としても贖あがなわねばならぬと信じた。やがて、帝室の血統こそが邪悪の正体であると見定め──余の人生の目標は、永霊樹カトヴアンマニニクの王朝の破壊にあることを覚悟した」

　淡々とした声が告白する。──愛を与えられなかった少女の心は、それに代わって自己への憎しみを中核とした教義を生み出した。救いを求めて己を破滅へと駆り立てる異形の宗教。だが──そんなものでも存在すれば心を満たした。己への嫌けん悪おと憎ぞう悪おで溢あふれかえった心は、それでも何もない心に比べれば遥はるかにましだった。

「己を嫌けん悪おし、絶え間なく憎ぞう悪おするところから余の人生は始まっている。しかし、そなたの言うようにそれが呪いであり、そのものを取り去った後に残るものが本来の余であるならば──そんな余は、即すなわち虚無に他ならぬではないか。己への憎ぞう悪おを失えば余には何もない。どこへ行く理由も、何を目指す動機もない。己を憎む意志を失なくしてしまえば、余という出来損ないの人間には本当に何もない──」

　自己への憎ぞう悪おで心を満たすことによって逃避し続けた虚無が、この瞬間に及んで再び少女の前に現れる。──誰に愛されることもなかった。そんな自分を邪悪と憎む感情さえ、愛されぬことの虚むなしさを誤魔化すただの欺ぎ瞞まんだった。だが──それを悟ってしまえば、自分は一体どこへ向かえば良いのか。破滅すら目指せなくなった人間は何を縁よすがにすれば良いのか。

　途方に暮れる少女の背中を、二本の腕が優しく抱きしめる。青年は知る──自分自身を憎み尽くした時期よりも、なお辛つらい虚無の時代が彼女にはあったのだと。自分へ向ける憎ぞう悪おすらそこにあっては救いだったのだと。

「……それは噓うそだよ、シャミーユ」

　全てを理解した上で、イクタはその言葉を口にする。シャミーユの虚うつろな瞳が、ゆっくりと青年に向けられる。

「……ソローク……？」

「言ったじゃないか、人間が好きだって。人と人の関わりが織り成す営みが好きだって。何もない人間はそんなことを言わない。君にはある。本当の君の内面は、目が眩くらむような多くの希望で溢あふれかえっている」

「────」

「君はこうも言ったよ──怠惰な集落の人々を、幸せを得られる方向に導いていきたいと。彼らとの関わりを通して、自分もまた満たされていきたいと。

　こんなにも美しい願望を持ち合わせた人間を、僕は他に知らない。大抵の人間はもっと利己的なものなんだ。自分ひとりを可か愛わいがるのに汲きゆう々きゆうとして、他者利益と自己利益が深いところで繫つながっているなんて思いもよらない。でも──君の心は、ずっと昔からそれを知っている。人を幸せにすることが巡り巡って自分を幸せにする、そうした幸福の循環を素朴に肯定している。──これがどんなにすごいことか分かるかい。僕には分かっている。君はとても美しい心を持って生まれてきたんだ、シャミーユ」

　そう告げると共に、少女を抱きしめる青年の腕に力がこもる。彼は確信する、どんな宝石よりも貴いものが腕の中にあることを。

「憶おぼえているかい。ヴァッキェが宮殿に来て間もない頃、あいつは君にひとつの質問を投げかけた。──あなたは民を救いたいのか、それとも罰したいのか、と。君は迷わず救いたいと答えた。あの瞬間に僕は君の根本の美しさを垣かい間ま見みた。なぜなら──僕にはとても望めない。どれほど無理をしても、僕には決してそんな清い願いは持ち得ない」

　そう口にして、イクタは相手に寄せていた体を離す。同時に心を決めた。──今ここで暴かれるべきは断じて、目の前の少女の心ばかりではない。

「君にはまだ、打ち明けていなかったね。実を言うと──今ここにいることは、僕自身の願いでもある。君が帝国の滅びを自分自身の望みだと勘違いしていたのとは裏腹にね。……最近になってようやく、僕は自分の願いがここにあることを受け入れた」

「……そなたの、願い？」

　思いもよらない方向へ向かう話にシャミーユの目が丸くなる。その視線の先で、イクタの顔に乾いた自嘲が浮かぶ。

「そうさ。自分でも参ったことに──今の僕は、心の底から帝国の崩壊を望んでいる」

　絶句する少女の前で、青年は明かした。自分の中にも例外なく存在する負の感情を。

「何かを憎むことは、あまりしない性質だよ。人だってそうだし、ましてや国なんてね。そんなものを憎んだって仕方がない。大きすぎるものは憎しみの対象に選ばない、それがまともな人間の処世術だ。

　でも──思い出さずにいられないんだ。まさにそのどうしようもない流れによって、僕はこれまで多くの大切な人々を失ってきた。帝国という国家の孕はらむ負の因果が、僕から余りに多くを奪い去ってきた。父、母、ヤトリ……僕にとって大切な存在を死に追いやるのはいつだって帝国だ。あのトリスナイ・イザンマでさえその土壌から生え伸びた一本の仇あだ花ばなに過ぎない。そう実感するほどに、僕はこの国を憎んでいった。元帥なんていう地位に就いたこともそれを後押しした。国の全体を見下ろして、時には強引に干渉できる権力を得たことで、僕の憎ぞう悪おは無力なものではなくなってしまったから」

　苦渋の面持ちで語りながら、青年は身に沁しみて思う──絶大な権力を有する立場は、それ自体が憎ぞう悪おの揺ゆり籃かごでもあるのだと。元帥という立場に立たなければ得られなかった膨大な組織の力が、帝国という大きすぎる存在に対する復ふく讐しゆうを一個人に可能にする。やれば出来てしまうことに対して、人間の感情はより敏感に働く。イクタ・ソロークでさえそれは例外ではなかった。

「人間が好きか、嫌いか──さっき君にそんな質問をしたね。君は迷わず好きだと答えてくれた。でも僕は、この質問に対して絶対に即答できない。

　人間と聞いた時、僕は反射的に帝国の民を思い描いてしまう。同じ国に住みながら名前も顔も知らない多くの人々。でも──信じられるかな。今、僕は彼らのことが憎いんだ。政治にも軍事にも我関せずで身勝手に生きて、何か困ったことがあるたびに臆面もなく軍人へ頼る──そういう彼らの在り方に苛いら立だちが止まらない。彼らがもう少しマシに国民をやっていれば僕の大切な人は誰も死ななかったんじゃないかと、そんなことを夢想してしまうくらいには」

「…………そ、それは……」

「腐敗貴族たちはクーデターでほとんど一掃された。してみるとね──民なんだよ。今の僕が憎む帝国っていうのは、軍でも貴族でもなく、それ以外の全ての民──自分たちの生活のほかにはほとんど無関心な彼らなんだ。君が愛情をもって見つめる彼らの姿が、僕には日ひ毎ごとに醜悪さを増して見えている」

「────ッ」

「日に日に強まっていくその衝動と向き合ううちに、僕は気付いた。──僕はいずれこの国に仇あだをなす。憎ぞう悪おの感情を胸の内に抑えておけなくなった時、僕はきっと見る影もなく残酷な存在に変わり果てる。胸の中でその狂気の芽が育っていくのを、ずっと実感しているんだ」

　手で摑つかんだ自分の肩がぶるりと震える。いまや己自身をもっとも怖おそれながら、イクタは目の前の少女へぎこちなく笑いかける。

「だから君と僕の配役を交換した。──ごめんね、シャミーユ。君を生かしたかったのは理由の半分で、もう半分がこれだ。何が何でも、国民を裏切るのは僕で在りたかった。あいつらをひとり残らず愕がく然ぜんとさせて、国民裁判の場でとびきりの皮肉をぶちまけて、それであいつらに自分たちの過あやまちを思い知らせてやりたかった。何もせず何も考えない──ただそれだけのことが最悪の罪であることを、それを知らない人々に伝えたかった」

「……っ……」

「死刑判決はある意味で正しい。僕はいずれこの国の敵になるだろうから。加えて──あの裏切りをやれたおかげで、今ならそれなりに溜りゆう飲いんが下がってる。ここで終わってもいいと思えるくらいにはやりきった心地でいる。だから……僕はこの役を、絶対に君に譲る気はない」

　幾重もの理由から固まった決意を口にし、それから青年はふっと肩の力を抜いた。これまでに語った全てを踏まえて、彼の仕事はもう終わりかけていた。

「もうじき『帝国』は滅びる。そうだよね、シャミーユ。……軍に依存する体質を脱却し、帝政という政体そのものも、国民へ権力を委譲していく過程で過去のものになっていく。自らの裏切りによって、その変化に向かう決定的な流れを作り出した──それが僕なりの復ふく讐しゆうだ。悪くない落としどころだと、自分ではそう思ってる」

「……ソローク……」

「君が受け持つのはこの先。すでに『帝国』でなくなりつつあるこの国を、新たな主権者となっていく民を、君は前の政体における最後の統治者として見守り導いていく。彼らはまだよちよち歩きの赤ん坊だ、君のフォローがなければ自分だけでは到底歩いてはいけない。君はそれを傍かたわらで支えていく──彼らが自立し、君の助けを必要としなくなるまで。

　この役割を、君は本当の意味でやりたいはずだ。これまでのように、誰かに植え付けられた罪悪感に急せかされて破滅に向かうのではなく……一度生まれ変わった国で、新たな形を目指して歩み始めた国で、そこに生きる人々と共に日々を過ごす。彼らとの関わりによって満たされながら生きていく。──これは、君が本当に望んでいる生き方そのものだろう」

　確信をもってイクタは微ほほ笑えむ。と──そんな彼の振る舞いを見ているうちに。シャミーユの中に、ひとつの予感が湧いた。

「──死ぬのか、そなたは」

　乾いた声で、少女はぽつりと口にする。台本の一部を棒読みしたように。鉄てつ格ごう子しの中へと手が滑り込み、青年の顔の輪郭を手のひらでなぞる。

「この瞳も、この頰も、この口も──三日が過ぎた後にはもう、存在しておらぬのか」

　実感を求めるように言葉にする。──いなくなるのは自分だと思っていた。途中でどのような経過を辿たどろうとも、最後には結局、自分が死んで彼が生き残る結末に事態が収束すると信じていた。そうするための努力はあらゆる面で惜しまないつもりだった。彼が生きてくれるなら、自分を死なせてくれるなら、シャミーユはそのために有効な全ての手段を講じる覚悟があった。

「そういうことになるね。僕には、僕がいなくなった後の世界は見られないけど」

　少女の指を受け入れながら青年は言う。それを耳にした瞬間、シャミーユの足元からぞっと寒気が這はい登のぼる。

　彼がいない世界を想像する。その後も生き続ける自分を思い描く。同居人のいない広い寝室にただひとり、虚うつろな面持ちで立ち尽くす自分の姿が頭に浮かぶ。これまで目にしたどの地獄よりも、その光景はただひたすらに寒々しく。

「──嫌だ」

「……シャミーユ？」

「嫌だ──嫌だ。そなたがいなくなるのは嫌だ。絶対に嫌だッ！」

　ゼロから百へと一瞬で上り詰めた感情がシャミーユの中で爆発する。鉄てつ格ごう子しに突き入れた両手が青年の肩を必死の力で摑つかみ止める。自分の喪失に怯おびえる少女の顔を見つめながら、正反対に落ち着いた声でイクタは問いかける。

「……教えてもらってもいいかな。どうして、僕がいなくなると嫌なのか」

　問われた少女がびくりと震える。彼をこの世に引き留める理屈を求めて、その口が動き出す。

「は──話し相手が、いなくなる。余と同じ部屋で、余が深夜に目覚めた時に、余の話を聞く者がいなくなる」

「なるほど、それは大きな問題だね。──でも、ヴァッキェ辺りは喜んで付き合うと思うよ。あいつ、自分のスキンシップが激しい分だけ相手にグイグイ来られるのも好きだから。寂しい時はどんどん部屋に呼びつけたらいい」

「あ、あやつでは駄目だ。その──触れ合いに優しさが足らぬ。気が付けばいつも取っ組み合いになっているし」

「じゃあハロだね。彼女に頭を撫なでてもらえば大抵の不機嫌は解消するよ。たくさん甘えるといいさ、彼女もあなたに頼られるのは大好きだから」

「は、ハロは──その、ハロは将棋が強くない！　余が知略を競い合いたい時に、彼女ではいささか不足があるのだ！」

「じゃあトルウェイかマシューかな。ちょっと前に指したんだけどね、マシューもめちゃくちゃ強くなってたよ。あれならシャミーユだって油断できないと思うな。今度試してみたら？」

「そうではない！　そういうことではなくて……！」

　真意が伝わらないもどかしさにシャミーユの焦あせりが募る。──どう言えば分かってくれるのか？　どう表現すればその深刻さを察して彼は思おもい止とどまってくれるのか？　考えに考えて、なお考え抜いて──やがて、彼女はひとつの言葉を絞り出す。

「あ──温かく、なくなる」

「……ふむ？」

「さ、最近気付いたのだ。そなたと一緒にいると、ここが──胸のこの辺りが、いつも火を灯ともしたように温かい。寄り添っていると陽ひだまりのように気持ちが良い。あ……余り激しく触れ合ってしまうと、気持ちが昂たかぶりすぎて訳が分からなくなってしまうが……そなたの隣は、いつも温かい。トルウェイもマシューもハロも温かいが、そなたの傍そばがいちばん温かい……」

　胸の真ん中に手を当てて少女は言う。……青年が傍そばにいる時、自分は彼の存在のどこにいちばん救われていたか。それを考え抜いた結果、彼女は「触れずとも伝わってくる不思議な温ぬくもり」を答えに選んだ。そして──それを聞いた途端、イクタはとても柔らかに微ほほ笑えんだ。

「ねぇシャミーユ。覚えてるかな──さっき言ってたこと。君が生まれた宮殿でも、送られたキオカでも得られなかったものの話」

　そう言って、彼はシャミーユとそっくりの仕草で自分の胸に手を当てる。──彼女がいま感じている温ぬくもりと同じものが、自分の中にもあることを示すように。

「これが、それ。君はもう知っているよ。──その手触りも、その温度も、その在り方も」

「────、──」

「僕はね、口に出すのは野暮だといつも思ってるんだ。こればっかりは直じかに伝わらないと意味がない。相手の中で実感になった時に、初めてそれは『在る』と言える。

　でも──ここぞという時には、言葉にすることも大事だと思う。……そうすることできっと、ひとつの証あかしになる。それが確かに存在したことを、後で確認するための」

　謎かけめいたことを言いつつ、イクタは膝立ちになって鉄てつ格ごう子しに身を寄せる。黒い瞳が少女の全身を映す。

「最初に会った時は、確かこんなにちっちゃかったのにな。……本当に大きくなったね、シャミーユ。もっと近くで見てもいいかい？」

「う、うむ……」

　断る理由などあるはずもなく、シャミーユは青年の接近を受け入れる。鉄てつ格ごう子しの間ま際ぎわまで顔を寄せてきた彼が、その場所からさらに要求を出す。

「ちょっと前に出てもらっていいかな。なるべく鉄てつ格ごう子しに当たるギリギリまで」

「え、む、わ、分かった。こ、これで良い────んッ!?」

　言われるままに身を寄せた瞬間、その唇が塞がれた。

　知らない感覚が少女の全身を満たす。──これまでにも、他の場所にされたことはあった。頰にされた時も、額にされた時も。そこから広がる甘い痺しびれに、彼女は心が溶ける思いを繰り返し味わった。

　今回は、それさえ比較にならなかった。ふたりの人間が唇を重ねる、ただそれだけの行為がなぜこうも想像を超えるのか。そんな疑問が頭に浮かんだが、それを分析する理性もたちまち吹き飛んで消える。

「───、──」

　ただ、ずっとこうしていようと心に決めた。そうしない理由は何もなかった──青年がこんなにも近くにいるのだから。時よ止まれ、などとは願わなかった。それはもうとっくに止まっているのだと思った。温ぬくもりの中に融とけて浮かんで、彼女はただじっと満たされていた。

「─────ぁ──」

　だが、その時間が──終わる。永遠ならぬ身の交わりには常に別離わかれがある。その無常にシャミーユは声もなく涙を流す。揺れる瞳を、イクタは間近で愛いとおしく見つめ──そして、そっと口を開く。

「大人のキス。……ちょっと刺激が強くてごめんね。でも、これも含めて最後のプレゼントだから」

「────」

　ほとんど放心状態で少女はその言葉を受け止める。次いで、イクタの両腕が再びシャミーユの体を抱きしめた。今度は接吻キスではなく、肩の上に頭を載せて──相手の体をより近くに、より強く抱き寄せる。
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「……一度だけ言うよ。二度と繰り返すことはしないから、絶対に聞き逃さないで」

　心の準備を促すために囁ささやく。少女の耳元で、その言葉が告げられる。




「シャミーユ。君を愛している」




　──カシャン、と。そんな音が響いたように、シャミーユは思った。

　目に見えない何かが。少女の心を縛り続けていたものが。この瞬間──解ほどけて崩れ去った。

　抱擁は長く続く。その終わりが、今度こそこの時間の終わりだと互いに分かっている。シャミーユの両腕が、もはや死力でもって抱きしめたイクタを離すまいとする。

　だが、終わりは訪れた。こわばったシャミーユの体をひときわ強い力で抱きしめ、未練ごと引きちぎるように相手の腕をほどき、イクタは少女から身を離した。

「これでお別れだ。……もう、最後まで君たちには会わない。

　ルカーンティ大尉、後を頼むよ。ヴァッキェやヨルガと一緒にシャミーユの隣にいてあげて。そして……彼女をもう、ここには来させないでくれ」

「……は。確かに、任されたのであります」

　やや離れた位置に控えていた騎士の娘が、その依頼を受けて潔いさぎよく敬礼する。それが済むと、彼女は少女の体を恭うやうやしく抱き上げた。少しの乱暴さもなく、しかし一切の抵抗を許さない鋼の意思をもって。

「あ──。ま、待て、ルカーンティ。待つのだ、ソローク。余は──余はまだ……！」

　廊下を運ばれて行きながらシャミーユは叫ぶ。懸命に騎士の娘の腕から脱しようとするが、どれほどの力を込めてもそれは叶かなわない。鉄てつ格ごう子しの向こうにある青年の姿が壁に遮られていく。最後に覗のぞいた横顔には、柔らかな笑みと涙が同時にあって、

「────────ソローク──────────ッ！」

　青年の名を呼ぶ声は長く牢ろう獄ごくに響いた。彼女が連れ出され、建物の中で音の残響が完全に終わっても──そこに残るイクタの耳からだけは、その響きはいつまでも離れなかった。
















「…………………………さて」

　シャミーユとの時間が終わり、それから半日ほど無言で過ごすと、やがて彼は寝台から起き出して牢ろう屋やの隅に置かれた机と椅子に足を向けた。上質な紙とペンが置かれた筆記台に、彼は少し悩んでからそっと身を落ち着ける。

「……とはいえ……何を書いたものかな」

「何か書きたいことはないのですか、イクタ」

　白紙を前にペンを迷わせるイクタの足元へ、クスがちょこちょこと歩いてやって来る。それを抱き上げて机の上に載せてやり、青年はうーんと唸うなった。

「難しいね。……愛の告白は、ついさっき済ませちゃったし」

　そう言って再び悩みこむ。かれこれ十分ほど考え込んでから、どうやら何かを書き始めたが──それも一時間ほど過ぎると、紙をくしゃくしゃに丸めて放り投げてしまった。

「やめた、やめた。柄じゃないや。やることやったんだし、あとは存分に怠けて過ごそう」

　そう言って机を離れると、イクタはクスと共に寝台へ向かう。彼はその上に仰向けに寝転がり、クスは自分の胸の上に載せた。

「お喋しやべりしようか、クス。君が戻ってくれて本当に良かった。最後の数日に話し相手がいるといないじゃ大違いだからね」

「わたしも、イクタと一緒に過ごせて嬉うれしいです。……そして、悲しいです。あなたとの時間が終わってしまうことが」

　小さな顔に悲しみを浮かべてクスは言う。イクタは微ほほ笑えんでみせた。

「僕がいなくなったら、君はまた別のパートナーを探さなきゃね。何か希望はあるかい？　できる限り詳細に書き残しておくよ」

「ありがとうございます、イクタ。でも──今度も流れに委ねようと思います。あなたに出会った時のように。主を『選ぶ』ことをしないのがわたしたちですので」

　そう語るクスに、イクタはあの地下施設で見た立たち花ばな博士とサプナ氏の半生を思い出す。過去に行き倒れているところをクスに見つけられなければ、きっと自分がソローク孤児院で命を繫つなぐこともなかった。そう考えれば──自分もまた、彼女らの優しさに数千年越しで救われた人間のひとりなのだ。

「うん、分かったよ。まぁいずれにせよ、あと二日とちょっとは僕のパートナーだ。

　だから、そうだね。……しりとりでもしよっか。久しぶりに」

　こくりとうなずいて快諾するクス。イクタがまだ幼かった頃から続く、それは彼とクスの定番の暇つぶし。

「ろうや。はい、クス」

「やぎ。はい、イクタ」

「ぎんか。はい、クス」

「かもめ。はい、イクタ」

　テンポよく続く言葉の応酬。そうして彼らのやり取りは、そのまま深夜になっても途切れることなく続いていった。










　その日の陽ひ射ざしは、いつもよりずっと柔らかく感じられた。

　クスと別れて牢ろう屋やを出た後、「神殿」までの移動は何事もなく済んだ。執行人たちに連れられて青年が進んでいく帝都の道沿いは、案の定見物人たちで溢あふれ返かえっていた。が、石やら生卵やらを投げつけてくる者はいない。あちこちに軍人たちが立ってにらみを利きかせており、それが暴徒対策に効いているようだった。最後の日まで物をぶつけられるのも嫌なので、青年はその采配へ素直に感謝した。

　断頭台へ登る前に「神殿」に寄った。これから処刑される人間としては、ここで主神に慈悲のひとつも乞こうておくのが作法というものだ。が──もちろんイクタは主神には祈らず、代わって立たち花ばな博士とサプナ氏への感謝を捧ささげた。……あのふたりを知っているおかげで、こういう場面でも手持ち無沙汰になることがない。事前に指定された位置で「神殿」の壁に触りながら、彼は重ねて感謝を述べておいた。







　最後の寄り道から十分後。──彼はいよいよ、人生の終着に立った。

　木材で足場を組んで小高い場所に設置された断頭台。一見して個性的なのが、首を斬り落とすための巨大な刃の位置と形。いわゆるギロチンなら、四角い刃が上から落ちてくる構造のはずだが──ここの断頭台は、処刑される者が横たわる台の真横に、半円形の刃が仰向けで据えてある。

　仕組みとしては、刃の根元のバネ仕じ掛かけに前もってハンドルで力を溜ためておき、トリガーに当たる紐ひもを引っ張ることで力を解放──跳ね上がった刃が一息に台の上の首を斬り落とす、という構造になっている。通常ギロチンのシンプルな構造に比べて、もちろん運用上の手間は大きい。が──これを考案した青年にとっては、それを補って余りあるメリットがあった。

「──ああ、いい天気だ。こうじゃなくちゃ」

　台に横たわりながらイクタが呟つぶやく。その視界をいっぱいに埋めるのは、雲がわずかに流れるばかりの青空。間を遮るものは何もない。刃を跳ね上げ式にして横に据えたことで、台の上空がすっかり空いたのだ。青年が求めたのはこの点だった。

　仰向けで断頭台に寝転がった彼の様子に、準備を進めていた執行人たちがぎょっとしたが、イクタは片目を閉じて「これでいい」という意思を彼らに伝えた。せっかく頭上が空いたというのにうつ伏せでは意味がない。わざわざ台を足が伸ばせるサイズにしたのも、この晴天の下で気兼ねなく眠りにつくためだった。

「……ふぅ」

　寝転がった姿勢で体の力を抜く。顔を少し横に向ければ固唾を吞のむ見物人たちの様子も見えるだろうが、彼はそれをしない。うっかり知己の顔が見えてしまっては眠りに差さし障さわりがある。人生最後の大掛かりなセッティングではあるが、要するに青年はここへ「昼寝」をしに来たのだ。

　しばらく待っていると、やがて執行人たちが準備の完了を告げた。バネ仕じ掛かけのハンドルを巻き終えたのだ。あとは紐ひもの操作ひとつで文字通り全てが終わる。執行のタイミングは事前に定めてあり、刑を受ける者から見える位置の柱に掛けられた時計が、その瞬間までの時間を律りち儀ぎに教えてくれる。イクタがしばらく欠伸あくびをしたり伸びをしたりしていると、じきに残り時間が一分を切った。

「…………」

　最さい期ごの思考を急ごうとは思わない。寝る前に色々考えるのは不眠の元だ。イクタは何も考えずにぼんやりと空を見続けた。雲が少しずつ形を変えて流れ、その前を鳥が横切っていく。青年は微ほほ笑えんだ。いつも通りの空だった。

　執行まで残り十秒を切る。もう時計など見もせずに、ただゆっくりとまぶたを閉じる。ふわりと心地よい眠気が上ってきた。彼は微ほほ笑えむ。これはいい眠りに就ける兆候だ。

　──ガタンと音がして風が揺れる。直後、けっこうな衝撃と浮遊感を彼は感じた。何か硬いものが後頭部にぶつかった気もした。が、大した話ではない。眠気の前にはちっぽけなことだ。




　そうして──炎えん髪ぱつの少女が待つ夢の続きへと、彼はまっすぐ向かっていった。
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　帝国とキオカの勝敗については、両国の公式見解が出るまでに長い時間がかかった。

　というのも──「勝ち」を主張するか「負け」を主張するか、どちらの国でもその段階から人々の意見が割れていたからだ。攻めあぐねて撤退した側の負けか、その直後に自ら敗戦宣言を出した側の負けか。事実と面めん子つと外交力学が絡からみ合あう、実にややこしい問題だった。双方の軍の損耗率を比べれば、こんなものは「痛み分け」以外の何物でもないのだが。

　ただ、それらの状況を踏まえて具体的なアクションに出たのは帝国が一歩早かった。国民議会の後押しを得た女帝シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクが、両国の恒久平和実現に向けた和平交渉の開始を提案したのだ。厭えん戦せん気運の高まりもあり、これには帝国内ばかりかキオカ側の有識者からも賞賛の声が上がるという結果になった。

　外交を再開して間もなく、女帝が帝国の民主化に向けて動いていることが帝国・キオカ双方に知れ渡った。共和制の導入に当たって先達である貴国の経験に頼らせてもらいたい──女帝自ら口にしたその言葉には、両国の外交官が揃そろって度肝を抜かれた。だが、それが本気であることはその後の歴史が証明した。このわずか二年後、女帝はカトヴァーナ帝室の廃止を宣言。それからさらに五年後、自らも帝位を降りることを告げた。





＊






　心地よい風が吹くある日の午後二時。広い敷しき地ちの中に立つ大きな家の玄関の前に、長い荷物を肩に掛けたひとりの男性が立っていた。

「えーっと……ここでいいのかな？」

　男性はそう呟つぶやき、ポケットからメモ用紙を取り出した。そこに書かれた住所と、目の前の家を見比べる。それでどうやら間違っていないと確認し、彼は思いきって扉をノックしようとして、

「いあっしゃいあせー！」

　それに先んじて扉が開き、中から五歳ぐらいの子供が現れた。不意打ちに驚かされながらも、男性はとっさに膝を曲げて子供と視線を合わせる。

「あ──こんにちは。ええと、ぼくはトルウェイ・レミオンといいます。お父さんかお母さんはお家うちにいるかな？」

「トルエイ──あっ、しってる、おとーさんのともだち！　なかはいって！」

「いいのかい？　じゃ、じゃあお邪魔します」

　やや戸惑いながらも、今年で三十二歳を迎えたトルウェイ・レミオンは家の中に足を踏み入れた。綺き麗れいに靴が揃そろえて並べられた玄関が視界に映る。家人のものらしき靴はいくつもあったが、来客のものと思おぼしき土汚れが付いた靴はまだ自分のそれだけのようだった。

「こっち！　こっち！　付いてきて！」

　元気よく先導してくれる子供の背中に付いて廊下を進んでいく。かなりの大邸宅ではあったが、レミオン家に生まれ育った彼を戸惑わせるほどのものではない。一分と経たたないうちに居間らしき部屋の前に辿たどり着つき、見守るトルウェイの前で子供がそのドアを開け放った。

「おとーさん、おきゃくさん！」

「おう、いらっしゃい。ひとりめはメルケに出迎えられたか」

　窓まど際ぎわの籐とう椅い子すに腰かけていた小太りの男性──やはり今年で三十二歳を迎えるマシュー・テトジリチが部屋の入り口に目を向ける。目が合ったふたりが言葉を交わす前に、先に部屋へ入っていた子供が大きく声を上げた。

「おとーさん、このひとトルエイでしょ！　おともだちのトルエイ！」

「トルウェイな。また勝手に言いやすくしちゃうクセ出てるぞ。ま、でも、ちゃんとお迎えできてえらいな。よーしよし」

「えへへへー！」

　来客を招き入れる仕事を果たした子供の頭を、マシューが父親の手つきでわしゃわしゃと撫なでてやる。その光景に微ほほ笑えみつつ、トルウェイは旧ふるい戦友のそばへ歩み寄った。

「こんにちはマーくん。息子さん元気に育ってるね。ポルミさん似かな？」

「んー、顔はともかく性格はどうだろうなぁ。おれが子供の頃もあんな感じだった気がするし」

「へぇ、そうだったんだ。──あ、あとふたりいるね。そことそこ」

　そう言ってちらりと頭上に目を向けるトルウェイ。一階の居間は二階との吹き抜けになっており、二階の廊下からは居間を一望出来る形になる。そこに置かれた調度に身を隠す形でふたりの子供がいた。トルウェイが見たところ、彼を出迎えた子供より二、三歳年上と見える。

「バ、バレましたタイチョー！」「てったい！　てったいー！」

　慌てた声を上げて逃げ出す子供たち。現役の狙撃兵の目がその様子を見つめ、隣でマシューが苦笑する。

「エイリーズとバウシャはいつもあんな感じだな。見てるとおまえんちの兄弟を思い出すぜ……こっちは姉と弟だけど」

「あはは……軍人ごっこは通過儀礼だよね。ぼくもよくやったなぁ」

　互いに子供の頃を思い出して懐なつかしむ。と──そこへ別の誰かが廊下を歩いてくる足音が届いた。同時に目を向けたふたりの前でまた勢いよくドアが開き、メルケの後に続いて背の高い柔和な印象の女性が入ってきた。

「おとーさん！　こんどはハロきた！　ハロっ！」

「えーと、お邪魔しますね。……あっ！　マシューさん、トルウェイさん！　お久しぶりです！」

「ああ、おまえも元気そう──」

　仲間と挨拶を交わそうとしたマシューだが、そこでぴたりと口を止める。急に訝いぶかしげな面持ちになった彼は、そのまま顎に手を当てて新たな来客をじっと見つめる。女性が戸惑ったように首をかしげた。

「え──えっと、なんでしょうか？」

「…………久しぶりだからって騙だまされないぞ。ハロじゃなくてパトレンシーナだろ、おまえ」

　ずばりと指摘してのけるマシュー。それを聞いた瞬間、ここまで柔和な印象を取り繕っていた女性──パトレンシーナが、一気に奈落の底を覗のぞいたような顔になった。

「……ウソでしょ、太っちょに見抜かれるとか……。もう二度とスパイやれない……」

「馬鹿にすんなこら！　おまえが衰えたんじゃなくておれが頑張ったの！　これでも人を見る目を養ってんだよ最近！」

「うん、ぼくは知ってるよ。なにせマーくんは十年後の元帥候補筆頭だもんね」

　にこにこと笑って友人の活躍ぶりを褒めるトルウェイ。と、落ち込んでいたパトレンシーナの表情がぱっと笑顔に変わった。すっかり別物になった口調で彼女は言う。

「えっと、お騒がせしました。ごめんなさい、パトレンシーナがどうしても騙だませるか試したいって言い出して」

「ああ、今度はちゃんとハロだな。久しぶり。元気にしてたか？」

「はい！　同じ軍属でも、今は研究職ですから。運動不足で少し太っちゃいましたけどね」

「ハロさんが少し前に出した戦場医療の論文、軍でもすごく評判がいいよ。ぼくも読み込ませてもらったんだけど、切断施術の術後回復率に関する統計には特に驚いちゃって。まさかあんなに死亡率が高いなんて……」

「わ、嬉うれしい、読んでくれたんですね！　あれはわたしも頑張ってデータを集めたんですよ。今後の改善案の土台になってくれればいいんですけど……」

　さっそく互いの近況を報告しあう三人。隔てた年月の分だけ話題はいくらでも出てきたが、そうすると今度は切り上げ時を見失ってしまう。そうなる前に、マシューが率先して椅子から立ち上がった。

「……いつまでも立ち話じゃなんだな。座ってお茶でも淹いれるか」

「賛成です！　これから殿下もいらっしゃるんですよね？」

「その予定だけど、なにせ忙しい人だからな。大幅に遅れることもあるって考えとこうぜ。ってことで──さ、あっちの部屋に移動だ」

　家主の先導で部屋の中を歩き出し、三人はそのまま応接間へと移動した。







「……しっかし、あれからもう十年か。色々変わったもんだよなぁ、帝国もキオカも」

　三人分のお茶をそれぞれの茶ちや碗わんに注ぎながらマシューが言う。かつてはハロが淹いれてくれることが多かったので、自分の家で友人たちをもてなすマシューは新鮮な心境だった。ハロとの腕前の差を少しでもカバーしようと一番高い茶葉を使ってみたが、おそらく焼け石に水だろうと彼は思う。全員にお茶が行き渡ったところでトルウェイが口を開いた。

「そうだね。つい癖で言っちゃうけど、なにしろもう帝国じゃなくてカトヴァーナ共和国だもの。前に部下が話してたけど、最近の子供はみんな国の名前をカトヴァーナって言うらしいよ」

「共和国だけじゃどっちか分かりませんもんね。……でも、こんなにあっという間に帝政が終わるとは思っていませんでした。国民議会を置いた頃から流れはありましたけど、五十年くらいかけて少しずつ変わっていくのかなって」

「殿下がものすごい勢いで時間を進めてくれたからな。設立当初は鼻で笑われてた国民議会も今となっちゃ立派な国の舵かじ取とり役だ。ま、当の殿下は今でもその中で活躍してらっしゃるけど」

　そう言って自分の淹いれたお茶に口を付けるマシュー。さほど悪くはないが、やはりどこかぎこちない味に思える。六十点と自己採点しつつ茶ちや碗わんを置いた。

「そっちに比べると、軍の変化はまだ穏やかなほうかな。──でも、それでも十年前とは全然違ってきてる。いちばん目覚ましいのは学問分野との連携かな。当面の戦争が回避されたことで全体的には軍縮の傾向だけど、軍事分野の研究はむしろ盛んになっている印象で、これはキオカも同じだと聞くよ」

「気球にエアライフルに爆砲──十年前までに技術革新が短いスパンで立て続けに起きましたからね。技術研究を進めておくことの重要性をどちらも実感したんじゃないでしょうか」

「互いに敵国じゃなくなったのに、それでも次の戦いの準備が終わらないのは複雑だけどな……。この先どんな新兵器が完成しても、正直もうキオカとはやり合いたくないよ」

「海軍のほうはどうなっていますか？　ポルミさんは海佐に昇進したって聞きましたけど」

「陸と同じく軍縮傾向だけど、相変わらずユルグス大将が頑張ってるよ。この前やっと第一艦隊が全隻爆砲艦になった。ただ、あの人自身は爆砲が嫌いなんだよな。次の戦争は楽しくなさそうってボヤいてたぜ」

「どっちがどっちの家に入るかって問題もありましたよね。その辺り、今も昔とあんまり変わってないように見えますけど……」

「見えるっていうか、変わってないんだよ実際。海戦で例の合同作戦がドンピシャで決まったもんだから、陸海の連携を維持する意味合いでおれもポルミもますますどっちかには移れなくなってさ。おれたち家族の家も、内陸でも海寄りでもないこんな微妙なところに建てることになったわけ。まぁのどかな場所で気に入ってるけど」

「子供も早いペースで生まれてるよね。もう四人目がお腹なかにいるんだっけ？」

「その子が先月生まれて、さっさと五人目を仕込もうってポルミに急せかされてるところだ。子供好きなんだよあいつ。おれだって嫌いじゃないけど、さすがに四人くらいで止めとくのがいいと思うんだよなぁ……」

　悩ましさをありありと顔に表してマシューが腕を組む。その様子を微ほほ笑えましげに見つめるふたりの視線に気付いて、彼は慌てて姿勢を戻した。

「こら、おれの話ばっかりさせるなよ。おまえこそどうなんだ、トルウェイ。お互いにいい年だし、そろそろ浮いた話のひとつくらいあってもいいだろ」

「う、うーん、浮いた話……そうだね。父さんの勧めで、お見合いは何回かしたんだけど……」

「おまえなら引ひく手て数多あまただよなそりゃ。で、結果は？」

「どの人も、あんまり気が合いそうになくて……。あははは、やっぱりイッくんかヤトリさんのお嫁さんになり損ねたのが失敗だったかなぁ」

「冗談めかして言ってるけど、おまえ、ほぼ本気だよなそれ。いやまぁ今さら驚かないけどよ……。あのふたりと似た相手なんて探してたら、たぶん一生かけても独身だぞ」

　友人の将来を切実に思いながらマシューが言う。それを受けて少し思案し、トルウェイが話題を変える。

「……ぼくじゃないけど、兄さんたちのほうには少し気配があるみたい……かな」

「サリハスラグ大佐とスシュラフ中佐に？　おいおい、相手は誰だよ？」

「うん──スシュラ兄さんがミットカリフ少佐に求婚したんだ。今のところ受けてもらえてはいないみたいだけど……」

　お茶を口に運ぶ手を止めて硬直するマシュー。彼ほどではないが、向かいのハロも驚いた面持ちでいた。

「……………マジか。あの『鬼』のミットカリフ少佐に？　す、すごいなおまえの兄ちゃん……」

「そんなに怖い人じゃありませんよ、スーヤさん。イクタさんが亡なくなった直後は、ちょっと暗い時期がありましたけど……根はすごく繊細で思いやりのある人です。それが分かった上での求婚なら、スシュラフ中佐にはぜひ頑張って欲しいですね」

「それが、ちょっとそこまでの経緯に問題があって……。どうもスシュラ兄さん、最初はミットカリフ少佐の結婚相手としてサリハ兄様を薦めたらしいんだ。あのふたり、同じ部隊で組ませるとものすごい勢いで言い争うんだけど、それが奇跡的なバランスで良い結果に繫つながるらしくて……。スシュラ兄さんはそこをすごく評価して、それで彼女に兄様を薦めたんだけど」

「……結果を聞くのが怖いぞ。それでどうなったんだ？」

「……ミットカリフ少佐が、あれと結婚するぐらいなら部下からくじ引きで選びます、って断って……」

　辛辣な一言を想像して頭を抱えたくなるマシュー。が、トルウェイはなおも言葉を続けた。

「問題はそこからなんだ。彼女がサリハ兄様とは結婚しそうにないって分かったら、そこでスシュラ兄さんはしばらく考えて、じゃあ俺とならどうだ──って提案したらしくて」

　二度目の沈黙が三人の間に下りる。ハロがおそるおそる声を上げた。

「あ、あの……もしかして、求婚ってそれですか……？」

「そうなんだ……。さすがに断られて当たり前というか、ぼくでさえミットカリフ少佐に謝りに行きたい気分だったんだけど……」

「……その言い方だと、まだ先があんのか？」

「……うん。スシュラ兄さん、あれですごく気の長い人だから。ミットカリフ少佐に断られたところで普通にうなずいて、『二年後にまた訊きく』って言ったらしいんだ」

「に、二年後……ですか？」

「うん、スシュラ兄さんは、そう言ったら本当に二年後に訊きく人だよ。今度は勝算をもって挑めるように、きっと今頃色々と準備してると思う。でも……こうなってくると、この件は正直、ぼくにも先が読めなくって……」

　不安が八に期待が二といった声がトルウェイの口からこぼれる。その話をしばらく頭の中で転がした後、マシューは諦めたように肩をすくめた。

「……うん、まぁ、両方とも頑張ってくれとしか言いようがないな。ただまぁ、スシュラフ中佐は朴念仁だけど付き合ってみれば良い人だし、何よりミットカリフ少佐が求婚されたってのはちょっと安心しないでもない。いつまでもイクタの影を負わせるのは不ふ憫びんだしな」

　ため息混じりにマシューが呟つぶやく。トルウェイがきょとんとした顔でその顔を見た。

「え……？　ごめん、マーくん。今のってどういうこと？」

「へ？　……え、ちょっと待て、おまえ、まさか気付いてなかったのか？　そりゃ部隊は違ったけど、話す機会は結構あっただろ？」

　驚きながらマシューは言い、察している範囲で当時のふたりの関係を説明する。トルウェイは算術の難問でも前にしたように腕を組んだ。

「……ぜんぜん分からなかった。いつもイッくんへの不満を言ってたから、あんまり仲が良くないのかな、って」

「節穴かおまえ！　世の中の人間はな、みんなおまえほど愛情表現が素直なわけじゃないんだよ！」

　さすがにマシューもつっこまずにはいられなかった。三み十そ路じを越えても人付き合いの感覚が十代のままの友人に呆あきれと感動を覚えつつ、彼はもうひとりの友人にも水を向ける。

「……で、ハロはどうなんだ？　そっちの環境も人と会う機会は多いだろ？」

「うーん、そうですね……確かに好意を向けられることはあります。けど……わたしもトルウェイさんと同じで、イクタさんのお嫁さんになり損ねた国の人ですから……」

「分かるよ、ハロさん。よく分かる」

「分かり合ってんじゃない！　ってか妙な国作んな！　あと何人いるんだよその国の住民！」

　うなずき合うふたりを前にマシューが叫ぶ。と、ふと思い出したようにハロが口を開いた。

「わたしなんて端っこの賑にぎやかしくらいのものですけど……ナナクさんなんかは、その国のかなり真ん中に住んでる人ですよね。今はどうされているんでしょうか？」

「ああ、あいつなら今も元気に、ユナクラ州でシナーク族の牽けん引いん役やってるよ。アルデラ神軍が大アラファトラ山脈から引き揚げたから、ぼちぼちそっちに戻っていってる仲間もいるらしいな。ただ──もう平地での暮らしに根を張っちゃったやつが多いらしくて、ナナク自身も平地こつちに比重を置いてこれからやっていくらしい」

　知る限りの近況を話して、マシューは一度口を閉じた。が、ふと思い出したようにひとつ付け加える。

「浮いた話があるかまでは知らないけど……おれ、あいつとミットカリフ少佐が差し向かいで吞のんでる場面に巻き込まれたことあるぞ。ひと晩丸ごとイクタへの罵倒と愚痴と未練を聞かされ続ける地獄の宴うたげだった。まぁふたりとも、朝には割と元気になってたのは良かったけどさ……」

「ナナクさん、イクタさんの国民裁判の時、シナーク族の仲間へのお世話にかかりっきりで、ご自身ではこっちの状況に関われませんでしたもんね……。本人と直接会って話をしたスーヤさんとはまた別の苦しみがあるんだと思います。……ふたりとも、今度会ったらゆっくりお話しておきたいですね」

　ふたりの女性の心情を気遣ってハロは言う。かつてと変わらない優しさを垣間見せる彼女を、マシューとトルウェイは懐なつかしい気持ちで見つめた。
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　かつて師と仰いだ女性について。男にはただひとつ、どうしても不可解な記憶がある。

　その人格の堕落がもはや不可逆のものだと悟った時、男は自らの手で彼女を失脚させると決意した。もっと早く気付いてやりたかった──だが、手を下したこと自体に躊躇ためらいはなかった。恩知らずと詰なじられようとも、裏切り者と謗そしられようとも、変わり果てた師をそのままにはしておけなかった。

　だが──訪れた最後の日。為政者としての彼女を葬ほうむるべく現れた、彼という男を前にした時。

　微わ笑らったのだ。師は、彼を見て。

　男には分からなかった。自分を裏切った男に、彼女がどうしてあんなにも温かい笑みを向けられたのか。今日に至るまでついに、あの笑顔の奥にあった真意を摑つかめてはいない。




　そして今。男は奇くしくも、その時の師とまったく同じ状況にある。

「──その椅子を譲っていただく時です。キャクレイ閣下」

　キオカ共和国首都ノランドット、その中央に立つ議事堂にある執政官用執務室。ひとりの男が毎度の選挙に出馬し、その度に繰り返し当選を果たして守り抜いてきた根城に、この時初めてその玉座を奪取する者の声が響き渡っていた。

「……遅れてやって来た反抗期──いや、単に父親の持っているものが羨ましくなる年頃かな？　けれど私としては──君にはこれよりも、キオカ軍最高司令官の椅子をプレゼントしたかったんだが」

　悠然と部屋の奥の椅子に腰かけ、紺色のブレザーとズボンに身を包んだ壮年の男──キオカ共和国前執政官アリオ・キャクレイがそう口にする。彼の前に立ち並ぶのは、いずれもよく見知った顔ぶれだった。ジャン・アルキネクス、ミアラ・ギン、タズニヤド・ハッラー、エルルファイ・テネキシェラ、グレーキ・アリュザドリ。十年前と大きく違うのは、その全員が軍服ではない正装に身を包んでいることだ。

「残念ながら、そちらは受け取れないそうだよ。座り心地には人それぞれ好みがあるからね。合わない椅子に無理に座らせようとするのは良くないと思うな、アリオ」

　皮肉めいた口調で「白はく翼よくの太たい母ぼ」が言ってのける。その異名も、今となっては国民に広く知られる彼女の愛称になっていた。キオカ国内の少数民族をことごとく取りまとめ、彼らから絶大な支持を得る元海軍少将──戦場においてジャン・アルキネクスの盟友だった彼女は、いま政治の場で彼と肩を並べて奮戦していた。

「義理の息子と娘も同然のふたりから、まさか同時に反逆されてしまうとはね。……あまり落ち込んで見えないかもしれないが、これでもけっこうショックを受けている。説明を求めてもいいかい？　どうして君たちがこの道を選んだのか。なぜ私の政権下で軍人として働くのではダメだったのか」

「あ、あなたは。一体どの口でそれを──！」

　相手の質問に呆あきれ返かえった思いでミアラが口を開く。が、隣のジャンが伸ばした腕によってそれは止められた。

「僕に話させてくれ、ミアラ。……僕の養父ちちなんだ」

　複雑な感慨と覚悟を同時に宿した顔でジャンが言う。その心情を汲くんでミアラが一歩引いた。

「…………」

　そうして青年は養父と向き合う。単なる親子の面談などでは有り得ない。彼こそは七年前に彗すい星せいのごとく政界に現れて短期間で巨大な支持を勝ち取り、先の選挙ではついにアリオ・キャクレイを下してのけた麒き麟りん児じ。元キオカ共和国陸軍少将──ひいては現キオカ共和国執政官、ジャン・アルキネクスなのだ。

「あなたのことを尊敬しています、キャクレイ閣下。あなたに存在を見み出いだされ、あなたの後押しを受けて才能を磨き、そのおかげで僕は国の先行きへ大きく関われるほどの人間になれた。あなたの政治家としての在り方にも感銘を受けた。軍人でいた頃はずっと、あなたの期待に応えたい気持ちで一杯でした」

「…………」

「でも、そのうち気付いてしまった。あなたは僕が英雄になることを望んでいても、僕が幸せになることは望んでいない。そのふたつは根本的に両立しないものだと考えるのがあなたの哲学だから。それを知ってから、僕は悩んで悩んで、悩み抜いて……じきに思い至ったんです。そうした思想の持ち主に、この国の代表者を張らせるのは危ういと。

　僕の犠牲の上にキオカが繁栄する──話がそれだけなら、僕も納得したかもしれません。僕の存在はあくまでも一時しのぎの特例でしかなく、同じように生いけ贄にえにされる人がもう現れないなら。でも、あなたはその恒久化を望んでいる。国家を回すための燃料となる英雄が絶え間なく供給され続ける社会を目指している。僕には、それがどうしても受け入れられませんでした」

　苦渋の面持ちで告白するジャン。息子の葛藤に、アリオは平然と受け答える。

「どんな社会にも、搾さく取しゆの対象となる階層が一定数いるものだよ。奴隷か、労働者か、はたまた下層民か──誰を選ぶにせよどう名付けるにせよ、究極的にはどこから搾り取るかの差でしかない。

　けれど……だ。そんな中で、英雄だけは美しいだろう？　自分ではない人々のために我が身を顧みず戦う、そうした人間は疑いようもなく高潔だろう？　いずれ国家を営むためには燃料が必要だというのなら──私はそこに、人間の中でもっとも美しいものを宛がいたい。そうやって続いていく国こそは、世界でもっとも美しい国に他ならないのだから」

　理想を語る者の声でアリオは言う。だが──その「美」の在り方に、今のジャンはきっぱりと異を唱える。

「……あなたが作り出そうとしている国の中で、美しいものは英雄だけです。彼らから搾さく取しゆして生きる何万倍もの人々も、それを良しとして回る社会も、僕には見るに堪えません」

「負担は平等に分け合うべきというなら、いっそ共産主義でも始めてみたらいい。全体が均一に働く社会というのがいかに人間に馴な染じまないか知ることが出来る。断言してもいい──私を追い落とした君がどんな社会を思い描くにせよ、そこには例外なく何らかの搾さく取しゆの構造があるよ。それを認めざるを得なくなった時に君はきっとこう願う。こんなはずじゃなかった、どこからか英雄が現れて助けてはくれないのか──と」

　相手にとってもっとも忌いむべき仮定をアリオは語る。だが、ジャンは怯ひるまなかった。再び眠りを手に入れてから今まで、そうならないために積み重ねてきた多くの思索が彼を支えた。

「それだけは決して望みません。僕が思い描くものは、英雄ならざる多くの人々によって営まれる国家です。完璧には程遠いかもしれない──だとしても、何一つ諦めはしません。搾さく取しゆの構造が不可避のものであるとしても、その対象を時と場合に応じて変えていくことは出来るはずです。ある時は誰かに与え、ある時は誰かに与えられ──その応酬が当たり前になったなら、与えることも与えられることも当然の社会になったなら、その在り方はもう搾さく取しゆとは別の何かになっている。僕はそう思います」

　まっすぐに養父を見返してジャンは語る。アリオは感心した──相手の信念や価値観に対する揺さぶりは彼の得手のひとつだ。まして目の前の青年は、義理とはいえ手塩にかけて育てた息子。その知性の癖も方向性も把握している。迷わせるも信じさせるも、アリオには本来なら自由自在のはずであり──だというのに、今のジャンには少しも通用していない。

「────ん？」

　ふと口元に妙な違和感を覚えて、男はそこへ手を当てる。指先が感じ取ったのは、かすかに引きつった口元の筋肉。──笑っている。いつもの仮面じみた完璧な政治家の笑みではない。知らず知らずのうちに、胸の内に抱いた感情が自分を笑わせている。

「……ああ──」

　自分の察しの悪さに苦笑がこみ上げる。──我が事として感じてみれば、因果は余りにも明らかだった。答えはすぐ目の前にある。この若者が、自分の手で育てて人生そのものを利用し尽くすはずだった息子が──今、自分とはまったく異なる思想を育んで、同じ志を持つ仲間と共に、自分へ反旗を翻ひるがえしている。

「──こういう気持ちだったのですか、師よ──」

　何もおかしいことはないのだとアリオは悟る。今ここで微ほほ笑えみが浮かぶ必然を受け入れる。──そう。子の自立を喜ぶのは、親なら当然のことなのだから。

　最後の抵抗の意思がアリオの中から消え去る。ひとつ大きく息を吐き、彼は長年身を預けてきた椅子から立ち上がった。

「手間取らせて悪かったね、椅子を譲ろう。──今日からここは君の部屋だ、ジャン」

　そう告げて歩き出し、息子のすぐ前で足を止める。胸を張って佇たたずむ相手の頭へと手を伸ばし、アリオはその頭髪をそっと撫なでる。かつて、ジャンがまだ幼かった頃にそうしてやったように。

「……眠りを取り戻したせいかな、髪が灰色がかってきたね。前の白はく髪はつは、いかにも潔白で美しかったが──」

「…………」

「──でも、確かに、今の灰色も悪くない。これは多くを知った色だ。白黒に分けられない世界を灰色のまま受け入れて進む……灰色は、まさに政治家のためにある色だ」

　そう口にして手を戻すと、ジャンとすれ違うようにして傍かたわらを通り過ぎていく。執務室からの去り際、息子を振り返らないままに男は告げる。

「戦場とはまた向きが違うが、こちらはこちらで過酷な世界さ。──頑張りなさい、我が息子。ただし。私をその椅子に舞い戻らせたくなければ、決して隙を見せないことだよ」

　最後にそう言い置いて、今度こそ部屋を後にする。ジャンは身をひるがえしてその背中を見つめ──何も言わぬまま、ただ深く頭を下げた。







　議員たちの様々な視線を浴びながらアリオが議事堂を出ると、外は薄曇りで、ぽつぽつと小こ雨さめが降っている。が──予想もしないことに、そこには彼と同じ年頃のひとりの女性が傘をさして佇たたずんでいた。

「お疲れ様です、あなた」

「──サラーム？」

　意表を突かれたアリオが目を丸くして妻を見る。サラームのほうも歩み寄っていき、夫の体を傘の下に迎え入れた。

「君が議事堂まで来るなんて珍しい。どうしたんだい、いきなり」

「あなたが負けるところが見られそうでしたから。それを見物に」

　悪びれもせず真顔で言ってのけるサラーム。アリオはふっと笑った。

「確かに、その通りになったよ。息子たちに見事にしてやられて、お気に入りの執政官の椅子から追い落とされてしまった」

「それは良かった」

「よ──良かった？」

　その一言にはさすがのアリオも目を丸くした。夫の驚きよう愕がくをよそに、サラームは懐ふところから一枚の紙を取り出して差し出す。新聞の切り抜きのようで、旧マムランの観光地についての宣伝文が記されていた。

「ずっとここへ行ってみたかったのです。片道だけで一週間以上かかりますから、今までのあなたではとても誘えなくて。けれど、政治家でなくなったならお暇でしょう。一緒に参りませんか」

「……いや、政治家でなくなったというわけでは……」

　戸惑いながら口にしかけるアリオだが、自分をじっと見つめる妻の瞳を前に、その先の言葉がしぼんで消えた。男はふっと笑って腰に手を当てる。

「……まぁ、それもいいか。政治家はこれまで嫌というほどやって来たからね。これからしばらくは、君の夫を真面目にやってみるのも悪くはない」

「よい心がけです。でもあなた、夫がどういう仕事かご存知なのですか」

　なんとも辛辣な問いで刺される。アリオは顎に手を当てて考え込み、

「政治家は民の生活水準の向上に努める仕事だ。となると、夫はさしずめ……君のご機嫌を取って笑顔にする仕事かな」

　ちょっとの皮肉を混ぜてそう答えた。サラームは軽く首を横に振ってみせ、

「それは二流の夫ですね。一流の夫は──妻と一緒に幸せになるものですよ」

　そう告げると同時に、夫の背中をそっと手で押して並んで歩き出す。小こ雨さめの降る夕暮れ前、そうしてふたりは議事堂の前を去っていった。







　食事を挟んで明け方まで喋しやべり倒した三人は、それぞれの部屋でひと眠りして昼前に目覚めた。身支度を整えたところで、全員が再び居間に集まる。

「お喋しやべりして一夜明けちゃいました。遅いですね、殿下」

「ああ。通信はないけど、今回は来れないのかもな。急に何か用事が入って──」

　湯気を立てるお茶を片手に、テーブルの上に立ったパートナーのツゥを撫なでながらマシューは言う。が──そうして朝の一時を過ごしていた彼らの耳に、ふと大きな風鳴りのような音が遠くから響き始めた。

「──？　なんだろう、この音。聞いたことがない……」

「……外に出るぞ！」

　記憶を探っても正体が摑つかめない謎の音に警戒を呼び起こされ、マシューは子供たちに家を出ないよう言いつけた上で玄関へと走っていく。トルウェイとハロもそれに続き、外へ飛び出した三人は音の原因を求めて視線を走らせるが、

「──マシューさん、あっち側！」

　最初に気付いたのはハロだった。他のふたりが見ていた地上ではなく、彼女が発見したそれは、正午近くの太陽がさんさんと光り輝く空の中にあった。

「な──なんだありゃ」

　ぽかんとした顔でマシューが呟つぶやく。三人が身を固くして見つめる先で、遠目には大きな鳥のようにも見えたシルエットはどんどん大きくなり、しまいにはちょっとした家ほどの大きさを示して彼らの近くに降下──大きな車輪で着陸、家の前の道を用いて減速し三人の目の前で停止した。回っていたプロペラが止まり、唸うなるような駆動音もぴたりと止やむ。

「──久しいな、トルウェイ、ハロ、マシュー！　三人とも勢せい揃ぞろいか！」

　直後に上部にある窓が開き、中からひとりの女性が姿を現す。三人は度肝を抜かれてその顔を見つめ、当の本人は謎の乗り物から飛び降りて彼らの前に着地する。

「到着が遅れてすまぬ！　こいつの操作に慣れるのに思いのほか手こずってな！　習得してからはひとっ飛びで来たのだが──いやはや頼もしい乗り物だ！　そなたらもすぐに乗せてやるぞ！」

　潑はつ剌らつとした声が三人の耳を打ち、彼らは圧倒されたまま相手の全身を目にする。──美しく輝く腰までの金髪、溢あふれ出だすような活力と好奇心を宿した瞳、毎日動き回っていることを示す軽装、腰の左右に差したサーベルとマンゴーシュ。

　今年で二十七歳を迎えたシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクの姿がそこにあった。すでに帝政が終しゆう焉えんを迎えた現在のカトヴァーナにあって、けれど彼女の存在感は「破壊の女帝」と呼ばれた頃とは別の形で天井知らずに高まっている。トルウェイが驚きを隠せぬまま彼女に一歩踏み出した。

「み──見違えましたね、殿下。前もそうだったけど、しばらく会わない間にもっと……」

「何。存分に食べて寝て遊んで、あとは好き勝手に動き回っているだけだ。おかげで多少なりとも体力は付いたがな」

　ふふんと鼻を鳴らして胸を張ってみせるシャミーユ。そのまま三人との会話を続けようとするが、ふいに肩がぴくりと動く。

「──そこだ、曲くせ者もの！」

　そう叫ぶと同時に身をひるがえして腰のサーベルを抜刀、自分めがけて飛んできた礫つぶてを空中で弾はじいてのける。彼女の視線が鋭く向けられた茂みで、小さな気配ががさがさと動いた。

「ぎゃー、またバレた！」「こんどはイケると思ったのにー！」

　慌てて茂みから飛び出して来たのは、つい先日も覗のぞき見みをトルウェイに見抜かれたばかりのマシューの娘と息子──エイリーズとバウシャだ。家の中へ逃げ戻ろうとするふたりの動きを先読みし、シャミーユはその前に仁王立ちで立ち塞がった。

「身を潜めて余を狙い撃つとは良い度胸だ。──マシュー、そなたの子供か？」

「は、はい、長女のエイリーズと長男のバウシャです。すみません悪いた戯ずら好きで──こら、殿下に謝れふたりとも！」

「ふぁーん！　ごめんなさい！」「ごめんにゃぁーいー！」

　逃げ道を失った子供たちが泣きながら謝罪する。シャミーユはきょとんと首をかしげた。

「こら、何を泣き出す。まだ始まったばかりであろう。余は泣き虫毛虫とは遊んでやらんぞ」

「……え？」「遊んで、くれるの？」

「くれるも何も、そなたらが始めたことではないか。一度襲撃に失敗したくらいで諦めてなんとする。反省点を列挙して行動案を改善し、次は見事この眉間を撃ち抜いてみよ！」

　と、[image: ]るどころか逆に煽あおるようなことを言ってのける。ぽかんとする子供たちへ、不敵に笑って彼女は言い添えた。

「しかし、遊ぶ前には声をかけるのが礼儀よな。何も知らぬ相手に一方的に弾を浴びせるのは卑ひ怯きよう者ものの戦ぶりと変わらぬ。本物の戦場ならいざ知らず、ここは平和の内にある場所。同じことをまた繰り返せば、そなたらは卑ひ怯きよう者ものであるばかりか平和に仇あだなす悪党ということになってしまうぞ？」

「ひ、ひきょうじゃないもん」「あくとうイヤー！」

「ならば良い。余も成敗する手間が省けるというもの。さて──では続きをやるか。腰に棒を差しているということは、次は白兵戦が望みであるか？」

　そう言うと同時に二刀を差していた腰のベルトを外し、彼女はそれをトルウェイに預ける。代わりに家の敷しき地ち内から適当な木の枝を見つけ出し両手に握った。右は長く左は短い、彼女がいつも身に帯びる得物に準じたその形。

「それ、かかってこい。余が稽古を付けてやろう！」

「わ、わー！」「でいりゃー！」

　降って湧いた遊び相手に嬉き々きとしてかかっていく子供たち。その斬り込みを受け止め始めたシャミーユの姿に、マシューの目が凝然と見開いた。

「お、おい……ふたりとも、見ろよあれ……」

　絶え間なく動き続けても崩れぬ重心。勢い任せの攻撃を難なくいなして空を切らせる二刀の技。子供相手の遊びではあっても、その背景に高い水準の「武」があることは明らかだった。子供たちに代わって賊がふたり襲いかかったとしても、彼らの前で起こることに差はあるまい。

「……分かるよマーくん。まるで、ヤトリさんを見てるみたいだ──」

　感動に震える声でトルウェイが口にする。と──そんな彼らの観戦もじきに終わりを迎えた。一撃も入れられないままさんざん振り回された子供ふたりが、体力の限界を迎えて地面に突っ伏したのだ。対照的に息ひとつ乱さないまま、シャミーユはふんと鼻を鳴らした。

「鍛えが足りん！　走り込みからやり直し！」

「ふぇぇぇー」「ま、まけたー」

　疲労しきりの子供たちを笑って見下ろし、それからシャミーユは木の枝を放って三人のほうへ戻ってくる。預かっていた二刀を返しながらトルウェイが口を開いた。

「素晴らしい動きでした、殿下。本格的に剣を習われたんですか？」

「うむ、イグセム名誉元帥から少しな。仮にもこの二刀を身に帯びるのだ、多少の心得がなければ格好がつくまい」

「ひゅー！　シャミーユかっけー！」

　と、彼女を褒めるまた別の声が三人の耳に届く。彼らが驚いて目を向けると、シャミーユが乗ってきた乗り物の中から梯はし子ごが下りて、これまた見覚えのある白衣姿のふたりが降りてきているところだった。黒髪の女性に続いて、ふらふらと覚おぼ束つかない足取りで片眼鏡の男性が地面に降り、そこで倒れかけたところを女性に支えられる。そのまま彼を支えつつ自分たちのほうへやって来た相手に、マシューは驚いて声をかけた。

「……ヴァッキェとヨルガか！　おまえらも殿下と一緒に？　……つーかそれ、なんでひとり死んでんだ？」

「乗り物酔いだよ。機体がじゃじゃ馬なのか操縦がアレなのか知らんが、こいつは揺れがひどくてな」

　質問に答えたのはヴァッキェではなく、彼女らが降りてきた乗り物から顔を出した四人目の人物だった。にっと笑みを浮かべて手を上げてみせる男。もうじき四十歳を迎えるセンパ・サザルーフのその姿に、マシュー、トルウェイ、ハロの顔が同時に輝いた。

「──サザルーフ中将！　あなたもいましたか！」

「おう、さっさと降りようと思ったが俺も酔っててな。今やっと少し回復したところだ。──いよっと」

　そう言って梯はし子ごは使わず地面に飛び降りるサザルーフ。彼が寄ってきて七人の大所帯になったところで、マシューはずっと気になっていたことを口にした。

「すっかり聞き忘れてたけど……この乗り物はなんなんです？　空を飛んできたみたいだけど、気球にしては気き囊のうが見当たらないし……」

「ふっふっふ、聞きたいか？」

　にやにやと笑いながらじらす言葉を口にするシャミーユ。興きよう味み津しん々しんの三人へと向けて、返事を待つまでもなく説明を始める。

「これは飛行機というものだ。精霊たちを生み出した太古の技術、アナライ博士の言う超古代文明においては日常的に使われていた機械でな。気球とはまた違った仕組みで空を自由に駆けることが出来る」

「自由に……というと、具体的には？」

「空を駆ける馬車、では遅すぎるか。比較するものが思いつかんが、こいつはとにかく速い！」

　強い声でそう請け合ってみせるシャミーユ。彼女の話しぶりと目の前の機体の大きさからその性能を想像し、トルウェイが真剣な面持ちで口を開く。

「軍事革命……いや、それどころか流通革命が起こりますね。これは量産に入るんですか？」

「今の時点では不可能だ。これは遺跡から発掘された部品を精霊たちの助言に従って組み立てたものでな。燃料はどうにか製造が可能だったが、現代では再現不可能な内部構造が多すぎる。『神殿』で修理だけはしてもらえるのだが」

「そ、そんなものに乗ってきたんですか？　事故とかの危険は？」

「だから練習したと言ったろう。安心しろ、不時着ならお手の物だぞ！」

　堂々とそう答えて、シャミーユは快活に笑ってのける。圧倒されるマシューとハロの隣で、トルウェイは感動を覚えて佇たたずんでいた。

「……こんなに元気になれる人だったんだね、殿下は……」

「にっひっひー。でしょでしょ？　すごいでしょ？　かっこいいでしょ？」

　と、彼の感慨を見抜いたヴァッキェが隣に立った。話題の本人を見つめながら、勢いを落とさず語る。

「わたしが見込んだスーパー少女は、今や成長に成長を重ねて超絶スーパー美女に大・変・身！　正直ここまで変わるとは思ってなかったから、わたしも興奮を禁じ得ない！」

　まくしたてるように親友を褒ほめ称たたえる彼女。が──その声がふと小さくなる。

「だからこそ、さ。この姿──見せたかったなぁ、イクタ兄に」

　そう口にして思い出す。まだ記憶に鮮やかな、兄弟子を弔った日のことを。







「……幸せ者だなぁ、シャミーユは」

　白衣の少女がぽつりと呟つぶやく。彼女の目の前で、ひとりの青年が収まった棺ひつぎに寄り添い、その姿勢のまま半日──シャミーユは身じろぎひとつせず押し黙っていた。

「あなたのために生きて、あなたのために死んだ。──イクタ兄にここまでさせたのは、話に聞くヤトリさんの他にはあなただけでしょ。ひとりの人間にここまで愛される、それがどのくらい得え難がたいことか……ううん、あなたに分からないはずがないよね」

　応じる声はない。それでも届いていると知っている。イクタ・ソロークは、彼女の兄弟子は──そこまで果たした上で自分たちに後を託したのだと分かっている。だから、

「わたしたちもぜんぶ、イクタ兄があなたに残したもの。これから先、あなたと共に生きてあなたを支えていく人々。あなたはもう、どう足あ搔がいたって孤独になんかなれやしない」

　はっきりと教える、その幸いを。目の前の少女が与えられたものの果てしない大きさを。この先もずっと親友として隣にあり続ける身として。

「……これでも自分が嫌いなんて言い出したら、その時はわたしが一発頰を張ってやる！」

　そう口にしてヴァッキェは誓う。この先にどんなことがあろうと諦めはしない。──自分は絶対に、この子の本当の笑顔を見てやるのだと。

「──────」

　棺ひつぎに寄り添う少女の肩がぴくりと震える。その手に、腕に、膝に──ひとつずつ力が戻る。

「──安心せよ、ヴァッキェ。余は、もう言わぬ」

　己にそう誓って身を起こす。──立ち上がれない理由は、もはや何ひとつなかった。







「──うん。本当に……見せたかった」

　ヴァッキェの隣で、トルウェイもまた静かにうなずく。……当時はまだ、誰ひとりとして想像しなかった。自分の血が腐っていると信じ込み、国もろとも自分を葬ほうむろうとしたあの少女が──多くの経験と多くの友を得て、こんなにも元気に笑っている姿を。

　共和制下のカトヴァーナの人々は、今の彼女をしばしば「最後の皇女」と呼び習わす。むろんのこと──帝政それ自体を廃止した今、彼女の公的な立場はもはや皇族ではない。自らの決断で民に主権を譲り渡した以上、そう扱われることを彼女自身がすでに望んでもいない。

　だが。キオカとの平和外交を成立させ、国民議会を現在の完成度へと導き、他にも数知れぬ社会制度の改善を果たした若き為政者。──そんな彼女を敬意をもって呼ぼうとした時、彼らは自然と「皇女殿下」と呼んでしまうのだ。そこに込められた尊敬と敬愛を、彼女はもはや拒もうとはしない。

「──あ、ちなみに、わたしもちょっと背が伸びました。具体的には二・二センチぐらい。……え？　なに、よく分からないって？　やっぱりお前もかこんちくしょー！」

　話題を変えるなり急に怒り出す白衣の文官。それを見たシャミーユが早足に近付いていく。

「余の騎士に八つ当たりは止やめよヴァッキェ。ここ数年で余に色々と追い越されすぎて悔しいのは分かるし、余がかっこ良すぎて直視できぬ気持ちももちろん理解はするが」

「聞きましたかイクタ兄！　あの薄幸の美少女が！　なんとたった十年でここまで言えるようになりやがりました！　さすがにわたしも保護者として責任を感じます！　ああ──でもかっこいい！　ちくしょう好き！　シャムちゃんめっちゃ好き！」

　叫びながら親友に抱き付いていくヴァッキェ。その額をわしづかみにして押し戻しつつ、シャミーユは改めて「騎士団」の三人を見る。

「さて──では、そなたら三人を乗せて空の旅と参ろうか。準備は良いか？」

「……え？　乗せてって、あの──こいつに？」

「他にこの場に乗り物はあるまい。安心せよ、余が舵かじを握っている限りは危険などない。さぁ乗り込むのだ！」

　躊ちゆう躇ちよする暇さえ与えない。飛行機に向かって三人の背中をぐいぐいと押しながら、シャミーユはそこに説明を加える。

「言い忘れていたが、こんなものに乗ってきたのには当然理由わけがあってな。そなたら、『神の試練』で到達したラ・サイア・アルデラミンの地下施設で、精霊の口から告知された内容を覚えているか？」

「おれたちは直接聞いたわけじゃありませんけど……確か古代文明の科学技術の開示、でしたよね。帝国とキオカの戦争状態が解ければ実現するって話でしたけど」

「その通り。だが、いつまた開戦するか分からないような状況では精霊たちも許可が出せず、両国の政体が不安定だったこの十年は何も起こらなかった。が──余がこれを造れたというのは、つまりどういうことだと思う？」

　シャミーユの口から示される大いなる前兆。それを耳にして、三人の顔に緊張が走った。

「──始まるんですね、本格的な技術の開示が。世界の有り様を一気に変えるような知識の大放出が……」

「そういうことだ。また忙しくなるぞ、これからは！」

　シャミーユがそう予告したところで、彼らはちょうど飛行機の足元に辿たどり着つく。彼女の指示に従って梯はし子ごを登り、三人は次々と機内へ入っていく。

「わぁ、おもしろい。中はけっこう狭いんですね」「えっと、このベルトを締めるのかな……？」

「安全運転でお願いしますね！　落ちたらほんと嫌ですよおれ！」

「安心せよ、いかなる苦難も正面から乗り越えるのみだ。何が起ころうとも何の憂いもない。──余は、あのふたりに愛されているのだから」

　シャミーユは胸に手を当てて口にした。自らの心に根差す全ての礎いしずえを。その様子を前にしてああ、とマシューは確信する。──もう大丈夫だ。おまえはこの子を救えたんだよ、イクタ。

「……その使い方は科学的じゃないってツッコミ入りませんかね、あいつがいたら」

　胸の奥からこみ上げてきたものを隠すように、あえて憎まれ口を叩たたいてみせるマシュー。それを聞いたシャミーユが笑って切り返した。

「では余が反論してやろう。確かに愛は嵐を退けぬであろうし、雷が落ちた時にこの機体を守りもせぬ。だが──その全てに屈さぬ力を余に与えるのだ。化学式の書き方はまだ知らぬがな」

　言いながらおもむろに操そう縦じゆう桿かんを握る。もはや生きることに恐れはない、幸せになることに怯おびえもない。心地よい緊張が全身を巡り、シャミーユは同乗する騎士たちに向かって宣言する。

「さて、飛ぶぞ。──つかまれ、三人とも！」

　彼女の右手がレバーを引く。車輪が大地を捉えて回り出し、四人を乗せた飛行機がどんどんと速度を得ていく。激しい震動に身を固くする三人を横目に、シャミーユは迷いのない動きで操そう縦じゆう桿かんを操り──かくして四人は、遥はるかに広がる大空へと旅立っていく。




　彼らの旅は続く。その旅路が、あのふたりが一足先に駆けていった、遥はるかな未来へと続いていることを信じながら──。
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　最初はぜんぶ、ぼんやりしていた。なにがなんだか分からなかった。

　ただ──薄くまぶたが開いてからは、少しだけはっきりし始めた。

　見えるものがたくさんあって、その中に動いているものがいくつかあった。たいていはのんびりしていたけど、なぜかすごく騒ぎ出すこともあった。見え始めたときもそうだった気がする。うすく赤いゆらゆらした水の向こうから、たくさんの目に見られていた。

　そう、見られていた。見られているということは、そこに何かあるのだ。その思い付きからたっぷり時間をかけて、それはたぶん自分というものだという答えに進んだ。自分はここにいて、彼らはそれを見ている。彼ら──そう、彼ら。それはたぶん、自分じゃない人たち。だんだん分かってきた。ここには自分がひとりと、自分じゃない人たちがたくさんいる。

　不満を覚えたのは、見えるところが少ないこと。最初は見ているところを変えられなくて、でも少しずつ動かせるようになって、だけどそれもすぐに広がらなくなった。見るところだけじゃなくて、もっと大きなところも動かせるはずなのに、そっちはどうしても動かなかった。自分の勘違いなんだろうか？

　そうやってやきもきしていたら、こっちがやきもきしていることも、たぶん彼らは見ていた。いつもよりたくさんの彼らが集まって色んな音を立てた。ちょっとうるさかったけど楽しかった。そうだ。自分はもっといろいろな音を聞きたいし、いろいろな色が見たい。

　何かあるんじゃないかと思って待っていると、急にすごく眠くなった。まだ眠りたくなかったけど、あんまりがまんはできなかった。見えるものがなくなって、感じることができなくなって──また周りのぜんぶが、ぼんやりしてくらくなった。










　目覚めた瞬間。──彼はまず、自分の体が持つ全ての輪郭をいっぺんに実感した。

「──────ッ!?」

　強すぎる刺激に手足が跳ねる。長らく漠然とした世界を漂っていた彼に、その感覚は鮮やかを通り越してもはや痛い。体じゅうの皮膚を剝がされて吹きさらしの場所に置かれている、彼は自分の現状をそう直感した。

　誰かが駆け寄ってくる気配があった。手を握られて、落ち着いて、と彼は言われた。しばらく耐えていたら、確かに少しずつ落ち着いてきた。まだ色々な感覚がいちいち過剰だったけど、少なくとももう、体じゅうの皮膚が剝がされてはいないと彼は安あん堵どした。

「───────あ、れ？」

　そして、意識する。自分が思考できるということを意識する。ものを考える頭が戻ってくるのはずいぶん久しぶりの気がする。でも、何が久しぶりなのかは、よく分からない。

　集まってきた人々が色々な質問を彼にする。気分はどうか、痛む場所はないか、体調は、眠気は、この字が読めるか、等々。おおむね答えられたが、返答に詰まる質問もあった。

　──自分が分かる？

　とりわけ答えようがなかったのはその質問。彼が押し黙ると、すぐさま人々の中のひとりが鏡を持って駆け付けた。そうして彼は初めて自分を見た。黒い髪に黒い瞳、どこかとぼけた印象を与える顔つき。年は──たぶん、十代の半ばくらい。

　それからしばらく、彼は色々なことを試されながら生活した。運動をしてみたり簡単な計算を解いてみたり。痛かったり苦しかったりすることはほとんどなかったが、この生活が何に繫つながっているのかは分からなかった。自分がどこの誰で何の理由でここにいるのか、周りの人々は彼の質問を常に、そして徹底的にはぐらかした。

　──逢あわせてみよう。

　ある日、人々のひとりがそう言い出した。反対する者もいたが、数日かけた議論の末に、その提案が実行に移されることになった。何が始まるのか彼本人には知らされていなかったので、漠然とした期待と不安があった。










　そして、その時は来た。

　いつも暮らしている部屋から連れ出されて、彼は別の場所に連れて来られた。そこは透明な天井の向こうに星空が見える大広間だった。観葉植物と並んで大きな椅子がいくつも置かれた、おそらく大勢での使用が想定されている場所なのに、空気はしんと静まっていた。

　そのまま奥へ進むように指示した後、彼を連れてきた人々は彼を置いて去って行った。やはり目的も何も告げられなかったので、彼は首をかしげながら歩き出した。広い場所を歩くのは久しぶりなので気分は良かった。植物の葉を指でつまんだりしながら奥へ進んだ。

「────────」

　広間の中央まで来て、彼の時が止まった。

　誰かが、そこに立っていた。彼と同じ白い簡素な服に身を包んだ、彼と同じくらいの年頃の少女。背中を流れる髪が、燃え盛る炎のように赤い。

　動けずにいる彼のほうを、少女が振り向いた。髪の炎色をさらに深く濃くしたような真紅の瞳。彼もまた、その目をまっすぐに見つめ返す。そうすることに抵抗は感じない。

「あんたは、イクタね」

　見つめ合う中で、少女がそう呼んだ。その名前が自分に染しみ通ったように彼は感じ、

「君は、ヤトリだ」

　浮かんだ名前をそのまま口にした。自分も知らない互いの名前を教え合うことに、不思議と何の違和感もなかった。

　互いの間に置かれた椅子を見下ろす。少女へ一度くるりと背を向けて、それから少年は椅子へ腰かけた。それを見た少女も、まったく迷わず同じように動く。ひとつの椅子に背中合わせで座って、少年と少女は互いの体温を感じ合った。

「……少しは分かる？　何がどうなっているのか」

「……残念ながら。君と僕がどこの誰なのかも分からない」

　そう言いながらも、少年は特に不安がることはない。とても満ち足りた、欠けていた半分が埋まったような心持ちでいた。それ以外に何が要るとも思わなかった。だから、

「でも──そういうのは、今はいいや。このまましばらく星を見ていようよ、ヤトリ」

　ごく当たり前のように、彼は少女へそう提案した。背後で彼女はふっと微ほほ笑えみ、

「そうね。あんたがそう言うなら、私ものんびり構えるわ」

　そう答えて、少女もまた夜空を見上げた。背中にかかる互いの重みが心地よかった。










　ふたりのための時が流れる。──天井の向こうに広がる星空は、時間を忘れるほどに美しく。

　移り変わった北極星デネブのもとに。そうして今も、彼らの夢は続いている。





〈完〉　












あとがき




　────ああ、書ききった。

　読了、お疲れ様です。「ねじ巻き精霊戦記　天鏡のアルデラミン」、これにてシリーズ完結と相成ります。

　ここまで付いて来てくれた全ての方々に、まずは労ねぎらいと感謝を。重ねてお疲れ様です。そして、ありがとうございました。この物語に最後まで付き合ってくれて。

　第一巻を書き始めた時から、長いお話になることは分かっていました。その上で、全てが本として世に出るかどうかは誰にも分かりませんでした。ひとつのシリーズを十四巻に亘わたって続けるためには多くの後押しが要ります。「この物語を最後まで読みたい」と願ってくれた皆さんの支えがなければ決してここには至っていません。自分の筆力がそれに値したのだと、どうか今だけは自惚うぬぼれさせてください。

　気が付けば、七年。これほどの年月、シリーズを通してイクタたちと共に在りました。私が八十歳まで生きると仮定して、実に生涯の十分の一近くを「アルデラミン」を書いて過ごしたことになります。この作品は私の人生の大きな一部であり、成果であるのだと、今なら躊躇ためらわず言い切れます。

　書くべきことは、本編で全て書き尽くしました。ここで語ることはありません。今はただ、皆さんが「このシリーズを読んで良かった」と思ってくれることを願うばかりです。










　……そして。存分に余韻を味わったと感じた頃に、どうかこのページを捲めくってください。

　ここから始まるのは、まったく別の物語です。七年をかけて「アルデラミン」を書ききった宇う野の朴ぼく人とが、その七年分の積み重ねを自負して書き始める新たなお話です。

　ここまで読んでくれた皆さんに響かないはずはない。そう確信しています。

　お話の趣おもむきは、これまでと少々変わります。戦火に揺れる精霊と科学の世界から、超常と神秘が跋ばつ扈こする剣と魔法の世界へと。……けれど。私の書く物語である以上、本質は今までと同じこと。




　さぁ──人間の物語を、始めましょう。
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第一章　入学式セレモニー




　──春の魔法を見たければ、キンバリー魔法学校の入学式準備を見に来い。

　昔からよく言われる皮肉だ。ガラテア市街を出て東進し、さらに山をふたつ越えた場所──そこから始まり校舎へと続く満開街道フラワーロード沿いはこの時期、桜を始めとした色とりどりの花々で溢れ返る。

　しかし、冷静に考えれば奇怪な光景でもある。どれだけ辺りを見渡しても、まだ蕾つぼみの花や盛りを終えて散った花はただのひとつもない。全長にして一キロ以上にも及ぶ満開街道フラワーロード──その道沿いに立ち並ぶ、種類も様々な幾千本の木々と草花。それら全てが空気を読んで偶然同時に咲くことなど、果たしてあり得るのだろうか？

「ああ──『咲かずのジャック』も見事に咲いたか」

　樹齢千年を数える桜の古木。街道の顔とも言える一本を見上げながら、オリバーは心の底から嘆息する。──この場所に生える植物全てに入学式当日の開花を確約させるという大仕事は、キンバリー魔法学校の六年生が最上級生となる直前に課される試練のひとつ。

　曰いわく、邪教のサバト。曰いわく、地獄の一発芸大会。それこそが春の魔法と呼ばれるものの正体であり──その光景が傍はた目めにはものすごく珍妙なものに映るため、事後の六年生はおおよそ口を揃そろえて「クソみたいな伝統行事」と毒を吐くという。

「ちょっと、そこの貴方あなた！　ズボンからシャツがはみ出していてよ！」

「マントに猫の毛が付いているわ！　ちゃんとブラシをかけなきゃダメじゃない！」

「ハンカチは持った？　トイレは済ませた？　我慢しすぎちゃダメよ、急にもよおしたら恥ずかしがらず監督生に言うのよ！」

　うるさがたの婦花ダリアたちが茎をにゅっと伸ばして、前を通る新入生へひっきりなしに話しかけている。この街道でいちばんお喋しやべりな存在が彼女らだ。思考し会話する草木・驕る植物プライドプラント──長い行列の外側を歩く生徒たちは、どうあってもそのお節介から逃れられない。

「──あらあら！　まぁまぁまぁ！」

　案の定。またひとつ花壇から伸びてきた花弁が、雌しべを震わせてオリバーに語りかけた。

「そこのあなた。とっても緊張しているわね！」

「──そう見えますか」

　指摘されて、オリバーはそれとなく自分の外見を意識した。──紺色のズボンに灰色のシャツ、その上に重ね着た黒いローブ。腰には白はく杖じようと鞘さやに収まった杖じよう剣けんが一振りずつ差してあり、身長は十五歳男子の平均に近い５フィート弱。

　どこにも不備はない。誰の目にもごく一般的な、キンバリー新入生の装よそおいのはずだった。

「ええ、見えるわ。何が怖いのかまでは知らないけど、もっと肩の力を抜いていいのよ！　せっかくの入学式なのだもの、今日くらいは全てを楽しむべきじゃない？　そう──たとえどんな恐ろしい未来が待ち受けるとしても、せめて今日くらいはね！」

「恐縮です。ところでマダム──そろそろ戻らないと、茎くきがちぎれてしまいますよ」

「あら、いけない！」

　オリバーの歩みに合わせて茎を伸ばしていた婦花ダリアが、自分の伸びすぎに気付いて慌てて花壇に戻っていく。彼はふぅとため息をついて歩みを再開した。

「励ますか怖がらせるか、せめてどっちかにして欲しいわよね」

　と、隣を歩く新入生から声がかかる。オリバーが目を向けた先に、ふんわりとした巻き毛が愛らしい小柄な少女がいた。装よそおいは下がスカートであることを除いて彼と同じ制服。同い年の魔女の卵といったところだ。

「……こほん」

　なかなか勇気を出して声をかけたと見えて、彼を見つめる少女の表情には緊張が見て取れた。初めて言葉を交わす同期生の姿を目に焼き付けつつ、オリバーは微ほほ笑えんで言葉を返す。

「うん、まったくもって。──君は、驕る植物プライドプラントには慣れているのかな？」

　彼から好意的な返事があったことで、少女はほっと表情を緩める。

「いいえ、初めてよ、あんなにぺらぺら喋しやべるやつを見るのはね。わたしの故郷に生えていた子たちはもっと素朴で可か愛わいらしかったわ」

「はは、婦花ダリアの言うことなんて気にすんな。あんなもん、おれの実家じゃ葉は擦ずれの音と変わらねぇ」

　会話を始めて間もなく、ふたりの後ろからまた別の声がかかった。振り向いた彼らの目に、同年代にしては上背のある短髪の少年の姿が映る。

「あの手の魔法植物は、根を張った土が含む魔素の質によってがらっと性格が変わんのさ。キンバリーここのは特に性悪が多いって話だ。そのせいで先輩方は毎年苦労すんだろ？」

　実感のこもった語り口。浅黒く日焼けした顔や手の甲から、さては魔法農家の出身かなと当たりを付けて、オリバーは彼にも快く応じる。

「六年後には俺たちだってそうなるさ。入学式の日にジャックが何分咲きかで、その学年の優秀さが測られるらしいから」

「あ、それ、うわさに聞く地獄の一発芸大会ね。見たところ今年は満開──つまり、現七年生はとても優秀ってことかしら」

　巻き毛の少女の言葉に、三人は同じ桜の大木を眺めた。一見したところ普通の古木だが、よくよく観察すると、木肌の皺しわの寄り具合が居眠りしている老人の顔のようにも見えてくる。──驕る植物プライドプラントの長老である以上、あれも婦花ダリアたちのように喋しやべって動き出すのだろうか？

「──で、お二人さん。世にも貴重な満開のジャック爺じじいを前にして何だが、おれにはそれより気になることがあってよ」

　長身の少年がそう言って、視線を列の先に移した。オリバーと巻き毛の少女がつられて同じ方向を見たところで、彼は心もち声をひそめて言う。

「……あれ、どう思う？」

　そうして少年が指差したのは──新入生の列の中でただひとり、他とはまったく違った衣装を身にまとう少女だった。

　下した穿ばきともロングスカートとも付かないゆったりした下衣。ローブのように胸の前で布を合わせて帯で結んだ上衣、腰に差した反りのある刀剣。それぞれの正式な呼び名は知らないまでも、その特徴的な外見から導き出される単語は三人に共通している。

「……サムライだなぁ」

「サムライね。それも女の子の」

「だよな。やっぱりおれの見間違いじゃないよな」

　同意を得た少年がむぅと唸うなった。声をかけるには遠すぎる位置にいる問題の少女を、彼は背伸びしてしげしげと観察する。

「喋しやべくりの婦花ダリアなんぞよりよっぽど珍しいぜ。なんでキンバリーの入学式に東方エイジアのサムライが来てるんだ？」

　その疑問に、オリバーも内心で同意する。──彼らが住まう連合ユニオンの諸国家と、そこから遥はるか遠くに位置する東方エイジアとは、互いの物理的な距離に阻はばまれて正式な国交は無きに等しい。

　たまに耳にする話も少数の交易船や物好きな冒険家が持ち帰る断片的なものばかりで、必然限られた情報から想像を膨らませることになる。そのために、彼らの中では象国インダスも中つ国チエナも日の国ヤマツもごった煮の一ひと括くくりなのだった。

「それはまぁ──この列に並んでいるということは、彼女も新入生なんじゃないか」

「制服はどうした制服は。腰のカタナも杖剣つえにゃ見えねぇぞ。東方エイジアじゃあれが学生服なのか」

「あまりじろじろ見るものじゃないわよ。事情があるんでしょ。急な留学で仕立てが間に合わなかったのかもしれないし」

　そう言って長身の少年をたしなめる少女。隣でオリバーもこくりとうなずく。

「母国のここ大英魔法国ウエルグランドを始め、キンバリーは世界全土から魔法の素質がある子供をスカウトしてきているし、彼女もそのクチだろうな。それに、君も」

　と、不意打ち気味に少女へ水を向ける。彼女は一瞬固まり、みるみる目を丸くした。

「あ、あれ──もうバレた？　言葉は完璧に覚えたつもりだったんだけど……」

「ＡやＯの発音に少し訛なまりが残っているからね。たぶん連合ユニオンの北寄り、湖水国フアーンランド辺りの出身じゃないか？」

「……うー、当たり。自己紹介の時に教えてびっくりさせたかったのになぁ……」

　悔しげに呟つぶやいて、少女はむーと唇を尖とがらせる。その様子に苦笑しつつ、オリバーは周囲をざっと見渡した。

「ここから眺める限りでも、連合ユニオン内の他国から来ている新入生は他にも多いよ。ただ──東方エイジアの出身者はあの娘以外に見当たらないな。なにせ確認されている国家の大部分が魔法未開国だし、才能のある子供を見繕うにも一苦労だと思う」

「ふーん……どんなもんかね、魔法のない暮らしってのは。おれには想像も付かんが」

「とりあえず、植物の世話は楽そうね」

　そう口にした少女の視線の先では、噂うわさの東方のサムライがお喋しやべりな婦花ダリアたちを物珍しげに眺めている。その対比がなんだか面白くて、オリバーはくすりと笑みをこぼした。







「うぉっ──見ろよ、魔法生物の行進パレードだ！」

　満開街道フラワーロードを抜け、大きくそびえ立つ校門をくぐって学校の敷しき地ちに入ったところで、長身の少年が歓声を上げた。オリバーも同じ方向を見ておお、と声を漏らす。流麗な体型フオルムの一角馬ユニコーン、誇らしげに翼を立てた鷲獅子グリフオン、金の鱗うろこも煌きらびやかな貪欲竜フアフニール──人よりも遥はるかに大きな個体を含む種々の魔法生物たちが、整然と列を成して校庭を練り歩いているのだ。

「ひゅー、壮観だねぇ！　さすがキンバリー、植物の次は動物で魅せてくるか！」

　長身の少年に限らず、他の新入生たちもこれにはかぶりつきで興奮を隠さない。それを見計らったように行列の歩みが一時停止し、そのおかげで、彼らは足を止めてじっくりと行進を見つめることが出来た。

　すげぇすげぇと、パレードを見ながら飽きずに繰り返していた長身の少年だったが──隣に立つ少女が難しい顔で眉根を寄せているのに気付き、怪け訝げんに思ってそちらに目を向ける。

「おい、どうした？　もっとはしゃごうぜ、これこそ他じゃ見られない光景だぞ」

「もちろん分かってるわよ。……でも、わたしは素直に喜べないの」

　そう言って、巻き毛の少女はパレードの一角を指さす。オリバーと長身の少年が目を向けると、そこには全長にして十フィートを超える屈強な人型の魔法生物──亜人種のトロールが、簡素な衣服を身に着けてのそのそと歩いていた。

「あれを見て。他の魔獣と同じ扱いでトロールが歩かされているわ」

「ん？　ああ、そうだな」

「許されていいのかしら？　あんなことが」

　憤然とした口調で言う少女。長身の少年はきょとんと首をかしげる。

「許されていいも何も……なんか問題あんのか？　野生のトロールは害獣だし、ああして使役すりゃ運送に重宝する畜獣だろ？」

「はぁ……。あなた、もう少し勉強するべきだわ」

　相手の無知を嘆くようにかぶりを振り、ピンと人差し指を立てて、少女は再び口を開く。

「いい？　あの大賢者ロッド＝ファーカーの研究によればね、わたしたち人類と彼ら亜人種は、三十万年ばかり遡れば全て同一の種に行き着くの。それがどういうことか分かる？　昔々に枝分かれした親戚同士なのよ、彼らとわたしたちは」

　すらすらと知識を披露する少女。たじろぐ少年に向かって、彼女はさらに続ける。

「対して。この世界で『人権』を認められている亜人種が何種類いるか、あなたはご存じ？」

「え、えっと……まず、エルフだよな」

「ええ、そうね。それにあと二種──」

「ノームとケンタウロス」

　そっけない声が問答に割り込んだ。驚いてふたりが向けた視線の先には、分厚い本を手にした小柄な少年の姿。ふんと鼻を鳴らして、眼鏡越しに迷惑そうな目を向けてくる。

「いちいち確認することでもないだろ、こんな常識。それと──お喋しやべりするなら、もう少し小さな声でやってくれないか。読書の邪魔になる」

「え？　あ、はい、ごめんなさい」

　思わず頭を下げる巻き毛の少女。こんな時に本を読むのもどうなのか、というつっこみは完全に機を逃してしまった。

「あれはグリフォン……いや、ヒッポグリフか？　翼の形がどっちの挿絵ともぜんぜん違うぞ。くそ、いい加減な本を売り付けたんじゃないだろうな、あの店主……」

　ぶつぶつと呟つぶやきつつ、パレードの魔法生物と本の記述を照らし合わせる眼鏡の少年。その様子を横目に、少女は咳せき払ばらいして気を取り直す。

「……こほん。そう、いないのよ。コボルド、セイレーン、ゴブリン、ハーピー、小人族──魔法生物学的に亜人種とみなされる生き物はたくさんいるけれど、人権を認められているのはたったの三種類。それさえも最近のことで、ケンタウロスはほんの二十年前までトロールと大差ない扱いだったわ。荷役と乗り物用に重宝する畜獣として、ね」

　語り口はすぐに調子を取り戻してきた。その説明に、オリバーも感心して耳を傾ける。

「でもね、魔法生物学的にルーツを辿たどれば、種として枝分かれしたのはケンタウロスよりもトロールのほうが後なのよ。それは多くの研究によって立証されている学術的事実。にもかかわらず、ケンタウロスが『人間』の仲間入りを果たした今でも、彼らトロールはああしてわたしたち人間に奴隷同然の待遇で使役されている。それは間違ったことだと、あなたは感じない？」

　びしりと指さす少女。問われた長身の少年は、腕を組んでしばらく考え込む。

「……いや、待て待て。おれはそのへんにゃ詳しくないが、エルフやらケンタウロスやらとトロールどもをいっしょくたにするのは無理があるぞ。トロールは言葉もなけりゃ文字も持たない力任せの生き物だ。もちろん人だって襲う。そんな相手を同じ人間扱いしろってのか？」

「言葉や文字を持たないのはその通り。でも、他の部分には反論があるわ。そもそもトロール＝乱暴者というイメージが生まれたのは、わたしたち魔法使いが彼らを使役して戦いに利用し始めた後なのよ。ああやって強引に飼い慣らして、彼らの意思を捻ねじ曲まげて、ね」

　オリバーは内心でうなずいた。体格がよく腕力と体力に優れ、知能は高すぎず低すぎず──そんなトロールを魔法使いが使役するようになったのは、あらゆる意味で必然に違いない。

「つまり、野生のトロールは人を襲わないってのか？　いやいや、そんなこたぁねぇぞ。現にウチの田舎じゃ年に何件も被害が出てる」

「自分たちの住すみ処かを土足で侵されれば彼らだって反撃するわ。それはエルフでもケンタウロスでも同じことでしょう？　要は棲すみ分わけの問題なのよ」

　それが結論と言わんばかりに胸を張る少女。が、長身の少年はまだ納得しない。

「棲すみ分わけったって、この国じゃ人はまだまだ増えてんだぞ。山を切り開かねぇことには畑を増やせねぇし、新しく町だって作れねぇ。だいたい、それを言い始めたら……おれたちがこれから通うここだって、元々は他の亜人種の住すみ処かだったんじゃねぇのか？」

「むっ……そ、それは極論よ。開拓そのものを否定しているわけじゃないの。ただ、彼らにも自分たちの住すみ処かで生きる権利があることを認めるべきだと……」

「認めるべきなのかね、それを。だってよ──もし立場が逆だったら、あいつらはおれたち人間のことをそんな風に気遣ってくれたか？　おれたちにも生きる権利があるから縄張りは侵さないでやろうって、優しく見逃してくれたのかよ？」

「うっ」

　痛いところを突かれて言葉を詰まらせる少女。攻守は逆転し、長身の少年が勢い付く。

「田舎者の実感として言わせてもらうがな──怖こえぇぞ、トロールは。ウチもしょっちゅう畑を荒らされるからよ、待ち伏せて追い払ったり、時には山に狩りへ行ったりもすんだが、親おや父じとお袋は一度もおれを付き合わせてくれたことがねぇ。未熟者がヘマこくと死ぬからだ」

　それもまた事実、と思いつつオリバーは少女の様子を見た。……実体験に根差す少年の言葉には重みがある。悔しげに唇を嚙かんだまま、彼女は適切な反論を返せずにいるようだった。

「それでも、おれたちは魔法使いだからまだマシさ。魔法を使えない連中にとっちゃ、トロールは掛け値なしの猛獣だ。一頭狩るにも周到に作戦を立てて罠わなを張って、何十人の集団で挑まなきゃならねぇ。死人が出るのもしょっちゅうだそうだ」

「……じゃ、なかったもん」

　唐突に、少女がぽつりと言った。うつむきがちにぷぅと頰を膨らませて、これまでとはまるきりトーンの違う子供っぽい声で。

「……わたしのうちじゃ、そうじゃなかったもん。うちのトロールは……パトロは優しくて力持ちで、わたしに乱暴したことなんて一度もなかったもん。わたしが泣いていると、いっつも肩に乗せてくれて……噓うそじゃないもん。優しい生き物だもん、トロールは……」

「へぇ、そりゃすげぇ。トロールに子供の面倒見させるなんて聞いたことねぇぞ。よっぽど上う手まく調教したんだろうな、お前の親御さんは」

　感心の面持ちで少年がそう言ったのを聞いて、うわ、とオリバーは額を押さえた。──今のはまずい。本人に皮肉のつもりがないとしてもまずい。彼の予感通り、巻き毛の少女はきっと両目をつり上げた。

「調教って……！　どうしてそんな考え方しか出来ないの!?　そういうあんたみたいな人間がいるから、トロールのほうでも人間を怖がるんじゃない！」

「んだと!?　お前こそ野生のトロールを舐なめすぎだっての！　知らねぇだろ、あいつら畑を荒らした上にそこでウンコしてくんだぞ！　小山みたいにでっけぇやつ！　一度見に来いよ絶対印象変わるから！」

　売り言葉に買い言葉、そこからはもはや議論ではなく子供同士の口くち喧げん嘩かそのものだった。ぎゃあぎゃあと言い争うふたりに周囲の新入生たちも何事かと視線をよこし、隣で読書を続けていた眼鏡の少年も、いよいよ苛いら立だたしげに顔を上げる。

「……おい、何度も言わせるな。言い争うなら小さい声にしてくれと──」

「うるさいですわね、そこ！　何を騒いでいるんですの！」

　よく通る声が響き渡ったと思うと、新入生の群れをかき分けてひとりの女生徒が歩いてきた。背筋をピンと伸ばし、一分の隙もなく制服を着こなした風格のある少女。珈こー琲ひーで染めたような褐色の肌も珍しいが、特に目を引くのはその金髪──仕上げが完璧過ぎて金属めいた質感すら放つ、何房もの縦巻き髪ロールヘアだ。

「まだ入学式の前だからと甘えていますの!?　一度校門をくぐった以上、あたくしたちはもう名実共にキンバリーの生徒なんですのよ！　歴史ある魔道の名門の生徒として、今のうちから誰に恥じることない振る舞いを心掛けていただけませんこと！」

　口調に本人の雰囲気が相まって、とても同い年の相手に[image: ]られているとは思えない。が、口論に熱中しているふたりにはその[image: ]責も響かず、それどころか、会話に乱入してきた彼女を揃そろってにらみ返した。

「ちょうど良かった。おい、そこのあんた──」

「──あのトロールを見てどう思う!?」

　あまつさえ、びしりとトロールを指差して議論に巻き込む。これは予想外だったのか、縦巻き髪ロールヘアの少女も軽くたじろいだ。

「な、なんですの突然。あのトロール……というと、行進パレードの中を歩いているガスニー種のことですの？」

　戸惑いながらも示された方向に目を向ける少女。その目がすっと細められ、にわかに眼光が鋭さを増す。

「まぁ、ここから見る限り、血統の優良な個体ですわね。あの体長に対してあの骨格、あの肉付き……これから三十年は衰えず荷役として活躍するはずです。さすがはキンバリーの使い魔。市場で売りに出されれば三百万ベルクは下らないと断言出来ますわ」

　予想とはまったく方向性の違う意見に、これまで言い争っていたふたりが目を丸くする。縦巻き髪ロールヘアの少女が彼らに向き直り、ああ、と納得いったように腕を組んだ。

「なるほど、トロールの評価について意見が分かれたんですのね？　確かにそこは魔法使いとして目め利ききの真価が問われるところ。けれどあたくしの家名にかけて、あのトロールは混じり気のないガスニー種だと断言いたします。粗暴なクランド種や体格に劣るエルニー種の血は入っていませんわ。……少し気が立っているように見えるのが、気になると言えば気になりますけれど」

　トロールにちらりと目を向けるものの、すぐに視線を戻して、少女は誇らしげに語る。

「加えて言うなら、良いトロールを選ぶためには、個体の目め利きき以前にブリーダーの氏素性を知っておく必要がありましてよ。適当な相手から買った気性の荒いトロールに少しずつ角が生えてきて、調べたらなんと鬼種オーガとの混血だった、なんて話もあるくらいでして──」

「…………」

「…………」

　言葉を差し挟む余地がどこにも見当たらず、口論していたふたりはすっかり沈黙してしまっていた。当然の嗜たしなみとばかりにトロールの商品価値を語る相手の姿から、彼らは──特に巻き毛の少女は思い知ってしまったのだ。文化と価値観が違い過ぎて、今の段階ではそもそも議論にすらならない、と。

「──？　どうしたんですの、いきなり黙り込んで。トロールのことが聞きたかったのではありませんの？」

　縦巻き髪ロールヘアの少女がきょとんと首をかしげ、三人の間に微妙な空気が流れ始める。見守っていたオリバーは少し焦あせった──せっかくの入学式だというのに、この流れは良くない。

　やや考えた末、彼は思い切って、目の前のいざこざに割って入った。

「こほん。──まぁ、なんだ、三人とも。議論を戦わせるのは学生らしいけど、今日はめでたい入学式の日だ。暗い顔やしかめっ面つらは、この場にそぐわないと思うんだよ」

　そう言いながらそっと腰の白はく杖じようを抜く。友好の意思を示すために、三人に向かって精いっぱいの笑みを浮かべてみせ、

「だから──これでも見て、明るい気持ちに戻ってくれないか」

　緊張にいくらか声を硬くしながら、手元でひゅんと杖つえを振って、

「ふさふさになぁるコマルサール！」

　声も高らかに呪文を唱えた──その次の瞬間。彼の首筋から後頭部にかけて、巨大なたてがみがボフッと生はえ揃そろった。

「えっ！」「うぉっ！」

　驚きに目を見開くふたり。──よし、手応えあった！　オリバーがそう思いかけたところに、巻き毛の少女がとてとてと走り寄る。

「すごい！　これ、変身呪文の応用よね？　もうここまで出来ちゃうんだ！」

「はー、よく器用にたてがみだけ生やすもんだな。おれも前に変身を試したことあるけど、顔の下半分だけ猫になっちまってなぁ。あの時は往生したぜ」

　めいめいに感想を述べながら、興きよう味み津しん々しんでオリバーのたてがみをいじくるふたり。予想とはだいぶ違った反応に、少年は曖昧な笑みを浮かべて尋ねる。

「……ええと。おもしろくは、ないだろうか？」

「え？　──んー、おもしろいというか」「感心してるぜ。器用な奴やつだなぁって」

　悪気なく正直な感想を言ってしまうふたり。オリバーががっくり肩を落とすと、今度はそこに縦巻き髪ロールヘアの少女が歩み寄ってきた。

「あなた、やりますわね。今の魔法芸、Ｍｒ．ブリッジの『もさもさになぁるラナルサール！』のアレンジでしょう？」

「──っ、知っているのか」

「ええ、あたくしも魔法コメディは好きですのよ。それに趣味が合いますわね。最初にあのネタを見た時といったら、あたくし小一時間ほどお腹なかを抱えてしまって」

　言いながら、ふふっと思い出し笑いをする少女。それを見てオリバーの心はますます沈んだ。──元ネタでは大いに笑ったはずの彼女が、自分のアレンジではくすりともしなかったのだ。

「…………すまない。今のは見なかったことにしてくれ」

「え、なんで!?　すごかったって！　本当に感心したんだから！」

　励ましも耳に届かず、敗北感の余りオリバーはしゃがみ込んでしまう。練習を重ねて見事に生やしたフサフサのたてがみも、そうすると風に揺れて哀かなしげにたなびくばかりだった。

「お、おい、そう落ち込むなって。ほら、もう誰も言い争ってないだろ？」

　長身の少年が慌て気味にフォローしたところで、ようやくオリバーも気を取り直して立ち上がった。解除呪文を唱えて首筋のたてがみを消し去りつつ、再び縦巻き髪ロールヘアの少女に向き直る。

「とりあえず、そういうことになった。……さっきは騒いでしまってすまない」

「ええ。分かればいいのですわ、分かれば」

　優雅に微ほほ笑えんでうなずき、それで一件落着と見ると、少女はくるりと身をひるがえす。

「パレードも半ばを過ぎましたし、じきにあたくしたちの歩みも再開します。くれぐれも列を乱さず、全員無事に校舎まで辿たどり着ついてくださいまし」

　言い残して颯さつ爽そうと去っていく。その背中を見送りつつ、オリバーは列の先頭へ視線を向けた。

「列の前のほうが動き始めたな。彼女の言うとおり、パレードもそろそろ見納めみたいだ」

「え、もう終わり？　ま、待って。もうちょっとだけ」

　なおも身を乗り出して、巻き毛の少女がパレードの一角を凝視する。長身の少年がその背中に声をかけた。

「名残惜しいのは分かるけど、行こうぜ。どうせキンバリーにいりゃ、似たようなもんはいくらでも見られる」

「それは分かるけど……あの子のことが気になるの！　言われてみたら、なんだか苦しそうに見えて……」

　トロールを見つめながら少女が言う。先ほど縦巻き髪ロールヘアの少女が「気が立っているように見える」と言ったのが、彼女には気になっているようだった。少年ふたりが肩をすくめる。まぁ動き出すまでにはまだ少し間があるしな──と思い、視線を彼女から外した、その瞬間。




　──地を蹴り駆けるイアース




「──え？」

　びり、と巻き毛の少女の両脚に奇妙な痺しびれが走る。途端──本人の意思とは無関係に、彼女の体は列を外れて一直線に駆け出していた。

「おいッ!?　何やってんだお前！」

「君、止まれッ！　それ以上パレードに近付くな！」

　一拍遅れて異変に気付いたふたりが声を張り上げる。しかし、巻き毛の少女の足は止まらない。その代わりに、辛かろうじて自由になる首をぶんぶんと左右に振る。

「わ、分かってるっ！　分かってるのにっ──足が勝手にっ──！」

　うわずった声でそう叫ぶ。異常事態を悟り、オリバーと長身の少年が同時に駆け出した。呆あつ気けに取とられる新入生たちを尻目に、彼らは全力疾走で少女の背中を追っていき──だが、その最中、視界に入ったパレードの光景にぎょっと目を剝むく。

「……!?　おい！　あのトロール、こっちに向かって来てねぇか!?」

　泡を食った顔で長身の少年が叫ぶ。その指摘通り、さっきまで議論の対象だった亜人種の巨体が、大地を重々しく踏み鳴らしながら彼らのほうに迫って来ていた。ばかりか──さらにその背後からも。

「グゥゥゥゥゥッ！」「ゥゥゥゥゥワンッ！」

　パレードの列から飛び出した魔犬ワーグが二頭、トロールの背中を追って地を駆ける。──群れの秩序を維持しようとする本能が強い彼らは、こうした現場では普通人にとっての牧羊犬に相当する役割を担になう。さかんに吠ほえ立たてるのは「すぐに群れへ戻れ」という警告だ。

　だが、亜人種の巨体は止まらない。魔犬ワーグたちの警告に耳を貸してすらいない。業を煮やした一頭が、実力行使とばかりに相手の足首へ嚙かみついた。人間の頸くびなど一撃でへし折る力が上下の牙に込められ、

「──フゥッ！」

　続く一瞬。風を切って振り下ろされた巨大な握りこぶしが、魔犬ワーグの体を歪いびつな肉塊に変えた。

「なッ──！」「……！」

　地面とこぶしの間で原形を失った魔犬ワーグの亡なき骸がら。ひしゃげた肉と飛び出した骨、それらの生々しい質感を目にして、長身の少年の顔がぐっと引きつる。その隣を走りながら──オリバーはふと、かつて学んだ知識を思い出していた。

　ある有名な問いがある。曰いわく、世界中でもっとも多く人間を殺している魔法生物は何か？　魔法使いの素朴な感覚としては竜種ドラゴンや巨獣種ベヘモトを候補に挙げたくなるところだが──その認識は実態と大きく異なる。そうした高位の魔法生物は、そもそも人間と生息域が被かぶらない。

　では正解は何かというと──多くの人々にとっては面白くないことに、これは極めて身近な名前で占められる。第一位が、ずば抜けた繁殖力で群れを形成する犬人コボルト。第三位が、悪知恵を働かせて人を罠わなに嵌はめる小鬼ボギー。単体ならば取るに足らないこれらの生物によって、万を超える人間が毎年殺されている。犠牲になるのは多くが普通人だが、未熟な魔法使いが不覚を取ることも少なくない。

　そして、第二位。……凶暴性と繁殖力では前のふたつに大きく劣るものの、巨大な体たい軀くの膂りよ力りよくと頑強さは他の追随を許さない。知能は人間の七歳児ほどだが、見過ごせないのは十フィートを超える巨体がそれを備えていること。同じサイズの獣は罠わなで狩れるが、彼らは時に自ら罠わなを仕掛けることさえしてのける。

「ウォォォォォォ───！」

　つまりは、それがトロール。人の傍かたわらに息づく寡黙な隣人。大きな体に備えた膂りよ力りよくと使役に適した知能ゆえに、人間はその家畜化を試みて彼らの縄張りを侵す。

　巻き毛の少女の言う通り、トロールが好んで人を襲うわけではない。にもかかわらず毎年のように死者が積み重なるのは──その大半が、彼らを捕らえようとする過程で返り討ちに遭った人々だからだ。

「ギァ───ッ！」

　大きな手のひらに摑つかみ上げられ、もがく間もなく握り潰される二頭目の魔犬ワーグ。耳にこびりつくようなその断末魔の叫びが、ふたりの少年に血なまぐさい現実を叩たたき付つけた。

「……なぁ、あれ……」

「……ああ。もう正気じゃない……！」

　その事実を認めると同時に、オリバーは腰の鞘さやから杖じよう剣けんを抜き放った。先ほど用いた白はく杖じようとは異なる、それは杖つえの役割を兼ね備えた短剣──現代の魔法使いの象徴とも言える利器。彼らがそれを抜く瞬間は、すなわち戦いの始まりを意味する。

　一方で──並んで駆けるふたりの視線の先。何らかの強制力によってパレードのほうへ走らされている巻き毛の少女は、この時まだ、自分の置かれた状況をまったく理解できずにいた。

「なにこれ、なにこれっ！　何がどうなって──あぅっ……!?」

　瞬間、まるで意思を受け付けなかった両足が突然ぴたりと止まり、駆ける勢いのまま少女は盛大に倒れ込んだ。受け身もろくに取れないまま地面をごろごろ転がって、頭から草地に突っ伏した体勢でようやく停止する。

「うっ……や、やっと止まっ──あ、つぅっ……！」

　ほっとしたのも束つかの間ま、自由を取り戻したばかりの右足首に激痛が走る。転んだ時に関節をしたたか捻ひねっていたのだ。痛みをこらえながら、彼女はようよう上体を起こし、

「───え──」

　すぐ間近に、それを目にした。小山のように聳そびえる緑がかった肉の壁。憎ぞう悪おを宿して自分を見下ろす左右一対の血走った瞳。彼女が実家で慣れ親しんできたものとは一線を画する、敵意に満ちたトロールの巨体と息遣いを。

「……ぁ……ぅ、あ……」

「逃げろ、君！　早く走って逃げるんだッ！」

　杖じよう剣けんの切っ先をトロールに向けながらオリバーが叫ぶ。だが当の少女は動けない。足の負傷以上に恐怖が体を射すくめていた。呼吸さえままならずに少女は硬直し──その眼前で、象のように太い亜人種の足が、彼女を踏み潰さんと無慈悲に持ち上がっていく。

「くそっ、間に合わない──！」

　助けに入るには距離が離れすぎている。それはもはや百も承知で、ほとんど成算のない魔法攻撃をオリバーが実行しようとした瞬間、

「喝ァッッッッッ！」

　その場の誰の予想からも外れて。トロールと巻き毛の少女の間に、颯さつ爽そうと影が躍り出た。

「……!?」

　放たれた一喝にびりびりと震える空気。瞬間、オリバーは目の前の光景に度ど胆ぎもを抜かれた。──あの東方エイジアの娘が、巻き毛の少女をかばってトロールの前に立ちはだかっている。その気迫を正面から受けて、トロールは束つかの間ま身動きを止めていた。

「……噓うそだろおい。気合いでトロールに二の足を踏ませやがったぞ、あのサムライ」

　抜いた杖じよう剣けんを片手に、長身の少年がこわばった声で言う。そんな彼らの驚きなどつゆ知らず、油断なくトロールと対たい峙じしたまま、東方エイジアの娘は背後の少女に語りかけた。

「──立って逃げられるでござるか？」

　ばかに丁寧な、それでいて奇妙なニュアンスの英語ウエルグリス。尋ねられた巻き毛の少女ははっと我に返り、すぐさま立ち上がろうとして──そこで、まったく足に力が入らないことに気が付く。

「だ、だめ──だめなの、腰が抜けて……！　わたしのことはいいから、早く逃げて！　このままじゃあなたも一緒に──」

「ふむ、左様か」

　特に焦あせった風もなく、トロールをひたと見据えたまま、東方エイジアの少女はそう応える。そして、

「──然しからばそのまま。拙者の後ろでゆるりと待たれよ」

　続く所作で左腰の刀に右手を添え──流れるように鯉こい口ぐちを切り、おもむろに抜刀した。

「はぁっ、はぁっ……か、カタナを構えたぞ。戦う気なのか、あのサムライ」

　自分とも長身の少年とも違う声。オリバーが驚いて背後を振り向くと、意外にも先ほどの眼鏡の少年が息を切らして彼らの後を追ってきていた。さらに間を置かず──これまた異変を察して駆けつけたらしい縦巻き髪ロールヘアの少女が、迷うことなく彼らの前へ躍り出る。

「馬鹿をおっしゃい！　そんな真ま似ね、させられるわけがないでしょう！」

　声も高らかに言い放ち、彼女は抜き放った杖じよう剣けんの切っ先をトロールに向ける。

「あたくしが注意を引きます、あなたたちは先にお逃げ遊ばせ！　──雷光疾りてトニトウルス！」

　唱えられた詠唱一節。右手の杖じよう剣けんが輝き、その先端から目も眩くらむ電光が射出された。それは矢に勝る速度で空中を突っ走り、トロールの胸板に直撃して激しく火花を散らせる。──が、

「──フッ──フッ──」

　一撃を受けてなお、巨体は微動だにしない。縦巻き髪ロールヘアの少女がぎゅっと顔をゆがめた。

「なんてこと。直撃したのに、視線ひとつこっちに寄越さないですって……!?」

「火力が足りてねぇんだ！　おれたちも撃つぞ──火炎盛りてフランマ！」

「ふ、火炎盛りてフランマ！」

　長身の少年と眼鏡の少年が彼女に続き、ふたつの杖じよう剣けんから放たれた火球がほぼ同時にトロールを襲った。一方は肩に、もう一方は頰へと。それぞれ小さな焦げ跡を作るが──共にまったく意味をなさない。トロールの視線は変わらず、目の前の東方エイジアの娘だけに注がれている。

「ダメだ、顔面でも効いてない……！」「おい、黙って見てねぇでお前も撃て！」

　長身の少年がオリバーに協力を促す。が、杖じよう剣けんを構えたまま、彼は首を横に振った。

「……ダメだ！　今の俺たちが習得してるのは基礎の一節呪文まで。何発ぶつけたところで、トロールのほうは蚊に刺されたほどにも感じない……！」

　厳しい現実を告げながら、オリバーは頭の中で猛然と思考する。──どうすればいい？

　今はサムライ少女の気迫で奇跡的に押おし留とどめているが、巻き毛の少女が動けそうにない以上、あのままでは確実にふたりとも踏み潰される。しかし何発呪文を撃ったところでトロールの気は引けない。迂う闊かつに近づけばまとめてなぎ倒されるだけ。非力な自分たちに、この状況下で打てる手は何だ？

「止やむを得えません、もっと近くから目を狙って──！」

　思いきって駆け出そうとする縦巻き髪ロールヘアの少女。間一髪、オリバーがその肩を摑つかんで止めた。

「待ってくれ、考えがある。──君たち全員、起風呪文は使えるか!?」

　口に出した瞬間、それによって圧おし掛かった責任にオリバーの膝が震えた。縦巻き髪ロールヘアの少女が訝いぶかしげに眉根を寄せる。

「そのくらいは当然──けれど、風を起こしたくらいであれの気が引けますの!?」

「それだけじゃ無理だ。でも──全員分の風を束ねた上で工夫すれば、可能性は上がる」

　弱気をひた隠してオリバーは言う。……直接的にダメージを与えられる手段がない以上、策もないまま近付けば無駄に犠牲者が増える。その事態を避けながら状況を打開するためにはどうするか──習得済みの呪文を踏まえて、彼はひとつの回答を打ち出した。

「なるべく強い風を細く絞って、俺の合図に合わせて空中のあの辺りに展開してくれ。それを俺がまとめてトロールにぶつける」

「その言い方──集束呪文を実践する気ですの？　けれど、あなたがよほど器用だとしても、風を束ねた程度では──」

「説明している間に彼女たちが死ぬ。この一度だけ、何も聞かず俺の提案に乗ってくれ！」

　強くそう言って杖じよう剣けんを空中に向けるオリバー。その横顔を数秒じっと見つめた末に、縦巻き髪ロールヘアの少女は覚悟を決めて彼の隣に並んだ。

「……本気の目ですわね。よろしい、乗って差し上げますわ！」

「マジかよ……！」「うわわわ……！」

　長身の少年と眼鏡の少年も両隣に立って杖じよう剣けんを構える。そうして全員の準備が整ったところで、オリバーは杖つえを振って合図を出した。

「「「吹けよ疾風インペトウス！」」」

　三人分の詠唱が重なって響き渡り、空中の一点で風が唸うなり始めた。それを正確に知覚した上でオリバーが叫ぶ。

「いいか、何が起きても呪文を止めるな！　──笛吹き鳴らすテイービア！」

　その詠唱と共に、渦巻く風を取り込んで形作られていく不可視の大笛。ほどなく甲高い音をかき鳴らし始めたそれに、オリバーは杖つえを振ってさらなる干渉を加えた。──このままではただ耳みみ障ざわりなだけ。だが、風の通り道を調整することで、その音はいかようにも変化する。

「な────」「─────ッ!?」

　三人が見守る中で、響き渡る笛の音が徐々に変化を始める。耳が痛くなるような高音から、腹の底に響くような重低音へ。ともなって彼らの全身が得体の知れない恐怖に震え始め──ただひとりその正体を見て取って、縦巻き髪ロールヘアの少女が驚きの声を上げた。

「これは……竜の咆哮ドラゴンボイス──!?」

「警笛呪文の応用で、そう聞こえるよう加工しただけの騒音だ！　が──まがいものでも竜は竜！　どんな鈍い生き物も、食物連鎖で上位の相手を無視は出来ない……！」

　音の制御に神経を削りながらオリバーが言う。──圧倒的な耐久力を誇るトロール相手に彼が活路を見み出いだしたのは、呪文の破壊力ではなく衝撃力。全ての亜人種の本能に例外なく刻まれた回避衝動、「捕食者ドラゴンから逃げ出したい」という心理へのアプローチに他ならない。

　彼が捏ねつ造ぞうした竜の咆ほう哮こうからその実在を錯覚し、びくりと肩を震わせて彼らのほうへ意識を向けるトロール。その姿に策の成功を見て取り、オリバーはすかさず叫んだ。

「奴やつの注意はこっちに逸それた！　君たちは逃げろ、この先は俺が受け持つ──！」

　これから始まるトロールとの鬼ごっこを覚悟して少年は言う。が──そんな彼の思惑を超えたところで、東方エイジアの少女は動き始めていた。

「ふッ──」

　彼女の両足が地を蹴り、その体が大きく宙を舞った。……巨体を支えるために常に曲がりがちなトロールの膝。それを足掛かりに再度跳躍、続けざまに肩を蹴ってさらに上空へ。

「──オォッ!?」

　異変に気付いたトロールが丸太じみた右腕をスイングする。が、それは衣服の裾を掠かすめるだけで空を切った。オリバーたちの魔法に気を取られ、この瞬間のみ無防備を晒さらしていた巨体──その頭上に至って、東方エイジアの少女はぐっと剣を振りかぶり、

「──勢セィィィィィィッ！」

　渾こん身しんの気勢と共に。全体重と魔力を乗せた斬撃を、亜人種の脳天に叩たたき付つけた。

「──ガ──」

　ごぉん、と。大鐘を丸太で打ったような音が響き、全身を痙けい攣れんさせたトロールがぐるりと白目を剝むいた。力を失った両膝がゆっくりと地面を突き、止めどなく体ごと崩れ落ちる。

　その間、わずか数秒。およそ予想を超えた決着の光景を、オリバーたちは言葉を失ったまま見届けた。

「……な……」

　行き場をなくした声が、オリバーの口の中を意味もなく転がって消える。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす彼らの前で、決着の一撃を完遂して地面に降り立つ東方エイジアの少女。

「……フゥゥゥ……」

　その姿を前にして、オリバーの呼吸が止まった。──髪が、真白しろい。ついさっきまで青みがかった黒だったはずの少女の髪。それが今や、真逆の純白に染まって淡い光を帯びている。

「無垢の純白イノセントカラー……」

　縦巻き髪ロールヘアの少女がぽつりと呟つぶやいた。その単語が指し示す現象については、オリバーにもいくらか知識がある。……体内における魔力循環の力強さと、滞りなく魔素を流す水晶じみた髪質。その両方を兼ね備えた魔法使いにのみ見られる特異体質。極めて稀け有うな天与の祝福だ。

　戦闘を終えて魔力循環が落ち着いたのだろう。声もなく見守るオリバーたちの前で、少女の髪の色がたちまち元の黒へと還かえっていく。と──ふいに、その手から刀が滑り落ちた。

「……雷で洗ったように痺しびれてござる。なんたる頭蓋しやれこうべの硬さ」

　すっかり感覚を失っているらしい両手を見下ろしながら、彼女は感心したようにそう呟つぶやく。それから背後を振り向き、ぽかんと自分を見上げる巻き毛の少女へ問いかけた。

「怪け我がはないでござるか？」

「え、あ……」

「む、足を痛めておられるな。──しばし待たれよ、手の痺しびれが抜け次第に背負って差し上げる故。情けないことに、今はまだ小石ひとつ握られ申さん」

　そう言ってぶらぶらと両手を振ってみせる少女。続いて、その視線が、やや離れた位置のオリバーたち四人を向く。

「ああ、そこの御仁ら。助太刀に感謝致す。お陰で千載一遇の好機を摑つかみ申した」

　気さくな口調でそう言ってから、彼女は一転して興味深げな顔になり、

「時に──あの雄お叫たけびはどなたが発したものでござるか？　凄すさまじい迫力でござったな。拙者、危うく入学式前にちびるところだったでござるよ」
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